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　本報告書は平成１２（２０００）年度に国営沖縄記念公園事務所から委託を受けて沖縄県立埋蔵文化財センターが実

施した首里城跡「御内原」地区における埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものです。

　昭和６１（１９８６）年度から首里城跡の復元整備事業が着手され、平成４（１９９２）年度に正殿、北殿、南殿、奉神

門等が復元されてからも、城跡以外の周辺の整備も引き続いて行われており、現在、一帯は首里城公園として県

民に広く親しまれております。

　その整備事業の一環として、御内原地区の発掘調査が実施されました。調査対象区域は首里城跡の内郭の中央

部、正殿の東側でかつて「御内原」と呼ばれていた部分で「世添殿」、「世誇殿」、「女官居室」等の建物、そして

「後之御庭」と呼ばれる庭があった場所です。「世添殿」は御内原を管理しており、「世誇殿」は国王が亡くなった

際に世子が即位の儀式を行い、「女官居室」は御内原に奉公する女官達が寝起きしていた建物で、「後之御庭」は

聞得大君や上級神女が儀式を執り行った庭と、首里城内でもとりわけ重要な位置を占めていました。これらの構

造物は近代以降の熊本鎮台沖縄分遣隊等による建物破壊や、沖縄戦に伴う空襲によって壊滅的な被害を受けまし

た。そのため近世の絵図から当時の様子が窺えるのみであり、正確な位置や建物構造については未だ解っていま

せん。

　この調査では「世誇殿」の基壇が確認されたものの、それ以外は後世の破壊が予想以上に著しく、痕跡すら確

認することができませんでした。その一方で、中世相当にまで遡る遺構を多く確認することができ、「御内原」の

変遷をある程度まで知ることができました。また調査に伴って膨大な陶磁器類をはじめとする多種多様な出土品

が得られました。

　これらの成果をまとめた本報告書が、沖縄における王国時代の歴史や首里城の様相を知る上で貴重な資料とし

て活用されるとともに、文化財保護への理解を深めることにもつながれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査や資料整理を行うにあたって御指導を賜った諸先生をはじめ、調査に御協力い

ただいた関係各位に厚く御礼申し上げます。

　平成１８（２００６）年３月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長　田　場　清　志



調査区全景（東から）

調査区全景（北から）
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巻首図版２

北側造成層（北から） SR０４・０５（北東から）

最下層のピット群（西から）SR０１、階段遺構（南から）

B-３グリット　炭混じりオリーブ黒色粘土層 階段遺構（西から）

SA０１全景（北東から） SA０５・０６　瓦・ 出土状況（西から）
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出土遺物



巻首図版４

中国産色絵、瑠璃釉

泉州窯系磁器、鉄絵陶器、中国産施釉陶器



巻首図版５

ベトナム産染付、彩釉陶器、磁州窯系磁器（上：外面、下：内面）
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元様式染付

翡翠釉

褐釉磁器



巻首図版７

本土産陶磁器

沖縄産施釉陶器



巻首図版８

玉製品

金属製品

銭貨
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１．本書は平成１２（２０００）年度に実施した、首里城跡「御内原」地区発掘調査の成果をまとめたものである。

２．発掘調査は沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所より委託を受け、沖縄県立埋蔵文化財センターが実施し

た。

３．資料整理作業は、平成１７（２００５）年度に沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

４．本書に使用した１／２５０００地形図は国土地理院発行の資料によった。

５．本書に表した高度値は海抜高である。

６．本書に掲載した遺構図の座標軸は国土座標軸（第XY座標形）を使用した。

７．本文中で使用した引用・参考文献は結語の後にまとめて掲載した。

８．資料整理にあたり、下記の方々には遺構解釈及び遺物の同定をお願いした。記して謝意を表したい。

（五十音順）

大橋康二（佐賀県立九州陶磁資料館）、金沢陽（出光美術館）、金子浩昌（東京国立博物館・客員研究員）

亀井明�（専修大学）、久保智康（京都国立博物館）、黒住耐二（千葉県立中央博物館）、中野雄二（波佐

見町教育委員会）、野上建紀（有田町歴史民俗資料館）、平良啓（株式会社　国建）、宮城弘樹（今帰仁村

教育委員会）、森毅（大阪市教育委員会）

９．本書の編集は伊集ゆきの、岸本竹美他の協力を得て山本正昭が行った。

１０．各章の執筆は下記のように分担した。

山本　正昭　　第１章、第２章、第３章、第４章第１～３・７・１３・２３節、第５章・付編

山田　浩久　　第４章第４・８・１４節

長濱　健起　　第４章第５・１２・１６・２１節

伊藤　　圭　　第４章第６・１１節

岸本　竹美　　第４章第９・１０・１９節

宮平真由美　　第４章第１５・２０節

喜多　亮輔　　第４章第１７・１８・２２・２４・２５節

１１．本書に記載された写真は山本正昭、大島誠が、出土遺物は矢船章浩、光島香の撮影によるものである。

１２．本書に掲載した御内原地区発掘調査に関する写真、実測図などの記録は全て沖縄県立埋蔵文化財センターに

て保管してある。

１３．発掘調査･資料整理などの調査体制については第１章の第２節で記した。
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第１節　調査に至る経緯

　首里城跡は琉球王国歴代国王の居城として、そして政治、文化の中心として約５５０年間の長きに亘って機能して

きた。明治以降も学校や博物館、神社として建造物や敷地は利用されてきたが昭和２０（１９４５）年の沖縄戦による

空襲で建造物は全壊し、戦後の琉球大学設置により石積み等の遺構も徹底的に破壊を受けた。昭和４７（１９７２）年

の沖縄本土復帰に伴って首里城復元の気運は高まっていくことになる。そして、昭和６１（１９８６）年の閣議決定に

より、内郭４．２haが建設省所管の「ロ号国営公園」に指定され、国の都市公園整備事業（国営沖縄記念公園事務所

首里城地区）で復元整備されることが決定するとともに、城郭外側の区域の約１７．８haを県営公園として整備する

ことが決定されるに至る。これを受けて、首里城公園の整備が都市計画決定し、都市公園としての首里城公園整

備が具体化するとともに、年次的に現在も続く整備事業が進められていくこととなる。

　今回報告する調査区は首里城跡正殿東側一帯で、かつて「御内原」と呼ばれていた地区である（第７図）。平成

１１（１９９９）年度までには調査区周辺に隣接する正殿、東のアザナ、二階殿地区等の発掘調査、史跡整備は完了し

ており、都市公園並びに管理施設として機能している。国営沖縄記念公園事務所は上記の整備計画に基づいて御

内原地区の遺構確認調査を実施して欲しい旨を沖縄県教育委員会文化課に要望してきた。沖縄県教育委員会文化

課は調査対象地区が国指定史跡の敷地内であることから文化庁への現状変更許可の手続きが必要であるとともに、

埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の回答を出した。それを踏まえて平成１２（２０００）年度に国営沖縄記念公園

事務所より沖縄県教育委員会文化課が予算の委託を受けて、遺構確認調査を目的とした発掘調査を沖縄県立埋蔵

文化財センターが実施する運びとなった。

第２節　調査体制

　現地調査（平成１２年度）から資料整理及び報告書の刊行（平成１７年度）まで、下記の体制で実施した。
　

ａ　平成１２（２０００）年度の調査体制

�����……沖縄県教育委員会

　　教育長 翁 長 良 盛

　　県教育庁文化課　課長 當 眞 嗣 一

　　　　　〃　　　　課長補佐 千木良芳範

　　　　　〃　　　　記念物係長 盛 本　 勲
　

�����……沖縄県立埋蔵文化財センター

　　所長 知 念　 勇
　

�����

　　副所長兼庶務課課長 知 念 廣 義

　　庶務課主任 上 原　 浩
　

�����

　　調査課課長 島 袋　 洋
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　　調査課専門員 山 本 正 昭
　

������

　　文化財調査嘱託員 大島　誠、大城安志、冨山　勇、田場直樹
　

������� 長谷部楽爾（出光美術館理事）

����� 弓 場 紀 知（　　〃　　学芸課長）

 西 田 宏 子（根津美術館学芸部長）

 亀 井 明 �（専修大学文学部教授）

 平 良　 啓（株式会社　国健建築設計部）

 池 田 榮 史（琉球大学法文学部教授）
　

�������� 新垣直美、中塚末子、与那嶺勢津子、呉我フジ子、宮国恵子、新垣キク、

照屋タケ、照屋トミ、親川菊江、當間フミ、新城大達、嶺井政常、

小波津ヨシ子、大城輝子、喜名初子、上江洲大樹、喜屋武盛陽、近藤隆夫、

吉田逸郎、真栄城千枝子、玉城初美、金城さとみ、仲里広美、新垣広宣、

安次嶺政寿、小波津夏子、呉屋ヨシ子、比嘉清徳、宮城澄子、浦崎直和、

呉屋光子、島袋文子、安次富マサ子、津波古美津江、小橋川恵子、

諸見里幸子、大宜見より子、永吉弘子、大嶺愛子、中村フサ子、玉城史子、

比嘉剛、上間清美、金城一哲、喜舎場盛安、宮里竹識、佐藤元希、

渡邉淑恵、佐藤光子
　

　������� 玉寄智恵子、瑞慶覧尚美、池原直美、玉城恵美利、比嘉登美子、新垣利津代、

田中俊朗、金城恵子、上良早美、栄野元左季、仲村渠多恵子、上原はるみ、

吉村綾子、宮崎典子、真栄田幸子、比嘉美和子、譜久村泰子、與古田愛、

梅田倫代、幸地真弓、大城陽子、安座間充、吉田逸郎
　

������ 屋比久益貞、大城宜英、屋嘉比朝勇、真栄平房敬、桂辰哉、上里隆史、

 西銘章、古屋聡洋、

　

ｂ　平成１７（２００５）年度の調査体制

�����……沖縄県教育委員会

　　教育長 　　　　　　仲宗根用英

　　沖縄県教育庁文化課課長 　　　　　　千木良芳範

　　　　　　〃　　　　課長補佐 　　　　　　島袋　洋、崎濱文秀

　　　　　　〃　　　　主幹及び記念物係長　　盛本　勲

　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　専門員　新垣　力
　

�����……沖縄県立埋蔵文化財センター

　　所長 　　　　　　田 場 清 志
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　　副所長兼庶務課課長 赤 嶺 正 幸

　　庶務課主査 比嘉美佐子

　　庶務課主事 城間奈津子
　

�����

　　調査課課長 岸 本 義 彦
　

����

　　専門員 山本正昭、岸本竹美
　

������

　　文化財調査嘱託員 喜 多 亮 輔
　

������� 金 沢　 陽（出光美術館学芸員）

����� 大 橋 康 二（佐賀県立九州陶磁文化館館長）

 亀 井 明 �（専修大学人文学部教授）

 久 保 智 康（京都国立博物館）

 野 上 建 起（有田町立歴史民俗資料館学芸員）

 中 野 裕 二（波佐見町教育委員会学芸員）

 森　　　毅（大阪市教育委員会）

 平 良　 啓（株式会社国建建築設計部）

 金 子 浩 昌（東京国立博物館・客員研究員）

 黒 住 耐 二（千葉県立中央博物館）
　

�������� 赤嶺雅子、新垣利津代、石嶺敏子、上原園子、上原美穂子、大村由美子

荻堂さやか、喜屋武朋子、金城克子、国場のりえ、崎原美智子、城間いづみ、

城間千鶴子、平良貴子、玉城恵美利、照屋利子、比嘉孝子、比嘉登美子、

比嘉洋子、譜久村泰子、藤田奈穂美、外間瞳、又吉純子、宮里なつ子、

吉村綾子
　

��������	
 池原直美、瑞慶覧尚美、高良三千代、玉寄智恵子、宮平真由美

第３節　調査経過

　平成１２（２０００）年度の調査区は首里城正殿の西側、近世まで「御内原」と呼ばれ、昭和初年には「沖縄神社」

の境内として使用されていた。調査面積は東西３０ｍ×南北２５ｍ、７５０㎡ の範囲で、かつて近世の絵図等には世添殿、

世誇殿、女官居室が所在した場所である。平成５・６（１９９３・１９９４）年度に実施された東のアザナ地区の発掘調

査成果では琉球大学設置時の造成によって削平を広く受けていることから（沖縄県立埋蔵文化財センター２００４）、

その南側に隣接する当該地区も旧地形が大きく損なわれていることが予想された。

　まず本調査に入る前に磁気探査を実施し、不発弾有無の確認を行った。不発弾は幸い確認されなかったため１２

月１１日から重機によって戦後の表土・盛土の掘削に移り、近世の包含層検出に努めた。旧琉球大学解体時の際に

土中に混入した大量のコンクリート片や岩塊が盛土内に混在しており、また掘削途中で旧琉球大学本館基礎が検
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出された。東西方向に３本のコンクリート梁が基礎として埋め込まれており、撤去作業に当初の予定以上に時間

を要した。そのため重機掘削の期間を約１０日間、延長するに至り、開始予定からやや遅れて発掘作業に入ること

となった。旧琉球大学本館基礎撤去後、１０ｍグリッドを設定し、同２６日から作業員による掘削、遺構探査に入っ

た。グリッドは南北方向にアルファベット、東西方向に算用数字を割り当てた。詳細は次節で触れる。

　翌平成１３（２００１）年１月１７日に世誇殿基壇と思われる石列SR０１が調査区の南西側で確認され、それを手がかり

にして、近世段階に首里城御内原一帯に所在した建物跡の確認を行った。しかし戦前、戦後の改変によって近世

段階の建物遺構は破壊を受けていることが判明し、当初の予想通り一部、岩盤にまで琉球大学設置時の造成によ

る削平が及んでいることも確認された。よって２月以降は近世以前の御内原に所在した建物施設の確認に努めた。

その結果、石列、石積み、集石、石囲遺構、柱穴、土坑といった遺構が確認された。それらは複雑に切り合って

おり、出土遺物も大量に確認されたため検出作業は困難を極めた。しかし、近世段階にあった御内原の建物群以

前にも多数の施設があったことが判明したのは大きな成果であった。更に３月１日から調査区内の最下層を確認

するために調査区を横断する形で東西、南北方向に約１ｍ幅トレンチをそれぞれ設定した。地山面に掘り込んだ

柱穴と陶磁器、土器、石器等が多数確認された。　確認された遺構に関しては逐一、写真撮影並びに実測作業を行

い、主要な遺構に関しては写真測量を委託した。また平行して戦前の首里城の様子について聞き取り調査を行い、

多くの成果を得ることができた。３月２６日には保護砂を遺構上に敷いて埋め戻し作業を行い、発掘調査を終了し

た。

　平成１７（２００５）年度には平成１２（２０００）年度の発掘調査で得られた遺物、遺構図面の整理作業を行った。出土

遺物は遺物収納コンテナ４００箱以上におよび、それらの洗浄、ナンバーリング、分類、集計から行った。遺物は多

岐に亘ったため、各専門家からの所見を求めた上で分類作業を行い、遺物報告文を作成した。写真撮影および実

測対象遺物については遺物が大量に確認されていたため、主要な遺物のみに止めた。遺物は沖縄県立埋蔵文化財

センターの収蔵庫、図面、現場写真等は記録保存室に保管されている。

第４節　調査区の設定

　調査区は東西約３０ｍ、南北２５ｍであることから、調査面積に合わせてまず１０ｍ×１０ｍの大グリッドを対象地全

域に設定した。北からＡ、Ｂ、Ｃとアルファベットを付けていき、東西ラインを設定した。同時に東から算用数

字を付けていき、南北ラインを設定した。この東西、南北ラインは調査範囲に合わせた任意の方向である。実際

には真南北より１７°東に振れているが便宜上、本書では東に１７°振る南北ラインを南北とし、南に１７°振る東西

ラインを東西とする。グリッド名称についてはアルファベットと算用数字を組み合わせて用い、各グリッドの示

準は北東隅の交点で示した。更に調査の進行に伴って小グリットを設定した。遺構の検出状況や調査範囲に合わ

せて各小グリッドの形状は異なるが、概ね大グリッドを４分割し、５ｍ×５ｍグリッドとした。小グリッドの名

称は丸数字を付け、その順序は発掘作業が行われた順序とし、大グリッドの名称の後に枝番号を付ける形にした。

よって各大グリッド内における小グリッドの名称は場所によって一定していないので、第１図に小グリッドの位

置を示す。なお、Ｂ-２グリッドは殆ど岩盤が露頭しているのが確認されたため、小グリッドは北西隅のみ設定し

た。Ｃ-２グリッドは廃土置き場のため、小グリッドの設定は行っていない。Ｂ-４グリッドは後之御庭に相当する

範囲を小グリッドとして設定したため、１０ｍ×５ｍとなり、Ａ-２グリッドは埋甕遺構が検出されたため、各グ

リッドの面積が区々となっている。

 

－　4　－



－　5　－

第
１
図
　
グ
リ
ッ
ト
設
定
図
 

3
4

5

3
2 2

4
5

A B C

A B C

4
3

3
4

2
1

2
1

2
1

2
1

2

1
2

1
1

7
12

56
9 10

8
34

3
4

3

N

0
10
m

1：
15
0



－　6　－

第２図　沖縄本島の位置
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第１節　地理的環境

　首里城跡は現在の那覇市首里当蔵３丁目１番、那覇市北東部、琉球石灰岩丘陵地（通称首里台地）の最高部

（標高１３６m）に立地する。

　首里台地の特徴としては、島尻層と呼ばれる新第三紀与那原層下部のシルト岩、泥岩や砂岩を基盤とし、その

上を琉球石灰岩（第四紀層　琉球層群下部）が覆って複雑な谷が発達していることである（第４図）。また、龍樋

や寒川（スンガー）など、島尻層と琉球石灰岩との不整合部分から湧き出す湧水が数多くみられる。

　北方には末吉山、虎頭山から東方の弁ヶ嶽にいたる丘陵を頂き、弁ヶ嶽を起点にして台地北側には真嘉比川、

南側には金城川が流れて安里川で合流、東側には南風原町との境界にナゲーラ川が流れており、他地域とは隔絶

されている。これらのことから、首里城は水源に恵まれ、自然の障壁を利用することによって防御に優れた立地と

なっている。北側は緩斜面となり、首

里当蔵町や汀良町、真和志町の街区が

広がり、南側は急斜面地となり首里金

城町や崎山町、寒川町の街区が広がる。

　歴史的背景からこの立地状況を見る

と、首里城跡南西側には那覇市街及び

貿易港であった那覇港を眺望すること

ができる。貿易によって大きな利益を

得ていた琉球王国にとって、良港の確

保は必須条件であったことから考えて

も、首里城跡の立地は王城として相応

しい機能を十分に備えていたことが窺

える。加えて首里城跡東のアザナ、西

のアザナ、京の内南側物見台からは、

北は座喜味城跡、浦添城跡、東は久高島や大里城跡、糸数城跡、南側は多々名グスク、具志頭グスク、西側は渡

名喜島、粟国島が一望することができる極めて眺望の利く場所であることから沖縄本島中南部の拠点としては好

条件の場所といえる。

第２節　歴史的環境

　首里城跡の築城年代はこれまでの発掘調査の成果からおよそ１４世紀中頃と考えられるが、未だ不明な点も多い。

しかし１４２７年に建立された「安国山樹花木記碑」（１４２７年建立）に、城外に龍潭と称する人工池を掘って安国山を

築き、周辺の造園整備事業を行ったとの記録があることから、少なくとも１５世紀前半の尚巴志王代には王宮とし

ての機能をそなえていたことが窺える。その後、第二尚氏第３代尚真王代（在位１４７７年～１５２６年）から第４代尚

清王代（在位１５２７年～１５５５年）にかけて外郭の拡張や歓会門、継世門、久慶門の造営などが行われ、現在に近い

形に定まったと考えられる（第５図）。

　今回の調査区である御内原（ウーチバル）は主に正殿裏側の区域を指す。王や王の家族が私生活を営む場所で、
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第４図　調査区周辺の地質図（沖縄県土木建築部　１９８８年）
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第６図　旧琉球大学校舎配置図

第５図　首里城平面図（昭和６年頃、阪谷良之進原図、沖縄県立図書館臓）



王以外の男子は立ち入りを禁止されていた。この区域内には金御殿、世誇御殿、世添御殿、寄満、門番詰所、二

階御殿、女官居室、西当蔵火神、金御蔵、平ノ当蔵等の建物があった。京都大学所蔵の『琉球資料』「御城内并諸

座御蔵万事寄」（１８世紀）では御内原の門内すなわち境界内に許可無く立ち入った者は寺入り９０日、御内原の建物

内に立ち入った者は同１００日、室内に入った者は一生流刑という取り決めがなされていた。門番に関しても侵入

者を許した場合、同様の罰則が設けられていた。これら御内原にある建物とは別に正殿、世誇殿、世添殿に囲ま

れた空閑地を「後之御庭」と呼び、『女官御双紙』（１７０６年）では聞得大君による儀礼「御新下り」や、伊平屋や

今帰仁、久米島、宮古、八重山の上級神女がこの場所で進物儀礼を行っていることが窺われる。（国営沖縄記念公

園事務所２００２）。このように首里城の中でも立ち入りが制限され、また儀礼を執り行う空間として極めて重要な

場所であったと同時に、正殿西側つまり奉神門、南殿、北殿に囲まれた「御庭」に特徴付けられる諸氏百官が集

まる場所とは対照的な空間であったと位置付けることができる。久手堅憲夫氏によると首里の方言では側を「ク

ヌハラ」「アヌハラ」と言い、内の側を「ウチヌハラ」と言うことから御内原は「内の方」を意味するとしている

（久手堅２０００）。文献資料では『琉球国旧記』では「内院」と記載されており、絵画資料では『首里古地図』（１７００

年頃）『首里城古絵図』に後之御庭を画する石積み、世誇殿、黄金御殿、寄満、二階殿、世誇殿東側の石積み囲い

が描かれる（第７６図）。因みに世添殿の北側には「世の頂」と呼ばれる建物があったと『琉球国由来記』に記され

ているが、規模や詳細な位置、創建、廃棄の時期については全く解っていない。

　発掘調査を行ったのは世誇御殿（ユブクイウドゥン）、女官居室（グシクンチュウシメージュ）の南半分及び世

添殿（ユシーウドゥン）に相当する範囲である（第７図）。これらの建物は近世に入ってから文献資料で見られる

ようになり、中世相当期の様相については不明な点が多い。１７世紀以降は１６６０年、１７０９年の正殿焼失があったこ

とから御内原の建物も改修された可能性があり、１７世紀後半から１８世紀にかけて何度か御内原内における建物増

築、改修の記載が見られる。建物がどのように改変されたのか詳細については解らないが、少なくとも世誇殿が

１７５２年、世添殿が１７５２年、二階殿が１７５６年に創建されていることから、１８世紀中頃に大幅な建物配置の改変がな

されていることを想定することができる。

●世誇御殿（ユブクイウドゥン）

　世誇御殿は国王崩御の際、世子が即位の儀を行った場所である。世子は継世門から入り美福門を経て、御内原

へ続く脇門の中門（ナカジョウ）を通ってこの世誇殿に進み、即位の儀を行ったと『遺老説伝－球陽外巻』や

『琉球国由来記』には記されている。

　この殿舎は世添御殿の東側に位置して廊下で結ばれており、日常は王女たちの居室として使用されていたこと

から、王女（ウミナイビ）御殿とも呼ばれていた。創建年代は不明、構造形式は木造平屋建て寄棟瓦葺きと推定

される。

●女官居室（グシクンチュウシメージュ）

　世誇御殿の北西側には女官居室があり、ここには御内原に奉公する城人（グシクンチュ）と呼ばれる女官達が

居住していた。南北１５．８メートル、東西７．５メートル、建物の床面積は１１３．５平方メートルであった。

　城人は最高官女の大勢頭部（ウフシィドゥイビ）３名以下、総勢３６人が在ったと『女官御双紙』に記されてい

る。創建年代は不明、構造形式は木造平屋建て寄棟瓦葺きと推定される。

●世添殿（ユシーウドゥン）

　世誇殿の西側約１０メートルの場所に、世添御殿という建物があった。寄満、黄金御殿とは廊下で連結しており、

表の書院から鈴の下へ伝えられた御内原への用向きは、この世添殿で取り次がれて処理されたと云われている
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図版１　首里城空撮写真（昭和２０年４月２日米軍撮影、県公文書館蔵）

第７図　調査区位置図



（久手堅２０００）。王妃の次位にある妻妾の私的空間として使用され、御内原を管理していた建物である。『球陽』に

よると創建年代は１７５２年とされている。

　１８７９年の琉球処分後、首里城には明治１２（１８７８）年から明治２９（１８９６）年まで熊本鎮台沖縄分遣隊（以下、分

遣隊）が駐留した。この分遣隊駐留時に御内原の建物はかなり荒れ果て、その様子が明治１５（１８８２）年に首里城

を訪問したイギリス人ギルマードの手記に記されている。以下、紹介すると「我々は部屋から部屋へとさまよっ

た。回廊や接見の間や召使いの室や、全く迷子になりそうな建物などをぐるぐる歩いたが何れも言語に絶する荒

廃の状態にあった。長い間、誰も住んでいなかったに違いない。あらゆる装飾品は取り除かれてあった。小壁に

掲げられた絵は引き剥がされ、埃と星霜とで見分けが付かない。」とある（須藤１９７４）。また分遣隊によって床や

壁板が剥ぎ取られ、薪等の燃料として使用されていた（真榮平１９９３）。

　大正１２（１９２３）年には首里市によって正殿の解体が決議されたが、伊藤忠太・鎌倉芳太郎らの尽力により沖縄

神社の拝殿となって解体をまぬがれた。一方、御内原は明治４１（１９０８）年に工芸学校が城内に移転し、二階殿、

黄金御殿、寄満等の建物を校舎として利用している。建物内装の改築がなされたものの、工芸学校による維持管

理がなされ、荒廃の進行は免れている。

　大正１３（１９２４）年には金御蔵のあった場所に沖縄神社の本殿が造営され、世誇殿は北側に移築されて神社の社

務所となった。その当時における御内原の様子が阪谷良之進によって作成された測量図によって窺い知ることが

できる（第７７図）。社務所として移築された世誇殿は間取りも記載されており、また世誇殿と後之御庭を画してい

た石積みの輪郭並びに取り付く石段がかなり詳細に記されている。なお、金御蔵は明治４２（１９０９）年にすでに解

体、売却されている。その後、正殿に関しては老朽化と台風被害によって荒廃が進んでいたのを、昭和６（１９３１）

年から昭和８（１９３３）年にかけて阪谷良之進・柳田菊蔵らが修復、昭和８（１９３３）年には国宝に指定された。

　１９４５年の沖縄戦においては首里城に日本陸軍の総司令部壕が置かれたことにより、首里一帯が集中砲火を浴び

たため、城及び城下は壊滅的な被害を受けた。その後、１９５０年琉球大学が創設されたことにより、さらに遺構が

破壊された。女官居室があった場所には本館、世誇御殿があった場所には風樹館、金御蔵があった場所には管理

室が建てられた（第６図）。他方でこのような破壊、消失した文化財を復元しようとの世論が戦後、次第に高まり、

琉球政府文化財保護委員会が中心となって守礼門、円覚寺総門、園比屋武御嶽石門、歓会門、久慶門、玉陵など

の復元が行われた。

　その後、昭和５９（１９８４）年の琉球大学の移転にともない、沖縄県により「首里城公園基本計画」が策定された。

昭和６１（１９８６）年には沖縄復帰記念事業として「国営沖縄記念公園首里城地区」として整備復元することが閣議

設定され、現在に至るまで調査と整備が進められている。
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第１節　層序

　調査区全域にわたって琉球大学設置当時における造成（以下、琉大造成層）が成されており、阪谷良之進らに

よる測量図等に記載される建物遺構（第５図）は確認することができなかった。琉大造成層にはガラス、プラス

チックといった現代遺物は勿論のこと、古い時期の遺物も出土している。聞き取り調査では首里城内各所の土を

造成土として御内原へかなり大量に持ち込んだとの証言を得ており、その証言を裏付ける形で地区によっては約

２ｍ堆積していた場所も見られた。調査区内には琉球大学の本館と風樹館と呼ばれる建物があり（第６図）、表土

除去後に本館の鉄筋コンクリートの建物基礎が検出されている。この基礎の下には礫が敷き詰められており、か

なり念入りに基礎工事を行っていたことが窺えた。

　この琉大造成層はSR０１の上部約０．４ｍを削平していることが戦前の写真資料による同定作業で明らかになった。

そのため、大正期まであった世誇殿、女官居室といった建物基壇下の、地拵えの際に込め入れた栗石層が上面の

遺構としてB-３・４、A-３・４グリッドで確認された。参考までに世添殿、世誇殿、女官居室の推定地を第１９図に示

しておく。栗石層は拳大の石灰岩が主で稀に細粒砂岩片も見られる。また、A-４グリッドは北側調査区外へ続い

ていくことから、淑順門近くまで広がっている可能性がある。

　調査区南側はC-３②で岩盤が露頭していることから、北から南にかけて岩盤が迫り上がっている状況を窺うこ

とができた。岩盤直上は赤土層が一部、見られるが、全体的に赤土混じりの暗赤褐色粘質土層が堆積している。

この層からは近世の遺物が出土せず、中世相当期に持ち込まれたと考えられる。C-３グリッドとC-４①グリッドで

確認された赤土混じりの暗赤褐色粘質土層はSR０９の根石が同層の上面に据えられており、また同層の上面に合わ

せるように露頭している石灰岩の上面がはつられている。おそらく御内原地区で最も古い時期に相当する地拵え

の層であると思われる。B-３・４は栗石層が直上に載る。

　C-４②、B-４②、A-４③グリッドからは後之御庭に伴う造成層が検出されている。琉大造成層が及んでいない区

域に珊瑚混じりの粗砂質土層が広がっており、その下層からは黄褐色微砂層が確認された。前者はかなり細かく

砕いた珊瑚が混入しており、B-４②グリッドから同層を掘り込んで水溜用の埋甕が設置されているのが確認され

ている。同様の事例が円覚寺跡仏殿から三門にかけての空閑地で見ることができる（沖縄県立埋蔵文化財セン

ター２００２）。後者はかなり堅く締まっており、遺物も殆ど出土していない。このことから後之御庭の造成土とし

て外部から造成のためだけに持ち込んだ土であることが想定される。今回の調査では上面までの検出に止めた。

同層は西側調査区外まで広がる。因みにC-４グリッドにかつてあった世添殿周辺は琉大造成層によって建物規模

はおろか基壇も検出することができなかった。

　A-２、A-３グリッドは琉大造成層と琉球大学設置時に埋設した配管が岩盤直上まで見られた。琉大造成層が及ん

でいない部分はB-３・４、A-３・４グリッドと同様の栗石層が見られる。この栗石層の下部に炭、礫混じりの粘質黒

褐色土層が確認されており、同層と栗石層の境から翡翠釉皿と が出土している。このことから栗石層は１７世紀

頃に比定することができる。

　A-３③・④、A-４③グリッドではC-４②、B-４②、A-４③グリッドに見られる黄褐色微砂層が確認された。同層も

堅く締まっており御内原北側を拡張する際に持ち込まれた土であると考えられる。持ち込まれた時期であるが出

土遺物が皆無のため詳細については解らない。しかしこの層はB-３・４、A-３・４グリッドの栗石層が載らず、その

比高差は殆ど無い点、SA０３の面側を覆っている点、後之御庭の造成層と類似している点から近世前半頃と想定さ

れる。SA０３の東端まで黄褐色微砂層は広がらず、面側は拳大の自然石が込め入れてSA０３を埋め殺している。ま
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た、黄褐色微砂層の下には礫混じりの浅黄色粘質粗砂層、そして明褐色粘質土層、礫混じり暗灰黄色粘質粗砂層、

礫・炭混じりの暗灰黄色粘質粗砂層と続く。

　B-３・４、A-３・４グリッド、A-２、A-３グリッドで見られる栗石層についてはその下層に中世相当期の遺物包含層

が確認された。まずはA-３①、B-３①、B-３②北東隅から炭混じりのオリーブ黒色粘土層が確認された。SR０８の面

側と一部上面を覆っているこの層の上面には礫、灰混じりの黒褐色粘質土層が見られ、その上面にSR０４、０５が配

置されている。灰混じりの黒褐色粘質土層はSK０５内にも堆積しているのが確認されている。

　炭混じりのオリーブ黒色粘土層、上記の黒褐色粘質土層は近世の遺物並びに染付が出土しないことから１５世紀

代、炭が大量に混入していることから１４５３年の尚布里、志魯の乱との関わりが指摘される。このオリーブ黒色粘

土層、礫、灰混じり黒褐色粘質土層の直上に礫混じり暗赤褐色粘質土層が見られ、更にその上面に黒褐色粘質土

層、礫混じり灰色粘質粗砂層と続き、先の栗石層が載る。因みに暗赤褐色粘質土層はSR０４、０５を覆っており、B-３

③・④グリッドで赤土混じりの黒褐色粘質土層に載っている。

　最後にSK０８の床面直上には暗オリーブ褐色粘質土層が堆積しており、その上面からは礫が大量に混じる黄灰

色の粗砂層が瓦、 と共に確認されている。この黄灰色の粗砂層の直上は琉大造成層が載っているため、他の包

含層との相対関係を見出すことはできないが、出土遺物からおそらく栗石層の下位になるものと考えられ、世誇

殿、女官居室といった建物構築の造成により廃棄されたものと考えることができる。

　調査区の南側で炭混入の遺物包含層が各グリッドで確認されるが、おそらく１５世紀中頃、尚布里、志魯の乱に

関わる時期と近世の前半に２度、正殿が火災に遭っている時期に分けることができるものと考えられる。前者は

A-３③・④、A-４③グリッドではC-４②、B-４②、A-４③グリッドに見られる黄褐色微砂層の下部から検出された礫・

炭混じりの暗灰黄色粘質粗砂層、A-３①、B-３①、B-３②北東隅から炭混じりのオリーブ黒色粘土層、その上面の

礫、灰混じりの黒褐色粘質土層が相当する。後者はA-２、A-３グリッドの栗石層下部の礫混じりの粘質黒褐色土層

が相当するものと考えられる。また、初期の地拵え層に相当する赤土混じりの暗赤褐色粘質土層の広がりがどの

範囲まで及んでいるのか、首里城の初期の姿を考察していく上では重要な遺物包含層になってくることが明らか

となった。
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沖縄戦後（1945～1992）

A-3③，④，A-4③グリッド C-4②、B-4②、A-4③ 
グリッド（後之御庭） C-3、C-4グリッド A-2,A-3グリッド A-3①、B-3①、B-3②グリッド 

（SR08面側） 
B-3③,④グリッド 

尚布里・志魯の乱か 
（1453年） 

地山 

14世紀後～15世紀前半 
（初期地拵え層） 

栗石層 

赤土層 

岩盤 

礫、灰混じり黒褐色粘質土層 

礫混じりの浅黄色粘質粗砂層 

礫混じり暗灰黄色粘質粗砂層 

17世紀 

16世紀か 

黄褐色微砂層 栗石層 
珊瑚混じり粗砂質土層 

黄褐色微砂層 

礫混じり灰色粘質粗砂層 礫、炭混じりの粘質黒褐色土層 

上位、下位関係が認められる 

上位、下位関係が想定される 

琉大造成層 

オリーブ黒色粘土層 

赤土混じりの 
暗赤褐色粘質土層 

赤土混じりの 
暗赤褐色粘質土層 

明褐色粘質土層 

礫・炭混じりの暗灰黄色粘質粗砂層 

黒褐色粘質土層 

礫混じり暗赤褐色粘質土層 

御内原地区層序模式図
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Ⅳ 

Ⅰ　撹乱層 
Ⅱ　淡茶褐色土層（炭砂利混） 
Ⅲ　炭灰褐色混礫土（礫多量） 
Ⅳ　淡茶褐色混砂利土 
Ⅴ　礫混じり暗赤褐色粘質土層 

Ⅵ　赤土混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅶ　赤褐色土層（炭砂利混） 
Ⅷ　暗褐色土層 
Ⅸ　表土層 

Ⅰ　撹乱層 
Ⅱ　炭灰褐色混砂混レキ土層 
Ⅲ　黄白色砂層（グリ石にかぶっている砂） 
Ⅳ　栗石層 
Ⅴ　暗茶褐色土層 

Ⅵ　茶褐色土層（橙色土混） 
Ⅶ　礫混じり暗赤褐色粘質土層 
Ⅷ　淡褐色混砂混レキ土層 
Ⅸ　赤土混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅹ　橙褐色土層 

Ⅰ　礫混じり灰色粘質粗砂土層 
Ⅱ　淡褐色混砂利土層 
Ⅲ　淡茶褐色混砂利土層 
Ⅳ　礫灰混じり黒褐色粘質土層 
Ⅴ　茶褐色混砂利土層 
Ⅵ　赤土混じりの黒褐色粘質土層 

Ⅰ　栗石層 
Ⅱ　灰混じり黒褐色粘質土層 

Ⅰ 

Ⅵ 
Ⅵ Ⅵ Ⅲ 

Ⅴ 

Ⅶ Ⅸ 
Ⅷ 

Ⅰ Ⅰ 

Ⅵ 
Ⅶ 

Ⅸ 
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Ⅰ 
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Ⅱ Ⅱ 

Ⅰ 
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Ⅱ 
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Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅶ 
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Ⅸ 
Ⅸ 

Ⅷ Ⅷ 

Ⅹ 

Ⅱ 

第14図　Cー3 ①グリット（北壁） 

第13図　Aー3 ③④グリッド（南壁） 

第10図　Aー3 ②③グリッド（西壁） 

第9図　A一3 ①④グリッド（東壁） 

第8図　Bー3 グリッドライン（東壁） 

第11図　Bー3 ③グリット東側（北壁） 

第12図　SA04前（北壁） 

0 2m

Ⅰ　淡灰褐色混砂混レキ土層（撹乱） 
Ⅱ　赤土混じりの黒褐色粘質土層 

Ⅰ　礫混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅱ　淡灰褐色混レキ土層 
Ⅲ　礫灰混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅳ　オリーブ黒色粘土層 

Ⅰ　淡褐色混砂混レキ土層 
Ⅱ　炭灰褐色土層 
Ⅲ　黄褐色混砂混レキ土層 
Ⅳ　オリーブ黒色粘土層 
Ⅴ　暗褐色土層（ウル混） 

EL=128.500m

EL=128.500m

EL=128.500m

EL=128.500m

EL=128.500m

EL=128.500m

EL=129.500m



第２節　遺構

��

SR０１

　残存高約１ｍ、残存長８．５ｍ。南側は根石のみ残存し、南

側の階段遺構付近では三段組となる。上部は完全に破壊さ

れているため厳密な高さは不明。切石積みでかなり丁寧に

加工した方形の石材を用いており、拳大の裏込石を面石控

え部分に大量に入れ込む。根石は後之御庭造成層の直上に

据えている。西に１０°振るがほぼ南北方向に伸び調査区北

側でSR０２が取り付く。調査区南西部分でも同様の石列が

確認され、当初SR０３としていたが、延長方向並びに石材の

加工度からSR０１と同一遺構であることが判明した。周辺

は琉大造成層によってほとんど原状は止めていない。当該

遺構はかつての世誇殿の基壇で、沖縄戦時まで残存してい

たことが古写真等で窺える。

　古写真では沖縄神社の参道に取り付く石段が見られるが、

調査では確認できなかった。しかし、B-４グリットから小

礫が密に詰まった集石が当該遺構に接して検出されている。

SR０２

　残存高約０．９ｍ。確認された長さは１ｍ。東西方向で北に１３°振り、西側は調査

区外へ伸びる。あいかた積みで面石は上部が小さく、下部は大きい切石を用いてい

る。面石は何れも丁寧な加工がなされている。東側はSR０１に切られており、その接

続部分には階段遺構が取り付く。拳大の裏込石を大量に入れ込む。根石はSR０１と

同様に後之御庭造成層の直上に据えている。世誇殿の基壇から東側に伸びる基壇状

遺構で、近代以降は沖縄神社社務所の基壇として沖縄戦時まで残存していたことが

古写真等で窺える。
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第１５図　SR０１南側平面図（C-４グリット）　

0 2m

EL=128.500m

第１６図　SR０１立面図　　

0 2m

N

0 1m

EL=128.500m

第１７図　SR０２立面図
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第１９図　御内原地区各施設推定位置図

第１８図 検出遺構位置図第１８図　検出遺構位置図



SR０４

　残存高は約０．３ｍ。残存長１０．１ｍ。南北方向で西に１０°振る。拳大の自然石を２段以上組み上げているが積み

方は総じて雑である。裏込石は見られるものの大きさ等、面石との差はあまり見られない。根石は焼土層直上に

一部据えていることから１５世紀中頃以降に構築されたと考えられる。他の遺構との関係はSA０１の北側に合わせ

て取り付き、SR０８が当該遺構の根石によって切られている。北側はSA０２によって切られている。

SR０５

　残存高約１ｍ、残存長１０．２ｍ。SR０４と同方向に伸びる。一部２段以上積んでいる部分が見られる。拳大のやや

加工した石材を面石に用い、面石よりやや小振りの自然石を裏込石とする。SR０４は当該遺構の裏込石によって埋

め殺されている。その他の遺構との関係は見られない。根石は焼土層直上に一部据えていることから１５世紀中頃

以降に構築されたと考えられる。

SR０７

　SA０２に接する礎石から伸びる石列で残存長が０．５ｍ。方形に加工された切石２個で構成される。南北方向で北

に１０°振る。全体的に琉大造成層が覆っていたため、詳細な時期については不明。礎石１の東側面に合わせて並

べていることから礎石間を繋ぐ遺構と考えられる。

SR０８

　長さは検出された部分で６．７ｍ、南北方向で東に２０°振り、拳大の自然石を並べている。裏込石は見られないこ

とから土留めとして機能が考えられる。炭混じりのオリーブ黒色粘土層が遺構の上面を覆っていることから廃棄

年代は１５世紀中頃と想定される。面石の一部が火を受けていることが確認された。他の遺構との関係で根石まで

確認することはできなかった。SR０４・０５、SA０１の根石に切られていることから、当該地区で最も古い遺構に相

当するものと思われる。

SR０９

　東西端は何れも破壊を受けており残存長は４．８ｍ。東西方向

で北に１０°振る。裏込石は見られるものの大きさ等、面石との

差はあまり見られない。自然石を東西方向に並べるが蛇行気味

に伸び、東端は南に振る。根石は赤土混じりの暗赤褐色粘質土

層、一部岩盤直上に据えられている。検出時は完全に集石に
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0Ⅰ ― 礫混じり暗褐色土層 
Ⅱ ― 礫灰混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅲ ― 淡茶褐色混砂利土層 
Ⅳ ― 暗茶褐色土層 
Ⅴ ― 赤土混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅵ ― 赤土層 
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EL=128.500m
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Ⅲ 

Ⅴ 
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Ⅰ 

第２０図　SR０４立面図　

0

Ⅰ ― 礫混じり暗褐色土層 
Ⅱ ― 礫灰混じりの黒褐色粘質土層 
Ⅲ ― 赤土混じりの黒褐色粘質土層 
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C C'
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Ⅲ 

第２１図　SR０５立面図及び断面図
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N

EL=129.400m

第２２図　SR０９平面図及び立面図　



よって埋め殺されていた。他の遺構との切り合い関係は認められない。

���

SA０１

　北辺は残存高０．８～１．３ｍ、残存長１２．１ｍ。東辺は残存高０．３ｍ、残存長４．８ｍ。平面形状はL字状となる。残存

高上部は破壊されているため厳密な高さは不明。東西方向は北に１０°振り、南北方向は東に１０°振る。人頭大の

自然石を組み上げ、焼土層の直上に根石が据えられている。裏込石は大量に見られ、面側にも大量の自然石が込

め入れられ、埋め殺されている。東端はSR０４、西端はSR０１が東辺の面石に合わせて取り付く。また、SR０８は当該

遺構の根石によって切られている。

SA０２

　確認された高さは１．１ｍ、長さは検出された部分で７．２ｍ。かなり丁寧に加工した切石を組み上げており、一部

凹状に加工した切り石も見られる。上部は破壊されているため厳密な高さは不明。面石の内側に面を合わせた石

組みが一部、確認される。裏込め石も大量に見られる。東西方向で北に１０°振り、東側は直に切られるように崩

されており、西側延長部分は現在の正殿基壇北辺に合ってくる。調査区北側の造成層に一部、覆われていること

から御内原を北側に拡張する以前の内郭城壁であった可能性が指摘され、１７世紀頃に廃棄されたと考えられる。

東側でSA０３・０４が取り付き、SR０５が当該遺構の裏込め石によって切られている。

SA０３

　確認された高さは０．２ｍ、長さは検出された部分で１ｍ。大小の面側をやや加工した自然石を組み上げており、

控え部分には小振りな自然石を裏込石として大量に入れ込む。SA０２に取り付き、調査区外北側へ伸び、調査区北

側の造成層によって完全に埋められている。

SA０４

　確認された高さは０．７ｍ、長さは検出された部分で１ｍ。東西に面を有した石牆で、両面とも面側をやや加工し

た自然石を組み上げている。内部には自然石を裏込石として大量に入れ込む。東側は旧琉球大学本館の基礎に

よって面石が元位置より西側に若干移動しているが真北に調査区外北側へ伸びる。SA０２に取り付く。旧琉球大

学の造成土によって全体が覆われており遺物もほとんど検出されなかったため、詳細な構築時期については不明

である。

SA０５

　残存高は０．５ｍ、残存長２．８ｍ。拳大の切石を組み上げており控え部分には自然

石を裏込石として大量に入れ込む。積み方はあいかた積みに近く、根石は岩盤に

据えられている。南北方向で西に１５°振る。面石の一部が火を受けており、西側

の面石にはSA０６が取り付く。上面は琉大造成層が覆っていたが、根石近くの面

側には前述したが栗石層下部から翡翠釉皿、灰瓦、 が出土している。
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第２３図　SA０５立面図
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SA０６

　残存高は１ｍ、残存長１．８ｍ。拳大の面を加工した自然石で組み上げており、控え

部分には自然石を裏込石として入れ込んでいるが、あまり奥行きを取っていない。

東西方向で南に１０°振る。根石は岩盤に据えられており、岩盤も石積みの面に合わ

せて面を有する。東側はSA０５の面石に取り付くように接続している。SA０５と同様

に根石近くの面側には大量の自然石に混じって灰瓦、 が出土している。

�����

SS０１

　幅約０．５ｍで残存長１．８ｍ、南東－北西方向で北に１０°振る。南東から北東方向へ緩やかに傾斜する。南東端と

北西端は南北に走る旧琉球大学本館の基礎によって破壊を受けている。個々の石は大きさに一貫性は無く、大小

の石で構成される。石敷きの上面はやや粗いが平坦にはつっており、下方は岩盤に据えている、若しくは小礫を

埋め込んでいる。

�����

SK０２

　東西北を切石の石列で囲み、床面は上面を丁寧にはつった切石を据える。北西隅が一部、崩壊しているものの

全形を良好に保持している。西側は集石が広がり、北、東側は赤土混じりの黒褐色粘質土層が広がる。石列の上

面は天端が合わないことからある程度、立ち上げられていたものと思われる。敷石間には赤褐色砂質土が間詰と

して入れられており、隙間が殆ど見られない。

SK０３

　東西北を切石の石列で囲み、床面は石敷きと岩盤で、丁寧にはつった切石の上面に合わせて岩盤上面が加工さ

れる。岩盤は南北方向にフィッシャーが走っており、石列を直接、その上に据えている。石列は東側のみ裏込め

石が見られる。石列の上面は天端が合わないことからある程度の高さまで立ち上げられていたものと思われる。

SK０４

　西南北を切石の石列で囲み、床面は丁寧にはつった切石を敷く。南北の石列は東へ更に延びるが攪乱によって

完全に崩されている。また各石列の天端が合わないことからある程度の高さまで立ち上げられていたものと思わ

れる。石列の控え部分には裏込め石は全く見られず、根石は暗褐色粘質土層に据えられている。この暗褐色粘質

土は造成層上に堆積しているため、当該遺構は近世以降に構築されたと考えられる。

SK０５

　SK０４から南東約２ｍに位置する。東西南北を切石の石列で囲み、床面は丁寧にはつった切石を敷く。各辺、約

１．８ｍで平面形は正方形に近い。石列の控え部分には自然石を裏込石として入れ込んでいる。各石列の天端が合

わないことからある程度の高さまで立ち上げられていたものと思われる。灰混じりの黒褐色粘質土層が敷石上面

を覆い、その上部から牛の下顎骨が１点出土している。因みに当該遺構は今回の調査区における石囲い遺構の中

で最大規模を有する。
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第２４図　SA０６立面図
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SK０６

　A-２グリッドには沖縄産無釉陶器鉢を切石の床面に据えた遺構が東西４

基、検出された。当該遺構は西端に位置し、南北に丁寧に加工した切石の

石列が見られる。石列の天端が合っているため高さは０．４ｍ、東西は旧琉

球大学造成時の攪乱によって完全に崩されている。鉢は南北石列間のほぼ

中央に据えられており、その間は０．６ｍ、床面から鉢の底面、胴下部までは

暗褐色混礫土で埋められている。

SK０７

　沖縄産無釉陶器鉢を切石の床面に据えた遺構が東西に４基並ぶ中で東端

に位置する。北側に丁寧に加工した切石の石列が見られ、西側に石列の一

部と思われる面を有した自然石が１つ見られる。床面は切石を敷き詰めて

おり、規模や造り、内部の様相はSK０６に類似する。

SK０８

　SK０２から南東約３ｍに位置する。東、南を切石の石積み、西、北側は岩盤を削り出して壁を作り囲う。床面は

岩盤をやや粗いが平坦にはつり、南側石積みの根石の一部は岩盤上に据えられている。東側石積みの根石は岩盤

直上に堆積している赤土上に据えられている。積み方はあいかた積みに近く、控え部分には少量であるが自然石

を裏込石として入れ込んでいる。各石列の天端が合わないことからある程度の高さまで立ち上げられていたもの

と思われる。西側は南西隅が開口しており、柱穴が検出されている。内部からは大量の瓦と が、礫が大量に混

じる黄灰色の粗砂土層から出土している。

����

　SR０１、SR０２が接続する部分に取り付く階段遺構。かなり丁寧に成形し

た切石で構成されている。蹴上げ３段が残存し、４段目以上は琉大造成層

により失われている。残存高は０．５ｍで東西１．６ｍ、南北２．６ｍ、蹴上げの幅

は３４㎝、段差は２４㎝、最下段の南西隅は欠損している。根石は後之御庭造

成層の直上に据えており、階段の内部は黒褐色混礫土が入れられている。

最下段の東端、SR０１と接する部分に切石２枚で升状に仕切られた遺構が見

られる。その性格については聞き取り調査で拝みの場所の可能性があると

いうことであるが、詳細については不明である。戦前の古写真でかつての

状況を窺い知ることができる。蹴上げは５段、高さは約１ｍあり、沖縄神

社が御内原地区に設置された際には社務所へ上がる階段として利用されて

いた。因みに『首里城古絵図』（第７６図）にも当該遺構は描かれている。

��

　元位置を保っている礎石は２箇所確認された。まずはA-３グリッド東側の礎石１で石灰岩を方形に加工してお

りSA０３に隣接して配置されている。SA０３の裏込め石で周辺は埋没し、北側造成土によって上面は覆われていた。

このことから１６世紀以前に建物が廃棄されたものと考えられる。南側にSR０７が取り付いており、礎石間を繋ぐ石

列の可能性が挙げられる。もう一つはA-３グリッド西側の礎石２でSK０５に隣接する。石灰岩を方形に加工してお
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第２５図　SK０６北壁立面図
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第２６図　SK０７南壁立面図
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第２７図　階段遺構北側立面図
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第２８図　階段遺構東側立面図

0 1m

EL=128.500m



り、周囲は小礫で埋まる。北側造成層が側面のみに見られることから、近世以降に配置されたものと考えられる。

上面は琉大造成層に覆われていた。

�

SD０１

　残存長２．２ｍ、溝幅０．２ｍ。南北方向に伸び、西に１５°振る。北端は西に屈曲し、SS０１のラインと合う。溝の床

面は素掘りで側石は大小の切石を配している。これら切石は加工されているが、かなり粗い。溝内からは沖縄産

陶器や赤瓦が出土している。南から北に傾斜し、北端では傾斜がやや急となる。北端、南端は崩されているため

性格については不明である。

��

　SA０１の東西面に添って根石確認のためのトレンチを入れ、その最下層から柱穴が多数検出された。柱穴は赤

土混じりの暗赤褐色粘質土層に掘り込まれるものと地山面（赤土）に掘り込まれるものが見られた。これらの柱

穴はSR０１の根石が据えられる赤土混じりの黒褐色粘質土層に掘り込まれていることから、SR０１と同時期或いは

それ以前であることが考えられる。柱径は大小様々でプランが揃うといった状況も見られない。深さも０．１ｍ～

０．３ｍと区々である。

　またC-３グリッドからも赤土混じりの黒褐色粘質土層に掘り込む形で柱穴が多数、確認された。柱径は大小

様々でプランが揃うといった状況も見られない。全体的に浅く、深さは０．１ｍより深いものは見られなかった。

��

　C-３グリッドとB-４グリッドで確認されている。C-３グリッドでは２基の土壙が切り合って確認されている。何れ

も略円形で赤土混じりの暗赤褐色粘質土層に０．１ｍ掘り込む。直径１．１ｍと０．６ｍを測る。直径１．１ｍの床面から小

礫が出土している。B-４グリッドでは後之御庭の床面を掘り込んで楕円形状の土壙が切り合う形で２基確認され

ている。SR０１から西１ｍに位置しており、何れも直径は０．５～０．６ｍで新しい土壙内からは が出土している。

������

沖縄神社参道

　B-３グリッド西側からコンクリート造りの床面が検出された。幅は３．８ｍで内部は細粒砂岩で上面は全面的にコ

ンクリートで覆う。細粒砂岩の下部は小礫を薄く敷いている。正殿裏の出入り口へ方向が合ってくる点、また出

入口の下方に取り付く石段と幅が一致することから、昭和８（１９３３）年建立の沖縄神社拝殿（首里城正殿）と本

殿とを結ぶ参道に同定される。
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　出土遺物は瓦、 が全体量の７割以上を占め、次に沖縄産、中国産、本土産、タイ産、ベトナム産、韓半島産

等の陶磁器が全体量の２割程度、あとは瓦質土器、陶質土器、在地土器等の土器類、そして金属製品、銭貨、石

製品、貝製品、骨製品、玉製品、木製品、土製品、煙管、円盤状製品等と多種多様な遺物が得られている。

　これらの遺物の中でも中国産の青磁、染付に関しては盤、蓋、壷、瓶、鉢といった大型製品や、そして翡翠釉

の大型皿、韓半島産の瓶、法花と呼ばれる中国産陶器壷といった沖縄県内でも確認事例の少ない製品が出土して

いる。このことは御内原地区が首里城跡の中でも重要な場所であったこと示唆している。その一方で青磁の碗、

皿、染付の碗、皿の中で成形や施釉が雑な粗製品の一群も見ることができた。これらは小型製品に占められてい

ることから雑器として使用されていた可能性があり、御内原でも日常生活用品がある程度存在していたことが

解った。

　出土遺物の時期であるが概ね１３世紀後から近世、近代まで幅広く出土しており、遺構に伴って出土している遺

物では１５～１７世紀頃が多く見られた。今回の報告では遺物包含層、遺構に伴う遺物を中心に記載し、近代以降、

琉大造成層からの出土遺物に関しては特に注目される遺物のみを報告することとする。

第１節　青磁

　ここでは１０２点を報告する。器種としては碗、皿、盤、壷、瓶、香炉、鉢、蓋、杯、把手がある。全形が窺える

資料は碗、皿といった小型製品でそれ以外は破片資料となる。総じて碗、皿が全体のほとんどを占め、盤、壷、

その他と続く。碗、皿に関しては焼成不良のもの、成形が雑で口縁部に歪みが見られるもの、釉が雑に施されて

いるため、一部露胎となるものも多数確認された。一方で壷、瓶、鉢といった大型製品は焼成、成型、施釉が丁

寧に成されており、精製品としての様相を強く有している。時期は元代から明代まで及ぶ。以下にその概要を述

べ、個々についての詳細は観察表にまとめる。

　

�（第３０図１～５・７～２２、第３１図２３～４０・４２・４４～４８、第３２図４９・５０）

　文様については、鎬蓮弁文、無鎬蓮弁文、線刻細蓮弁文、雷文帯、無文に大別することができる。これら文様

と口縁部形態の関係について触れると線刻細蓮弁文、雷文帯は直口口縁に限定されるのに対して、無文は直口、

外反、玉縁口縁とバリエーションが見られる。底部形態との関係では鎬蓮弁文では高台が低く、薄い。高台外面

下部が斜めに面取りされるものが見られる。無鎬蓮弁文では高台は低く、若干、「ハ」の字状に開くものがあり、

線刻細蓮弁文では高台は高いが内刳りが浅く、外面下部が斜めに面取りされるものが見られる。無文では線刻細

蓮弁文で見られる高台は高いが内刳りが浅いもの、鎬蓮弁文の高台が低く、薄い、高台外面下部が斜めに面取り

されるものに加え、高台が大きく「ハ」の字状に開くもの（第３１図３２）が加わる。また胴部の文様が不明である

が、高台が低く畳付が水平に切られ、幅を有するもの（第３１図４２）や畳付が尖り、外面高台下部が斜めに面取ら

れるもの（第３１図４７）も見られる。内底面の文様は菊花文、字款、十字花文、花卉文等が見られる。文様、口縁

部形態、底部形態に相関関係が見られるものを以下４類に分けて、その詳細を記す。

　Ⅰ類（第３０図９，１１）

　線刻細連弁文で直口口縁、高台は高いが内刳りが浅く、外面下部が斜めに面取りされる。また口縁端部が若干、

肥厚する。
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　Ⅱ類（第３０図１３）

　雷文帯を有し、直口口縁、畳付が尖り、外面高台下部が斜めに面取られる。また口縁端部が若干、肥厚する。

　Ⅲ類（第３１図３２）

　無文で口縁部が直口し、高台が大きく「ハ」の字状に開くもの。底部中央の器壁が厚くなる。

　Ⅳ類

　無文で口縁部が直口し、高台は高いが内刳りが浅く外面下部が斜めに面取りされるもの（Ⅳ-a）、高台が低く、

薄い、高台外面下部が斜めに面取りされるもの（Ⅳ-b）。前者は第３１図２５、後者は第３１図２４に相当する。

　これら以外の資料に関しては文様別に分類し、集計表においてまとめた。分類は以下に記す。

　鎬蓮弁文

　　Ⅰ類：幅広の鎬蓮弁文

　　Ⅱ類：幅の狭い蓮弁文

　線刻細蓮弁文

　　Ⅰ類：弁間と剣先とが対応する。

　　Ⅱ類：弁間と剣先とが対応しない。

　　Ⅲ類：剣先が見られない。

　雷文帯

　　Ⅰ類：個々の雷文が単独で描かれ、単位として認められる。

　　Ⅱ類：個々の雷文が略化し、単位として認められない。

�（第３０図、第３１図４１・４３、第３２図５０～７１）

　文様については蓮弁文、内面櫛描文、無文が見られ、蓮弁文は口折れ皿、内面櫛描文は腰折れ皿、無文には口

折れ、腰折れ、そして直口口縁が見られる。細蓮弁文は直口口縁であるが小碗として範疇に入る可能性があるの

でここでは参考までに掲げておく（第３２図５０）。底部形態では高台が「ハ」の字状に開き、外面下部が斜めに面取

りされるもの、高台は低く畳付は尖り、外面下部が斜めに面取りされるもの、高台は低く、畳付は水平に切られ

ているものが見られる。文様、口縁部形態、底部形態に相関関係が見られるものを以下３類に分けて、その詳細

を記す。

　Ⅰ類（第３２図５９）

　蓮弁文で口折れ、底部形態では高台が「ハ」の字状に開き、外面下部が斜めに面取りされる。口縁部形態のみ

で言うと第３２図５１のように口折れの意識が高いものや、第３２図５２のように外反の意識が弱いものとバリエーショ

ンが見られる。

　Ⅱ類（第３２図６０，６２，６５）

　無文で腰折れ、底部形態が高台は低く畳付は尖り、外面下部が斜めに面取りされるものをⅡ-a（第３２図６２，６５）、

高台は低く、畳付は水平に切られているものをⅡ-b（第３２図６０）とする。

　Ⅲ類（第３２図６６）

　直口口縁で無文、高台は低く畳付は尖り、外底面中央が下方に膨らむ。

�（第３２図７２～７５、第３３図７６～８８）

　文様については櫛描き、丸彫りによる蓮弁文、篦描きによる草花文が見られる。前者は口縁端部を上方に摘み

上げるものに、後者は稜花盤に見られる。上方に摘み上げるものはかなり幅広の蓮弁文を描くもの（第３３図７６）、
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無文のもの（第３３図７８）とバリエーションが見られる。鍔縁のものは無文のみ見られた。鍔を持たない外反口縁

のものは丸彫りによる蓮弁文と無文のものが見られる。また外面胴部は無文か圏線を施すものが見られたが第３３

図８６のみ縦位の区画線を施すものが見られた。底部形態は畳付が丸みを帯び、外面高台下部は斜めに面取られ、

外底面へ緩やかに立ち上がるもの（第３３図８６）と畳付はやや幅を有し外底面へ直に立ち上がるものが見られる

（第３３図８８）。

��（第３３図８９～９２）

　４点図示した。筒形と、胴部が膨らみ口縁部が外反するものに大別することができる。筒形は内側に口縁部が

肥厚するものが見られ、文様は胴部に圏線若しくは第３３図９１のような算木文が見られる。底部は第３３図９２に見ら

れるような、脚が３足付属するものがある。

�（第３４図９３）

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�（第３４図９４・９５）

　２点図示した。口縁部が外反するものと直口するものに大別することができる。頸部は何れも短く、胴部に文

様が描かれる。

�（第３４図９６）

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�（第３４図９７～９９）

　３点図示した。頸部、胴上部、胴下部をそれぞれ１点ずつ取り上げた。文様は櫛描き並びに篦描きで、第３４図

９９は京の内地区で出土した大瓶に類似する（沖縄県教育委員会　１９９８）。第３４図９８は釉調が淡く、青白磁に近い。

�（第３４図１００・１０１）

　２点図示した。何れも直口口縁で口唇部は丸みを帯びる。底部は第３４図１０１に見られるように碁笥底となる。

文様は特に見られない。

��（第３４図１０２）

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。
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第１表　青磁出土状況

合計
取り上
げ番号

戦前遺物
包含層

世　誇　殿
SR０５＋
SR０１

SKSDSSSASR出土地

分類・器種

基壇内
ピット

黄褐色
微砂層

珊瑚混
粗砂質
土　層

前庭
埋土

０８０７０６０５０４０３０２０１０１
０２．０３
．０４

０６０５０３０２０１０９０８０６０５０４０２０１

３２１胴部Ⅰ類

鎬蓮弁
文

碗

２１１口縁部

Ⅱ類 １１胴部

２１１底部

４１２１口縁部
無鎬蓮
弁文

８１２１４胴　部

１１底　部

６１４１

口縁部

Ⅰ類

線刻細
蓮弁文

４２１１Ⅱ類

２１１Ⅲ類

３３類不明

１６１２３６１１２胴　部

７１１１１１２口縁部玉縁

無文

１１口～底
外反

６０３１３１１２４４１７１５１１４５１６口縁部

１０１１１５２口縁部直口

１４１５６１１胴　部

１１３１２１１３底　部

１１

口縁部

玉縁

有文

６１１２１１外反

４１１１１直口

１１１２１１５１胴部

１３１１１２１２４１底部

２１１
口縁部

Ⅰ類
雷文帯

２１１Ⅱ類

４６１２１２４３２１３胴　部

１１胴部有文大碗

３２１口～底
外　反

皿

２５３２３１１１２１１２１３２２口縁部

１１１１２１１１４口～底

口　折 １１口縁部

１１底部

７２１１２１

口縁部

直　口

４４稜　花

１１玉　縁

１１１１３１２２１胴　部

１２１１１１２１２１２底　部

１５２４３１１３１口縁部

碗or皿 １３０１８４４５４１０８１５１２１７１０１５３２３胴　部

５１１２１底　部

１１

口縁部

箆描連弁

鍔縁

盤

１０１１１１１３２櫛描蓮弁

４１１２蓮弁不明

４１１１１無文

０

口縁部

箆描連弁

外反
５１１１２櫛描蓮弁

２１１有文

４１１１１無文

３１２口縁部稜　花

２２２２２１１２１１１２２５胴　部

４１１２

底部

有　文

３１２無　文

４４不　明

１１口～底

香炉
３１１１口縁部

１１胴　部

２２底　部

１１蓋

２１１口縁部壷

１１口縁部

酒会壷 ７２１４胴　部

４１１１１蓋

２２口縁部
鉢

１１胴　部

１１胴　部鉢or盤

５２１１１胴　部

瓶 １１底　部

１１脚

１１口～底
杯

２１１口縁部

１１耳
器種
不明

１０２１３１１２胴　部

５１２１１底　部

５８５３３９９１５１４２１１８２７１９３０２２１８５２８５１３４４２４２２５１８２１２８１２６１０５５合　計

注　「＋」：接合の意
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第２表　青磁観察一覧（１） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SR０９
埋土

淡緑色の透明釉。貫入は見
られない。

幅の狭い鎬蓮弁文が外面胴部に
見られる。内面には圏線が１条
見られる。

－
－
－

胎土は密で大きい気
泡が見られる。白色
微粒子が混入する。

胴

碗

１

第　

図
・
図
版　

３０

１１

SK０２
栗石内

明緑色のやや透明度を有す
る釉。

胴部に幅の狭い蓮弁文が見られ
る。内底面には圏線が1条見ら
れる。

－
－
３．８

胎土は密で大きい気
泡が多く見られる。
褐色粗砂が混入する。

胴～
底２

SR０９
埋土

明緑色の失透釉。高台内面
途中まで施釉される。高台
外面は一部露胎となる。荒
い貫入が内底面の一部に見
られる。

幅の狭い鎬連弁文が外面胴部に
見られる。内底面には線彫りの
文様が見られる。底部から胴部
にかけて緩やかに立ち上がる。外
面高台下部は斜めに面取りされる。

－
－
６．２

胎土は密で、気泡が
多く見られる。

底３

SK０７
埋土暗
茶褐色
土

青緑色の失透釉。外底面を
蛇の目状に釉剥ぎする。内
面に粗い貫入が見られる。

高台は低く、底部から胴部にか
けては膨らみながら移行する。
外面胴部に無鎬蓮弁文が見られ
る。内底面には花文が見られる。

－
－
５．８

胎土は密。白・黒色
微粒子が混入する。胴～

底４

A－３
撹乱

明緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。
高台脇まで施釉され、畳付
と外底面が露胎となる。

蓮弁文碗の底部。片切り彫りの
蓮弁が胴部に、内底面には圏線
が見られる。高台径は小さく、
畳付は水平に切られる。

－
－
４．４

胎土は密で気泡が見
られる。底５

SR０４
根石

淡緑色の透明釉。外底面の
み露胎となる。

外面胴部に蓮弁文と内底面に印
花文が見られる。外面高台には
斜線が見られる。高台は低く、
畳付は尖る。

－
－
５．３

胎土は密で黒色の粗
粒子、白色の微粒子
が混入する。底皿６

SK０７
埋土

明緑色の失透釉。口唇部の
み釉を薄く施す。貫入は見
られない。

雷文帯碗。略化された雷文で胴
部にはラマ式蓮弁文が見られる。

１３．３
－
－

胎土はやや粗い。白・
褐色微粒子が混入す
る。

口～
胴

碗

７

SA０１
埋土

オリーブ褐色のやや透明度
を有する釉。口唇部の釉は
薄くなる。内外面共に細か
い貫入が見られる。

線刻細蓮弁文碗。弁間と弁先が
対応している。１３．８

－
－

胎土は密で気泡が見
られる。口８

SD０１
造成土

青緑色の失透釉。高台まで
施釉。全釉後、外底面を円
形に剥ぎ取る。貫入は見ら
れない。

細蓮弁文碗。蓮弁は略化されてい
るが蓮弁としての単位を成す。弁間
は高台脇までは伸びず、胴下部で
止まる。内底面に花文が見られる。

１１．８
７．１～
７．４
４．６

胎土はやや粗い。白
色細砂が混入する。口～

底９

SA０６
暗褐色
混砂土

深緑色の透明釉。全体的に
厚く施釉するが口唇部のみ
薄くなる。貫入は見られな
い。

線刻細蓮弁文碗。弁間と弁先が
概ね対応している。弁間は一定
ではない。内面胴部には片切彫
りの文様が見られる。

－
－
－

胎土は密で黒色微粒
子が僅かに見られる。口～

胴１０

SD０１
造成土

オリーブ色の失透釉。全釉
後、外底面を蛇の目状に釉
剥ぎする。高台内面も一部
露胎となる。貫入は見られ
ない。

直口口縁碗で胴部に線刻細蓮弁
文が見られる。口縁部が若干、
肥厚する。蓮弁は弁間と弁先が
対応していない。内底面には不
鮮明であるが文様が見られる。

１１．４
７．０５
５．０

胎土は密。気泡が僅
かに見られる。褐色
粗砂が混入する。口～

底１１

SR０２
栗石内

明緑色の透明釉。全体的に
厚く施釉するが口唇部のみ
薄くなる。貫入は見られない。

中心で逆回転させた雷文帯碗。
内面にも文様は見られるが詳細
は不明。

２０．６
－
－

胎土は密。
口１２

SK０７
埋土

明緑色の失透釉。全釉後、
蛇の目状に釉剥ぎする。高
台外面の一部は露胎となる。
貫入は見られない。

中心で逆回転させた雷文帯碗。外
面には不鮮明であるが刻花文が
見られる。内底面には「福」字が印
刻される。畳付は砂粒が溶着する。

１６．０
８．５
６．４

胎土は密で灰白色を
呈する。気泡が見ら
れる。白色粗砂が僅
かに混入する。

口～
底１３

注　「－」：測定不可
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第２表　青磁観察一覧（２） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

A３・A４
黄褐色
微砂層

オリーブ色の失透釉。内外
面共に細かい貫入が見られ
る。

口縁部が若干、肥厚する外反碗。
口縁部直下に２条の横線が見ら
れる。

１８．６
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。黒色粗粒子が
多く見られる。

口

碗

１４

第　

図
・
図
版　

３０

１１

SK０６
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共にやや細か
い貫入が見られる。

外面口縁部直下に２条の横線が
見られる。口縁部は直口する。－

－
－

胎土は密で大きい気
泡が僅かに見られ
る。白色のやや粗い
粒子が混入する。

１５

SA０５
淡灰褐
混砂レ
キ土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。

外反碗で外面には回転箆削り痕
が見られる。胴下部には砂粒が
一部溶着する。文様は内面に圏
線が１条見られる。

１４．８
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。白・黒色細砂
粒が混入。気泡が見
られる。

口～
胴

１６

世誇基
壇内ピ
ット

明緑色の透明釉。全体に粗
い貫入が見られる。

口縁部が外反、口縁端部が玉縁
状となる。内面口縁下部に幅広
の圏線が１条見られる。

１６．４
－
－

胎土は密で、白色細
砂粒が混入する。１７

SR０５
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に一部粗い
貫入が見られる。

無文外反碗。外面胴部に回転箆
削り痕が見られる。１５．９

－
－

胎土は密で灰色を呈
する。気泡が僅かに
見られる。白色粗粒
子が混入する。

１８

SR０４
根石

深緑色の失透釉。内外面共
に細かい貫入が見られる。

無文外反碗で口縁部が玉縁状と
なる。１８．０

－
－

胎土はやや粗く、白・
黒粒子が多く見られ
る。気泡も多く見ら
れる。口

１９

A-３
SK０５

明緑色の透明釉。口唇部の
み薄く施釉。内外面共に細
かい貫入が見られる。

無文外反碗。外面胴部に回転箆
削り痕が見られる。

１６．８
－
－

胎土はやや粗く、灰
色を呈する。気泡が
見られる。

２０

A-３
SK０５

明緑色の失透釉。外面胴部
に細かい貫入が見られる。

外反碗で外面口縁下部に２条の
横帯文が見られる。外面は小孔
が多く見られる。

１４．６
－
－

胎土はやや粗い。小
さい気泡が多く見ら
れる。白色微粒子が
混入する。口～

胴

２１

A-３
SK０５

青緑色の透明釉。内外面共
に薄く釉を施す。内面の一
部に貫入が見られる。

無文外反碗。外面胴部には回転
箆削り痕が見られる。器表に砂
粒が溶着する。

１３．５
－
－

胎土はやや粗く、大、
小の気泡が見られ
る。白・褐色微粒子
が混入する。

２２

SK０８
内

明緑色の透明釉。内外面共
に細かい貫入が見られる。

口縁部が若干、玉縁状となる。
外反碗。

１３．８
－
－

胎土はやや粗く、小
さい気泡が僅かに見
られる。

口２３

第　

図
・
図
版　

３１

１２

SA０５
淡灰褐
混砂礫
土

明緑色の失透釉。口縁部周
辺に細かい貫入が見られ
る。高台外面まで施釉さ
れ、畳付、外底面は露胎と
なる。

外反碗で内底面は若干盛り上が
る。外面には回転箆削り痕が見
られる。口唇部には砂粒が溶着
しており、器表には小孔が多く
見られる。文様は内外面共に圏
線が１条見られる。

１６．１
６．８
５．６

胎土は密で白色粗
砂、気泡が見られる。

口～
底

２４

№４２７

青緑色の失透釉。内底面は
円形に釉剥ぎされ、外面は高
台下部まで施釉。畳付から外
底面にかけては露胎となる。

口縁部が玉縁状となる無文外反
碗。外面胴部には回転箆削り痕
が明瞭に見られる。器表には小
孔が多く見られる。

１５．３
７．５
５．４

胎土は密で大小の気
泡が見られる。白・
黒・褐色のやや粗い
粒子が見られる。

２５

SR０８
裏込

明緑色のやや透明度を有す
る釉。外面胴下部に細かい
貫入が見られる。

外反碗で口縁直下に圏線が１条
見られる。胴部は膨らみを有し
て底部へ移行する。

１９．６
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。黒・褐色微粒
子が混入する。

口～
胴２６

注　「－」：測定不可
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第２表　青磁観察一覧（３） 単位：㎝

注　「－」：測定不可

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SR０９
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。口唇部のみ釉は薄く施
す。貫入は見られない。

外反碗で内底面に圏線が１条見
られる。外面胴上部にも圏線が
１条見られる。

１４．２
－
－

胎土は密で大きい気
泡が僅かに見られ
る。白・黒色粗砂が
僅かに混入する。

口～
胴

碗

２７

第　

図
・
図
版　

３１

１２

SA０２・
０４・０３上
造成土

深緑色の失透釉。口唇部の
み釉が薄くなる。貫入は見
られない。

無文外反碗。胴部は膨らみを有
する。

１４．３
－
－

胎土は密で白色細砂
が混入する。

口

２８

黄褐色
微砂層

明緑色の失透釉。貫入は外
面に一部見られる。

口縁部が玉縁状となる外反碗。文
様は見られないが器表に砂粒が
溶着する。外面には回転箆削り痕
が見られる。

１４．４
－
－

胎土は密で大小の黒
色粒子が混入する。２９

A－３・４
珊瑚混
粗砂質
土層

明緑色の透明釉。全体的に
均一に施釉されるが口唇部
のみ薄い。内外面共に粗い
貫入が見られる。

無文の玉縁口縁碗。１７．０
－
－

胎土は密で灰白色を
呈する。白・黒色の
微粒子が混入する。３０

A－３
珊瑚混
粗砂質
土層

明緑色の透明釉。内外面共
に細かい貫入が見られる。

口縁部が玉縁状となる外反碗。－
－
－

胎土は密で灰白色を
呈する。黒色粒子が
僅かに、白色粒子が
多く混入する。

３１

A－４①
SA０１
埋石

明緑色の失透釉で外底面の
み露胎となる。釉の厚みは区々
であるため、器表には凹凸が
見られる。貫入は見られない。

直口碗。　器表には小孔が多く
見られる。高台内面下部には砂
粒がまとまって溶着する。

１４．８
６．９
６．０

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色のやや粗い粒子
が多く混入する。

口～
低３２

SK０３
埋土暗
茶褐色
土

青緑色の透明釉。内外面共
に薄く施釉する。内外面共
に細かい貫入が見られる。

直線状に口が大きく開く直口碗。
外面口縁下部に２条の圏線。内
面にも１条の圏線が見られる。

１４．０
－
－

胎土が密で白色粗砂
が混入する。口３３

SK０６
埋土

深緑色の透明釉。内外面に
細かい貫入が見られる。

玉縁口縁の外反碗。胴部はやや
膨らみを有する。

１５．８
－
－

胎土はやや粗く、灰色
を呈する。白、黒微粒
子が大量に混入する。口～

胴

３４

SR０２
栗石内

青緑色の失透釉。口唇部の
み釉は薄く施される。貫入
は見られない。

器壁は厚く大振りの直口碗。１６．４
－
－

胎土は密で大きい気泡
が僅かに見られる。褐
色微粒子が混入する。

３５

SA０２
埋土

深緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面ともに厚く釉
を施す。口唇部のみ釉は薄
く施す。貫入は見られない。

外面胴部に片切り彫りの無鎬蓮
弁文を配する外反碗。－

－
－

胎土は密で灰色を呈
する。大きい気泡が
僅かに見られる。

口

３６

SA０３
栗石下
層

深緑色の失透釉。内外面共
に厚く施釉。口唇部のみ釉は
薄くなる。貫入は見られない。

内面胴部に刻花文が見られる外
反碗。外面口縁下部に圏線が１
条見られる。

－
－
－

胎土は密で黒色微粒
子が見られる。３７

SR０５
下層

明黄褐色の透明釉。全体的
に薄く釉を施す。内外面共に
細かい貫入が見られる。

無文外反碗。外面胴部に回転箆
削り痕が見られる。

１９．０
－
－

胎土はやや粗く、小
さい気泡が見られ
る。口～

胴

３８

SK０２
栗石

明緑色の失透釉。内外面共
に粗い貫入が見られる。

大振りの外反碗。外面胴部に片
切彫りの唐草文が見られる。

１８．０
－
－

胎土は密で白色微粒
子が混入する。３９

SS０１
埋土

青緑色の失透釉。内外面共
に釉を厚く施す。貫入は見
られない。

外反碗。外面胴部にラマ式蓮弁
文か。

１５．８
－
－

胎土は密で大きい気
泡が僅かに見られ
る。

口４０
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第２表　青磁観察一覧（４） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

A-３
トレンチ
①撹乱

明緑色の失透釉。外底面は
円形に釉が掻き取られる。
内外面共に細かい貫入が見
られる。

高台は低く、断面形が逆台形と
なる。畳付けは水平となる。内底
面と外面胴部に文様が見られる。

－
－
７．８

胎土は密で大きい気
泡が見られる。白色
微粒子が混入する。

胴～
底皿４１

第　

図
・
図
版　

３１

１２

SA０５
埋土

青緑色のやや透明度を有す
る釉。畳付と外底面が露
胎、外面高台も一部、露胎
となる。貫入は見られな
い。

高台径が大きく、畳付が水平に
切られる底部。畳付の幅は一定
ではない。内底面には不鮮明で
あるが波状文が見られる。内外
面共に砂粒がかなり溶着してい
るのが窺われる。

－
－
５．９

胎土は密。気泡が見
られる。白色粗粒子
が混入する。底碗４２

SA０５
淡灰褐
混砂礫
土

明緑色の透明釉。内外面共
に粗い貫入が見られる。外
底面は全釉後、蛇の目状に
釉剥ぎされる。

内底面に草花文か。内面高台下
部に圏線が１条見られる。畳付
に砂粒が外底面中央に粘土塊が
溶着する。

－
－
６．８

胎土は密で白・黒色
細砂粒が僅かに混入
する。底皿４３

A-３
SR０５
裏込

暗オリーブ色の失透釉。外
面高台下部から外底面にか
けて露胎となる。内外面共
に細かい貫入が見られる。

高台が低く、同径が大きい。内
底面に十字花文が印刻される。
畳付は水平に切られる。外底面
には焼成時の亀裂が見られる。

－
－
６．６

胎土は密で、気泡が
見られる。白色細砂
が混入する。底

碗

４４

SR０１
裏込

オリーブ色の失透釉で畳付
と内底面の一部が露胎とな
る貫入は見られない。

高台径の小さい碗の底部。内底
面には菊花文と圏線が描かれ
る。

－
－
５．８

胎土は密で大小の気
泡が見られる。白、
褐色微粒子が僅かに
混入する。

胴～
底４５

SA０５
埋土

明緑色の失透釉。畳付まで
施釉され、外底面は露胎と
なる。内外面共に細かい貫
入が見られる。

高台径からやや大振りの碗と考
えられる。内底面に菊花文と圏
線が１条見られる。

－
－
６．４

胎土はやや粗く、白・
黒・黄色微粒子が混
入する。

底

４６

SD０１
下層

淡緑色のやや透明度を有す
る釉。高台下部から外底面
にかけて露胎となる。外面
高台の一部も露胎となる。

高台は高く、内刳りは浅い。高
台下部は斜めに面取りされる。
胴部には回転箆削り痕が見られ
る。

－
－
４．８

胎土はやや粗い。大
きい気泡が見られ
る。白色微粒子が多
く見られる。

４７

SA０５
淡灰褐
混砂礫
土

淡緑色の透明釉。畳付から
外底面にかけて露胎とな
る。内面には粗い貫入が見
られる。

畳付けは水平で高台下部は斜め
に面取りされる。器表には小孔
が僅かに見られる。

－
－
６．３

胎土は密で灰色を呈
する。小さい気泡が多
く見られる。白、黒色
微粒子が混入する。

胴～
底４８

A－３
トレンチ
①撹乱

深緑色のやや透明度を有す
る釉。内底面は円形に釉剥ぎ
されるが雑である。畳付から
外底面にかけて露胎となる。

高台径は大きく、畳付は水平、
外面高台下部は斜めに面取られ
る。内底面に印花文か。

－
－
６．４

胎土はやや粗く、白
色の粗細砂が混入す
る。底碗４９

第　

図
・
図
版　

３２

１３

SA０６
暗褐色
混砂土

淡緑色の失透釉。内外面共
に細かい貫入が見られる。

直口皿。外面胴部に弁間と弁先
が繋がらない細蓮弁文が見られ
る。内面胴部には不明瞭である
が圏線が見られる。

１２．０
－
－

胎土は密で一部、褐
色を呈する。小さい
気泡が見られる。灰
色の粗粒子がわずか
に混入する。

口～
胴皿

５０

SR０５
基部

明緑色の失透釉。貫入は見
られない。

口折皿で外面胴部に片切彫りの
鎬蓮弁文が見られる。蓮弁の幅
は一定で、描き方は雑である。

１２．０
－
－

胎土は密で黒色細砂
粒が混入する。細か
い気泡が見られる。

５１

SK０７
埋土

明緑色の失透釉。粗い貫入
が見られる。

口折皿。外面胴部に盛り上がり
を有した蓮弁文が見られる。内
面胴部に花唐草文か。口唇部に
は櫛描きの波状文が見られる。
器表に小孔が僅かに見られる。

１２．０
－
－

胎土は密。小さい気
泡が見られる。

５２

注　「－」：測定不可
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第２表　青磁観察一覧（５） 単位：㎝

注　「－」：測定不可

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SS０１
埋土

明緑色の透明釉を畳付を除
いて施す。内外面共に粗い
貫入が見られる。

高台はやや高く、畳付は丸みを
帯びる。高台下部は斜めに面取
りされる。外底面には小孔が多
く見られる。

－
－
５．５

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。外
底面の一部が褐色を
呈する。白色微粒子
が僅かに混入する。

胴～
底

皿

５３

第　

図
・
図
版　

３２

１３

A-３・４
珊瑚混
粗砂質
土層

青緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に細かい貫
入が見られる。

口縁部近くで外反する、深めの
皿。外面に鎬蓮弁文が見られ
る。

－
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。黒色微粒子
が僅かに混入する。

口～
胴５４

SA０１
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に細かい貫
入が見られる。

口折皿で外面胴部に蓮弁文が見
られる。

－
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。気泡が多く見
られる。

口

５５

SA０５
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。

胴部は直線状となる口折皿。外
面胴部に片切彫りの蓮弁文が見
られる。

１１．５
－
－

胎土は密で黒色微粒
子が見られる。５６

A-３
トレンチ
①撹乱

明緑色のやや透明度を有す
る釉。釉は口縁部近くは薄
く、内底面近くは厚く施さ
れる。貫入は見られない。

口折れの外反皿。外面には胴部
に無鎬で弁幅が区々の蓮弁文が
描かれる。内面の口縁部直下に
は圏線が１条僅かに確認できる。

１２．４
－
－

胎土は密。白色微粒
子と黒色素粒子が僅
かに混入する。

口～
胴

５７

SS０１
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。

口折皿。外面胴部に無鎬蓮弁文
が見られる。蓮弁の形は区々
で、描き方も雑である。

１１．３
－
－

胎土は密で大きい気
泡が見られる。白色
粗砂が多く混入する。

５８

B-３
SR０５
裏込、
SR０１
根石

明緑色のやや透明度を有す
る釉で畳付付近まで施釉さ
れる。内外面共に細かい貫
入が見られる。

口折れ皿で高台は低く、成形は
かなり雑。畳付けは尖り、内底
面中央は盛り上がる。外面胴部
には鎬蓮弁文が描かれる。

１１．６
４．０
５．９

胎土は密で底部は陶
胎となる。大小の気
泡が多く見られる。

口～
低５９

SR０５
埋土

薄い明緑色の透明釉。畳付
から外底面まで露胎とな
る。貫入は見られない。

口縁部が玉縁状となる外反碗。
外面口縁部直下に２条の圏線が
見られる。

１２．８
３．３
６．５

胎土は密で灰色を呈
する。大きい気泡が
見られる。白色微粒
子が混入する。

口～
低６０

SA０５
淡灰褐
混砂礫
土

深緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。

外反皿で口唇部は尖る。外面に
は回転箆削り痕が僅かに見られ
る。

１２．４
－
－

胎土は密。白色微粒
子が多く混入する。口～

胴６１

№２２

淡緑色の失透釉。貫入は見
られない。外面高台下部ま
で施釉され、畳付から内底
面まで露胎となる。

無文外反皿。外面胴部に回転箆
削り痕が明瞭に見られる。外面
高台下部は斜めに面取りされ、
畳付は尖る。内底面には圏線が
1条見られる。器表には小孔が
僅かに見られる。

１３．０
３．４
６．８

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色粗砂が混入す
る。

口～
低６２

A-３
SK０５

淡緑色の失透釉。内面に不
鮮明であるが細かい貫入が
見られる。

外面下部に２条の圏線が見られ
る腰折皿。口唇部は僅かに段を
つくる。

１１．２
－
－

胎土は密で白・褐色
細砂粒が混入する。

口～
胴

６３

SA０６
裏込

青緑色のやや透明度を有す
る釉。口縁部近くの釉は薄く
施される。貫入は見られない。

腰折れの外反皿。１３．０
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。黒色微粒子
が僅かに混入する。

６４

№　２７１

暗オリーブ色のやや透明度
を有する釉。外底面中央辺
りは露胎となる。内底面は
円形に釉剥ぎされる。内外面
共に細かい貫入が見られる。

口縁部は玉縁状に肥厚し、腰部
は膨らみを有する。高台は低
く、畳付けは尖る。高台下部は
斜めに面取られる。内底面に圏
線が１条見られる。

１２．２
３．２
７．８

胎土は粗く、底部の
一部が陶胎となる。
大小の白、褐色砂粒
が混入する。

口～
低６５
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第２表　青磁観察一覧（６） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SR０５
基部

深緑色のやや透明度を有す
る釉で高台途中まで施され
る。一部、外面胴部も露胎
となる。貫入は見られな
い。

直口皿で高台は低く畳付は水平
となる。内底面中央はやや盛り
上がり、外面胴部には回転轆轤
成形痕が明瞭に見られる。内底
面には圏線１条と不明瞭である
が花文が描かれる。内外面共に
細砂粒が溶着する。

１２．４
３．６
６．４

胎土は密で灰色を呈
する。大小の気泡が
多く見られる。白、
褐、黒色微粒子が多
く混入する。

口～
底

皿

６６

第　

図
・
図
版　

３２

１３

SA０３
栗石上
層

明緑色の透明釉。施釉の厚
さには斑がある。貫入は見
られない。

高台は低く、外面下部は斜めに
面取りされる。

－
－
７．４

胎土は密。白色微粒
子が多く混入する。

底

６７

SR０９
埋土

明緑色のやや透明度を有す
る釉を全体的にやや厚く施
す。貫入は見られない。

器壁は薄く、胴部へは緩やかに
立ち上がりを見せる。

－
－
６．０

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。白
色微粒子が混入する。

６８

SA０３
栗石上
層

明緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に粗い貫入
が見られる。

稜花皿で内面胴部に２条１組の
波状文とその下部に唐草文か。
外面にも唐草文と思われる文様
が見られる。

１２．４
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。白色粗砂が
混入する。口６９

SA０３
栗石上
層

青緑色の透明釉。胴下部は
薄く胴上部から口唇部近く
にかけては厚く釉を施す。外
面のみ粗い貫入が見られる。

腰折れの外反稜花皿で内面は口
縁を縁取るように２本１組の櫛
描文が描かれる。

１１．８
－
－

胎土はやや粗く、大
きい気泡が僅かに見
られる。白色細砂粒
が多く混入する。

口～
胴７０

SR０１
裏込

明緑色の失透釉。高台部の
施釉は雑で、厚みに斑が見
られる。外底面は露胎とな
る。貫入は見られない。

口折皿の底部。外面胴部には蓮
弁文、内底面にも圏線と文様が
見られるが全体構成は不明。

－
－
６．０

胎土は密で褐色粗粒
子が僅かに、黒色微
粒子が混入する。底７１

№　３７

青緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に厚く施釉
するが口唇部のみ薄くな
る。釉外面の一部に貫入が
見られる。

鍔縁盤。端部を上方に折り上げ
る。内面胴部に丸彫りの蓮弁文
が見られる。

２６．６
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色粗砂が多く混入
する。

口～
胴

盤

７２

SA０３
栗石下
層

明緑色の失透釉。内外面共
に細かい貫入が見られる。

口縁端部を上方へつまみ上げる
盤。内面胴部には3本単位の、櫛
描きの細蓮弁文が描かれるがか
なり不明瞭。器表には砂粒が溶
着する。

２４．０
－
－

胎土はやや粗く、小
さい気泡が見られる。
胴部の一部が陶胎と
なる。白色微粒子が
僅かに混入する。

７３

SR０５
埋土

明緑色の失透釉で施釉は
雑。一部、露胎の部分も見
られるため、器表には細か
い凹凸が多く見られる。貫
入は見られない。

口縁端部を上方へつまみ上げる
盤。内面胴部には5本単位の、櫛
描きの細蓮弁文が描かれる。

２３．６
－
－

胎土は密で褐色を呈
する。大小の気泡が
多く見られる。白色細
砂が僅かに混入する。

７４

SA０６
裏込

明緑色のやや透明度を有す
る釉。粗い貫入が外面に見
られる。

端部を上方へ折り上げる鍔縁口
縁の盤。胴部内面に蓮弁文が見
られる。

２６．０
－
－

胎土は密で白色微粒
子、砂粒が混入する。口７５

A－４・B
－４世誇
殿前庭
埋土

深緑色の失透釉。粗い貫入
が全体的見られる。

鍔縁口縁の盤。幅広の蓮弁文が
内面胴部に見られる。

－
－
－

白・黒色細砂粒が混
入。胎土は密。口７６第　

図
・
図
版　

３３

１４
SR０４
根石

深緑色の透明釉で口唇部は
薄く施す。貫入は見られな
い。

口縁端部を上方へつまみ上げる
盤。内面胴部には丸彫りの細蓮
弁文が描かれる。外面胴部には
圏線が１条描かれる。

－
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色微粒子が多く混
入する。

口～
胴７７

注　「－」：測定不可
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第２表　青磁観察一覧（７） 単位：㎝

注　「－」：測定不可

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

世誇殿
基壇内
ピット

淡緑色の透明釉。外面が一
部露胎となる。内外面共に
細かい貫入が見られる。

口縁部を上方へつまみ上げる
盤。　内底面近くに圏線が１条
見られる。

１７．２
－
－

胎土は密で大きい気
泡が見られる。褐、白
色微粒子が混入する。

口～
胴

盤

７８

第　

図
・
図
版　

３３

１４

世誇殿
基壇内
ピット

明緑色のやや透明度を有す
る釉。釉の厚みは区々であ
るため、器表には凹凸が見
られる。内外面共に粗い貫
入が見られる。

口縁端部を上方へつまみ上げる
盤。内面胴部には3本単位の、櫛
描きの細蓮弁文が、また胴下部
には線描きによる草花文が描か
れるがかなり不明瞭である。

２８．２
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。白、黒色微粒
子が多く混入する。７９

黄褐色
微砂層

灰オリーブ色の失透釉を内
外面ともに薄く施釉。貫入
は見られない。

鍔縁口縁の盤。文様は見られな
い。

３０．０
－
－

胎土は密で細かい気
泡が多く見られる。口８０

SR０４
根石

深緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に粗い貫入
が見られる。

鍔縁は折り上げず平坦となる。
胴部はやや膨らみを有する。高
台は低くて薄い。

２６．３
－
－

胎土は密で白・黒色
細砂粒が混入する。

口～
胴

８１

SD０１
造成土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。貫入は見られない。

稜花盤。外面胴部には丸彫りの
幅広蓮弁文が、下部には圏線が
見られる。内面胴部には幅広の
蓮弁文とその上面に片切り彫り
の草花文が描かれる。鍔上面に
は４条の波状文が見られる。

３３．０
－
－

胎土は密。白・褐色
のやや粗い粒子が混
入する。８２

SA０５
埋土

深緑色のやや透明度を有す
る釉。内外面共に細かい貫
入が見られる。

口縁部が玉縁状となる盤。内面
胴部には丸彫りで細蓮弁文が描
かれる。器表には小孔が多く見
られる。

２６．３
－
－

胎土は密で灰色を呈
する。小さい気泡が
僅かに見られる。８３

A-３
SA０１
埋土

明緑色の失透釉。貫入は見
られない。

口縁部が玉縁状となる盤。胴部
は緩やかに立ち上がり、器表に
は凹凸が見られる。

２４．４
－
－

胎土が密。
口８４

A-３・４
珊瑚混
粗砂質
土層

暗オリーブ色のやや透明度
を有する釉。貫入は見られ
ない。

口縁部が玉縁状となる盤。内面
口縁部直下に圏線が3条、内底面
近くに圏線が１条見られる。

２４．３
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。白色細砂が
混入する。

口～
胴８５

表採

灰オリーブ色の透明釉。全
体的に施釉される。外面胴
下部に細かい貫入が見られ
る。

稜花盤。鍔部にはラマ式連弁文の
弁先様の櫛描き文が見られる。内
面胴部は唐草文が、外面胴部に
は蓮弁の弁間が指ナデで底部か
ら口縁部に向けて表されている。

２２．８
５．２
９．０

胎土は密で、大きい
気泡が僅かに見られ
る。口～

底８６

SR０５
根石

淡緑色の透明釉で外底面は
輪状に釉が掻き取られる。
内外面共に粗い貫入が見ら
れる。

大型の盤で器壁は厚い。内底面
には圏線とその中に片切彫りで
牡丹唐草文が描かれる。

－
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
黒色微粒子が混入す
る。

底

８７

SA０５
淡灰褐
混砂礫
土

明緑色の失透釉。外底面は
露胎となる。細かい貫入が
内外面共に見られる。

内面には丸彫りの蓮弁文が、ま
た内外面共に圏線が１条見られ
る。

－
－
１１．６

胎土は密で白・黒色
細砂粒が混入する。８８

SA０６
暗褐色
混砂土

淡緑色の透明釉。貫入は見
られない。

口縁部が内側に肥厚する香炉。
外面口縁部直下に2条の対文が
見られる。

９．６
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。

口香炉

８９

SK０８
埋土

明緑色の失透釉。内外面共
に粗い貫入が見られる。

三足香炉の口縁部。口唇部は水
平で大きく開く。

１３．２
－
－

胎土は密で気泡が多
く見られる。９０
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第２表　青磁観察一覧（８） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SR０５
明緑色のやや透明度を有す
る。粗い貫入が全体に見ら
れる。

胴部が直に立ち上がり、口縁部
が肥厚する。３足香炉か。外面
胴部には圏線と八卦文か。

１３．６
－
－

胎土は密で、黒色粒
子が僅かに混入す
る。

口～
胴

香炉

９１第　

図
・
図
版　

３３

１４

東側トレ
③撹乱
SD０１
造成土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。内面胴上部から内底
面にかけては薄く施釉し、
高台途中から畳付、外底面
にかけては露胎となる。

小型の香炉で口縁部は直口し、
高台脇に３足の脚が付属する。
外面胴部には２条の圏線が描か
れる以外に文様は見られない。

６．２
５．８
３．４

胎土は密で大きい気
泡が僅かに見られ
る。褐色微粒子が僅
かに混入する。

口～
底９２

SK０７
混土淡
褐土

明緑色の失透釉。細かい貫
入が見られる。

外面には花文と思われる箆彫り
の文様が見られる。

２４．４
－
－

胎土は密で褐色を呈
する。細かい気泡が
多く見られる。

縁蓋９３

第　

図
・
図
版　

３４

１５

SR０４
根石

明緑色の透明釉。胴部は特
に厚く施釉する。内外面共
に粗い貫入が見られる。

口縁部が直口し、口唇部は尖り
気味となる。胴部には櫛描文と
草文か。

１９．０
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。白色粗砂が
混入する。

口

壷

９４

表採

外面は明緑色、内面は淡緑
色のやや透明度を有する
釉。口唇部は露胎となる。
外面胴部に粗い貫入が見ら
れる。

酒会壷の口縁部。胴部には蓮弁
様の区画内の「美」字の一部が
見られる。内面に回転箆削り痕
が見られる。

２６．０
－
－

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。
黒色粒子が僅かに見
られる。

口～
胴９５

SD０１
造成土

明緑色の失透釉。貫入は見
られない。

直口口縁の鉢で口縁部直下に圏
線と波状櫛描き文、胴部には草
花文か。内面にも同様の文様が
見られる。

－
－
－

胎土は密で気泡が見
られる。白色粗砂が
混入する。口鉢９６

B-４  戦
前遺物
包含層

明緑色の失透釉。貫入は見
られない。

長頸瓶の頸部で芭蕉文が外面に
見られる。

－
－
－

胎土は密で黒色粗砂
が混入。頸

瓶

９７

表採

淡緑色の透明釉を施す。内
面にはかなり薄く釉を施
す。外面の一部に貫入が見
られる。

短頸壷の胴部か。外面に箆描き
の蓮花文が見られる。内面には
継ぎ目の成形痕が見られる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。白・
黒色微粒子が見られ
る。

胴

９８

黄褐色
微砂層

明緑色のやや透明度を有す
る釉で内外面共に厚く施
す。内外面共に貫入は見ら
れない。

長頸瓶の胴部で下部に片切彫り
の蓮弁文、上部に唐草文が描か
れる。内面には回転轆轤成形痕
が明瞭に見られる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
微粒子が見られる。９９

SD０１
造成土

明緑色のやや透明度を有す
る釉。一部焼成不良のため
褐色に変色している。内外
面共に細かい貫入が見られ
る。

直口杯。内面口縁部直下に圏線
が１条見られる。口縁部近くに
粘土塊が溶着する。器表には小
孔が見られる。

１１．６
－
－

胎土はやや粗く、小
さい気泡が見られ
る。褐色粗砂が僅か
に混入する。

口～
胴

杯

１００

SR０５
裏込

淡緑色の失透釉。畳付から
外底面にかけて露胎とな
る。口縁部周辺のみ貫入が
見られる。

口縁部は内傾する無文の小杯。
底部は碁笥底で、内面胴下部の
器表には僅かに凹凸が見られ
る。

６．３
３．４５
３．８

胎土は密で陶器質。
口縁部は灰白色とな
る。気泡が僅かに見
られる。

口～
底１０１

表採､
C-４①
撹乱

明緑色のやや透明度を有す
る釉。中央及び両端部の釉
は薄くなる。貫入は見られ
ない。

水注に付く把手か。断面形状が
略三角形状となる。上面は区画
線内に牡丹唐草文が描かれる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。白色
粒子が見られる。―把手１０２

注　「－」：測定不可
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第３１図　青磁（２）
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第３２図　青磁（３）
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第２節　白磁

　ここでは３８点を報告する。器種としては碗、皿、杯、香炉、蓮華、壷、瓶がある。文様は碗の外面胴部に圏線、

そして皿は菊花形や内底面に花弁文が見られる程度で殆どが無文である。碗は口縁部形態と底部形態、施釉方法

にバリエーションが見られる。皿も碗と同様である。皿と杯は型作りで徳化窯系と考えられる資料が多く見られ

る。以下にその概要を述べ、個々についての詳細は観察表にまとめる。

�

　１５点図示した。全形を窺うことができるものが確認されなかったため、口縁部形態と底部形態、施釉方法につ

いて触れていく。口縁部は外反、玉縁、直口が見られ、外反口縁は口縁部直下に指による横ナデで外反させるも

のが多く見られた（第３５図３、４、５）。直口口縁は口唇部が尖り気味になるもの（第３５図６、７、８）と、平
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0 10cm

第３４図　青磁（５）
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坦面を有するもの（第３５図９）に細分することができた。また直口口縁から胴部にかけては殆ど膨らみを有さず、

直線状に胴下部へ移行するものが大半を占めた。底部形態は全体的に高台が低く、畳付が水平に切られているも

のと内刳りが極端に浅く、畳付は丸みを帯びるものに大別することができる。前者は外面高台下部を斜めに面取

りするもの（第３５図１０、１１）と内面高台下部を斜めに面取りするもの（第３５図１２）、畳付の幅が広く、高台断面形

が台形状となるもの（第３５図１３）に細分することができる。後者は京の内地区で類例資料が見られる（第３５図１４）。

また施釉方法に関しては、外面高台下部を斜めに面取りするもの、内面高台下部を斜めに面取りするもの、内刳

りが極端に浅く、畳付は丸みを帯びるものについては胴下部と内底面が露胎となり、高台断面形が台形状となる

ものは胴下部のみ露胎となる。

�

　１５点図示した。全形を窺えるものは１点のみ得られた。薄手の外反皿で畳付のみ露胎となることから時期は１６

世紀頃になるものと考えられる（小野１９８２）。他は小片のため、口縁部形態と底部形態、施釉方法についてそれぞ

れ触れていく。口縁部は外反、直口、内傾と細分することができる。外反するものは厚手のものも見られる（第

３５図１７、１８、２０）が、大半は薄手のものとなる。直口するものは菊花形皿（第３５図２５）や口縁部が僅かに肥厚す

るもの（第３５図２０、２３）、口唇部が尖るもの（第３５図２２）とバリエーションが見られる。底部は内傾するもの、

「ハ」の字状に開くもの、抉り高台のものに細分される。底部が内傾するものは底径が大きいもの（第３５図２７）も

見られることから、第３５図１５のような薄手の外反皿になるものと思われる。また、第３５図２６のように内底面に菊

花文を描くものも見られた。施釉方法に関しては、畳付のみ露胎となるものが大半を占めた。

�

　４点図示した。高台は低く「ハ」の字状に開き、畳付のみ露胎となるものにほぼ限定される。口縁部は直口す

るもの（第３６図３０）と外反気味になるもの（第３６図３１）が見られる。胴部については第３６図３０のように全体的に

緩やかに立ち上がるものと、第３６図３２のように腰部で急にたちあがるものが見られる。全て型作りで徳化窯系と

考えられる。

��

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

��

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。
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第３表　白磁観察一覧（１） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

A-４
トレンチ
③撹乱

透明釉で内外面共にかな
り薄く施釉する。貫入は
見られない。

口縁部が肥厚する外反碗。口縁端
部を折り返して玉縁状の肥厚をつ
くる。外面口縁下部に２条の圏線
が見られる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。
黒色微粒子が混入す
る。

口碗１

第　

図
・
図
版　

３５

１６

SA０６
暗褐色
混砂土

透明釉で淡黄色を呈し、
内外面共にかなり薄く施
釉する。貫入は見られな
い。

外反皿。胴部は直線状に移行す
る。口唇部は舌状となり内側は面
取りされる。外面口縁下部に陽圏
線が見られる。内外面共に回転轆
轤成形痕が明瞭に見られる。器表
には小孔が多く見られる。

11.8
－
－

胎土は密で陶胎とな
る。

口～
胴皿２

C-３
トレンチ
①撹乱

やや透明度を有する釉で
灰白色を呈する。口唇部
は薄く施釉される。貫入
は見られない。

外反碗。口縁部直下に回転轆轤成
形痕が見られる。器表に大きい孔
が見られる。

１５．３
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白、褐色微粒子が混
入する。

口～
胴

碗

３

A-３
トレンチ
①撹乱

失透釉で外面胴上部から
内面にかけて施釉する。内
外面共に細かい貫入が見
られる。

外反碗で胴部は膨らみを有する。
器表には小孔が多く見られる。１６．９

－
－

胎土は密で陶胎とな
る。大小の気泡が多
く見られる。黒色微
粒子が混入する。

４

SA０６
裏込

透明釉で内外面共に薄く
施釉する。貫入は見られ
ない。

外反碗で若干、玉縁状に肥厚する。
内面胴下部に圏線が見られる以外
には文様は見られない。内外面共に
回転轆轤成形痕が明瞭に見られる。

１４．４
－
－

胎土は密。褐、黒色
粗粒子が混入する。５

C-４②
撹乱

透明釉。内外面共にかな
り薄く施釉する。貫入は
見られない。

直口碗。胴部は僅かに膨らみを有
する。

１２．４
－
－

胎土は密。黒色微粒
子が混入する。６

SA０６
透明釉で内外面共にかな
り薄く施釉する。内外面共
に細かい貫入が見られる。

直口碗。口唇部は舌状となり、胴
部は直線状となる。内面口縁下部
に白色細砂が溶着する。

１３．９
－
－

胎土は密。黒色粗粒
子が混入する。７

B-４
撹乱

透明釉で淡い青白色を呈
する。口唇部のみ釉が薄く
なる。貫入は見られない。

外反碗。外面には回転轆轤成形痕
が明瞭に見られる。口縁部直下に
は圏線が1条描かれる。

１４．４
－
－

胎土は密。白、褐、
黒色微粒子が多く混
入する。

口

８

SA０１
埋石

透明釉で淡黄色を呈す
る。内外面共に細かい貫
入が見られる。

口縁部は直口し、端部は丸みを帯
びる。器表には小孔が多く見られ
る。

１２．６
－
－

胎土はやや粗く、陶
胎となる。小さい気
泡が見られる。黒色
粗粒子が混入する。

９

SA０６ 
暗褐色
砂土

透明釉で淡黄色を呈し、
胴上部のみ施釉される。
外面には細かい貫入が見
られる。

高台は低いが内刳りがやや深い。
畳付は水平で高台下部は斜めに面
取る。胴部は緩やかな膨らみを有し、
器壁は薄くなる。内底面には段を有
した幅広の圏線が１条見られる。

－
－
５．２

胎土はやや粗く陶胎
となる。大小の気泡
が多く見られる。黒
色微粒子が混入す
る。

胴～
底

１０

A-３
④グリ
石埋土

透明釉で淡黄色を呈し、
胴上部のみ施釉される。
内外面共に細かい貫入が
見られる。

高台は低いが内刳りがやや深い。畳
付は水平で高台下部は斜めに面取
る。胴部は緩やかな膨らみを有し、器
壁は薄くなる。外面に回転轆轤成形
痕が明瞭に見られる。内底面中央は
やや上面に膨らみを有する。器表に
は白・黒色粗砂粒が多く見られる。

－
－
５．４

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
黒色微粒子が混入す
る。１１

SK０８
内

透明度を有する釉薬で灰
白色を呈する。外面は胴
下部から高台下部にかけ
て露胎となる。内底面が
輪状に釉が掻き取られる。

高台は低く、内刳りは浅い。断面
形は台形状となる。高台と胴部の
境には段が見られる。器表には小
孔が多く見られる。

－
－
７．６

胎土は密で気泡が見
られる。黒色微粒子
が多く混入する。１２

注　「－」：計測不可
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第３表　白磁観察一覧（２） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

世誇殿
前庭埋
土

やや透明度を有する釉で
外面は露胎となる。細か
い貫入が見られる。

高台は低く内刳りは浅い。畳付は
水平となる。内底面は若干、窪む。
内面には白色粗砂が溶着する。

－
－
５．２

胎土は密。黒色粗砂
が僅かに、白・黒色微
粒子が多く見られる。

底碗

１３

第　

図
・
図
版　

３５

１６

SR０８
裏込

失透釉で灰白色を呈す
る。外面は露胎となる。細か
い貫入が内面に見られる。

底面が僅かに中空になる平底で内
底面は窪む。器表には白色粗砂が
溶着する。

－
－
６．４

胎土はやや粗い。大
小の気泡が多く見ら
れる。

１４

SD０１
造成土

失透釉で畳付のみ露胎と
なる。貫入は見られな
い。

外反皿。口縁部は大きく外反し、
端部が僅かに肥厚する。やや大振
りの皿で器壁は全体的に薄い。高
台は低く、内傾する。畳付には白
色粗砂が溶着しており、器表には
小孔が多く見られる。

１６．８
３．４
８．６

胎土は密。白色微粒
子が僅かに混入す
る。大きい気泡が見
られる。

口～
底

皿

１５

SA０６

透明釉で口縁端部の釉が
僅かに厚くなる。貫入は
見られない。

口縁部は外反し、胴下部は膨らみ
を有する。器壁は全体的に薄い。－

－
－

胎土は密で小さい気
泡が僅かに見られ
る。白色粗砂粒が混
入する。

口１６

C-３
グリ石

透明釉で灰白色を呈す
る。内外面共に細かい貫
入が見られる。

外反皿。口縁部は玉縁状になる。
外面には回転轆轤成形痕が明瞭に
見られる。器表には小孔が多く見
られる。

１１．２
－
－

胎土は密で小さい気
泡が僅かに見られ
る。褐色微粒子が僅
かに混入する。口～

胴

１７

SA０６ 
暗褐色
混砂土

失透釉。貫入は見られな
い。

外反皿。口縁部は僅かに玉縁状と
なる。器表には白色粗砂が溶着
し、小孔が多く見られる。

１０．７
－
－

胎土は密。白色粗粒
子が僅かに混入す
る。

１８

A-３
④グリ
石埋土

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。貫入は見
られない。

腰折れの外反皿。器壁は薄く、内
底面には花弁様の文様が描かれ
る。器表には白色粗砂が溶着、小
孔も見られる。

８．８
１．８
３．８

胎土は密。褐色微粒
子が混入する。

口～
底

１９

A-２
撹乱

透明釉で灰白色を呈す
る。内面胴上部から外面
一帯は露胎となる。貫入
は見られない。

口縁部が直口するベタ底の皿。口
唇部は丸味を帯びる。内外面共に
回転轆轤成形痕が明瞭に見られ
る。器表には白色粗砂が溶着する。

８．２
２．１
４．２

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。
黒色微粒子が僅かに
混入する。

２０

SA０３ 
グリ石
下層

やや透明度を有する釉で
全体的に厚く施釉する。
内外面共に粗い貫入が見
られる。

外反皿。口唇部は丸く収め、口縁
部は波状を呈する。１４．４

－
－

胎土は密。黒色粗砂
粒が混入する。口～

胴２１

東側ト
レンチ
①撹乱

透明釉で淡黄色を呈す
る。畳付のみ露胎とな
る。内外面共に細かい貫
入が見られる。

直口皿。口唇部は平坦となり、胴
部は直線状となる。畳付は尖る。
器表には小孔が見られる。

－
－
－

胎土はやや粗く、小
さい気泡が多く見ら
れる。白色粗粒子が
混入する。

口～
胴

２２

SA０６ 
暗褐色
混砂土

透明釉。内外面共に細か
い貫入が見られる。

直口皿。器壁は薄く、胴部は直線
状に移行する。器表には小孔が多
く見られる。外面に回転轆轤成形
痕が見られる。

１３．１
－
－

胎土はやや粗く、陶
胎となる。大小の気
泡が多く見られる。
褐、黒色粗粒子が僅
かに混入する。

２３

SR０９
埋土

透明釉。貫入は見られな
い。

直口皿。外面口縁下部に圏線が１
条見られる。

１２．９
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。２４

撹乱
失透釉で高台下部から畳
付にかけて露胎となる。
貫入は見られない。

型造りの菊花皿。高台は薄く、低
い。畳付は尖る。器表には小孔が
見られる。

８．４
１．９
５．０

胎土は密。黒色微粒
子が混入する。口～

底２５

注　「－」：計測不可
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注　「－」：計測不可

第３表　白磁観察一覧（３） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SD０１
造成土

失透釉で畳付と外底面の
一部が露胎となる。貫入
は見られない。

腰折皿。高台は薄く低い。畳付の
幅は一定ではない。器表には小孔
が見られる。

－
－
４．２

胎土は密で気泡が僅
かに見られる。

胴～
底

皿

２６

第　

図
・
図
版　

３５

１６

撹乱

失透釉で高台下部のみ露
胎となる。外底面の一部
が露胎となる。貫入は見
られない。

高台は内傾し、低い。高台内外面
に砂粒が溶着する。－

－
１０．４

胎土は密。白色粗砂
粒、黒色微粒子が混
入する。２７

SK０５
内

透明釉で外面は露胎とな
る。細かい貫入が見られ
る。

畳付が尖り、高台下部は面取られ
る。高台は低く、内刳りも浅い。

－
－
４．１

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。黒
色微粒子が混入する。

底２８

表採

透明釉で淡黄色を呈す
る。外底面の一部が露胎
となる。貫入は見られな
い。

抉り高台皿で高台つくりは雑。器
表も凹凸が多く見られる。内底面
は重ね焼きの際の目跡が３ヶ所確
認できる。

－
－
４．２

胎土は密で陶胎とな
る。大きい気泡が僅
かに見られる。

胴～
底２９

B-４
②撹乱

やや透明度を有する釉で
灰白色を呈する。ほぼ全
釉され、畳付のみ露胎と
なる。貫入は見られない。

口縁部は直口する。口縁端部は僅
かに肥厚する。高台はやや高く、
薄い。ハの字状に開く。型造り。

７．２
２．６
２．７

胎土は密。白色微粒
子が混入する。口～

底

杯

３０

第　

図
・
図
版　

３６

１５

A-４
トレンチ
③撹乱

やや透明度を有する釉で
全体的に薄く施す。貫入
は見られない。

口縁部は外反する。やや底の深い
杯で型造りである。胴下部で急に
折れる。

８．３
－
－

胎土はやや粗い。白
色粗粒子が僅かに混
入する。

口～
胴３１

世誇殿
埋土

やや透明度を有する釉で
艶があり、畳付を除いて
全釉される。貫入は見ら
れない。

やや底の深い杯で型造りである。
高台の断面形は逆三角形状を呈す
る。畳付は丸みを帯び、砂粒が溶
着する。

－
－
３．７

胎土はやや粗い。白
色粗粒子が僅かに混
入する。

胴～
底

３２

B-４
撹乱

やや透明度を有する釉で
畳付を除いて全釉され
る。貫入は見られない。

底径は小さく底の深い杯で型造り
である。高台は低く薄い。畳付は
尖り気味となる。

－
－
２．３

胎土はやや粗い。黒
色粗粒子が混入す
る。

３３

世誇殿
前庭埋
土

やや透明度を有する釉で
灰白色を呈する。内外面
共に細かい貫入が見られ
る。

頸の短い小型の壷で、口縁部は外
反する。口唇部は平坦となる。頸
部の下には圏線が描かれる。器表
には小孔が多く見られる。

９．７
－
－

胎土はやや粗く、陶
胎となる。小さい気
泡が多く見られる。

口～
頸壷３４

SR０２
グリ内

透明釉で高台脇のみ露胎
となる。外面のみ細かい
貫入が見られる。

筒形の香炉か。高台は薄く且つ低
いため一見、ベタ底に見える。高
台脇は段が見られる。器表には小
孔が僅かに見られる。

－
－
９．６

胎土は密。褐、黒色
の微粒子が混入す
る。

胴～
底香炉３５

SA０５ 
褐色混
砂土

透明釉でやや青味を帯び
る。内面に施され、外面
は露胎となる。貫入は見
られない。

胴下部で内底面には草花文が片切
彫りで描かれる。高台と胴部との
接続部には段が見られる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。
白色粗粒子が混入す
る。

胴碗３６

SK０５
西側埋
土

やや透明度を有する釉で
全釉される。貫入は見ら
れない。

端部は平坦面を有し、底部は面が
見られる。内外面共に底部には砂
粒が溶着している。

－
－
－

胎土は密。白色のや
や粗い砂粒が混入す
る。

端蓮華３７

A-３
北側
トレンチ
③撹乱

やや透明度を有する釉で
内外面共に施釉される。
外面の一部が露胎とな
る。内外面共に粗い貫入
が僅かに見られる。

瓶の頸部か。外面に孔が上下に通
る突起物が付属する。一部、面取
りされているのが確認される。

－
－
－

胎土は密で黒色粗粒
子が混入する。

頸瓶３８
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第３５図　白磁（１）
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第３６図　白磁（２）

第４表　白磁出土状況

合計
戦前遺
物包含
層

世誇殿SKSDSASR出土地

器種・分類
黄褐色
微砂層

前庭
埋土０８０７０６０５０３０２０１０６０５０３０１０９０８０５０２０１

３３
口縁部

外反

碗
３１１１直口

１７３１４１３２１２胴　部

５１１１１１底　部

６１３１１
口縁部

外反

皿
２１１直口

２１１胴　部

２１１底　部

１１口縁部直口小皿

８１１１１４胴　部碗or皿

２１１口縁部

杯 ５１１１２胴　部

３１１１底　部

１１端蓮華

１１口縁部壷

１１胴　部小壷

２１１胴　部瓶

１１底　部香炉

１１口縁部
器種
不明 １１胴　部

１１底　部

６８５１１０２１２５２２４１５２１２３１２７１合　　　計

0 10cm

30

31 32 33

38

3736

34

35
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第３節　染付

　ここでは８５点を報告する。器種としては碗、皿、杯、盤、蓋、壷、把手、瓶がある。景徳鎮、徳化窯系、 州

窯系、福建・広東碗系がそれぞれ認められ、中には元様式の染付も確認された。全体的に碗が最も多く、次に皿、

杯が続く。盤、蓋、壷といった大型製品は全体量からすると極めて少ない。成形、施釉方法が雑で呉須の発色が

鈍い、といった粗製品も小型製品に多く見られる。時期は元から清代まで長期にわたる。以下にその概要を述べ、

個々についての詳細は観察表にまとめる。

�

　４８点図示した。器形は外反碗と直口碗に大別することができるが、前者が全体量では多く出土している。外反

碗の中では緩やかに外反するもの、口折れとなるものとに、直口碗の中では口唇部が丸みを帯びるものと尖るも

のとに細分することができる。文様は唐草文が最も多く、他に寿字文、八宝文、菊花文、草花文、蓮弁文、梵字

文、波濤文、雷文、花卉文、四方襷文、コンニャク印判等見られる。底部資料は高台が厚いものと薄いものに細

分することができ、前者については、高台は高くハの字状に開くもの、高台は低く、断面形状が逆台形となるも

のに、後者はハの字状に開くもの、高台が畳付まで真っ直ぐ伸びるもの、高台が内傾するものに細分することが

できる。

　全形を窺うことのできる資料に関しては僅少であるため、全体様相として口縁部、底部、文様の相関関係を見

ることは難しい。僅かながら口縁部は外反し、高台は低く、断面形状が逆台形、文様はコンニャク印判、唐草文、

雲文という構成の、所謂福建・広東碗系（第３８図２３、４１）、直口碗で高台は低く断面形状が逆台形となるもの、文

様は梵字文という構成の、所謂蓮子碗（第３８図２６）、そして口縁部が外反し、高台は低く断面形状が逆台形、文様

は唐草文という構成の所謂 州窯系（第３８図２５）が認められる。福建・広東碗系、 州窯系は文様が簡化してお

り、呉須の発色は鈍く、濃緑色を呈している。

　他に型作りの徳化窯系と考えられる碗も確認される（第３７図５、１０、１７、１８、１９、２１、第３８図３５～３７、４４、４５、

第３９図４７）。口縁部が緩やかに外反するもの、底部が高くハの字状に開くものに多く見られる。釉の透明度は高

く、胎土はかなり密である。

�

　２２点図示した。器形は口縁部が外反、直口口縁に大別することができる。外反口縁は口径が１２㎝、底径が６㎝

以上のもの（第３９図４９、５０、５２～５４）と口径が１０㎝、底径が５㎝以下のもの（第３９図５５～５７）に細分することが

できる。直口口縁は口唇部が丸みを帯びるものと尖るものに大別することができる。前者は型作りの所謂、徳花

窯系（第３９図６２）が見られ、後者は器壁が薄く、やや大振りのものが見られる。

　底部を見ると内傾するもの（第３９図４９、５１、６６～６８）、断面形状が逆台形となるもの（第３９図５０、５４、５５、５７）、

断面形状が逆台形となるが畳付は丸みを有するもの（第３９図５２、５３、５６）碁笥底状になるもの（第４０図６９、７０）

に大別することができる。文様は唐草文が最も多く、他に玉取獅子文、十字花文、雲龍文、芭蕉文、蓼文、波濤

文、花卉文が見られる。文様、口縁部形態、底部形態に相関関係が見られるものを以下３類に分けて、その詳細

を記す。

Ⅰ類（第３９図４９、５０、５２～５４）

　外反口縁で口径が１２㎝、底径が６㎝以上のもの。底部形態は内傾するもの、断面形状が逆台形となるもの、断

面形状が逆台形となるが畳付は丸みを有するものとバリエーションが見られる。文様は、外面は唐草文、内面は
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玉取獅子文に限られる。釉薬は畳付のみ露胎となり、高台下部には微砂粒が溶着しているのが窺われる。

Ⅱ類（第３９図５５～５７）

　外反口縁で口径が１０㎝、底径が５㎝以下のもの。底部形態は断面形状が逆台形となるものと、断面形状が逆台

形となるが畳付は丸みを有するものとが見られる。文様は外面に簡化された唐草文、内面に十字花文に限られる。

Ⅲ類（第３９図５１）

　直口口縁皿。底部形態は内傾する。文様は外面に簡化された唐草文、内面に捻子花文が見られる。畳付と高台

内面は露胎となる。

※稿了後、第３９図５２と５４は同一個体であることが判明したので付記しておく。

�

　８点図示した。底径が３．５㎝以上と３㎝以下のものに大別することができる。前者は高台が「ハ」の字状に開

くもの、内傾するもの、高台は低く内刳りが浅いものに細分することができる。後者は高台が低く、畳付は尖り、

型作りで徳化窯系と考えられる。文様は芭蕉文、雷文、草花文、銘款等が見られる。

�

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�

　２点図示した。１点は酒会壷の蓋で、元様式の染付である（第４０図８４）。器壁は厚く、内面には轆轤成形痕を見

ることができ、全体的に造りが丁寧である。類例品は数多く伝世品で見ることができ、日本では出光美術館蔵の

｢騎馬人物壷｣がある（汪　２０００）。もう１点は箱物の蓋と想定される（第４０図８０）。釉の発色も良好で精製品である

と考えられる。

�

　２点図示した。何れも元様式の染付である。５片が１個体となる可能性があり（第４０図８５）、頸部は波濤文、胴

上部は唐草文、胴中央部から下部にかけては魚藻文という文様構成であると考えられる。呉須の発色は良好、器

壁は厚く、内面には轆轤成形痕を見ることができる。胴上部の資料のみ２次的に火を受けている部分が見られる。

第４０図８４とセット関係になるものと考えられる。伝世品であるが類例資料として大阪市立東洋陶磁美術館蔵「魚

藻文壷」がある（汪　２０００）。

��

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。

�

　１点のみ図示した。詳細は観察表に譲る。
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第５表　染付出土状況

合　

計

撹　

乱

表　

採

C－B－A－
戦前遺
物包含
層　　

世誇殿SKSDSSSASR出土地

器種・分類
４・３４３４３２４３２黄褐色

微砂層
前庭
埋土０８０７０６０５０４０３０２０１０１０６０５０３

０２・
０３・
０４

０５０４０２０１

６１１１１１１口～底
外反

碗

１０１３２５１２７５１５１９９１１３１１１２１１１１１口縁部

２１１口～底
直口

９６２８４６２３６７６２１２４１１１１３口縁部

１３２１１０１７８１１２０１８８４３６１１７１４１３８胴　部

５４１８３１５８５６４１１１１底　部

１１胴　部大碗

４０１４７６２６１１１１１
口縁部

外反

小碗
７３１３直口

９８１胴　部

９５３１底　部

１１１２８口～底
外反

皿

２６２５３２１１２４２２１１口縁部

１３２１１２５１１口縁部直口

７２１１１２胴　部

２５３１１１１４２３１１１５１底　部

２１１口縁部
小皿

１１底　部

７７口縁部
碗or皿

６３３２４１７１０胴　部

５１１３口縁部
杯

８１１１１１１１１底　部

１１口縁部

小杯 １１胴　部

１１底　部

２１１底　部盤

３１１１蓋

２１１口　縁
壷

３１１１胴　部

６１１３１胴　部酒会壷

１１把　手

５１１１１１胴　部
瓶

２２底　部

１１胴　部鉢

２１１胴　部袋物

６４１１口縁部
その他

１２２６１１２１０１５３１５１２１１１胴　部

７８３２１３２６２１７９３９５６５６８７８１０１１５１９５１２５２６１５６２４３２５３５１１１９１２合　　　計
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第６表　染付観察一覧（１） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

B-４
撹乱

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は鈍く、全体
的に薄い。内外面共にか
なり粗い貫入が見られ
る。

外反碗で器壁は全体的に薄い。外
面は口縁部直下に圏線と胴部に牡
丹唐草文か。内面にも唐草文が描
かれる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。白色
粗砂粒が混入する。

口～
胴碗

１

第　

図
・
図
版　

３７

１７

表採､
撹乱

やや透明度を有した釉で
呉須の発色は鈍く、斑が
見られる。貫入は見られ
ない。

大振りの外反碗。外面には口縁部
直下に２条１組の圏線と胴部に蓮
唐草文が描かれる。内面は圏線の
み描かれる。

１９．６
－
－

胎土は密で気泡が僅
かに見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

２

A-４
トレンチ
②撹乱

透明釉で呉須の発色は良
好。胴部と高台部の境が
一部、露胎となる。貫入
は見られない。

大振りの外反碗。外面には口縁部
直下に渦文、胴部に細線で縁取り
をした唐草文、胴下部に蓮弁文が
描かれる。内面には口縁部直下に四
方襷文、内底面に圏線が描かれる。

２３．２
－
－

胎土は密。黒色粗粒
子が僅かに混入す
る。３

SS０１
埋土

透明釉で口唇部はかなり
薄く施釉される。呉須の
発色は鈍く、かなり薄い
部分も見られる。貫入は
見られない。

外面には口縁部直下に２条１組の
圏線と胴部に八方唐草文が描かれ
る。内面には圏線のみ描かれる。

２０．０
－
－

胎土は密でかなり小
さい気泡が僅かに見
られる。４

SA０６
暗褐混
砂土

透明釉で口唇部のみ薄く
なる。呉須の発色は鈍く
全体的に薄い。貫入は見
られない。

口縁部が大きく開く碗。外面は口
縁部直下に亀甲文。その中に六曜
文が描かれる。胴部には草花文
か。内面には口縁部直下に文様帯
が見られるがかなり不鮮明。器表
には小孔が多く見られる。

２２．８
－
－

胎土は密で白、黒色
微粒子が混入する。

５

A-３
トレンチ
②撹乱

透明釉で呉須の発色は良
好。口唇部の釉はかなり
薄く施す。全体的に粗い
貫入が見られる。

外反碗。外面には口縁部直下に渦
文、胴部に細線で縁取りをした牡
丹唐草文が描かれる。内面には口
縁部直下に四方襷文、胴部にも文
様が見られる。

１６．０
－
－

胎土は密で気泡が多
く見られる。白色微
粒子が混入する。６

B-４
撹乱

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は鈍く、特に
内面は薄い。貫入は見ら
れない。

外反碗。外面には口縁部直下に菊
文と２条１組の圏線が見られる。
内面には口縁部直下に圏線と雷文
帯が描かれる。

１４．２
－
－

胎土は密。黒色微粒
子が僅かに混入す
る。７

A-３
トレンチ
②撹乱

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は良好で濃い
藍色を呈する。貫入は見
られない。

外反碗。口縁部直下に茘枝文、内
面には圏線と雷文帯が描かれる。
器表には小孔が見られる。

１４．６
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

８

撹乱
やや透明度を有する釉。呉
須の発色は鈍く、斑が見ら
れる。貫入は見られない。

外反碗。外面には圏線と風景画
が、内面には四方襷文と唐草文が
描かれる。

－
－
－

胎土は密。黒色粗粒
子が僅かに見られ
る。

９

表採

透明釉で呉須の発色は良
好で濃い藍色を呈する。
貫入は見られない。

口縁部が大きく開く外反碗。外面
胴部には蓮華唐草文、内面は口縁
部直下に花唐草文帯を描き、圏線
で画する。

１２．５
－
－

胎土は密で大きい気
泡が見られる。白色
粗砂粒を僅かに混入
する。

１０

SS０１
埋土

透明釉で口唇部は薄く施
釉する。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

外反碗。口唇部は尖る。外面には圏
線と横位のジグザグ文を重ねた文様
帯が描かれる。内面は口縁部直下に
文様帯が描かれるが詳細は不明。

１４．６
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
黒色細粒子が混入す
る。

１１

SK０４
下層淡
灰褐土

透明釉。呉須の発色は鈍く
全体的に滲む。内外面共
に細かい貫入が見られる。

外反碗で外面は花文か。内面は口
縁部直下に文様帯が見られるが、
詳細は不明。

－
－
－

胎土は密で陶胎とな
る。黒色微粒子が僅
かに混入する。

１２

注　「－」：計測不可
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第６表　染付観察一覧（２） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SK０７
②埋土

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は鈍く全体的
に滲む。内外面にやや粗
い貫入が見られる。

外反碗。外面にはコンニャク印判
の文様と圏線が見られる。１３．４

－
－

胎土は密。陶胎で黄
褐色を呈する。小さい
気泡が多く見られ、白
色粗砂が混入する。

口～
胴

碗

１３

第　

図
・
図
版　

３７

１７

SK０３
埋土暗
茶褐土

やや透明度を有する釉。
口唇部のみ褐色の釉が施
される。貫入は見られな
い。

外反碗。外面口縁部直下に圏線が
１条見られる。外面に回転轆轤成
形痕が明瞭に確認できる。

１３．４
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色細砂が多く混入
する。

１４

撹乱

透明釉でやや青味を帯び
る。呉須の発色は良好で
濃い藍色を呈する。貫入
は見られない。

外反碗。口唇部は丸味を帯びる。
外面胴部に烏文か、筆描きの文様
が見られる。内面は口縁部直下と
胴下部に圏線が1条見られる。器
表には小孔が僅かに見られる。口
唇部に砂粒が溶着。

１４．６
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白色粗粒子が多く混
入する。１５

A-４
撹乱

透明釉で胴下部から底部
にかけては露胎となる。
灰釉で全体的に灰白色を
呈する。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

玉縁口縁碗で胴部は直線状に立ち
上がる。外面胴部には雲文が描か
れる。器表には小孔が多く見られ
る。

１３．０
－
－

胎土はやや粗く、灰
白色を呈する。白、
褐、黒色粗粒子が多
く混入する。１６

撹乱

透明釉で呉須の発色は鈍
く、色斑が著しい。貫入
は見られない。

外反碗。口縁部が僅かに折れる。
内外面共に口縁部直下と胴下部に
圏線が描かれる。外面胴部には草
花文が描かれる。外面胴下部には
小孔が見られる。

１２．４
－
－

胎土は密。黒色粗粒
子が多く混入する。

１７

A-３
④撹乱

透明釉でやや青味を帯び
る。呉須の発色は鈍く、
全体的に薄い。貫入は見
られない。

口縁下部で折れる外反碗。外面胴
部に寿字文、下部には略化された
蓮弁文が描かれる。内面には圏線
が３条描かれる。内面器表に大小
の白色砂粒が溶着する。

１６．４
－
－

胎土は密。白・黒粗
粒子が多く混入す
る。１８

撹乱

透明釉で呉須の発色は鈍
く、貫入は見られない。

外反碗。口縁部が僅かに折れる。
内外面の口縁部直下に２条１組の
圏線と外面胴部にはかなり雑に梵
字文が描かれる。

９．６
－
－

胎土は密。混入物は
殆ど見られない。口～

胴１９

SR０５
黒色土
層

やや透明度を有する釉。
畳付のみ露胎となる。呉
須の発色は鈍く、全体的
に斑が見られる。貫入は
見られない。

外反碗で器壁は薄い。外面は蓮華
唐草文か。内面は口縁部直下に圏
線と唐草文帯が見られる。

１３．４
－
－

胎土は密で小さい気
泡が僅かに見られ
る。口２０

撹乱

透明釉で口唇部は薄く施
釉する。呉須の発色は良
好で濃い藍色を呈する。
貫入は見られない。

口縁部は外反し、器壁は全体的に
薄い。外面は口縁部直下に渦巻文
帯、胴部には樹木が描かれる。内
面は口縁部直下に雷文帯が描かれ
る。

１１．０
－
－

胎土は密。黒色微粒
子が僅かに混入する。口～

胴２１

SK０５
内

透明釉。呉須の発色は良
好で内面は濃い藍色を呈
する。貫入は見られない。

外反碗。外面は花唐草文と圏線
が、内面は唐草文帯が描かれる。

１３．０
－
－

胎土は密。白色細砂
が僅かに混入する。口～

胴２２

A-２
④撹乱

失透釉で青味を帯びる。内
底面は釉が輪状に掻き取
られる。呉須の発色は鈍く、
全体的に滲む。内底面共
に細かい貫入が見られる。

口縁部は若干、外反する。外面は
胴部に筆書きの唐草文と口縁部直
下に雲文か。

１３．４
６．１
７．３

胎土はやや粗く、大
きい気泡が多く見ら
れる。口～

底２３

第　

図
・
図
版　

３８

１８
注　「－」：計測不可
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注　「－」：計測不可

第６表　染付観察一覧（３） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SR０２
栗石内

透明釉。呉須の発色は鈍
く、全体的に薄い。内外
面共に細かい貫入が見ら
れる。

口縁部は玉縁状となる碗。胴部は
直線状に立ち上がる。内外面共に
口縁部直下に圏線が1条描かれる。

－
－
－

胎土は密。白色粗砂
粒が混入する。口～

胴

碗

２４

第　

図
・
図
版　

３８

１８

B-４
撹乱

やや透明度を有する釉で
内面は胴下部まで外面は
畳付近くまで施釉する。
呉須の発色は鈍く、全体
的に滲む。内外面共に粗
い貫入が見られる。

外反碗で高台は厚く、低い。内刳
りは浅く、畳付は尖る。外面は胴
部に草花文、高台には圏線が描か
れる。内面は無文。器表には小孔
が多く見られ、砂粒が溶着する。

１４．５
５．８
８．２

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
白、褐色微粒子が混
入する。

口～
底

２５

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。胴部は一
部露胎になる部分が見ら
れる。呉須の発色は良好
であるが全体的にやや薄
い。貫入は見られない。

直口碗で内底面が窪む。外面胴部
に略化された梵字文を横位に４列
並べ、口縁部と高台に圏線を描く。
内面は底面に圏線とその中に梵字
文を描く。器表には砂粒が溶着す
る。

１４．２
６．６
６．３

胎土は密で気泡が見
られる。白、黒色微
粒子が混入する。

２６

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉で
呉須の発色は鈍く、全体
的に滲む。貫入は見られ
ない。

直口碗。口唇部は平坦に仕上げて
いる。外面は口縁部直下に波濤文
帯が、胴部にアラベスク文が、内
面は圏線のみ描かれる。器表には
小孔が僅かに見られる。

１４．２
－
－

胎土は密で大小の気
泡が見られる。白、
黒色粗砂が多く混入
する。

口２７

SD０１
下層

透明釉で呉須の発色はや
や良好。粗い貫入が内外
面共に見られる。

口縁部は釉の厚みにより僅かに肥
厚する。外面は口縁部直下に波濤
文帯、胴部にアラベスク文が、内
面は圏線のみ描かれる。内面には
一部釉垂れが見られる。

１３．６
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
粗粒子が僅かに混入
する。

口～
胴

２８

表採

透明釉で呉須の発色は圏
線が薄く、梵字文が濃い。
貫入は見られない。

直口碗。所謂、蓮子碗の口縁部資
料。内外面の口縁部直下に２条1
組の圏線と外面胴部には梵字文が
描かれる。

１５．５
－
－

胎土は密。白・黒色
粗粒子が僅かに混入
する。２９

A-２
撹乱

透明釉で呉須の発色は鈍
く全体的に滲む。内外面
に粗い貫入が見られる。

直口碗。口唇部は丸くおさめる。
口縁部直下に波濤文と如意頭文が
胴部はアラベスク文、内面には圏
線のみ描かれる。器表には砂粒が
溶着、小孔が多く見られる。

１２．６
－
－

胎土は密で大小の気
泡が見られる。褐色
の粗粒子が多く混入
する。

３０

A-２
撹乱

透明釉で呉須の発色は鈍
く、斑が見られる。貫入
は見られない。

直口碗。外面は口縁部直下に波濤
文と圏線が描かれる。内面は圏線
が１条見られる。器表には小孔が
見られる。

１３．６
－
－

胎土はやや粗く、大
きい気泡が見られ
る。白色細砂粒が見
られる。口

３１

SA０６
暗褐混
砂土

透明釉で呉須の発色は鈍
く、滲む。貫入は見られ
ない。

直口碗。内面口縁部直下に圏線、
外面同直下に波濤文帯が描かれ
る。

１１．５
－
－

胎土は密。大きい気
泡が見られる。３２

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は鈍く、全体
的に薄い。内外面共に粗
い貫入が見られる。

直口碗。胴部は直線状に立ち上が
る。外面は口縁部直下に列点文と
圏線、胴部には白抜きの花弁様の
文様が見られる。内面は圏線が1
条見られる。器表には小孔が多く
見られる。

１２．０
－
－

胎土は密で陶胎とな
る。一部、褐色を呈
する。大小の気泡が
多く見られる。

口～
胴

３３

SA０６
暗褐混
砂土

透明釉で呉須の発色は鈍
く、色斑が著しい。貫入
は見られない。

直口碗。外面口縁部直下に波濤文
帯、胴部にはアラベスク文の一部が描
かれる。内面には圏線が１条描かれる。

１２．６
－
－

胎土は密。白・褐色
粗粒子が僅かに混入
する。

３４
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第６表　染付観察一覧（４） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SK０５
内

やや透明度を有する釉。呉
須の発色は鈍く、全体的に
滲む。貫入は見られない。

直口碗。外面は圏線と花卉文、内
面は２条１組の圏線が描かれる。
器表には小孔が見られる。

－
－
－

胎土は密。黒色微粒
子が僅かに混入す
る。

口～
胴

碗

３５

第　

図
・
図
版　

３８

１８

A-２
トレンチ
⑥

透明釉で呉須の発色は鈍
く、貫入は見られない。

直口碗。やや内傾気味となる。内
外面口縁部直下に2条1組の圏線と
外面胴部にかなり略化された草花
文が描かれる。

１２.４
－
－

胎土は密。気泡が多
く見られる。３６

C-４
①撹乱

透明釉でやや青味を帯び
る。呉須の発色は鈍く全
体的に薄い。貫入は見ら
れない。

直口碗。口唇部は丸みを帯びる。
内面は無文で外面には丸文草花文
が描かれる。

１４．６
－
－

胎土は密で大きい気
泡が僅かに見られ
る。混入物は見られ
ない。

３７

SK０３
埋土茶
褐色土
層

透明釉で外面は胴下部ま
で施釉される。呉須の発
色は鈍く、全体的に滲む。
内外面共に細かい貫入が
見られる。

直口碗。外面は口縁部直下に圏
線、胴部にコンニャク印判文様が
描かれる。器表には大小の孔が見
られる。

１２．６
－
－

胎土はやや粗く大小
の気泡が多く見られ
る。白色微粒子が僅
かに混入する。

３８

A-２
トレンチ
⑥撹乱

透明釉で呉須の発色は鈍
く、全体的に滲み、深緑
色を呈する。貫入は見ら
れない。

直口碗。外面胴部はコンニャク印
判の文様。内面は口縁部直下と胴
下部に圏線が各１条見られる。

１５．２
－
－

胎土は密。陶胎に近
く灰白色を呈する。
気泡が僅かに見られ
る。黒色粗粒子が混
入する。

３９

A-４
④撹乱

透明の灰釉で内外面共に
胴下部まで施釉される。
内底面は輪状に釉が掻き
取られる。呉須の発色は
鈍く、全体的に薄い。貫
入は見られない。

口縁部が玉縁状となる外反碗。高
台は低く、内面下部は斜めに面取
りされる。外面に筆描きの唐草文
か。器表には小孔が多く見られる。

１４．０
５．７
７．４

胎土は密で大きい気
泡が多数見られる。
白、黒色粗粒子が多
く混入する。

口～
底

４０

C-３
①撹乱

失透釉。胴下部から外底
面にかけて露胎となる。
内底面は輪状に掻き取ら
れる。貫入が僅かに見ら
れる。

口縁部は若干、外反する。外面胴
部にコンニャク印判の文様が見ら
れる。外面胴部には回転轆轤成形
痕が見られる。

１４．８
５．８
７．６

胎土は密で大きい気
泡が見られる。黒色
微粒子が多く混入す
る。

４１

B－４
②黒褐
土層

透明釉で呉須の発色は鈍
い。釉は高台下部から畳付
以外に施される。内外面と
もに粗い貫入が見られる。

高台はやや内傾する。内底面はや
や窪む。内底面には圏線と全体構
成不明の文様が、外面胴部に圏線
と唐草文が見られる。

－
－
５．６

胎土はやや粗い。黒
色の粗粒子が混入す
る。

底

４２

SR０１

やや透明度を有した釉で
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。呉須の発
色は鈍く、斑が見られる。
貫入は見られない。

高台は厚く、高い。畳付は尖り気
味となり、内底面は焼成時のひび
割れが縦横に走る。内底面には２
条の圏線と文様、外面は高台に２
条の圏線と胴部にも全体構成不明
の文様が描かれる。

－
－
７．６

胎土は密で黒色の粗
粒子が多く混入する。

４３

A-２
④撹乱

透明釉で畳付のみ露胎と
なる。呉須の発色は良好
で文様は明瞭。貫入は見
られない。

高台は高く、薄い。内刳りはやや
深い。外面は胴下部に渦巻文、高
台には圏線が２条描かれる。器表
には白色微砂粒が溶着する。

－
－
７．４

胎土は密で小さい気
泡が僅かに見られ
る。黒色微粒子が僅
かに混入する。

４４

B-４
②黒褐
土

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。呉須の発色
は良好で濃い藍色を呈す
る。貫入は見られない。

高台は高く、やや内傾する。外面
には圏線、内底面にも文様が見ら
れるが全体構成は不明。器表には
小孔が多く見られる。

－
－
８．４

胎土は密。黒色微粒
子が多く混入する。

４５

注　「－」：計測不可
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第６表　染付観察一覧（５） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

表採

やや透明度を有する釉で
胴下部は露胎となる。呉
須の発色は鈍く、濃い藍
色を呈する。貫入は見ら
れない。

高台は低く、下部は斜めに面取り
がなされている。外面には水蓮池
文と圏線が描かれる。畳付には砂
粒が溶着する。器表には小孔が見
られる。

－
－
８．９

胎土は密で灰白色を
呈する。大小の気泡
が多く見られる。

胴～
底碗

４６

第　

図
・
図
版　

３９

１９

A-３
撹乱

透明釉でやや青味を帯び
る。畳付のみ露胎とな
る。呉須の発色は良好で
あるが一部滲む。貫入は
見られない。

高台は薄く内刳りがやや深い。内
面は無文で外面は胴部に花唐草
文、高台には圏線、底面には銘款
が描かれる。

－
－
４．４

胎土は密。白･黒微
粒子が混入する。

４７

A-４
撹乱

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
てのみ露胎となる。貫入
は見られない。

高台は高く、内面内刳りは浅い。
外面は胴下部に略化された蓮弁文
と胴部には半梅花文が描かれてい
る。外面高台には2条の圏線、内底
面にも2条の圏線が見られる。

－
－
７．４

胎土は密、大きい気
泡が見られる。黒・
褐色細砂が混入す
る。

４８

SD０１
A-２

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
ては露胎となる。呉須の
発色は鈍く、全体的に薄
く滲む。貫入は見られな
い。

外反皿で全体的に器壁は薄い。外
面は胴部に宝相華唐草文、内面は
底面に玉取獅子文が見られる。器
表には小孔が多く見られる。畳付
から高台内面にかけて白色粗砂が
大量に溶着する。

１２．０
２．６
６．４

胎土は密で大小の気
泡が見られる。黒色
細砂粒が多く混入す
る。

口～
底皿

４９

SD０１
下層・
造成土

透明釉で外面高台下部か
ら外底面にかけて露胎と
なる。釉内には無数の気
泡が見られる。呉須の発
色は鈍く、全体的に滲む。
内外面共に粗い貫入が見
られる。

外反皿で全体的に器壁は薄い。底
面は高台畳付より下方に窪む。外
面は胴部に宝相華唐草文、内面は
底面に玉取獅子文が見られる。高
台下部から畳付にかけて白色粗砂
が溶着する。

１２．２
２．６
７．０

胎土は密。黒色微粒
子が僅かに混入す
る。

５０

撹乱

やや透明度を有する釉で
畳付から高台内面下部に
かけてのみ露胎となる。
全体的にやや厚く施釉さ
れ、口唇部のみかなり薄
くなる。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

口縁部は僅かに外反する。高台は
低く、内傾する。畳付は丸みを帯
びる。外面は胴部に圏線と唐草
文、内面は圏線と捻花文が描かれ
る。

９．３
２．４
４．８

胎土は密。白色微粒
子が僅かに混入す
る。

５１

SD０１
下層

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
ては露胎となる。また外底
面は一部、施釉されない部
分が見られる。呉須の発色
は鈍く、全体的に斑が見ら
れる。貫入は見られない。

外反皿で全体的に器壁はやや厚め
となる。畳付は平坦になる。外面
は胴部に宝相華唐草文、内面は底
面に玉取獅子文が見られる。器表
には小孔が見られ、白色粗砂が溶
着する。

１２．４
２．５
６．９

胎土は密。黒色微粒
子が混入する。

５２

SD０１
下層

透明釉で外面高台下部か
ら外底面にかけては露胎
となる。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

外反皿で全体的に器壁は薄い。外
面は胴部に宝相華唐草文、内面は
底面に玉取獅子文が見られる。高
台に白色粗砂粒が溶着する。

１２．５
２．７
６．５

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する

５３

SD０１
造成土

やや透明度を有する釉
で、高台下部から畳付に
かけて露胎となる。呉須
の発色は鈍く全体的に滲
む。貫入は見られない。

外反皿。高台は低く断面形が逆三
角形状となる。内底面には圏線の
中に玉取獅子文、外面胴部には蓮
華唐草文が見られる。器表には小
孔が多く見られる。

１２．２
２．５
６．９

胎土は密で気泡が多
く見られる。褐色微
粒子が僅かに混入す
る。

５４

注　「－」：計測不可
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注　「－」：計測不可

第６表　染付観察一覧（６） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

A-２
表採

失透釉。外面高台下部か
ら外底面にかけては露胎
となる。呉須は全体的に
薄く、施釉も雑である。
貫入は見られない。

口縁部が外反する小振りな皿。高
台は低く、畳付は僅かに平坦とな
る。高台下部には砂粒が溶着す
る。外面にはかなり略化された蓮
華唐草文が、内底面には十字花文
が描かれる。また内底面には焼成
時のひびが見られる。

９．０
２．０
５．０

胎土は密で大きい気
泡が見られる。白色
粗粒子が僅かに混入
する。

口～
底

皿

５５

第　

図
・
図
版　

３９

１９

SD０１
造成土

失透釉。畳付のみ露胎とな
る。呉須の発色は鈍く、斑
が見られる。外面胴下部に
粗い貫入が見られる。

外反皿。外面には略化した唐草文、
内底面には十字花文が細線で描か
れている。畳付には砂粒が溶着し、
器表には小孔が多く見られる。

９．４
２．１
５．０

胎土は密で気泡が多
く見られる。黒色微
粒子が混入する。５６

SD０１
下層

やや透明度を有した釉。
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。呉須の発
色は鈍く、全体的に薄い。
貫入は見られない。

外反皿で高台は低く内傾する。外
面は胴部に雑な唐草文、内面には
圏線と底面に十字花文が見られ
る。器表には小孔が見られる。

９．０
２．１
４．６

胎土は密で気泡が多
く見られる。白・黒
粗粒子が混入する。５７

SD０１
下層

やや透明度を有する釉。
口唇部近くのみ薄く施釉
される。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

外反皿。外面胴部は蓮唐草文、内
面は圏線が１条見られる。１０．２

－
－

胎土は密。白・黒色
粗粒子が僅かに混入
する。

口

５８

SR０２

やや透明度を有する釉。
口唇部近くのみ薄く施釉
される。呉須の発色は鈍
く、全体的に滲む。貫入
は見られない。

やや深めの外反皿。外面には２条
１組の圏線と草花文、内面には圏
線のみ描かれる。器表には小孔が
僅かに見られる。

－
－
－

胎土は密で気泡が僅
かに見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

５９

SD０１
造成土

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は鈍く、全体
的に薄い。貫入は見られ
ない。

外反皿で胴部は膨らみを有する。
外面胴部に唐草文、内面には口縁
部直下と胴下部に圏線が１条見ら
れる。

８．３
－
－

胎土は密。褐色粗砂
粒が僅かに混入す
る。

口～
胴６０

SK０７
黒土暗
茶褐色
土層

透明度を有する釉で呉須
の発色は良好、濃い藍色
を呈する。貫入は見られ
ない。

外反皿。外面は口縁部直下に２条
１組の圏線、内面は白抜きの文様
が見られるが、全体構成は不明。

－
－
－

胎土は密。白色粒子
が僅かに混入する。口～

胴６１

SA０３
グリ石
上層

失透釉に近い。呉須の発
色は鈍く、濃い藍色を呈
するが全体的に滲む。内
外面共に細かい貫入が見
られる。

直口皿。外面は胴部に唐草文、内
面は口縁部直下に圏線、内底面に
花文が描かれる。器表には小孔が
僅かに見られる。

８．２
－
－

胎土は密で一部陶胎
となる。小さい気泡
が見られる。口～

胴６２

SD０１
下層

透明釉で呉須は斑が見ら
れる。貫入は見られな
い。

口縁部は若干外反する。口唇部は
尖り、器壁は全体的に薄い。内面口
縁部は２条１組の圏線、外面胴部に
は牡丹文が、背景は呉須でダミる。

１３．７
－
－

胎土は密。混入物は
見られない。　　口～

胴６３

世誇殿
前庭埋
土

透明釉。呉須の発色は鈍
く、全体的に薄い。内外
面共に一部、貫入が見ら
れる。

外反皿。内外面共に口縁部直下に
圏線が見られる。９．６

－
－

胎土は密。黒色微粒
子が多く混入する。口～

胴６４

A-３
④グリ
石埋土

やや透明度を有する釉で
胴部は一部露胎となる部
分が見られる。貫入は見
られない。

直口皿で胴部は膨らみを有する。
口縁部はにかけて器壁は薄くな
り、口唇部は丸くおさめる。外面胴
部には唐草文、内面は無文となる。

１６．６
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
褐色微粒子が混入す
る。

口～
胴６５
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注　「－」：計測不可

第６表　染付観察一覧（７） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

A-２
④撹乱

透明釉で呉須の発色は良
好。高台下部から畳付に
かけて露胎となる。貫入
は見られない。

高台は低く、全体的に器壁はかな
り薄い。外面は圏線のみ、内面は
細線で竜文及び雲文が描かれ、背
景は呉須でダミる。

－
－
１０．０

胎土は密で混入物は
見られない。底

皿

６６

第　

図
・
図
版　

３９

１９

A-３
撹乱

やや透明度を有した釉。
高台下部から畳付にかけ
て露胎となる。呉須の発
色は鈍く、圏線は特に薄
くなる。内外面共にかな
り粗い貫入が見られる。

高台は低く、やや内傾気味になる。
胴下部は膨らみを有する。内面は
圏線、外面には圏線と唐草文が描
かれる。

－
－
１４．７

胎土は密で気泡が僅
かに見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

胴～
底

６７

表採

やや透明度を有する釉。
呉須の発色は良好で濃い
藍色を呈する。内外面共
に粗い貫入が見られる。

高台は低く、内傾する。胴部は緩
やかに立ち上がる。外面には唐草
文と圏線、内底面には波濤文帯と
雲文が描かれる。器表には小孔が
多く見られる。

－
－
１０．６

胎土は密で小さい気
泡が多く見られる。

６８

SD０１
造成土

やや透明度を有する釉。
外面高台下部から外底面
にかけて露胎となる。呉
須の発色は鈍く全体的に
薄い。内外面共に粗い貫
入が見られる。

外反皿の底部資料。高台は低く、
畳付は尖る。外面には胴部に唐草
文が内面には圏線とその内側に玉
取獅子文が描かれる。器表には小
孔が多く見られる。

－
－
６．６

胎土はやや粗く大き
く、やや褐色を呈す
る。気泡も多く見ら
れる。６９

第　

図
・
図
版　

４０

２０

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉で
畳付とその周辺は露胎と
なる。施釉は均一ではな
く一部、厚みを有する部
分が見られる。貫入は見
られない。

直口皿の底部資料。底部は碁笥底
で畳付近くに砂粒が溶着する。外
面には芭蕉葉文と圏線、内面には
圏線とその中に蓼文が描かれる。

－
－
２．５

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
黒色の微粒子が僅か
に混入する。７０

撹乱

透明釉で呉須の発色は良
好。貫入は見られない。

外反口縁。器壁は全体的に薄い。
内外面口縁部直下に２条１組の圏
線、外面胴部に松葉文、内面には
雷文帯が描かれる。

６．９
－
－

胎土は密。褐・黒色
微粒子が混入する。口～

胴

杯

７１

SR０１
裏込

透明釉で畳付のみ露胎と
なる。呉須の発色は良好
で濃い藍色を呈する。貫
入は見られない。

高台は低いが内刳りが深い。胴部
の立ち上がりは緩やかな小杯。外
面は無文で内底面は白抜きの花文
が描かれる。

－
－
３．５

胎土は密で気泡が僅
かに見られる。白・
黒粗粒子が混入す
る。

胴～
底７２

撹乱
透明釉でやや青味を帯び
る。呉須の発色は良好。
貫入は見られない。

高台はやや高く、内傾する。外面胴
部には圏線と唐草文、外底面には
「精製」の銘款が内底面には圏線と
略化された草花文が描かれる。

－
－
４．２

胎土は密で大小の気
泡が見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

胴～
底７３

SA０３
グリ石
下層

やや透明度を有する釉で
高台下部から畳付にかけ
てのみ露胎となる。貫入
は見られない。

高台は高く、内面内刳りは浅い。
外面は胴下部に略化された蓮弁文
と胴部には半梅花文が描かれてい
る。外面高台には２条の圏線、内
底面にも２条の圏線が見られる。

－
－
－

胎土は密でやや褐色
を呈する。気泡が僅
かに見られる。底７４

A-３
④撹乱

透明釉でやや青味を帯び
る。呉須の発色は鈍く、
全体的に滲む。貫入は見
られない。

高台断面が逆三角形状となり畳付
は丸みを帯びる底部資料。内面は
圏線、外面は胴下部に芭蕉葉文が
描かれる。畳付は砂粒が溶着する。

－
－
５．０

胎土は密で大小の気
泡が見られる。白色
粗粒子が混入する。

胴～
底７５



－　58　－

注　「－」：計測不可

第６表　染付観察一覧（８） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地部位器種挿図番号
図版番号

SD０１

やや透明度を有する釉。
高台下部から畳付のみ露
胎となる。内面の呉須の
発色は良好だが外面は薄
い。貫入は見られない。

高台は低く、薄い。外面は圏線と
唐草文か、内底面にも文様は見ら
れるが全体構成は不明。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
粗粒子が僅かに混入
する。

底

杯

７６

第　

図
・
図
版　

４０

２０

C-４
①撹乱

透明釉で畳付のみ露胎と
なる。呉須の発色は鈍く
全体的に薄い。貫入は見
られない。

高台は低く胴部の立ち上がりは急
な小杯。内面は無文で外面には高
台に圏線、胴下部に蓮弁文か。器
表に小孔が僅かに見られる。

－
－
２．８

胎土は密。黒微粒子
が多く混入する。胴～

底７７

SK０６
埋土撹
乱

透明釉を高台下部から畳
付を除いて施す。呉須の
発色は良好。細かい貫入
が内外面共に見られる。

高台は低く、畳付は尖る。内底面
は窪み、文様は圏線とその内側に
花文か。外面にも文様が見られる
が全体構成は不明。

－
－
２．５

胎土はやや粗く、大
小の気泡が見られ
る。褐色粗砂粒が僅
かに混入する。

胴～
底７８

B-４
②黒褐
土

透明釉で高台下部から畳
付にかけて露胎となる。
呉須の発色は比較的良
好。粗い貫入が内外面共
に見られる。

碁笥底の盤。内外面共、胴部には
全体構成不明の文様が見られる。
内面は葉文と丸文で構成される文
様が描かれる。

－
－
１４．８

胎土は密。白色粗砂
粒が混入する。胴～

底盤７９

A-２
トレンチ
⑧撹乱

透明釉で外面は全釉され
るが内面は端部から露胎
となる。呉須の発色は良
好で文様は明瞭。貫入は
見られない。

合子の蓋か。外面は端部に左回り
の雷文帯が、甲部には七宝繋文が
見られる。内面は無文。器表には
白色粗砂粒が溶着する。

１６．４
－
－

胎土は密で大小の気
泡が多く見られる。
黒色粗粒子が僅かに
混入する。

端～
甲蓋８０

C-４
①撹乱

透明釉を内外面共に薄く
施す。内面胴部は露胎と
なる。呉須の発色は良好
で濃い藍色を呈する。細
かい貫入が内外面共に見
られる。

頸部は直に立ち上がり、胴部の膨
らみは余り有さない。外面は頸部
に波濤文、胴部には雲文か。内面
は粘土塊が溶着する。

－
－
－

胎土は密で大小の気
泡が見られる。黒色
粗粒子が僅かに混入
する。頸壷８１

A-２
トレンチ
⑥

やや透明度を有する釉で
青味を帯び、全釉される。
呉須の発色は鈍く、全体的
に滲む。貫入は見られない。

壷又は大型瓶に付く把手。外面に
孔が開けられた取っ掛かりが付属
する。またその下部に魚文が描か
れる。

－
－
－

胎土は密で小さい気
泡が見られる。黒色
微粒子が僅かに混入
する。

－把手８２

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉。
外面高台下部から外底面
にかけて露胎となる。胴
部も一部、露胎となる部
分が見られる。呉須の発
色は良好で濃い藍色を呈
する。内外面共にかなり
粗い貫入が見られる。

長頸瓶。胴上部と胴下部に継ぎ目
が見られる。器表には焼成の際の
割れが確認できる。内面には轆轤
成形痕が明瞭に見られる。頸部に
は芭蕉葉文、胴上部には雲文、胴
部には蓮華唐草文、胴下部には火
焔状の文様を横位に並べる。各文
様間は圏線で画される。

－
－
５．２

胎土は密。黒色微粒
子が僅かに混入す
る。

頸～
底瓶８３

撹乱

透明釉で甲部のみ施釉され
る。呉須の発色は良好で濃
い藍色を呈するが斑も見ら
れる。粗い貫入が見られる。

酒会壷の蓋。鍔付きで懸かりの端
部は丸みを帯びる。甲部には雷状
の茎が密に描かれる。内面には回
転轆轤成形痕が見られる。

－
－
１８．３

胎土は密。大小の気
泡が見られる。黒色
微粒子が混入する。蓋

壷

８４

B-３、
C-３、
C-４

透明釉で内外面共に施
す。内面は非常に薄く施
される。呉須の発色は良
好で、濃淡も明瞭。外面
のみ細かい貫入が見られ
る。

酒会壷。頸部１点、胴部４片で前
者は波濤文、後者は胴上部が唐草
文、胴中央部から下部にかけて魚
藻文が描かれる。全体的に器壁は
厚く、内面には回転轆轤成形痕が
見られる。僅かであるが外面の器
表には小孔が見られる。

２０．０
－
－

胎土は密で黒色微粒
子が多く混入する。
小さい気泡が多く混
入する。口～

胴８５
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第４節　褐釉陶器

　今回出土した褐釉陶器の器種の大半は壺であった。産地は中国産とタイ産に分けることができる。

�������

　中国産褐釉陶器は総数５９６３点出土している。多くの壺をはじめ、わずかに鉢が出土している。壺以外は小破片

が多く、全体を窺える資料が少ない。今回残りの良い２５点を図示した。

���（第４１図・４２図６～１４、１７～２４）

　中国産褐釉陶器の壺は、口縁部を基に分類を行い、底部は底部のみでタイプ別に分けた。

��－口縁部の形状が方形状のもの（１～７）。

��－口縁部が微弱に肥厚するもの（８～１０）。

��－口縁部が逆Ｌ字状のもの（１１、１２）。

��－口縁部が玉縁状のもの（１３、１４）。

��－上げ底（１７～２０）。高台造り（２１～２３）。平坦（２４）。

���（第４２図１５・１６・２５）

　中国産褐釉陶器の鉢は、口縁部２点、底部１点の資料を図示した。口縁部を逆Ｌ字状に成形し、底部に向かっ

て窄まるもの（１５）、口縁部を内側に肥厚させるもの（１６）、底部が平坦なもの（２５）。

注　「＋」：接合の意

第７表　褐釉陶器観察一覧（中国産）　（１） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等素　　地器形・成形・文様等の特徴
口径
器高
底径

部位器種・
分類

挿図番号
図版番号

SA０６
埋土

外面に黄褐色の釉を施釉。橙色で、少量の白
色粒子を含む。

外面胴上部に積跡と思われる跡
がある。

１８．２
―
―

口～
胴

壺／
Ⅰ

１

第　

図
・
図
版　

４１

２１

A－２
撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。灰白色で、微量の
白色粒子を含む。

外面胴上部に積跡と思われる跡
がある。

１６．６
―
―

２

SS０１
埋土

両面に灰褐色の釉を施釉。赤褐色で、少量の
白色粒子を含む。

両面に調整痕と思われる圧痕が
見られる。口唇部上面に溝状の
凹みが見られる。

２２．５
―
―

３

A－２
トレンチ
⑥撹乱層

両面に灰褐色の釉を施釉。暗褐色で、微量の
白色粒子を含む。

両面が熱もしくは火受けして、
釉が溶けている。

２５．１
―
―

口

４

A－２
トレンチ
⑥撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。
口唇部は一部釉剥ぎ。

灰色で、微量の白
色粒子を含む。

口唇部上面に溝状の凹みが見ら
れる。

１８．８
―
―

５

A－２
撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。灰白色で、少量の
白色粒子を含む。

細かい貫入が入る。１９．２
―
―

６第　

図
・
図
版　

４２

２２

A－４
④撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。灰色で、微量の白
色粒子を含む。

口縁部が丸味を帯びた方形状。１９．５
―
―

７

C－３
表採

両面に褐色の釉を施釉。黒色土が明褐色土
に挟まる。多量の
白色粒子を含む。

口縁部を鉤状に肥厚させたもの。１５．８
―
―

口壺／
Ⅱ８
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注　「＋」：接合の意

出土地釉色・施釉状況・貫入等素　地器形・成形・文様等の特徴
口径
器高
底径

部位器種・
分類

挿図番号
図版番号

SS０１
埋土

外面は釉が落ちてる。暗褐色で、多量の
白色粒子を含む。

小ぶりの耳が着いている。四耳
壺か？

１５．６
―
―

口～
胴

壺／
Ⅱ

９

第　

図
・
図
版　

４２

２２

A－４
トレンチ
②撹乱層

両面に黄褐色の釉を薄く施
釉。

橙白色で、少量の
白色粒子を含む。

小壺と思われる。僅かではある
が、内面に轆轤痕が見られる。

１０．８
―
―

口

１０

SA０５
褐色混砂
土

外面に黄褐色の釉を施釉。
口唇部は釉剥ぎされていて、
内面は露胎。

橙色で、少量の白
色粒子を含む。

口縁部の形態は逆Ｌ字状に入れ
てあるが、隅丸方形状に近い。
外面頚部に一条の沈線が入る。

１８．０
―
―壺／

Ⅳ

１１

A－３
トレンチ
②撹乱層

両面に黄褐色の釉を施釉。
口唇部付近は釉剥ぎがなさ
れている。

橙色で、少量の白
色粒子を含む。

両面に轆轤痕が見られる。外面
頚部に二条の沈線が入る。

１７．４
―
―

１２

SK０２
埋土

外面と内面口縁部の一部に
黒褐色の釉を施釉。口唇部
は釉剥ぎ。内面は露胎。

橙色で、微量の白
色粒子を含む。

小壺と思われる。内面に轆轤痕
が見られる。

１１．２
―
―

口壺／
Ⅳ

１３

B－３
撹乱層

外面に赤褐色の釉を施釉。明赤褐色で、少量
の白色粒子を含む。

小壺と思われる。１０．４
―
―

１４

A－３
撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。褐色で、微量の白
色粒子を含む。

口縁部が逆Ｌ字状を呈する。１９．６
―
―

口鉢

１５

C－３
グリ石下
層

口唇部の一部と内面に黒褐
色の釉を施釉。その他は釉
剥ぎがなされている。

灰色で、少量の白
色粒子を含む。

小鉢と思われる。口縁部が方形
状で、内側に突出している。

１２．６
―
―

１６

SA０６
暗褐色混
砂土

黒褐色の釉がかかるが、外
底部が一部露胎。

灰黄褐色で、微量
の白色粒子を含む。

内面に轆轤痕が見られる。―
―
１７．０

底

壺／
上げ
底

１７

SA０３
グリ石下
層

外面に灰白色の釉を施釉。
外面は焼成を受け、釉が剥
がれている。内面は露胎。

灰赤色で、微量の
白色粒子を含む。

内面に僅かではあるが、轆轤痕
が見られる。

―
―
１５．４

１８

A－２
④撹乱層

外面の一部に褐色の釉が掛
かる。内面は露胎。

灰褐色で、微量の
白色粒子を含む。

内面に轆轤痕が見られる。―
―
１５．８

１９

SD０１
溝内

外面から畳付けまで淡黄色
の釉を施釉。それ以外は露
胎。

灰黄褐色で、微量
の白色粒子を含む。

内面に僅かではあるが、轆轤痕
が見られる。

―
―
１５．２

２０

SA０３・０４
間埋土

内底から外面高台脇まで黒
褐色の釉を施釉。

灰褐色で、微量の
白色粒子を含む。

両面に轆轤痕が見られる。―
―
１４．６

壺／
高台

２１

B－４
①撹乱層

外面に暗褐色の釉が垂れ掛
かる。その他は露胎。

橙色で、微量の白
色粒子を含む。

両面に僅かに轆轤痕が見られる。―
―
１７．２

２２

A－３
撹乱層

両面に黒褐色の釉を施釉。
畳付けから内底は露胎。

灰褐色で、微量の
白色粒子を含む。

内面に轆轤痕が見られる。―
―
１２．６

２３

A－３
④撹乱層

外面から畳付けまで黒褐色
の釉を施釉。それ以外は露
胎。

褐灰色で、微量の
白色粒子を含む。

内面に轆轤痕が見られる。―
―
１１．０

壺／
平坦２４

SK０２
グリ石

内面に黒褐色の釉を施釉。
外面は露胎。

灰褐色で、微量の
白色粒子を含む。

小鉢と思われる。―
―
８．２

鉢／
平坦２５

第７表　褐釉陶器観察一覧（中国産）　（２） 単位：㎝
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　タイ産褐釉陶器は総数１４０３点出土している。そのほとんどが壺であり、それ以外は小破片のため全形を窺える

資料が少ない。その中で残りの良い壺の口縁部１０点、胴部１点、底部２点の計１３点を図示した（第４３図）。

��－口縁部を肥厚させ、口唇部を摘み上げたもの（１）。

　ところどころで釉が落ちているが、全体に黒褐色の釉が掛かっていたと思われる。口径２０．８㎝。出土地区A-４

①SA０１埋土。

��－口縁部が微弱に肥厚するもの（２、３）。

　２は黒褐色の釉が掛かるが、外面の一部が露胎している。口径１９㎝。出土地区A-３トレンチ②撹乱層。３は口

縁部に蓋受け部が見られる。外面口縁部の一部が釉剥ぎされている。口径２０．２㎝。出土地区A-４トレンチ撹乱層。

��－口縁部をラッパ状に成形し、口唇部を上下両方に摘んだもの（４、５）。

　４は黄褐色の釉が掛かるが、外面の口縁部付近から頚部にかけて露胎している。口径２２㎝。出土地区SA０３グ

リ石上層。５は外面口縁部の一部と外面頚部が露胎している。口径１９．５㎝。出土地区B-４②黒褐色土層。

��－口縁部が外反し、口唇部を下方に微弱に伸ばしたもの（６）。

　黒褐色の釉が掛かるが、外面頚部の一部が釉剥ぎされている。口縁部に僅かだが蓋受け部が見られる。口径１９

㎝。出土地区A-４④撹乱層。

��－口縁部を玉縁状に成形したもの（７～１０）。

　７は全体に黒褐色の釉が掛かる。口縁部に僅かに蓋受け部が見られる。口径１８．８㎝。出土地区A-４トレンチ撹

乱層。B-４撹乱層。８は褐色の釉が掛かるが、口縁部の内面が一部露胎。外面は一部釉剥ぎされている。口径１９

㎝。出土地区A-３②グリ石上層。９は黄褐色の釉が掛かるが、口唇部の一部から内面にかけて露胎している。口

径１７．６㎝。出土地区SS０１埋土。１０は口縁部に僅かに蓋受け部が見られる。黄褐色の釉が掛かるが、外面の口唇部

から頚部にかけて露胎している。口径１７㎝。出土地区A-３④撹乱層。

��－外面に四つの耳が付くもの（１１）。

　外面のみ黄褐色の釉が掛かる。出土地区A-２撹乱層。

��－底部を平坦に成形するもの（１２、１３）。

　１２は釉が掛かっていない部位。両面に轆轤痕が見られる。底径２５．４㎝。出土地区A-２撹乱層。１３も釉が掛かっ

ていない部位。外面に轆轤痕が見られる。底径２７．８㎝。出土地区SA０６暗褐色混砂層。
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合
計

撹
乱

表
採

Ｃ
－

Ｂ
－

Ａ
－

戦
前
遺

物
包
含
層

世
誇
殿

SK
SD

SS
SA

SR
出
土
地

器
種
・
分
類

３
．４

４
３

４
３

２
２
．３

４
３

２
黄
褐
色

微
砂
層

前
庭
埋
土

０８
０７

０６
０５

０４
０３

０２
０１

０１
０２
・０
３・
０４

０６
０５

０３
０２

０１
０９

０５
０４

０２
０１

９０
１７

３
７

２
１

１５
２３

１０
３

１
１

１
２

１
１

１
１

口
縁
部

Ⅰ
類

壷

中 国 産

７
２

１
１

１
１

１
Ⅱ
類

４
１

１
１

１
Ⅲ
類

９
１

１
１

１
１

１
１

１
１

Ⅳ
類

１２
１

１
１

３
１

１
２

１
１

不
明

７
１

１
１

１
１

１
１

耳

１１
６

２６
３

２
１

６
２

１
１０

３４
９

２
１

１
４

２
３

１
３

２
３

頚
　
部

２
１

１
把
　
手

５
，６
２９

１
，０
９５

２２
３

３
９４

５２
５３
９

２１
３

１１
１２

５０
７

１
，０
４０

４５
５

１４
３

５３
３３

２６
１２
４

１０
９

３１
５

８
１８

２４
３

１０
７

５２
１２
５

１２
１１
０

１２
３１
４

２９
２１

６６
２３

胴
　
部

２０
４

１
３

２
１

２
１

３
１

２

底
　
部

上
げ
底

１７
３

１
１

２
３

２
２

１
２

高
台
状

９
１

１
２

１
２

１
１

平
　
坦

３１
９

２
１

２
２

３
６

３
１

１
１

不
　
明

２
２

口
縁
部

逆
Ｌ
字

状
　
　

鉢
５

３
１

１
微
弱
に

肥
厚
　

２
１

１
底
　
部

平
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第４１図　褐釉陶器（１）中国産
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第４２図　褐釉陶器（２）中国産
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第４３図　褐釉陶器（３）タイ産



－　70　－

第５節　半練土器

　今回の調査において出土した資料は小破片も含めて６６点で、その多くが落し蓋の破片であり、１点のみ叩き目

を有する身の胴部片が得られた。

　落し蓋片に関しては、摘みと端部突起の成形手法から、いくつかのパターンに分類し、前者は「饅頭形」「宝珠

形」を確認した。後者の端部突起も以下のような仕上げ方が認められた。

　①端部の突起を摘み上げるもの。

　②端部の突起に角をもたせて三角状に仕上げるもの。

　③端部の突起を丸く仕上げるもの。

　④端部の突起を内側に折り曲げ、鉤型に仕上げるもの。

　なお、今回も蓋に比べて身の資料が極めて少なく、また復元資料も限られていることから、全体像を把握する

には至らなかった。

合計撹乱表採
B－A－取り

上げ
番号

SDSKSASR出土地

分類 ４３２４３２０１０７０１０２．０４．０３０３０９０５０１

１１饅　頭　形
摘み

２１１宝　珠　形

１４１１８１１１１摘 み 上 げ

端部

２３４３１３７３１１三　　　角

９２１１１１１１１丸

１１鉤　　　型

１１破損（不明）

１１身　　胴　　部

１４３１１７１１そ　　の　　他

６６１２１４４１５２４４１１２１１２１１１合　計

第９表　半練土器出土状況
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第１０表　半練土器観察一覧（１） 単位：㎝

注　「－」：計測不可

出土地備　　　　　考径分　類部　位挿図番号
図版番号

SS０１埋土

端部突起の上面に２条の沈線が囲繞する。また、全体的にナデ調
整されており、下面のみ削りによる調整もされる。胎土には白色、
黒色、赤色の粒子が確認できる。器色は乳白色で、素地が灰色と
なっている。高さは約３．３cmである。

８．６宝珠形・
三角

蓋摘み・
端部１

第　

図
・
図
版　

４４

２４

東側トレ②
撹乱層

摘み上面や底面などはナデ調整がなされている。胎土には白色や
黒色粒子が混入され、色調は灰白色で、素地が灰色を呈す。高さ
は約３．８cmである。

―宝珠形蓋摘み２

A-３撹乱層
器面は滑らかにナデの調整をしているが、底面は削りの調整も見
られる。胎土混入物は白色、黒色、赤色粒子が確認でき、色調は
橙褐色、素地が灰色である。高さ３．３cm。

―饅頭形蓋摘み３

SR０５茶褐
色土層

端部突起の上面は１条の沈線がめぐり、突起下部は面取りがされ
る。器面はナデ調整されている。胎土の混入物に白色、黒色、赤
色の物質がある。器色は橙褐色で、素地が淡灰色を呈している。

９．０丸型蓋端部４

東側グリッ
ト②撹乱層

端部突起上面は平たく、突起直下は抉りが囲繞する。器面は全面
的にナデ調整され、底面はナデ以外に削りによって調整されてい
るため、ほぼ平坦になる。胎土には白色、黒色、赤色粒子、石英
などの混入物が見られる。色調は橙褐色で、素地は橙褐色となっ
ている。

１３．０
　丸型蓋端部５

B-２
グリ石内

端部突起の上面はほぼ平坦につくり、突起下部も面を設ける。器
面調整はナデによって調整されている。胎土は白色、黒色粒子、
が主に混入される。器色は乳白色、素地は黄灰色である。

１４．８
　丸型蓋端部６

SK０７埋土
褐色土層

端部突起上面を平たくつくる。器面はナデ調整される。胎土に黒
色、赤色粒子が混入する。資料の色調は黄白色で、素地が灰褐色
を呈する。

１３．９
　摘み上げ蓋端部７

SR０９埋土
端部突起上面はほぼ平らな面をもち、全体的にナデによって器面
調整する。胎土には白色粒子が確認できる。器色は暗灰色で、素
地が灰褐色となっている。また下面に煤が付着する。

１１．２
　摘み上げ蓋端部８

A-３グリ石
端部突起の上面に沈線を１条めぐらせる。器面はナデ調整が認め
られる。胎土混入物に白色、黒色、赤色の粒子が見られる。色調
に関しては、上面が黄白色、下面が橙褐色、素地は灰白色となる。

１２．３
　摘み上げ蓋端部９

SA０３
グリ石上層

端部突起上面をナデによって平坦に仕上げ、器面も同じくナデ調
整がなされる。胎土に黒色、赤色粒子が含まれる。器色は橙褐色
で、素地が灰色である。

１２．２
　摘み上げ蓋端部１０

B-４②
黒褐色土層

全面的にナデの調整が見られる。胎土には、白色、黒色、赤色粒
子が包含される。色調については、黄白色で、素地が黄灰色を呈
す。

１２．２
　三角蓋端部１１

B-４②
黒褐色土層

ナデ調整が器面全体になされる。胎土には白色、黒色の粒子が混
入される。器色は黄白色を呈し、素地が黄褐色となる。ほぼ全体
に煤が付着する。

１３．４
　三角蓋端部１２

B-３撹乱層
端部突起が若干丸みをおびる。器面調整はナデによってなされる。
胎土混入物に白色、黒色、赤色粒子が確認できる。資料の色調は
橙褐色で、素地は灰白色となっている。

１４．６
　三角蓋端部１３

SK０７埋土

端部突起が上位に位置し、鉤型にも近い。突起上面に僅かな窪み
をもたせて三角形態を呈する。器面はナデによる調整がなされて
いる。胎土の混入物に白色、赤色の粒子が見られる。器色は赤褐
色を呈しており、素地が灰色である。

１０．６
　三角蓋端部１４

A-２トレ②
端部突起上面に１条の沈線を囲繞する。器面調整はナデの調整が
認められる。胎土に混入するものに黒色、赤色粒子が確認できる。
色調は黄白色で、素地が灰白色を呈する。

１１．０
　三角蓋端部１５
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第１０表　半練土器観察一覧（２） 単位：㎝

注　「－」：計測不可

出土地備　　　　　考径分　類部　位挿図番号
図版番号

SR０１根石器面はナデによって調整される。胎土には白色、黒色、赤色粒子
が含まれる。色調は、赤褐色を呈し、素地が灰褐色となる。１１．４鉤型蓋端部１６第　

図
・
図
版　

４４

２４
撹乱層

外面に平行の叩き目を有し、内面には指圧痕やナデ調整と思われ
る痕が確認できる。胎土混入物には白色、赤色の粒子がある。色
調は外面が灰色、内面は乳白色を呈しており、内面に関しては一
部に煤が付着する。器厚は０．３～０．６cmを測る。

――身胴部１７
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第４４図　半練土器
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第６節　黒釉陶器

　今回の調査で得られた黒釉陶器は１４５点である。このうち１２・１７を除く資料は全て天目茶碗である。概ね素地

は細かいが、中には粗く、焼成が比較的甘いものも得られた。

　１～１１は口縁部片である。１～８は、頸部で角度を変えて立ち上がり、僅かに外反する資料である。１～５・

８は、口縁外縁部を僅かに内湾させ、口縁の外反が強調されている。また、口縁の外反・口縁外縁部の内湾によっ

て、内面には緩やかな段が形成されている。６・７は、口縁外縁部の内湾が見られず、口縁内面に段が形成され

ないものである。８は、他の資料に比べて器壁が厚く、ぼってりした印象を持つ。１～８は底部を欠く資料であ

り、器形に僅かな違いが認められるものの、全て新垣分類（新垣　２００４）Ⅰ類の範疇に収まるものと思われる。

　９～１１・１６は、本土産の可能性のある資料である。同様の資料は、他に１４点出土しており、黒釉陶器全体の１２％

にあたる。９～１１の器形は、１～８と近似する。特に１０は、口縁外縁部の内湾や内面の段が明瞭である。

　１２は全形を復元できる資料である。底部から緩やかに開き、口縁はやや内湾する。器高は２．８㎝、口縁は１０．６㎝

を測り、やや扁平気味の器形を呈する。器高が低いものの高台は高く、内刳りも深い。高台際・畳付けは水平に

削られる。造りは丁寧である。釉薬は内面全体に塗布されているが、外面は口縁部にのみ塗布されている。同様

の器形を呈すると思われる資料は、首里城跡城の下地区でも出土している（羽方　２００４）。

　１３～１７は底部片である。１３・１４は、高台がやや高く、厚みのある資料である。ともに、高台・露胎部は丁寧に

造られている。高台内刳りは浅く、高台際は水平に、畳付けは斜位に削られる。ただし、１４の畳付けの削りは浅

く、明瞭ではない。両資料ともロクロの回転は時計回りと思われる。底部内面に段はみられない。

　１５～１７は、高台の低い資料である。１５は、高台・露胎部が丁寧に造られている。１６の高台には糸切り痕が残る。

１５・１６は、高台際は水平に、畳付けは斜位に浅く削られる。

　１７は、露胎部・高台の造りがやや雑な底部片である。他の底部片資料と比べて立ち上がりが緩やかなため、１２

のように口縁が開く可能性がある。高台は小振りで、内刳りは非常に浅い。底部内面には緩やかな段が形成され

る。また、高台際に削りのためと思われる工具痕が深く残る。釉薬は高台まで垂れる。

第１１表　黒釉陶器観察一覧 単位：㎝

混入物：①黒色粒子　②白色粒子　③砂粒

出土地点
備　　考形　状

素　　地釉
法　量

遺物番号
層位／遺構地区混入物密度色調番号図
SR０３　栗石上層A-３禾目口唇尖状①②細黄灰黒・暗褐口径　１３．４１

第　

図
・
図
版　

４５

２５

（攪乱）B-４口唇尖状①②③細黄灰黒・暗褐口径　１１．７２
（表採）（不明）口唇舌状①②細黄灰黒・暗褐口径　１１．８３

SA０３　栗石上層A-３火を受けたと思われ
る痕跡あり口唇尖状①②③やや粗黄灰黒口径　１１．９４

世誇殿前庭埋土釉に光沢あり口唇尖状①②細灰黄黒・暗褐口径　１０．４５
（不明）（不明）釉に光沢あり口唇舌状①②細黄灰黒口径　１２．１６
SA０５　（埋土）A-２口唇舌状①②③やや粗灰黄黒口径　１０．８７
（不明）A-２口唇尖状①②細浅黄黒・暗褐口径　１２．６８
（攪乱）B-３本土産？口唇舌状②③細黄橙黒・暗褐口径　１１．６９
SK０７　（埋土）A-２本土産？口唇尖状②③細黄橙黒・暗褐口径　１０．６１０
SR０９　（埋土）B-３本土産？口唇舌状②③細黄橙黒・暗褐口径　１０．４１１

SK０５（埋土）A-３
口唇舌状
高台高い

①②細灰黄黒・暗褐
口径　１０．６
底径　　３．８
器高　　２．８

１２

（攪乱）A-３釉に光沢あり高台高い①②③やや粗灰黄黒・暗褐底径　　４．８１３
（攪乱）（不明）釉に光沢あり高台高い①②③やや粗浅黄黒・暗褐底径　　４．１１４
（攪乱）B-３高台低い①②③やや粗黄灰黒・暗褐底径　　４．１１５
戦前遺物包含層B-４本土産？高台低い②③細黄橙黒・暗褐底径　　４．７１６
SR０４　根石A/B-３黒色粒子が大きい高台低い①②③やや粗黄灰黒底径　　３．１１７
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第７節　その他の輸入陶磁器

�����（第４６図１～９）

　９点図示した。器種は碗、皿、香炉、急須、水滴が見られた。碗は口縁部が外反するものと直口するものに大

別することができる。後者は胴部に膨らみを有しながら口縁部へ移行するもの（第４６図２）と腰部から急に立ち

上がり直線上に口縁部へ移行するもの（第４６図４）に細分することができる。また型作りのものも見られる（第

４６図１）。皿は薄手の皿で高台が低いものが確認されている。急須、香炉は陶胎に近く胎土は粗い。水滴は２点

共に箱形で、内面には型押しの際の指圧痕が見られる。文様は草花文、唐草文、花文、格子目文、四方襷文が見

られるが、剥落が著しく、全体の文様構成は不明瞭である。個々の詳細については観察表に譲る。

�������（第４６図１０～１６）

　７点図示した。器種は碗、瓶が見られた。碗は口縁部が直口するものと外反するものに大別することができる。

前者は浅碗で後者は器高の高い小振りな碗となっている。底部は高台が低く、畳付が水平で白色砂粒が大量に溶

着しているものと、畳付が丸みを帯びて白色砂粒が僅かに溶着するものが見られる。瓶は底部で白色砂粒が畳付

から外底面にかけて大量に溶着している。全体的に象嵌は明瞭で蓮弁文、宝珠文、鋸歯文、波状文、唐草文、丸

文、印花文が描かれる。個々の詳細については観察表に譲る。

1

5

9

13 14 15

16

17

10
11

12

6 7
8

2 3

4

0 10cm

第４５図　黒釉陶器
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������（第４６図１８～２０）

　３点図示した。何れも色斑が見られ、内面は失透釉となる。第４６図１８は口縁部が肥厚する壺。胎土は密で小さ

い気泡が見られる。黒色微粒子が僅かに混入する。瑠璃釉は外面から内面口縁部直下にかけて施される。SR０２

栗石内より出土。第４６図１９は口縁部が外反する型作りの小碗。胎土は密で大小の気泡が見られる。瑠璃釉は外面

のみに施され、口唇部から内面にかけては失透釉が施される。口径７．９㎝。SS０５内より出土。第４６図２０は口縁部

が直口し、高台は低い型作りの杯。胎土は密で黒色微粒子が僅かに見られる。瑠璃釉は外面のみに施され、内面

は失透釉となる。口径４．０㎝、器高２．１㎝、底径２．０㎝。A-４撹乱より出土。

����（第４６図１７）

　今回の調査においては１点のみ出土している。第４６図１７は厚手の壷胴部で、徳之島カムィヤキ窯の須恵器と考

えられる。頸部を有し、やや肩が張る。外面には格子目文が見られ、内面は当て具痕の上からナデ調整を加える。

還元焼成で内外面共に青灰色を呈する。断面は内外面器表近くが赤褐色を呈する。東側トレンチ③撹乱より出土。

�������（第４７図２２～２７）

　６点図示した。器種は壷、碗、盤が見られた。中でも壷（第４７図２５）は沖縄県内では木曳門地区のみ類例資料

が窺える（沖縄県立埋蔵文化財センター２００１）瓜形壷で、ベトナム産陶磁器の中でも好まれた形態であるとされ

ている（町田市立美術館２００１）。他に沖縄県内で管見の限り、類例資料が見られない方形皿も出土している（第４７

図２４）。県外では福岡県の大宰府で類例資料を見ることができ、１４世紀後半とされている（町田市立美術館２００１）。

口縁部を波状に成形しており、端部を僅かに立ち上げている。碗は県内でよく見られるベトナム産染付の資料で

あるが第４７図２３は高台内に鉄釉が施されないため、産地はベトナム以外の可能性が挙げられる。参考までに直口

口縁の皿が確認されている（第４７図２６）が、ベトナム産であるかは不明。個々の詳細については観察表に譲る。

�����（第４７図２１）

　大型の外反皿でほぼ全形を窺うことのできる資料が１点出土している。第４７図２１は全体的に器壁は薄く、丁寧

な造りとなっている。口縁部は大きく外反し、口唇部は僅かに面取られている。高台は低く内傾し、畳付は丸み

を帯びる。胎土は密で気泡が僅かに見られる。文様は内底面に圏線と牡丹文が線彫りで描かれる。内外面共に色

斑のある翡翠釉が施され、内底面に描かれた牡丹の花弁は黄釉、圏線と葉は紫釉が施釉されるが、文様の輪郭線

からのはみ出しが多く見られる。また底部周辺は二次的に火を受けた痕跡が見られ、翡翠釉が一部、黄色に変色

しているのが窺われる。当該資料は、管見の限りでは伝世品を含めて類例資料は見られない。口径３２㎝、器高６．２

㎝、底径１９．８㎝。SA０６暗褐色混砂土より出土。

����（第４７図２８～３０）

　３点図示した。第４７図２８は魚形の水注で顔の部分と思われる。型作りで内面には指押さえの痕が見られる。釉

は光沢を有した黄釉と緑釉が施される。B-４トレンチ①撹乱より出土。第４７図２９は器種不明。溝状の切り込みが

見られ、その中に紫釉が施される。ナデの方向も一定ではなく、胎土はやや粗く、白色粗砂粒が多く混入してい

る。褐色微粒子も僅かに混入する。A-４トレンチ③より出土。第４７図３０は所謂「法花」と呼ばれる大型壷の底部

である。胴部には青釉と紫釉が交互に配され、内底面は緑釉、外底面は紫釉が施される。全体的に釉の剥落は著

しい。胎土はやや粗く、大小の気泡が多く見られる。底径１７．６㎝。A-３撹乱より出土。
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������（第４８図３１、３２）

　今回の調査においては２点出土している。第４８図３１・３２共に深めの皿で、直口口縁で高台は低く、内刳りは浅

い。釉は緑灰色を呈する。前者は胴下部から外底面にかけて露胎となり、胎土は粗く、灰色を呈している。胎土

内に白、褐色の粗砂粒が多く混入している。口径１２．６㎝、器高４．１㎝、底径４．５㎝。A-２トレンチ⑧撹乱より出土。

後者は高台から外底面にかけて露胎となり、内底面は円形に釉が掻き取られる。胎土は粗く、大小の気泡が多く

見られる。胎土内に白色微粒子が多く混入する。口径１０．２㎝、器高３．５㎝、底径３．４㎝。表採。

����（第４８図３３、３４）

　２点図示する。何れもタイ、シーサチャナライ窯産の鉄絵陶器で器種は蓋になるものと思われる。第４８図３３は

圏線、格子目文と筆描きの文様が見られ、文様空白部は灰白色を呈する。内面は露胎となり、回転轆轤成形痕を

明瞭に見ることができる。また、黒色微粒子が混入した灰白色の胎土が確認できる。中世大友府内町跡から同様

の資料が確認されており（吉田２００４）、当該資料もおそらく頂部に宝珠状の摘みが付属する物と思われる。A-２撹乱より出

土。第４８図３４は筆描きによる縦位線と斜行線、そして草花文が描かれる。釉はやや不透明となり、全体的に文様は白く霞

む。内面は露胎となり、黒色微粒子が混入した灰白色の胎土が確認できる。胴径１０．６㎝。SA０６暗褐混砂土より出土。

�������（第４８図３５、３６）

　２点図示する。第４８図３５は壷の底部か。内外面共に泥釉が施され、外底面には糸切り痕が確認できる。ベタ底

で器壁は全体的に厚い。胎土は粗く、灰色を呈する。小さい気泡が僅かに見られ、灰色粗粒子が多く混入してい

る。底径４．８㎝。B-４栗石より出土。第４８図３６は所謂、宜興窯系と呼ばれる陶器の蓋である。端部は懸かりのため

の段が見られ、頂部には陽刻で唐草文が描かれる。型作りで全体的に茶褐色を呈する。胎土は密で白、褐色微粒

子が僅かに混入している。表採。

����（第４８図３９）

　今回の調査においては１点のみ出土している。第４８図３９は小型の四耳壷で肩部から底部にかけての資料。全体

的に器壁は厚く、内面には回転轆轤成形痕を明瞭に確認することができる。外底面には僅かであるが白色粗砂が

溶着しているのが窺われる。胎土は密で黒色微粒子が僅かに混入しており、気泡が僅かに見られる。内外面共に

薄く施釉される。外面は肩部から胴下部にかけては色斑が著しい褐釉が施され、一部に釉垂れが見られる。胴下

部から底部にかけては細かい貫入の入った透明釉が施される。内面にも透明釉がかなり薄く施され、内底面には

自然釉が見られる。外面底部近くには二次的に火を受けた痕跡が見られ、釉が一部変色しているのが窺われる。

底径９．５㎝。C-４①撹乱より出土。

�������（第４８図３７）

　１点図示する。第４８図３７は膨らみを有する胴部で内面に青海波文が見られる。やや透明度を有する釉を内外面

共に薄く施す。胎土は密で白、黒色粗粒子が僅かに混入する。撹乱より出土。

������（第４８図３８）

　今回の調査においては１点のみ出土している。第４８図３８は器台の一部と考えられる。黒褐色の鉄絵で斜行線を

描く。釉は外面のみ施され、釉下に象牙の色に近い白色の化粧土が見られる。胎土は密で灰色を呈し、黒色粗粒

子が多く混入している。内面には指押さえの痕が見られる。類似品として山口県の大内氏館出土の燭台片があり、

１６世紀に相当するとされる（郭２００５）。B-３④撹乱より出土。
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第１２表　その他の輸入陶磁器観察一覧（１） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地
部
位

器
種

種
類

挿図番号
図版番号

世誇殿
前庭埋
土

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は朱色が施されているが、剥
落が著しく全体の文様構成は不
明である。貫入は見られない。

口縁部が僅かに外反する小振りな碗。全
体的に器壁は薄い。文様は見られるが全
体構成は不明。器表には小孔が多く見ら
れる。

８．２
－
－

胎土は密で磁胎となる。
白色微粒子が僅かに混入
する。

口～
胴碗

中

国

産

色

絵

１

第　

図
・
図
版　

４６

２６

A-３
④撹乱

透明釉。上絵は、草花文には緑、
黄、青色が施される。上絵の剥
落が著しい。貫入は見られない。

小振りな直口碗で器壁は薄い。外面に圏
線と草花文が描かれる。

９．６
－
－

胎土は密で磁胎となる。
黒色微粒子が混入する。２

SD０１
造成土

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は圏線、草花文が朱色、外面
胴部は緑色が施される。貫入は
見られない。

口縁部が僅かに外反する碗。外面には口
縁部直下に４条の圏線と胴部にも文様が
見られる。内面には口縁部直下に４条の
圏線と草花文が描かれる。

－
－
－

胎土は密で陶胎となる。
小さい気泡が僅かに見ら
れる。３

SK０５

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は花文、唐草文が朱色、亀甲
形の枠は藍色が施される。貫入
は見られない。

口縁部が直口する小振りな碗。外面には
牡丹文や唐草文、亀甲形内に花文が、内
面には口縁部直下に菱形文を並べた文様
帯が見られる。

８．６
－
－

胎土は密で磁胎となる。
黒色微粒子が僅かに混入
する。４

C-３
撹乱表
採

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は朱、青が、縁取りの線は濃
褐色が施される。剥落が著し
い。貫入は見られない。

箱形の水滴で内面には指押さえの凹凸が
見られる。文様は上面のみで蓮華文と草
文が描かれる。

－
－
－

胎土は密で磁胎となる。
黒色微粒子が混入する。

頂～
底

水

滴

５

C-３
撹乱

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は花弁が青色、花芯と文様空
白部分が黄色、枠の縁が朱色が
施される。貫入は見られない。

箱形の水滴で内面には指押さえの凹凸が
見られる。上面には花文と縁に雷文帯が
描かれる。側面には蛇行する細線が描か
れる。内面底部には布目痕が見られる。

－
－
－

胎土は密で磁胎となる。
小さい気泡が僅かに見ら
れる。白色微粒子が混入
する。

６

SR０１
裏込

透明釉が口唇部を除いて施され
る。上絵は黒色で文様を縁取り
し、花文はその内部を朱色で埋
める。貫入は見られない。

口縁部は直口し、口唇部は平坦となる。
外面胴部には半花文、花文を中心にして
放射状の帯文が描かれる。

１１．５
－
－

胎土は密で陶胎となる。
白色微粒子が僅かに混入
する。

口～
胴

香
炉７

SA０６
暗褐色
混り土

透明釉を全体的に薄く施す。二
次的な焼成のため上絵の色は不
明。貫入は見られない。

高台は低く、内刳りは浅い。全体的に器
壁は薄い。両面共に二次的な焼成で文様
は不明瞭となる。

－
－
１１．０

胎土は密で磁胎となる。
大きい気泡が見られ、黒
色微粒子が混入する。

胴～
底皿８

A-３
④撹乱

透明釉を全体的に薄く施す。上
絵は緑色が施されるが剥落が著
しく、全体の文様構成は不明で
ある。内外面共に細かい観入が
見られる。

注口は８面、面取りされる。胴部には草
文が描かれる。胴部は膨らみを有してお
り、器壁は薄い。

－
－
－

胎土は密で陶胎となる。
気泡がわずかに見られ
る。褐色微粒子が混入す
る。

注口急
須９

A-２
撹乱

やや透明度を有する釉。全体的
に薄く施される。貫入は見られ
ない。

直口碗で口唇部は丸みを帯びる。外面は
圏線と花弁様の文様が描かれる。内面は
斜行文と波状文が圏線で画された中に描
かれる。

２１．２
－
－

胎土は密。白色微砂粒が
僅かに混入する。

口～
胴碗

韓

半

島

産

陶

磁

器

１０

SS０１
造成層

やや透明度を有する釉で全体的
に薄く施される。内外面共にか
なり細かい貫入が見られる。

器高の低い直口碗で口唇部は丸みを帯び
る。外面は圏線で画された中に花弁様の
文様が、内面も圏線の間に略化された唐
草文、鋸歯文、印花文が描かれる。

１９．４
－
－

胎土は密で小さい気泡が
見られる。白色微粒子が
僅かに混入する。１１

SA０６
裏込

透明度を有する釉で全体的に薄
く施される。内外面共にかなり
細かい貫入が見られる。

外反碗で口唇部はやや尖り気味になる。
外面は圏線とその中に花弁様の文様が、
内面には圏線と波状文とその下部に印花
文が横位に２列配置される。

１３．４
－
－

胎土は密で小さい気泡が
見られる。白色粗砂粒が
多く混入する。１２

SA０６
裏込

透明度を有する釉。かなり細か
い貫入が内外面共に見られる。

直口碗で口唇部は丸みを帯びる。内面に
は圏線と斜行文、その下部に雲文か。器
表には凹凸が見られる。

－
－
－

胎土は密で小さい気泡が
見られる。白色微粒子が
僅かに混入する。

１３

№ ３７４

失透釉で畳付の一部を除いて全
釉される。貫入は見られない。

高台が低く、つくりは雑である。内底面
は圏線と丸文が数珠繋ぎ状に並ぶ。－

－
－

胎土は密で灰色を呈す
る。小さい気泡が多く見
られる。白色微粒子が僅
かに混入する。

底碗１４

東側
トレンチ
①撹乱

やや透明度を有する釉で畳付の
一部を除いて全釉される。内面
に粗い貫入が見られる。内面は
暗オリーブ色、外面は灰オリー
ブ色で内底面は露胎となる。

高台の畳付は水平となる。外面胴部には
縦位の貼り付け隆帯文が見られ、その左
右に蓮弁文が描かれる。畳付から外底面
にかけて白色粗砂粒が溶着する。

－
－
７．０

胎土は密で小さい気泡が
見られる。白色粗粒子が
混入する。

胴～
底

瓶１５

東側
トレンチ
⑦撹乱

透明釉で全釉される。内外面共
に細かい貫入が見られる。

高台は低く畳付は水平、内刳りは浅い。
外面は４条の圏線、内面は圏線と宝珠文
を横位に並べる。畳付には大量の白色粗
砂粒が溶着する。外底面には格子状の刻
みが見られる。

－
－
６．０

胎土は密で小さい気泡が
多く見られる。白色微粒
子が混入する。碗１６

注　「－」：計測不可
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第１２表　その他の輸入陶磁器観察一覧（２） 単位：㎝

出土地釉色・施釉状況・貫入等器形・成形・文様等の特徴
口　径
器　高
高台径

素　　地
部
位

器
種

種
類

挿図番号
図版番号

A-２、
A-３
撹乱

やや透明度を有する釉。呉須の
発色は鈍く、全体的に滲む。貫
入は見られない。

外反碗で口唇部が丸みを帯び、腰部は膨
らみを有する。外面胴部に蓮華唐草文と
圏線、内面には口縁部直下に四方襷文が
描かれる。

－
－
－

胎土はやや粗い。白色微
粒子、褐、黒色粗粒子が
混入する。

口～
胴

碗

ベ
ト
ナ
ム
産
染
付

２２

第　

図
・
図
版　

４７

２７

撹乱

失透釉で高台下部から畳付にか
けて露胎となり、内底面は蛇の
目状に釉剥ぎされる。内面の一
部が二次的に火を受けている。
貫入は見られない。

胴部は膨らみを有して口縁部へ移行し、
底部は低く、畳付は丸みを有し、高台下
部には砂粒が溶着している。外面は胴部
に唐草文と圏線が、高台には2条１組の圏
線が描かれる。

－
－
４．８

胎土はやや粗く、大きい
気泡が僅かに見られる。
黒色微粒子が多く混入す
る。

胴～
底２３

SD０１
造成土

やや透明度を有する釉を全釉す
る。呉須の発色は良好で濃い藍
色を呈する。内外面共に粗い貫
入が見られる。

方形皿。口縁部を波状に成形しており、
端部を僅かに立ち上げている。内底面に
は宝相華唐草文が描かれる。

－
－
－

胎土はやや粗く、小さい
気泡が見られる。褐色微
粒子が多く混入する。口皿２４

SD０１
下層

透明釉を内外面とも薄く施し、口唇
部のみ露胎となる。内面頸部直下
には釉垂れが見られる。呉須の発
色は良好でやや薄い藍色となる。
貫入は外面が粗く、内面は細かい。

頸部は短く、肩が張った小型の壷。口縁
部は外反する。胴部に縦位の溝が走るこ
とから瓜形壷になるものと思われる。胴
上部に蓮弁文が描かれる。

８．４
－
－

胎土はやや粗く、大小の
気泡が多く見られる。
白、黒色微粒子が混入す
る。

口～
胴壺２５

SK０５
埋土

やや青みがかった失透釉で、全
釉される。呉須の発色は鈍く全
体的に滲む。貫入は見られな
い。

直口口縁の皿で高台はやや高く、「ハ」の字
状に開く。器表には粗砂が溶着する。外面に
は菊花文が描かれるが全体的に白い筋が
入り擦れる。内面には口縁部直下に雷文帯
が見られる。内底面にも文様が描かれる。

８．６
－
－

胎土は密。黒色微粒子が
僅かに、そして白色粗粒
子が混入する。口～

底皿２６

撹乱

透明釉を内外面とも薄く施す 。外底
面には鉄釉が施される。呉須の発
色は良好で濃い藍色を呈する。内
外面共に細かい貫入が見られる。

胴下部が膨らみを有する碗。内底面にか
なり簡略化された華唐草文と圏線が描か
れる。

－
－
－

胎土は密で小さい気泡が
多く見られる。胴～

底碗２７

注　「－」：計測不可

第１３表　その他の輸入陶磁器出土状況

合計撹乱表彩取り上げ
番　号

戦前遺物
包 含 層

世 誇 殿
前庭埋土

C-B-A-SKSDSSSASR出土地
器種・分類 ３４３４３２０７０５０３０１０１０６０５０３０５０２０１

４１１１１口縁部碗

中国産色絵

０底　部
１１口縁部皿 １１底　部
１１口縁部小　碗
１１注　口急　須
１１口縁部香　炉
２２底　部水　滴
１１胴　部器種不明 ２１１底　部
１４０００１１２０００２００１０１０２０１２０１合　　計
４１１２口縁部碗

韓半島産
陶磁器

２１１底　部
１１底　部瓶
７２０１０００００００１００００１０２００００合　　計
１１口縁部碗

瑠璃釉

１１口縁部小　碗 １１胴　部
１１胴　部皿
１１口～底杯 １１胴　部
６００００００００１０００２１１０００００１０合　　計
２１１口縁部碗

ベトナム産
染付

２２底　部
１１口～底皿 １１口縁部
１１口縁部壷
１１胴　部瓶
２１１蓋
１１口縁部器種不明 １１胴　部
１２３００００１１１１０２０１０２０００００００合　　計
１１口～底大　皿翡翠釉磁器
１１胴　部水　注

彩釉陶器
１１底　部大型壷
１１胴　部器種不明 １１不　明
４００００００１０１１０１００００００００００合　　計
２１１口～底皿泉州窯系磁器
１１底　部壷中国産

施釉陶器 １１蓋
１１底　部壷褐釉磁器
１１胴　部器種不明ベトナム白磁
１１器　台磁州窯系磁器
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第４６図　その他の輸入陶磁器（１）
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第４７図　その他の輸入陶磁器（２）
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第４８図　その他の輸入陶磁器（３）

第８節　本土産陶磁器

　今回の調査で得られた本土産磁器は総数２２２点で、本土産陶器は総数５３点である。磁器は染付、色絵、青磁鉄絵、

統制陶磁、型紙摺り、銅版摺りなどが出土しており（色絵、統制陶磁、型紙摺り、銅版摺りは集計表のみ）、器

種は碗、皿、蓋、香炉、段重、急須、猪口などである。陶器は薩摩焼を中心に、関西系、九州系などが出土して

おり、器種は碗、壺、鉢、蓋などである。

�����

����（第４９図１～１２）

　染付は、全体を窺うことのできるものを図示し、瀬戸・美濃産と思われる染付は集計表のみで表した。碗は７

点、小碗は１点、皿は２点、猪口は１点、蓋は１点である。

①　碗（１～７）

　外面に簡略化された龍と宝珠が描かれており、見込みには簡略化された荒磯文が描かれている。波佐見焼のく

らわんか碗と思われる。素地は橙色の粗粒子。底径６．０cm。出土地区C-３　SS０８（１）。外面に簡略化された龍と宝

珠が描かれていると思われる。素地は灰白色の細粒子。出土地区A-３トレンチ②撹乱層（２）。波佐見焼のくらわ

んか碗で、外面に草花文が描かれている。素地は灰白色の細粒子。口径１２．３cm。出土地区A-４、B-４（３）。波佐見

焼のくらわんか碗で、外面に草花文が描かれている。見込みは蛇の目に釉剥ぎ。素地は灰白色の微粒子。口径
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１２．０cm、底径４．５cm、高さ５．３cm。出土地区はA-２④撹乱層（４）。外面に文様が描かれているが、判然としない。

素地は灰白色の微粒子。口径１４．８cm。出土地区SK０８埋土（５）。口縁部資料で、外面に文様が描かれているが、

判然としない。素地は橙色の細粒子。口径１２．２cm。出土地区SK０５埋土（６）。外面に文様が描かれているが、判

然としない。素地は灰色の細粒子。底径４．１cm。出土地区SK０８（７）。

②　小碗（８）

　外面腰部に一本の圏線が入る。素地は灰色の細粒子。底径３．９cm。出土地区SK０７埋土。

③　皿（９、１０）

　口縁部を稜花形に成形しており、口唇部には錆釉が掛かる。内面に文様が描かれているが、判然としない。素

地は灰白色の細粒子。口径１５．０cm。出土地区SK０５（９）。口縁部を稜花形に成形しており、口唇部には錆釉が掛

かる。内面に文様が描かれているが、判然としない。素地は白色の微粒子。口径１５．０cm。出土地区SK０５（１０）。

④　猪口（１１）

　蕎麦猪口で、外面に草花文が描かれている。素地は白色の微粒子。口径７．６cm。出土地区SK０５。

⑤　蓋（１２）

　蓋甲部に草花文が描かれている。素地は白色の微粒子。口径５．６cm。出土地区B-３③撹乱層。

��������（第４９図１３、１４）

　碗の口縁部資料で、口唇部に錆釉が掛かる。明灰色の釉が掛かり、素地は橙白色の細粒子。口径１３．０cm。出土

地区SK０２埋土（１３）。青磁鉄絵の鉢と思われる資料で、緑色の釉が掛かり、鉄絵で外面に文様が描かれているが

判然としない。素地は灰色の微粒子。口径２３．８cm。出土地区A-４表採（１４）。

�����

�����（第４９図１５、２０）

　小鉢で、全体に透明の釉が掛けられており、内面には緑釉が一部掛かっている。素地は浅橙色土。口径１２．８cm。

出土地区A-３トレンチ②撹乱層（１５）。蓋で、上面に三本の溝が入る。全体に透明の釉が掛かる。素地は浅黄橙色

土。口径１３．２cm。出土地区SR０２グリ石内（２０）。

������（第４９図１６）

　碗で、見込みから高台脇まで灰色の釉が掛かるが、熱を受けているため、少し溶けている。両面に粗い貫入が

入る。素地は橙白色土。口径１３．０cm、底径４．８cm、高さ７．６５cm。出土地区SK０８。

�����（第４９図１７）

　口縁部を欠いた壺の資料で、外面は高台脇を除き、暗灰黄色の釉が掛かる。高台脇のみ透明釉が掛かる。素地

は灰褐色土。底径７．０cm。出土地区A-４表採。

�����（第４９図１８、１９）

　褐釉陶器の壺で、全体に褐色の釉が掛かるが、口唇部は釉剥ぎされている。薩摩焼と思われる。素地は赤褐色

土。口径１０．６cm、底径８．０cm、高さ１０．７５cm。出土地区A-３撹乱層（１８）。褐釉陶器の壺で、底部資料。両面に褐

色の釉が掛かる。薩摩焼と思われる。素地は白色粒子を含む明赤褐色土。底径１３．４cm。出土地区東側トレンチ

⑦撹乱層（１９）。
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第１４表　本土産陶磁器出土状況

合計撹乱表採
C-B-A-戦前遺物

包 含 層
世 誇 殿
前庭埋土

SKSDSSSASR出土地
器種・分類 ４３４３２４３２０８０７０６０５０４０３０２０１０１０５０３０２０５０２

２２口縁部碗色絵

肥前系

本

土

産

磁

器

１１底部皿？
２１１口～底

碗

染付

２５６１３３５１４１１口縁部
４１１１１胴部
６１１１１２底部
２１１口縁部小碗 １１底部
５１１１２口縁部皿 ３１１１底部
１１口縁部小皿
１１胴部鉢
１１胴部瓶？
１１底部香炉
１１口縁部猪口
２１１蓋
３３口縁部

器種不明 ３０８１１４３６２１１１２胴部
１１底部
１１口～底碗

染付

瀬戸・
美濃産

２１１口～底
小碗 ３３口縁部

１１底部
１１底部猪口
１１段重の蓋
２０２１１１８２１３１口縁部

器種不明 ６３１１１胴部
６３１１１底部
１１口縁部

碗
型紙

（吹き付け）

１１胴部
１１底部
１１口縁部急須？
６２１２１蓋
１１底部小杯

銅版
１１底部瓶
１１把手急須
１１胴部急須？
３３胴部器種不明
２１１口縁部碗

型紙砥部産

１１底部
１１口縁部皿
３１２口～底段重
２１１蓋
１１胴部猪口

１１底部皿統制陶磁兵庫県
高山市

１１口縁部小杯色絵

産地
不明

１１口縁部器種不明
９３１１１２１口縁部

碗

染付

４２１１胴部
２１１底部
２１１底部香炉
１１口縁部段重
３１１１蓋
８１１３２１口縁部碗

型紙

７１３１２胴部
８２１４１口縁部皿 １１胴部
１１底部段重
７２１１３胴部器種不明
１１口縁部

碗銅版 １１胴部
２１１底部
１１口縁部碗その他 １１口縁部鉢
２２２５３５５４７４３１２２２４１６３４５１２１１１２２２１１１１２３合　　計
１１口縁部小鉢関西系

本
土
産
陶
器

２１１蓋
１１口～底壷

褐釉陶器薩摩
１１底部
５１２１１胴部壷？
２３７２３１２１２４１胴部器種不明
１１胴部器種不明鮫肌
１１底部皿？九州系 １１底部壷
１１口～底碗唐津？ ２１１胴部器種不明
１１口縁部小碗

産地不明

１１胴部鉢
１１口縁部擂鉢 １１胴部
１１胴部壷？
９１１３１１１１胴部器種不明
５３１１４００４６０４７３００１１０１０５０１１０００１３合　　計
２７５６４９５４１１４９１２６３１１９３４６２２１２１７２３２１１１３６総　　合　　計
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第４９図　本土産陶磁器
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第９節　沖縄産施釉陶器

　器の表面に釉薬を施釉する焼物で、沖縄では「上焼（ジョウヤチ）」と呼ばれる。釉薬には灰釉、鉄釉、飴釉、

黒釉、白釉などがあり、これらの釉薬を単掛けもしくは内外面で掛け分けて用いる。

　本遺跡では碗、小碗、筒碗、皿、小皿、灯明皿、鉢、鍋、蓋、急須、酒器、火炉、火取、香炉、瓶、壷、小壷、

アンビン、油壷、灯明具が出土している。ここでは各器種ごとの分類概念を記し、個々の詳細については観察表

に記す。

���

Ⅰ類：高台から斜上方に立ちあがり、直口口縁を呈するもの。灰釉単掛けで胴部半ばまでつけ掛けで施釉。有

文のものと無文のものがある。（第５０図１、２）

Ⅱ類：鉄釉単掛けで腰部に丸みを持ち、つけ掛けで施釉。内底には鉄絵で丸文を施す。

　　　ａ－直口口縁（第５０図３）

　　　ｂ－外反口縁（第５０図４、５）

Ⅲ類：白釉単掛けで腰部に丸みを持ちながら立ち上がり、外反口縁を呈するもの。内底に蛇の目釉剥ぎを施す。

また畳付けに窯詰めの際の耐火粘土（メーガニク）が残る。（第５０図６～８）

Ⅳ類：外反口縁で鉄釉と白釉を掛け分ける（口縁資料のみ）。（第５０図９）

Ⅴ類：白釉単掛け、もしくは白釉と鉄釉の掛け分けで、直口口縁を呈する。（第５０図１０）

Ⅵ類：鉄釉単掛け、もしくは白釉と鉄釉の掛け分けで、内底を蛇の目釉剥ぎするものとしないものとがある

（底部資料のみ）。（第５０図１１～１３）

����

　Ⅰ類：直口口縁を呈するもの。

　　　　ａ－灰釉単掛け。（第５０図１４）

　　　　ｂ－白釉単掛け。有文のものと無文のものがある。（第５０図１５）

　　　　ｃ－掛け分け。（第５０図１６）

　Ⅱ類：白釉単掛けで外反口縁を呈す。（第５０図１７）

　Ⅲ類：白釉単掛けで外反口縁を呈し、外面に六角形の面取りを施す。（第５０図１８）

����

　白釉単掛けで外面に呉須で文様を施す。（第５０図１９）

���

Ⅰ類：外反口縁を呈し、白釉単掛けで腰部に丸みを持つ。内底に蛇の目釉はぎを施す。（第５１図２０，２１）

Ⅱ類：輪花状口縁を呈し、白釉単掛けもしくは鉄釉と白釉を掛け分ける。（第５１図２２）

Ⅲ類：口縁がゆるやかな「く」の字状に外反する。白釉単掛け。（第５１図２３）

Ⅳ類：鉄釉もしくは灰釉をつけ掛けによって施釉。また、内底に鉄釉で丸文を施すものがある。（第５１図２４，２５）

Ⅴ類：外反口縁を呈し、白釉単掛けで口唇を額縁状に立ち上げる。有文。（第５１図２６）

Ⅵ類：直口口縁を呈し、灰釉もしくは灰釉と鉄釉を掛け分ける。（第５１図２７，２８）

Ⅶ類：大型の皿になると思われる底部。（第５１図２９）
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����

　白釉単掛けで外面に赤絵で文様を描く。（第５１図３０）

�����

　直口口縁で鉄釉単掛け。（第５１図３１）

���

Ⅰ類：口縁部が逆「Ｌ」字状に外反する。（第５１図３２，３３）

Ⅱ類：内湾口縁を呈する。（第５１図３４、第５２図３５）

Ⅲ類：直口で口唇部がやや肥厚する。鉄釉単掛けのものと掛け分けのものがある。（第５２図３６）

Ⅳ類：口縁部が「く」の字状に外反し、胴部からストレートに立ち上がる。（第５２図３７）

Ⅴ類：輪花状の口縁を呈する。（第５２図３８）

����

口縁部が「Ｌ」字状を呈し、鉄釉と白釉をかけわけている。（第５２図４３）

���

　Ⅰ類：口縁部の内側を窪ませ、底部から胴部にかけてゆるやかな丸みを持つ。（第５２図４０，４１）

　Ⅱ類：口縁部を外反させ、やや直線的に立ち上がる。（第５２図４２）

����

　Ⅰ類：鍋の蓋と思われるもの。（第５２図４４）

　Ⅱ類：急須の蓋と思われるもの。（第５２図４５）

　Ⅲ類：壷の蓋と思われるもの。（第５２図４６）

�����

　丸型の器形で肩部に把手をかける板状の耳を貼付。底部に円錐状の突起を貼り付ける。白釉単掛けで有文のも

のや（第５３図４７）、灰釉単掛けのもの（第５３図４８）、黄灰色の釉を一部に施釉するもの（第５３図４９）などがある。

�����

　Ⅰ類：丸型の器形を呈するもの。（第５３図５０）

　Ⅱ類：胴中部及び下部が屈曲し、算盤型を呈するもの。（第５３図５１、５２）

�����

　Ⅰ類：内湾口縁を呈するもの。（第５３図５３，５４）

　Ⅱ類：直口口縁を呈するもの。（第５３図５５）

�����

　Ⅰ類：直口口縁を呈するもの。（第５３図５６）

　Ⅱ類：内湾口縁を呈するもの。（第５３図５７）
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�����

　丸型の器形を呈し、茶灰色の釉を施釉するものと（第５４図５８）、筒形の器形を呈する白釉単掛けのものがある。

（第５４図５９）

����

　口縁部を外反させ、外面に呉須を塗布するものや（第５４図６０）、口縁部を玉縁状に肥厚させるものがある。（第

５４図６１）

����

　直口口縁で蓋受部をもち、丸型の器形を呈するもの（第５４図６５）、高台が碁笥底を呈するもの（第５４図６３）、い

わゆるアンダガーミと呼ばれる四耳壷（第５４図６６）などがある。

�����

　広口壷で、口縁が三角状に肥厚して頸部が締まる器形。（第５４図６７）

�������

　鉄釉を施釉した上に黒釉を腰部まで施釉。（第５４図６８）

�����

　器形は算盤状を呈する。黒釉単掛け。（第５４図６９）

������

　脚付き灯明具の上部と思われる。（第５４図７０）

�������

　胴部と底部があり、底部は外底に紐状の凸帯がめぐらされていることから皿である可能性が考えられる（第５４

図７２）。胴部には「　 　」の印が彫られている（第５４図７１）。
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第１５表　沖縄産施釉陶器出土状況
合計撹乱表採C-B-A-戦前遺物

包 含 層
世　誇　殿SA０２＋

SK０５
SKSDSSSASR出土地

器種・分類 ４３４３２４３２黄褐色微砂層前庭埋土０8０７０６０５０４０３０２０１０１０６０５０２０１０９０５０４０２０１
２１１口～底

Ⅰ類

碗

１１５３８１３５１３１７１３１２１２２９３１２２口縁部
２１７１３２３２１１１底部
５２１６３１３８２２４１３２１４１１口縁部ａ

Ⅱ類 ２１１口～底ｂ ５３９１１２１１５５１２１５１口縁部
２３６３１６１２１１２底部
６１５口～底

Ⅲ類 １７０３０１３５４４９１７８３１２５０１２１２口縁部
２４１２１４３１１１１底部
４８１８１１４１７９２１１３口縁部Ⅳ類 ９５１３底部
１１口～底Ⅴ類 １８２５１２２２１２１口縁部
７１１２１１１底部Ⅵ類
１１底部ⅢorⅤ
３２１胴部
６１１１２１底部
６１２１１１口縁部Ａ

Ⅰ類

小碗

１１底部
４１１１１口～底

Ｂ ８３１１１１１口縁部
１１底部
１１口～底

Ｃ １１口縁部
１１底部
７１５１口～底Ⅱ類 ５１２２口縁部
３１１１口～底

Ⅲ類 １７５３１３３２口縁部
９１３３１１底部
１１４１３２１底部
３１１１口縁部筒碗？
８１５１１口～底Ⅰ類

皿

２２４１２６１５１１１口縁部
１２４１１５１口縁部Ⅱ類
３１１１口縁部Ⅲ類 １１胴部
３４１２１７８２２２底部Ⅳ類
１１口～底Ⅴ類
１１口～底Ⅵ類 １１口縁部
１１底部大型皿
２１１口～底小皿
８１１３２１口縁部碗or皿 １２１９３１７３３４５７７３４４７胴部
４２１１口縁部灯明皿
１１口～底Ⅰ類

鉢

３０１２２３４１３４１口縁部
１１口～底Ⅱ類 ２２７１２３１３２１１１口縁部
６２１１２口縁部Ⅲ類
１１口縁部Ⅳ類
１１口縁部Ⅴ類
２１１胴部
２１１底部
１１口～底深鉢
１１口～底Ⅰ類

鍋

３８５１３７２５１３１１６１１１口縁部
１３６２２２１口縁部Ⅱ類
１１耳
１０１３４１１胴部
６８１８７１２４１１１６５１１１１底部
２５６１１４３８１１Ⅰ類

蓋
２８１０２３８１１２１Ⅱ類
３１１１Ⅲ類
３３撮み
８２２１１１１蓋
１１口～底

急須

１８７１１５１１１１口縁部
２１１耳
６１１２１１注口
４１１１１胴部
３７１４２６４３３１４底部
１１頸部

酒器 ３２１胴部
２１１底部
１２３１３２２１口縁部Ⅰ類火炉 １１底部
７３１３口縁部Ⅱ類
７３２１１口縁部Ⅰ類火取 １１底部
１１口縁部Ⅱ類
１１口縁部香炉 １１底部
９２３２１１口縁部

瓶 ４１２１頸部
３１１１胴部
７１１４１底部
２１１３２１４４１１１１１１口縁部

壷 １１耳
９６１１１胴部
１１６３１１底部
２１１口縁部小壷
１１口～底

アンビン
２１１注口
１１２１１２１１１２把手
２２胴部
１１底部
１１口～底油壷
２１１口縁部灯明具 １１胴部
４３１胴部袋物
１０４１１１１１１口縁部

器種
不明

１１把手
２１１注口
８４１４４１１５２３４１８１３６５３３２胴部
１０２１４２１底部

１，４２７２８０４３２８１８７１１９２７１１９１３０３２２１１０４６１１４８１０２５７２１２１９２５３４３１９９２８１１８１５合　計

注　「＋」：接合の意
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注　「－」：計測不可

第１６表　沖縄産施釉陶器観察一覧（１） 単位：㎝

出 土 地観 察 所 見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

A-４　トレンチ
③撹乱高台と内底に微量の砂粒が付着。

１４．０
６．２
６．８

口縁部～
底部

Ⅰ

碗

１

第　

図
・
図
版　

５０

３０

A-３　②④
栗石最下層外面に鉄絵で草花文？を描く。

－
－
－

口縁部

２

A-２　撹乱外面に鉄絵で圏線を施す。
１１．５
－
－

Ⅱａ３

SK０５内口縁部の外反が弱く、内底に鉄釉で丸文を施す。全体
に煤が付着しており、火を受けたと思われる。

１３．０
６．３
６．８口縁部～

底部Ⅱｂ

４

A-３　④　撹乱口縁部の外反が強く、内面に圏線を２条施す。内底に
は灰釉で丸文を施す。

１３．５
６．２
６．４

５

SK０５内畳付けに耐火粘土（メーガニク）を塗布、内底には目
跡が付着。

１３．６
６．６
６．４

口縁部～
底部Ⅲ

６

SK０５内畳付けに耐火粘土（メーガニク）を塗布、外面に線彫
りと呉須を組み合わせて文様を施す。

１３．２
６．３
６．３

７

SA０２埋土
SS０５内

６，７と比較して口縁部の外反が強く、高台が低い。外
面には赤絵で草花文を描く。畳付けに耐火粘土（メー
ガニク）を塗布し、蛇の目釉剥ぎにそって赤絵で圏線
を施している。

１３．５
５．９
６．４

８

表採口縁部より５㎜ほど下に稜を施す。
１２．５
－
－

口縁部Ⅳ９

SK０５内
内底を蛇の目釉はぎし、畳付けに耐火粘土（メーガニ
ク）を塗布。また畳付けには火を受けたと思われる跡
がみられる。

１３．５
６．４
７．０

口縁部～
底部Ⅴ１０

B-３　①　撹乱
鉄釉と白釉の掛け分けで、蛇の目釉剥ぎした内底には
目跡が付着。また畳付けを釉はぎしたあと耐火粘土
（メーガニク）を塗布。

－
－
６．８

底部Ⅵ

１１

A-３　④　撹乱内面及び外面高台際まで鉄釉を施釉。
－
－
４．６

１２

SK０８埋土つけ掛けを施し、外底にも施釉。
－
－
７．０

１３

A-３　撹乱器面に細かな貫入が入る。
９．４
－
－

口縁部Ⅰａ

小碗

１４

A-２　撹乱畳付けに耐火粘土（メーガニク）を塗布。外面に線彫
りと呉須を組み合わせて巴文を描く。

９．６
４．６
３．８口縁部～

底部

Ⅰｂ１５

A-３　トレンチ
②撹乱

鉄釉と白釉の掛け分けで、内底を蛇の目釉剥ぎ、また
畳付けも釉はぎしている。

９．１
５．３
３．９

Ⅰｃ１６

SA０２埋土口唇部に鉄釉を施し、畳付けを釉剥ぎする。外面には
線彫りと呉須で、内底には呉須で花文を描く。

８．７
５．４
３．７

口縁部～
底部Ⅱ１７

撹乱内底を蛇の目釉剥ぎし、畳付けに耐火粘土（メーガニ
ク）を塗布。

８．４
４．５
３．６

口縁部～
底部Ⅲ１８

B-４　戦前遺物
包含層

白釉単掛けで外面に呉須で横縞文を描き、口唇部を釉
剥ぎする。

８．９
－
－

口縁部－筒碗１９
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第１６表　沖縄産施釉陶器観察一覧（２） 単位：㎝

出 土 地観 察 所 見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

B-２　撹乱２１と比較して口縁の外反が強い。畳付けを釉剥ぎし、
内底を蛇の目釉剥ぎする。また、内底には目跡が付着。

１３．１
３．８
６．３

口縁部～
底部

Ⅰ

皿

２０

第　

図
・
図
版　

５１

３１

B-３　②　撹乱内面に呉須で文様を描く。
１４．０
－
－

口縁部２１

SK０５内口唇部のみ灰釉を塗布。
－
－
－

口縁部Ⅱ２２

A-４　撹乱茶色の釉を施釉。
－
－
－

胴部Ⅲ２３

A-４　④　撹乱鉄釉のつけ掛けで内底にも鉄釉を塗布。
－
－
４．６

底部Ⅳ

２４

世誇殿前庭埋土大型の皿。灰釉のつけ掛けで外面に鉄釉で文様を施す。
－
－
８．６

２５

A-３　④　撹乱

内面に線彫りと呉須を組み合わせて格子文を描き、そ
の中に鉄釉で花文を、見込みには呉須で丸文を描く。
内底は蛇の目釉はぎし、目跡が付着。畳付けには耐火
粘土（メーガニク）を塗布。

１７．４
６．２
６．６

口縁部～
底部Ⅴ２６

SS０５西側
口唇部が立ち上がり、腰部に丸みを持つ器形。白釉単
掛けで内底は蛇の目釉はぎし、目跡が付着する。畳付
けには耐火粘土（メーガニク）を塗布。

１０．２
３．３
４．２

口縁部～
底部

Ⅳ

２７

西トレンチ④
撹乱灰釉単掛けで、内面に鉄絵で文様を施す。

－
－
－

口縁部２８

A-３　④　撹乱大型の皿である。外面には鉄釉を腰部まで施釉、内底
には白釉を施釉。高台は碁笥底を呈する。

－
－
１２．０

底部Ⅶ２９

SK０５内外面に赤絵で巴文？を描く。内底は蛇の目釉はぎし、
目跡が付着。高台は畳付けのみ釉はぎする。

８．７
２．４
２．９

口縁部～
底部－小皿３０

C-４　②　撹乱直口口縁で鉄釉単掛け。
１２．０
－
－

口縁部－灯明皿３１

SK０５内鉄釉単掛け。
２２．８
－
－

口縁部

Ⅰ

鉢

３２

A-３　④　撹乱
外面鉄釉、内面白釉の掛け分けで外面は高台半ばまで
施釉、内面は鉄絵で草花文を描く。内底は蛇の目釉は
ぎする。高台脇に穴をひとつ穿つが、用途は不明。

３２．８
１３．８
１２．２

口縁部～
底部３３

表採黒釉単掛け。
２７．６
－
－

口縁部

Ⅱ

３４

B-３　③　撹乱
外面鉄釉、内面白釉の掛け分けで、内底を蛇の目釉は
ぎし、目跡が付着。外底にも鉄釉を塗りつけており、
畳付けのみ無釉。

２２．４
１０．４
１１．８

口縁部～
底部３５

第　

図
・
図
版　

５２

３２

SK０５内外面鉄釉、内面白釉の掛け分け。口縁部を等間隔で軽
く押し曲げている。

２８．０
－
－

口縁部Ⅲ３６

SK０５内白釉単掛け。
１７．２
－
－

口縁部Ⅳ３７

C-３　①　撹乱外面鉄釉、内面白釉の掛け分けで外面に波状凸帯を貼
付する。

－
－
－

口縁部Ⅴ３８

注　「－」：計測不可
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第１６表　沖縄産施釉陶器観察一覧（３） 単位：㎝

出 土 地観 察 所 見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

SA０２埋土
外面に鉄釉をつけ掛けし、内底にも鉄釉を塗布。また
目跡が付着する。高台には耐火粘土（メーガニク）を
塗布。

－
－
９．０

底部－鉢３９

第　

図
・
図
版　

５２

３２

表採鉄釉単掛けで外底は無釉。底部に円筒状の脚を貼付す
る。

１７．４
１０．０
１２．６

口縁部～
底部

Ⅰ

鍋

４０

SK０５内鉄釉単掛けで蓋受けのみ釉はぎする。口唇部に紐状の
取っ手を貼付。

１６．０
－
－

口縁部４１

世誇殿前庭埋土灰釉単掛けで口唇部のみ釉はぎ、内面に一部鉄釉を施
す。

１７．５
－
－

口縁部Ⅱ４２

B-３　撹乱

鉄釉と白釉の掛け分けで、外面に緑釉を流し掛けてい
るが、表面が剥落して青・白・緑の斑になっている。
畳付けのみ無釉。口縁部が「Ｌ」字状に外反し、胴部
の張りは弱い器形。胴上部に圏線を２条めぐらせ、そ
の下に丸文を貼付する。

４０．６
３３．０
１８．２

口縁部～
底部－深鉢４３

撹乱鉄釉単掛けで、摘み～甲蓋下部まで施釉。
１２．８
４．７
４．８

摘み～
甲蓋部Ⅰ

蓋

４４

SK０５内
白釉単掛けで摘み～甲蓋部まで施釉。甲蓋に線彫りと
呉須、鉄釉を組み合わせて文様を描く。摘み基部には
４㎜ の孔を１個穿つ。

５．８
３．３
４．１

完形Ⅱ４５

表採甲蓋端部～摘み基部に鉄釉を施釉。甲蓋端部に丸彫り
で圏線を施す。脚に一部白土が掛かる。

１０．８
－
７．０

甲蓋部Ⅲ４６

SK０５内
大型の急須。白釉単掛けで内面及び外底は無釉。外面
に呉須で山水文を描く。底部に円錐状の脚を３箇所貼
付。

－
－
８．４胴部～

底部
－急須

４７

第　

図
・
図
版　

５３

３３

A-２　④　撹乱
A-３　撹乱

大型の急須。灰釉単掛けで内面総釉、外面は胴部半ば
まで施釉。全体的に火を受けて黒ずんでいる。底部に
球状の脚を３箇所貼付。

－
－
６．１

４８

撹乱黄灰色の釉を、外面及び内面の一部に施釉。肩部に板
状の耳を貼付、注口には２つの孔が穿たれている。

４．４
８．７５
４．０

口縁部～
底部４９

B-３　③　撹乱
丸型の器形を呈し、灰釉単掛けで線彫りと呉須、鉄釉
を組み合わせて文様を描く。底部は無釉で耐火粘土
（メーガニク）が溶着。

－
－
７．２

頚部～
底部Ⅰ

酒器

５０

B-４　②　撹乱
胴下部が屈曲する器形。白釉単掛けで内面は無釉、外
底に白土が付着する。外面に線彫りと呉須を組み合わ
せて圏線を施す。

－
－
７．５

底部

Ⅱ

５１

B-４　②　撹乱
胴中部が屈曲する器形。白釉単掛けで内面は無釉、轆
轤痕が明瞭に残る。外面には線彫りと呉須、鉄釉を組
み合わせて圏線や文様を施す。

－
－
－

頚部～
胴部５２

SA０２埋土口唇が舌状を呈し、口縁部に半円状の火窓をもうける。
黒釉単掛けで内面は胴上部まで施釉。

２２．２
－
－

口縁部

Ⅰ火炉

５３

A-２　④　撹乱

外面胴下部～内面胴上部まで黒釉を施釉し、黒釉と白
釉を流しかけて内底の一部に黒釉を塗布している。胴
上部に透かし彫りで花文を施す。内面は轆轤痕が明瞭
に残り、底部には三角錐の脚を貼付。

－
－
１３．４

胴部～
底部５４

注　「－」：計測不可
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第１６表　沖縄産施釉陶器観察一覧（４） 単位：㎝

出 土 地観 察 所 見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

B-４　②
黒褐色土層

両面に鉄釉を施釉、口唇に白土を塗布。内面に器物受
けの跡が残る。

１２．６
－
－

口縁部Ⅱ火炉５５
第　

図
・
図
版　

５３

３３

B-３　③　撹乱外面と内面胴上部に白釉を施釉、また内面の一部に鉄
釉を施釉。

９．８
－
－

口縁部Ⅰ

火取

５６

A-３　撹乱黒釉単掛け。
２８．４
－
－

口縁部Ⅱ５７

SK０５
西側埋土

茶灰色の釉を全面に施釉。口唇部のみ釉剥ぎする。直
口口縁で頚部が短く、器形は丸形を呈する。

９．６
－
－

口縁部～
胴部－

香炉

５８

第　

図
・
図
版　

５４

３４

SK０５内白釉単掛けで外底のみ無釉。内底に呉須で文様を描く。
筒型の器形で腰部に脚を貼付していた跡がみられる。

－
－
９．２

底部－５９

B-３　③　撹乱口縁部を外反させ、口唇を立ち上げる短頚の瓶。白釉
単掛けで口縁部及び胴部に呉須を塗布する。

４．４
－
－

口縁部

－

瓶

６０

B-３　③　撹乱口唇部を玉縁状に肥厚させ、外面及び内面上部に鉄釉
を施釉。

２．６
－
－

－６１

B-３　③　撹乱白釉単掛けで外面に呉須で文様を描く。畳付けに耐火
粘土（メーガニク）を塗布。

－
－
５．４

底部－６２

撹乱外面、内面は鉄釉で外底のみ白釉を塗布。高台は碁笥
底を呈し、内面は轆轤痕が明瞭に残る。

－
－
１３．０

底部

－

壷

６３

撹乱
内面黒釉、外面は鉄釉を施釉したのち黒釉を流し掛け
いる。外底に黒釉、畳付けには耐火粘土（メーガニク）
を塗布。

－
－
１０．４

－６４

表採
外面に鉄釉を施釉、内面には一部に鉄釉が流れ掛かっ
ている。丸型の器形で蓋受部を持つ。器壁は薄く、内
面に轆轤痕が明瞭に残る。

１１．２
－
－口縁部～

胴部

－６５

SK０５埋土
いわゆるアンダガーミと呼ばれる四耳壷。鉄釉単掛け
で口唇部のみ白土を塗布。口縁部を方形に肥厚させ、
胴部の張りは弱い。

８．５
－
－

－６６

B-３　③　撹乱
外面は白釉、内面胴上部から灰釉の掛け分けで、口縁
部に白土を塗布する。広口壷で、口縁部が三角状に肥
厚して頸部がしまる器形。

８．８
－
－

口縁部～
胴部－小壷６７

SK０５内
外面は鉄釉を施釉した上に黒釉を腰部まで施釉。内面
は鉄釉のみ。外底には黒釉を塗布。口唇部には白土を
塗布し、畳付けは無釉。内面には轆轤痕が明瞭に残る。

１０．５
１５．５
１０．９

口縁部～
底部－アンビン６８

SK０５内
黒釉単掛けで外面は腰下部まで施釉、外底にも黒釉を
塗布。底部には砂土が溶着、窯詰めの際のものと思わ
れる。器形は算盤状を呈する。

２．４
５．０
４．０

ほぼ完形
（底部の一
部を欠損）

－油壷６９

SK０２脚つき灯明具の上部と思われる。黒釉単掛け。
－
－
－

胴部－灯明具７０

表採鉄釉単掛けで「　 　」の印が彫られる。
－
－
－

胴部－
器種
不明

７１

表採
外底に紐状の凸帯がめぐらされていることから、皿に
なる可能性が考えられる。外面は無釉、内面に鉄釉が
施される。

－
－
７．３

底部－７２

注　「－」：計測不可
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第５０図　沖縄産施釉陶器（１）
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第５１図　沖縄産施釉陶器（２）
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第５２図　沖縄産施釉陶器（３）
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第５３図　沖縄産施釉陶器（４）
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第５４図　沖縄産施釉陶器（５）
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第１０節　沖縄産無釉陶器

　「荒焼（アラヤチ）」と称される高温焼成の焼き締め陶器である。基本的に無釉だが、泥釉やマンガン釉を施す場

合もある。沖縄産施釉陶器に比べて壷や水甕など大型の製品が多い。本遺跡では碗、擂鉢、水鉢、小鉢、灯明皿、

火炉、瓶、壷、蓋、水甕が出土した。ここでは各器種の分類概念について述べ、個々の観察所見は第１７表に記す。

���（第５５図１、２）

　喜納、知花焼の碗だと思われる。腰部がやや張り、胴部から口縁部にかけて斜方へストレートに立ち上がるも

のと（１）、前者に比較して口縁がやや外に開くものがある（２）。

����（第５５図３～６）

　Ⅰａ類：口縁部が「く」の字状に強く屈曲するもの（３、４）。

　Ⅰｂ類：Ⅰａと比較して屈曲が微弱なもの（５）。

　Ⅱ類：口縁が逆「Ｌ」字状を呈し、口唇が幅広のもの（６）。

����（第５５図７～１０、第５６図１１～１４）

　Ⅰａ類：口縁部を内湾させたあと、口縁部を三角状に肥厚させるもの（７、８）。

　Ⅰｂ類：口縁部が内湾し、口唇が舌状を呈するもの（９、１０）。

　Ⅱａ類：口縁部が逆「Ｌ」字状を呈し、口唇が幅広のもの（１１）。

　Ⅱｂ類：口縁部の幅がⅡａ類よりせまいもの（１２、１３）。

����（第５６図１５、１６）

　Ⅰａ類：水鉢Ⅰａと同様（１５）。

　Ⅰｂ類：水鉢Ⅰｂと同様（１６）。

�����（第５６図１７、１８）

　口唇のつくりが薄手のものと（１７）、前者よりやや大型の器形とがある（１８）。

����（第５６図１９～２１）

　１９は肩部が「く」の字状に屈曲する器形で、２０は胴部に方形の耳を貼付する。２１は底部で円錐状の脚を貼付する。

���（第５６図２２、２３）

　肩部に圏線をめぐらせるものと（２２）、口唇をやや肥厚させるものとがある（２３）。

���（第５７図２４～２８）

　喜納・知花焼と思われるもの（２４、２８）、口縁部が方形に肥厚するもの（２５）、外反口縁で口唇部が玉縁状に肥

厚するもの（２６、２７）などがある。

���（第５７図２９～３１）

　落とし蓋型と（２９、３１）、被せ蓋型（３０）とがある。
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�����（第５７図３２、３３、第５８図３４～３６）

　Ⅰａ類：口縁部を逆「Ｌ」字状に屈曲させる。（３２）

　Ⅰｂ類：口縁部を逆「Ｌ」字状に屈曲させ、口縁下端が鉤状を呈する。（３３）

　Ⅱ類：口縁部が方形状を呈し、頸部で軽く締まっているもの。（３４）

　Ⅲ類：口縁部がやや内傾し、いびつな方形を呈するもの。（３５）

����（第５８図３７）

　香炉の脚である可能性が考えられる。彫りと粘土の貼り付け模様で人面を描いている。

注　「－」：計測不可

単位：㎝第１７表　沖縄産無釉陶器観察一覧（１）

出 土 地観　　察　　所　　見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

SA０６暗褐色
土層

喜名・知花焼の碗だと思われる。素地は鈍赤褐色。腰部がやや張り、胴部～口
縁部にかけては斜方へストレートに立ち上がる器形。器面は暗赤褐色を呈し、
外面一部に黄色釉がかかる。高台は低い。

１４．２
６．８
５．４口縁部～

底部

－

碗

１

第　

図
・
図
版　

５５

３５

撹乱喜名・知花焼の碗だと思われる。素地は鈍赤褐色。１と比較して口縁がやや外
に開く器形で口縁が厚く、高台は低い。作りが粗雑。

１３．６
５．９
５．６

－２

A-３　撹乱素地・器色ともに鈍赤褐色。口縁が被熱により黒ずんでいる。内面全体に櫛目
を施す。

３４．０
－
－

口縁部～
胴部

Ⅰａ

擂鉢

３

SK０４、A-３　④
撹乱

素地・器色ともに赤褐色を呈する。外面に圏線を明瞭なもので７条めぐらし、
内面は７条単位で間隔を開けて櫛目を施す。

３０．０
１３．１
９．４

口縁部～
底部４

A-２　②　撹乱素地は赤褐色、器面は茶褐色を呈し、内面全体に櫛目を施す。
２７．８
－
－口縁部～

胴部

Ⅰｂ５

SK０５内素地は明赤褐色で、外面に黄灰色の釉を施す。口縁部上面に圏線を１条めぐら
せ、内面全体に櫛目を施す。

３０．２
－
－

Ⅱ６

B-３　撹乱素地は暗茶褐色、外面は自然釉がかかり黒褐色を呈する。焼成は堅緻。肩部に
３本櫛で波状文を施す。

２０．５
－
－

口縁部～
胴部

Ⅰａ

水鉢

７

A-３　撹乱素地・外面ともに赤褐色だが内面及び外面の一部が被熱のために黒ずんでいる。
７に比べて肩部の張りが強い。また肩部に６本櫛で波状文を施す。

１６．０
７．５
９．５

口縁部～
底部８

A-３　④　撹乱
素地が暗赤褐色、器面は明赤褐色を呈するが、外面上部が被熱のため黒ずんで
いる。胴上部に圏線を２条めぐらせ、その下に６本櫛で波状文を施す。内外面
に轆轤痕が明瞭に残る。

２１．８
－
－

口縁部～
胴部

Ⅰｂ

９

世誇殿前庭埋土素地・器面ともに明赤褐色を呈する。胴部に圏線を１条めぐらせ、その下に４
本櫛で波状文を施す。

２２．０
１１．７
１０．４

口縁部～
底部１０

SK０５内素地・器面ともに明赤褐色を呈する。口縁上部に圏線を１条めぐらせる。
３７．０
１６．１
１３．８

口縁部～
底部Ⅱａ１１

第　

図
・
図
版　

５６

３６

A-４　④　撹乱素地・器面ともに暗茶褐色を呈する。外面の一部が被熱のため黒ずんでいる。
口縁上部に圏線を１条施す。

２２．２
－
－口縁部～

胴部Ⅱｂ

１２

撹乱素地・器面ともに赤褐色を呈し、内面に漆喰が付着している。口唇部に波状文
を施し、外面に線彫りで草花文？及び貼り付け文様を施す。

１７．８
－
－

１３

SK０６　埋土
撹乱素地・器面ともに明赤褐色を呈する。

－
－
８．５

底部－１４

A-２　トレンチ
１０　撹乱

素地は暗灰色、外面は茶褐色、内面は暗茶褐色を呈するが、一部が被熱のため
黒ずんでいる。

９．２
－
－

口縁部～
胴部Ⅰａ

小鉢

１５

SK０５内喜納・知花焼の可能性がある。素地は赤褐色、外面は暗茶褐色を呈し、外面に
６本櫛で波状文を施す。

１１．０
－
－

口縁部～
胴部Ⅰｂ１６
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注　「－」：計測不可

単位：㎝第１７表　沖縄産無釉陶器観察一覧（２）

出 土 地観　　察　　所　　見
口　径
器　高
高台径

部位分類器種挿図番号
図版番号

A-３　撹乱素地・器面ともに赤褐色を呈す。口縁部や底部に煤が付着している。口唇のつ
くりは薄く、轆轤痕が明瞭に残る。

１１．１
３．１
４．９

口縁部～
底部－

灯明
皿

１７

第　

図
・
図
版　

５６

３６

B-４　撹乱喜納・知花焼の可能性がある。素地・器面ともに暗赤褐色を呈す。１７より大型
の器形で厚みがあり、轆轤痕が明瞭に残る。

１３．６
－
－

口縁部～
胴部－１８

SD０１溝内素地・器面ともに暗茶褐色を呈する。肩部から「く」の字状に屈曲する器形で、口
縁部と肩部に圏線を１条廻らす。

１４．９
－
－口縁部～

胴部

－

火炉

１９

B-３　トレンチ１口縁部がやや内湾し、口唇より５㎜下に圏線を２条廻らす。胴部に方形の耳を
貼付する。

１１．４
－
－

－２０

A-４　トレンチ３
撹乱

素地は赤褐色、器面は暗茶褐色を呈す。腰部に削りが入り、底部に円錘形の脚
を貼付する。

－
－
１２．０

底部－２１

西側トレンチ　
④撹乱素地は褐色、器面は茶褐色を呈する。肩部に圏線を３条廻らせる。

－
－
－

頸部～
胴部－

瓶

２２

B-３　③　撹乱
SK０５内素地・器形ともに赤褐色を呈する。口唇部をやや肥厚させる。

５．９
－
－

口縁部～
頸部－２３

C-３　①　撹乱

喜名・知花焼の壷だと思われる。小型の壷。素地は暗灰色と赤褐色、内面は暗灰色
で外面は底部から胴下部にかけて赤褐色、胴上部から口縁部にかけては被熱のた
めか暗褐色を呈す。丸形の器形で口縁部は玉縁状に肥厚する。胴中部に丸彫りで
圏線を１条廻らせ、肩部には破損のため不明瞭だが「　 　」の印が刻まれている。

７．８
１０．２
７．７

口縁部～
底部－

壷

２４

第　

図
・
図
版　

５７

３７

A-３　④　撹乱素地は赤褐色で外面は茶褐色を呈し、自然釉のために光沢がある。口縁部は方
形に肥厚する。

１５．７
－
－

口縁部

－２５

SR０１　埋土素地は暗赤褐色で器面は暗褐色を呈す。外反口縁で口唇部が玉縁状に肥厚する。
１４．２
－
－

－２６

表採素地は赤褐色、外面は茶褐色を呈す。口縁部が玉縁状に肥厚し、胴部に圏線を
施す。

１２．２
－
－

－２７

SK０８　埋土喜名・知花焼の可能性がある。素地は赤褐色と暗灰色、器面は暗灰色を呈する。
外面に泥釉を施す。

－
－
８．６

底部－２８

SK０８内素地は暗灰色、外面は暗赤褐色を呈する。落とし蓋型で摘みは宝珠状を呈する。
９．３
２．０５
－

摘み～甲
蓋部－

蓋

２９

撹乱素地・器面ともに赤褐色を呈する。被せ蓋型で甲蓋に丸みがあり、外縁に鍔を
持つ。

１１．６
－
９．０

甲蓋部

－３０

撹乱素地は暗褐色、器面は暗灰色を呈する。落し蓋型の蓋だと思われる。外面に草
文を貼付する。

８．６
－
－

－３１

表採素地・外面は赤褐色、内面は灰褐色を呈す。口縁下端に圏線を２条廻らせる。
胴部は丸文と圏線を施す。

８８．６
－
－

口縁部～
胴部Ⅰａ

水甕

３２

B-４　撹乱素地・外面は赤褐色、内面は被熱のためか灰褐色を呈す。口縁部に圏線を２条
廻らす。

４４．４
－
－

口縁部Ⅰｂ３３

SK０５素地・内面は赤褐色、外面は灰褐色を呈す。口縁下部に圏線を２条廻らす。
３６．８
－
－

口縁部Ⅱ３４

第　

図
・
図
版　

５８

３８

B-４
戦前遺物包含層

素地・内面は赤褐色、外面は泥釉がかけられ暗褐色を呈す。胴部の張りは弱く、
胴上部に圏線を１条と縄目文を１条廻らす。

３０．０
－
－

口縁部～
胴部Ⅲ３５

甕②内埋甕２にあたる。素地・外面は赤褐色、内面は漆喰が付着している。胴部の張
りは弱く胴下部に穴が開けられているが用途は不明。

２０．０
－
－

底部－３６

撹乱素地は暗赤褐色、器面は暗灰色を呈する。彫りと粘土の貼り付けで人面を描い
ている。香炉の脚である可能性も考えられる。

－
－
－

脚－器種
不明３７



－　101　－

第１８表　沖縄産無釉陶器出土状況

合計撹乱表採
C-B-A-

戦前遺物
包含層

世誇殿
SS０１＋
SA０２

SKSDSSSASR
出土地

器種・分類 ３・
４４３４３４３２基壇

内ピット
黄褐色
微砂層

前庭
埋土０８０７０６０５０４０３０２０１０１０６０５０２０１０５０４０２０１

２１１口～底

碗
１０５３１１口縁部

１１胴　部

７４１１１底　部

１１口～底

皿 ４１１２口縁部

２２底　部

３２１

口縁部

ａ
Ⅰ類

鉢

１１ｂ

１２３１１１２１３ａ
Ⅱ類

６２１３ｂ

１１１１１５２１胴　部

１３８１１２１底　部

１１口～底
ａ

Ⅰ類

擂鉢

４２１１口縁部

１１口～底
ｂ

７３２１１口縁部

１５３２３１１１４口縁部Ⅱ類

１８１１２１１７１１２１胴　部

１０５２１１１底　部

１１口～底
ａ

Ⅰ類

水鉢

２５１０１１３１４２２１口縁部

１１口～底
ｂ

２３７２２５２２２１口縁部

１１口～底
ａ

Ⅱ類 ６４１１口縁部

３１１１口縁部ｂ

１１底　部

２１１
口縁部

ａ
Ⅰ類小鉢

１１ｂ

１１底　部鍋

１１口～底
灯明
皿 ９２１１２１２口縁部

２１１底　部

２５１１２２３２２１１１口縁部

火炉
１１耳

１１胴　部

２１１底　部

９２１１４１口縁部

瓶 １１胴　部

３２１底　部

１１口～底

壷

２９１２１１２２３３２１２口縁部

１１頸　部

５３８１３５１４２１１１８胴　部

１４３２３２１１１１底　部

５２１２口縁部小壷

１１５１２１１１蓋

６３１１１

口縁部

ａ
Ⅰ類

水甕

２１１ｂ

２１１Ⅱ類

８４１１２Ⅲ類

８１２１１１２胴　部

４１１１１底　部

１１注　口
急須

１１把　手

２１１注　口水注

１０２１１１１１１１１口縁部

器種
不明

１１把　手

５８１８２６９８２１１２２７胴　部

１１脚

７１１１２１１底　部

４７３９５４１１１７１７２４１７４１３０２６１２２２１２２９１３４９１６１２１３３３２５４４１１４１３合　　計

注　「＋」：接合の意
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第５５図　沖縄産無釉陶器（１）
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第５６図　沖縄産無釉陶器（２）
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0 10cm

（32） 

第５７図　沖縄産無釉陶器（３）
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34
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0 10cm

第５８図　沖縄産無釉陶器（４）
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第１１節　土器

　本節では中世～近世に相当すると思われる、沖縄及び本土産の土器を報告する。

�������

　ここで扱う資料は、いわゆるグスク土器である。今回の調査では２１点の資料が得られているが、大半は小片の

ため、特徴的な２点を図化した。

　第５９図１・２は、両資料とも紐造りによって成形されている。１は、壷形土器の頸部片である。口縁部は破損

しているが、口縁の立ち上がりは短く、軽く外反するものと思われる。肩部は張り、丸味を帯びる器形が想定さ

れる。外面調整は、頸部に木口を当てて縦位のハケを施した後、肩部をハケで横位に成形している。内面調整は、

肩部から頸部へ工具を引くようにして、斜位のハケを施している。また、口縁立ち上がり部は調整痕が不明瞭だ

が、木口の角度から横位のハケを施していると思われる。内面における２方向の調整痕には切り合い関係は認め

られない。ハケの幅は約１．０㎝ で、右利きの人物によって成形されたと思われる。また、内外面ともハケを施し

た後、ナデ調整を行っていると思われる。

　２は、立ち上がり部が明確で、しっかりとした底部片である。内底面の調整は不明瞭だが、僅かに残る木口の

痕跡から、円を描くように成形しているものと思われる。その後、立ち上がりの接合部に沿ってハケによる調整

を施し、全面をナデによって仕上げていると思われる。立ち上がり部のハケメから、工具の幅は約１．０㎝ と考え

られる。外面は、立ち上がり部をナデによって調整している。また、外底面は工具痕が著しい。この工具痕がど

のような性格のものなのかは不明である。この土器も、右利きの人物によるものと思われる。

��������

�）瓦質土器（第５９図３～１４）

　ここでは、焼成が良い上に胎土が瓦に近似するものを瓦質土器として挙げた。今回の調査で得られた瓦質土器

は３５点である。器種不明の資料が大半だが、器種のわかる資料では鉢形の土器が最も多く、全体の３１％を占める。

鉢（第５９図３～９）

　３・４は、深鉢形を呈すもので、「植木鉢」と呼称される資料である。３は、比較的大型の口縁部片で、やや外

傾するものである。器形は、底部から開き気味に口縁へ移行する。口縁の形状は、内面を肥厚させて口唇を広く

成形している。口唇直下には２条の波状突帯文が廻り、以下に約４．０㎝ 幅の空白帯を挟んで同様の波状突帯文が

施されている。さらに、破片下部には草花文の浮文も確認できる。

　４は、内傾する口縁部片である。文様やその構成は３と同様だが、胴部がやや張る器形が想定される。５～９

は４に似た形状の口縁を持つ浅鉢で、火鉢として用いられたと思われるものである。器面には菊花文が施されて

いる。

　５は、口唇を強調させた口縁部片で、菊花文を挟んで２条の突帯が廻る。６も同様の資料と思われる。７～９

も５・６と同様の資料だが、突帯の代わりに圏線が彫り廻らされている。また、７～９の菊花文の印刻は、５・

６に比べて造りが雑である。このように、この２種には造りに違いがあるものの、混入物に差異は認められない。

その他の器種（第５９図１０～１４）

　１０は、風炉と思われる口縁部片である。同様の資料は、県内では首里城木曳門跡で出土している（田里　２００１）。

　１１は、香炉の底部と思われる資料である。瓦質土器の中では、時期が比較的新しくなると思われる。

　１２は、火炉の底部と思われる資料である。香炉の可能性もある。比較的大型になると思われるもので、脚には

段が造られている。内外面は、約２．０㎝幅のハケによって調整された後、布でナデられていると思われる。
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　１３・１４は形状のよく似た底部片である。外底面は明確な稜を持って立ち上がるが、内面には段を持たず、緩や

かに立ち上がる。１４は造りが比較的雑である。

�）アカムヌー（第５９図１５～２０、第６０・６１図、第６２図７０・７１）

　アカムヌーは、小型の登り窯で造られるため焼成温度は低く、土師質のものも見られる。しかし、土師質土器

とは異なり、陶器のように堅く焼き締まるものも多い。そのため、しばしば瓦質土器との区別が困難な場合があ

る。そこで、ここでは焼成状態の如何に因らず、胎土が瓦質土器から外れるものをアカムヌーとして挙げた。

　今回得られたアカムヌーは本節土器の８８％を占めており、総計は２９００点余りに上る。そこで、主体を成す器種

や出土の多い地区を明確にするため、集計結果を第１９表にまとめた。以下、遺構ごとに報告する。

ａ．SA０２出土資料（第５９図１５～１７）

　１５・１６は火炉である。１５は丸味を帯びた器形を呈し、口縁は内傾する。口唇直下には少なくとも４条の白色化

粧土が施されている。胴部下には圏線が廻り、その直下にも白色化粧土が施されている。１６は、口縁がやや外傾

した筒状の器形を呈する資料である。口唇は粘土帯の貼付によって広く成形されている。また、この資料にも白

色化粧土が施されていたと思われる。

　１７は、庇部が扁平の蓋である。首里城跡管理用道路地区で出土している資料を参考にすると（新垣　２００１）、撮

はなく、端部が伸びて蓋物の口縁に収まる器形を呈すると思われる。

ｂ．SK０２出土資料（第５９図１８・１９）

　１８・１９は鍋である。１９は小型で、比較的胴部の張りが強く、底部からの立ち上がりが緩やかになると思われる。

ｃ．SK０３出土資料（第５９図２０）

　２０は急須の蓋と思われる資料で、紐状の撮を貼付したものである。庇頂部は扁平で、丸味を帯びて端部に至る。

同様の資料は、首里城跡東のアザナ地区でも出土している（比嘉　２００４）。

遺構別
累　計不　明不明蓋碗火　焙焙　烙鉢

（主に水鉢）火　炉
急　須鍋器種

出土地 身蓋身蓋

１２３
（０．３６１）

１１７
（０．２１８）

２
（０．０５４）

４
（０．０８９）

SS０１・SK０２・
０３・０６～０８

５７８
（６．０９２）

４８３
（２．５４０）

１
（０．０３９）

１１
（０．２８１）

３８
（２．３８０）

１３
（０．１８２）

１
（０．００４）

２９
（０．５３６）

２
（０．１３０）SK０５

１５
（０．１３７）

１３
（０．０９２）

２
（０．０４５）SA０１・０３・０６

９３
（１．０３０）

７３
（０．６４８）

２
（０．０３０）

３
（０．０２９）

１１
（０．２８５）

２
（０．０２０）

２
（０．０１８）SA０２

２８
（０．１３）

２６
（０．１０７）

１
（０．０２１）

１
（０．００２）SR０１・０２・０５

１５
（０．０６２）

１３
（０．０４０）

１
（０．０１６）

１
（０．００６）SD０１

８
（０．０６３）

８
（０．０６３）

戦 前 遺 物
包 含 層

３０
（０．１４１）

２８
（０．１０５）

１
（０．０２８）

１
（０．００８）世誇殿前庭

２，０３２
（１５．６５８）

１，７８１
（１０．２８６）

２
（０．１０３）

２
（０．０５９）

１
（０．００８）

２５
（０．３２３）

６０
（２．３０６）

５１
（１．１４４）

２０
（０．２０６）

８２
（１．１１２）

８
（０．１１１）攪乱・表採

２，９２２
（２３．６７４）

２，５４２
（１４．０９９）

３
（０．０４６）

２
（０．１０３）

２
（０．０５９）

２
（０．０４７）

３９
（０．６３３）

１１３
（５．０６５）

６６
（１．３４６）

２５
（０．２８２）

１１８
（１．７５３）

１０
（０．２４１）器種別累計

第１９表　アカムヌー出土状況 単位：（　）内㎏
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ｄ．SK０５出土資料（第６０図）

鍋（第６０図２１～２９）

　２１・２２は蓋である。２５・２７は、やや直線的な胴部を持つもので、胴部の張りは微弱である。２８・２９は鍋の底部

片である。両資料とも、外底面に２次焼成によると思われるススが付着している。

火炉（第６０図３０～３７）

　３０～３２は胴部の張りが微弱な筒状の器形を呈すると思われる資料である。この３点は、口縁が内傾する点で第

５９図１６と異なる。また、３０は粘土帯を口縁外面に貼付する点で、３１・３２と異なる。３３・３４は丸味を帯びるタイプ

である。３０～３３は、白色化粧土が確認できる。３１は、５条の白色化粧土直下に波状の白色化粧土が施されている。

３５・３６は、３３・３４のような器形を口縁に持つと思われる底部片である。

　３２・３５～３７は、造りが雑な印象を受ける。特に３７は、紐造りで成形していると思われ、他の資料とは様相が異

なる。

急須（第６０図３８～４１）

　３８・３９は、注口及び把手の下で胴部が屈曲する資料である。３９は短頸タイプ、４０は長頸タイプの資料である。４１

は、脚の破片である。

鉢（第６０図４２～４４）

　４２・４３は、「水鉢」と呼称される資料である。４２は、圏線の下に波状文を廻らしている。４４は、逆“Ｌ”字状の

口縁を呈し、花鉢状の器形になると思われるものである。

焙烙（第６０図４５）

　４５は、底部から緩やかに開いて頸部に至り、直口気味に口縁が立ち上がる資料で、口唇を平坦に成形している。

この器形から焙烙と思われるが、把手が出土していないため浅鉢の可能性もある。

ｅ．遺構外出土資料（第６１図、第６２図７０・７１）

火炉（第６１図４６～４８）

　４６は、筒状の器形を呈すると思われる資料である。口縁には、雷文や鳥文を挟んで２条１組の圏線が上下に廻

り、その下に獅子の把手が貼付されている。獅子の把手が貼付されるアカムヌーは、我謝遺跡でも出土している

（大城ほか　１９８３）。焼成は良好で、丁寧に造られており、瓦質土器の範疇にも入ると思われるが、胎土は粗く瓦と

は異なり、混入物がアカムヌーと近似するため、瓦質土器から外した。しかし、一般的に焼成温度が低く、小型・

軽量の資料が多いアカムヌーとも性格が異なるため、両者の中間的な性格を有する資料と言える。

　４７・４８は、器形が丸味を帯びる資料である。両資料とも白色化粧土が施されていたと思われる。

鍋（第６１図４９～５３）

　４９・５０は、蓋である。５１は、全形が窺える資料である。器形は第５９図１８・第６０図２６に近似すると思われる。５３

は、比較的大型の鍋である。

急須（第６１図５４～６０）

　５４・５５は、蓋である。５４は、撮が饅頭形を呈する。５６は、第６０図３８・３９のような器形に付随する把手である。

５７は全形を窺うことのできる資料で、頸部の短い直口の口縁を持つタイプである。底部は軽い上げ底状を呈する。

５８～６０は、蓋受部を持つ資料である。

その他の器種（第６１図６１～６９、第６２図７０・７１）

　６１は、水鉢である。口縁には圏線と波状文が施されている。６２は、碗と思われる資料である。口縁は舌状を呈

し、底部はやや厚くなると思われる。胎土は粗く焼成も甘いが、比較的丁寧に成形されている。６３は、器種不明

の資料である。胴部は張り、口縁は頸部で直口状に立ち上がる。６４は、手焙りと思われる資料である。大小２つ

の孔が確認できる。また、朱が塗られていた可能性がある。
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　６５～７１は底部片である。６５は、香炉の底部と思われる資料、６６～７１は器種不明の資料である。６５・６７・６８は、

器面が滑らかに成形されているため、粘土が乾き始めてから磨いた可能性が考えられる。６６は、朱が塗られてい

た可能性のあるものである。６７は、上げ底状を呈する資料で、器壁が薄く他の資料と様相が異なる。本土産の可

能性も考えられる。６８は、朱の塗布が確認できる。６９は、底面に直径１３．９㎝の孔が造られている。７０は、深鉢の

底部の可能性がある。器面はいわゆるアバタ状を呈する。

集計所見

　最も多くの資料が出土した遺構はSK０５で、全体の２６％を占める。次いで出土量の多いSA０２は、全体の４％に

とどまることから、SK０５の出土量の多さが窺える。

　出土点数の多い器種は鍋（身）と火炉だが、重量を比較すると鍋（身）は概ね小片であることがわかる。また、

鍋（身）の出土量は急須（身）と殆ど変わらない。火炉は鍋や急須に比べて、個体の重量が重いため、集計結果

から直ちにこの地区では火炉が最も多く使用されていたとは言えないが、この３つの器種の需要は他の器種に比

べて高かったと思われる。

�）その他の土器（第６２図７２～８２）

　７２は、口縁下に外耳を持つ資料である。紐造りによって成形されており、焼成・胎土から土器と考えられるが、

釉薬が施されている。口縁はやや内傾し、胴部は張らずに丸味を帯びて底部に至る。外耳は幅１．０㎝、高さ０．５㎝

の上面が平坦な断面三角状を呈す。胴部の調整は、ハケを左上がりに施した後、横位に施している。また、外耳

直下に木口を当て、下に向かって縦位のハケを施し、接合部を調整している。ハケの幅は約０．８㎝ である。胎土

は、石灰質砂粒を多く含む点で八重山の土器と似ている。このような胎土の土器は、沖縄本島では湧田古窯跡で

も出土しており（金城　１９９３）、沖縄産の可能性も考えられる。

　７３・７４は急須である。胎土が洗練されており、薄く丁寧に成形されている。特に７４の把手部は、瓦器碗にみら

れるような棒状工具によるミガキが施されており、身との接合部はヘラ削りによって器面を整えている。このこ

とから、本土産の可能性が高い。

　７５・７６は、鍋と思われる資料である。焼成は不良で浅い黄橙色を呈すが、アカムヌーとは様相が異なり、胎土

はグスク土器に近似する。時計回り・反時計回りに砂粒が動いていることから、回転台の使用が想定される。外

面調整は、ヘラ削りの後にナデており、非常に丁寧に造られている。焼成は良好である。同様の器形を呈する資

料は糸数グスクでも出土しており（金城　１９９１）、グスク土器の可能性も考えられるが、第５９図１・２とは様相が

異なる。当調査では、他に口縁部片１点を含む小片３点が得られている。

　７７・７８は底部片である。両資料ともアカムヌーに似ているが、陶器に近い。７７は破片上部に白色化粧土が施さ

れている。

　７９～８１は、扁平の蓋である。およそ２００点もの資料が得られているが、撮は確認できない。また、胎土の細かい

資料も散見できたが、概ね焼成は不良のため瓦質土器から外した。７９・８０は円形、８１は方形になると思われる。

８０・８１には滑り止めが造り出されている。また、胎土は３点とも泥質である。同様の資料は、首里城跡城の下地

区・城郭南側下地区などでも出土している（羽方　２００４、新垣　２００４）。

　８２は器種不明の土器である。仏具の可能性があるが、用途は不明である。瓦質土器に似ているが、胎土に石灰

質砂粒を多く含む。
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混入物：①雲母　②白色粒　③黒色粒　④赤色粒　⑤貝片

第２０表　土器観察一覧（１） 単位：㎝

出 土 地 点
備　考

胎　土
色　調器種土器名称

遺物番号

層位／遺構地区混入物密度番号図

（攪乱）A-２①②③④粗内外：橙色壷グスク土器１

第　

図
・
図
版　

５９

３９

（攪乱）（不明）底径１３．４①②③④粗外：灰黄色　　
内：橙色不明グスク土器２

（攪乱）B-３①②③細内外：黄灰色鉢瓦質土器３

（攪乱）A-２外面やや磨耗①②③やや粗内外：黄灰色鉢瓦質土器４

SK０２
グリ石内C-３①②細内外：黄灰色火鉢瓦質土器５

暗褐土層B-３①②細外：にぶい黄色
内：黄灰色火鉢瓦質土器６

（攪乱）A-３①細内外：灰黄色火鉢瓦質土器７

SR０５（埋土）A-３口径３３．８
口唇スス付着①②細内外：黄灰色火鉢瓦質土器８

（攪乱）A-２口径３８．１
口唇スス付着①②細内外：灰黄色火鉢瓦質土器９

（攪乱）B-３①②細内外：黄灰色風炉瓦質土器１０

（攪乱）
瓦溜まりA-２底形１７．０①②細内外：橙色香炉？瓦質土器１１

（攪乱）（不明）内底面スス付着①②細内外：灰色火炉？瓦質土器１２

（攪乱）（不明）底径３７．６①②細内外：灰色不明瓦質土器１３

SR０５（埋土）A-３①細内外：黄灰色不明瓦質土器１４

SA０２（埋土）A-３口径１６．４
最大胴径２０．０①②④やや粗内外：橙色火炉アカムヌー１５

SA０２（埋土）A-３口径１４．６①②細内外：にぶい
　　　黄橙火炉アカムヌー１６

SA０２A-３撮径１４．４①②④細内外：橙色蓋アカムヌー１７

SK０２　C-３口径１８．４
最大胴径１７．０①②③細内外：にぶい

　　　黄橙鍋アカムヌー１８

SK０２C-３口径１２．６
最大胴径１１．８①②③細内外：にぶい

　　　黄橙鍋アカムヌー１９

SK０３A-２端径９．９
器高３．２①②③細内外：明黄褐色急須　蓋アカムヌー２０
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第５９図　土器（１）
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第２０表　土器観察一覧（２） 単位：㎝

出 土 地 点
備　考

胎　土
色　調器種土器名称

遺物番号

層位／遺構地区混入物密度番号図

SK０５A-３撮径６．７
端径１９．２①②③④細内外：にぶい

　　　黄橙鍋　蓋アカムヌー２１

第　

図
・
図
版　

６０

４０

SK０５A-３端径１３．０
庇径１４．８①②③④細内外：橙色鍋　蓋アカムヌー２２

SK０５A-３口径２０．６①②③細内外：橙色鍋アカムヌー２３

SK０５A-３口径１６．８
外面スス付着①②③④細内外：橙色鍋アカムヌー２４

SK０５　（埋土）A-３口径２０．２①②③細内外：橙色鍋アカムヌー２５

SK０５　SA０２
（埋土）A-３口径２２．０①②③細内外：橙色鍋アカムヌー２６

SK０５A-３最大胴径１６．０①②細内外：にぶい
　　　黄橙鍋アカムヌー２７

SK０５A-３外底面スス付着①②③④細内外：橙色鍋アカムヌー２８

SK０５A-３外底面スス付着①②③④細内外：橙色鍋アカムヌー２９

SK０５A-３口径１７．０
内面スス付着①②③④細内外：橙色火炉アカムヌー３０

SK０５A-３口径２１．０①②細内外：橙色火炉アカムヌー３１

SK０５A-３口径２７．２①②③④やや粗内外：橙色火炉アカムヌー３２

SK０５A-３口径１３．０
最大胴径１６．６①②③④細内外：橙色火炉アカムヌー３３

SK０５　（埋土）A-３口径１４．６
内外面スス付着①②細内外：橙色火炉アカムヌー３４

SK０５A-３高台外径１６．６①②③④粗内外：橙色火炉アカムヌー３５

SK０５A-３高台外径１８．４①②③④粗内外：橙色火炉アカムヌー３６

SK０５A-３底径２０．０
内外面スス付着①②③④粗内外：橙色火炉？アカムヌー３７

SK０５A-３最大胴径１８．５
注口内径１．５①②細内外：橙色急須アカムヌー３８

SK０５A-３口径６．６①②③細内外：橙色急須アカムヌー３９

SK０５A-３口径７．４①②③細内外：橙色急須アカムヌー４０

SK０５A-３外底面スス付着①②細外：橙色
内：にぶい黄橙急須アカムヌー４１

SK０５A-３口径２１．２
最大胴径２３．６①②③④細内外：橙色水鉢アカムヌー４２

SK０５　（埋土）A-３
口径２０．４
最大胴径２２．６
内外面スス付着

①②③細内外：橙色水鉢アカムヌー４３

SK０５A-３①②③④⑤細内外：橙色鉢アカムヌー４４

SK０５A-３口径２５．２
内外面スス付着①②③細内外：橙色焙烙？アカムヌー４５

混入物：①雲母　②白色粒　③黒色粒　④赤色粒　⑤貝片
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第６０図　土器（２）
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出 土 地 点
備　考

胎　土
色　調器種土器名称

遺物番号

層位／遺構地区混入物密度番号図

（攪乱）B-３口径２０．０
内面スス付着

①②③④粗内外：橙色火炉アカムヌー４６

第　

図
・
図
版　

６１

４１

（攪乱）A-３
口径１５．４
最大胴径１８．８
口唇スス付着

①②③④
細内外：橙色火炉アカムヌー４７

（攪乱）A-３
口径１１．８
最大胴径１６．８
外面スス付着

①②③
細内外：橙色火炉アカムヌー４８

（攪乱）A-３撮径７．６①②③④細内外：橙色鍋　蓋アカムヌー４９

（攪乱）A-３端径１２．６
庇径１４．２

①②③④細内外：橙色鍋　蓋アカムヌー５０

（攪乱）A-４

口径１９．４
最大胴径１８．４
器高１２．１
内外面スス付着

①②③④

細内外：橙色鍋アカムヌー５１

（攪乱）B-３口径２０．２
外面スス付着

①②③細内外：橙色鍋アカムヌー５２

（攪乱）C-３口径２３．８①②③細内外：橙色鍋アカムヌー５３

（攪乱）A-２撮径１．６
外面スス付着

①②③やや粗い内外：橙色急須蓋アカムヌー５４

（攪乱）A-３端径８．４
庇径１１．０

①②③粗内外：橙色急須蓋アカムヌー５５

（攪乱）B-３①②③細内外：橙色急須アカムヌー５６

（攪乱）A-３

口径１１．０　底径８．８
最大胴径１６．９
注口内径１．８
把手外径約３．８
器高１０．０
内外面スス付着

①②③

細内外：橙色急須アカムヌー５７

（攪乱）A-３
外口径１５．０
内口径１２．８
注口内径１．４

①②③④
細内外：橙色急須アカムヌー５８

（攪乱）A-３外口径９．６
内口径７．９

①②③④細内外：橙色急須アカムヌー５９

（表採）（不明）外口径１２．４
内口径１０．４

①②③④細内外：橙色急須アカムヌー６０

（攪乱）A-２口径２０．０
最大胴径２２．８

①②③細内外：にぶい
　　　橙黄水鉢アカムヌー６１

（攪乱）A-３口径１４．４
外面スス付着

①②③④粗内外：橙色碗アカムヌー６２

（攪乱）A-３口径１５．８
外面スス付着

①②③④粗内外：橙色不明アカムヌー６３

（攪乱）A-４①②③④細内外：橙色手焙り？アカムヌー６４

（攪乱）B-４底径１０．４①②③細内外：橙色香炉？アカムヌー６５

（攪乱）（不明）底径１０．６①②③やや粗い内外：橙色不明アカムヌー６６

（攪乱）B-４底径７．０②③細内外：橙色不明アカムヌー６７

（攪乱）C-４底径５．４①②③細内外：橙色不明アカムヌー６８

（攪乱）C-４底径２７．０
底面孔径１３．９

①②③④やや粗い内外：橙色不明アカムヌー６９

第２０表　土器観察一覧（３） 単位：㎝

混入物：①雲母　②白色粒　③黒色粒　④赤色粒　⑤貝片
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第６１図　土器（３）
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第２０表　土器観察一覧（４） 単位：㎝

出 土 地 点
備　考

胎　土
色　調器種土器名称

遺物番号

層位／遺構地区混入物密度番号図

（攪乱）A-３底径１４．６①②③④粗内外：橙色鉢？アカムヌー７０

第　

図
・
図
版　

６２

４２

（攪乱）（不明）底径４．６①②③細内外：橙色不明アカムヌー７１

（攪乱）A-３口径１０．８
施釉

②粗素地：褐色不明不明７２

（攪乱）（不明）外口径５．６
内口径４．４

③細外：黄橙色
内：浅黄橙急須不明７３

（攪乱）A-３把手外口径
１．２～２．５

③細外：橙色
内：黄橙色急須不明７４

（攪乱）A-４口径１９．４①②③④粗内外：浅黄橙鍋？不明７５

（攪乱）A-４口径２２．０
外面スス付着

①②③④粗内外：浅黄橙鍋？不明７６

SA０２　（埋土）A-３高台外径９．６①②③⑤細内外：にぶい橙不明不明７７

（攪乱）（不明）底径４．８①②③細内外：にぶい橙不明不明７８

（攪乱）A-３端径１９．８①②③④粗内外：橙色蓋不明７９

SA０３　グリ下層A-３端径１９．３①②③④やや粗内外：橙色蓋不明８０

（攪乱）（不明）①②細内外：にぶい橙蓋不明８１

（攪乱）A-３孔径３．０①②③粗内外：黄灰色不明不明８２

混入物：①雲母　②白色粒　③黒色粒　④赤色粒　⑤貝片
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第１２節　土製品

　今回出土した土製品は２点のみである。本資料は瓦質土器あるいは瓦の二次加工品と思われる資料で、三角柱

または四角柱に近い形態をしており、いずれも両端は平坦に仕上げられている。色調は灰褐色を呈する。また、

類似する出土遺物が今帰仁城跡（今帰仁村教育委員会

１９９１）から得られており、雁首の未製品の可能性を示唆

している。以下、製品の特徴を述べる。

　第６３図１は三角柱に近い形をしており、混入物に白色、

黒色、赤色の物質が認められる。高さ４cm、幅３cm、厚

さ約２．８cm、重量４４ｇを量る。A-２撹乱層より出土。

　同図２は四角柱の形態をなし、白色、黒色物質が混入

する。高さ約２．９cm、幅約２．１cm、厚さ約１．５cm、重量１３

ｇを量る。SA０６暗褐色混砂土層からの出土である。

第６２図　土器（４）

0 5cm
1

2

第６３図　土製品
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第１３節　瓦

　今回の調査で出土した遺物の７割強を占めており、全てのグリッドで確認されている。それらの殆どが琉大造

成層からの出土で、残念ながら時期を判別することのできる状況で確認することはできなかった。但し、SA０５根

石近くの面側から翡翠釉皿、 と共伴している事例やSK０８内からまとまって と共伴している事例が見られた。

これらについては後章で考察していく。

　全体的に見るとグスク時代から近代までのものが出土している。最も古い時期では韓半島に系譜を有する所謂、

高麗系瓦、日本本土中世における造瓦技術で作成された大和系瓦といった還元焼成の灰色瓦が見られる。これら

全形を窺われる資料は無く、全て平瓦の細片資料である。近世以降では近世後半に登場する燻し瓦の大和系瓦、

そして中国大陸に系譜を持つ明代の造瓦技術で作成された所謂、明朝系瓦がある。近世以降の大和系瓦は還元焼

成の灰色瓦、明朝系瓦には還元焼成の灰色瓦と酸化焼成の赤色瓦の２種類が見られる。瓦の種類としては軒平瓦、

平瓦、軒丸瓦、丸瓦、役瓦の５種類が確認された。全ての種類が見られたのは明朝系瓦のみで、大和系、高麗系

については平瓦のみ確認されている。琉大造成層から出土している明朝系瓦は沖縄戦焼失前の正殿、南殿、北殿、

世誇殿に葺かれていた瓦も多数、存在しているものと考えられる。以下は軒丸瓦については文様部の約半分が残

存しているもの、軒平瓦については出土地が明確なもの、平瓦と丸瓦については全体の約８割以上が残存してい

るものについて報告する。

���

第６４図１　浅黄色の明朝系瓦。文様は花文で牡丹をモチーフにしている。花弁、花芯の各部が明確であるが、葉

と茎は簡略化されている。花弁は上側に広がっているため赤花（ハイビスカス）を想起させる花文である。また

外周縁の成形は雑で、幅も一定しない。上原靜氏の編年では第Ⅸ文様に比定でき、１８世紀に相当する（上原１９９４）。

裏面中央は凹凸が見られ、端部近くは方向が一定していない横ナデが見られる。側面は面取りの意識は見られる

ものの、かなり雑に仕上げており、面取りの幅は一定していない。SK０２より出土。

第６４図２　橙色の明朝系瓦。文様は花文で牡丹と思われる。花の向きは一見、真上に見えるが、花芯部の形状か

ら横側の要素も加味した折衷タイプに見える。珠文は大きく、相互の間隔も広い。上原靜氏の編年では第Ⅲ文様

に比定でき、１８世紀以降に相当する（上原１９９４）。裏面は横位の成形痕が見られるがかなり雑に仕上げている。瓦

当部と丸瓦部との角度は９０°にはならず、若干、上方に開く。また瓦当部と丸瓦部との接続部では外縁に添って

横ナデが見られる。A-２④より出土。

���

第６４図３　大和系瓦。灰色で軒平瓦の左隅破片で唐草の巻き鬚が見られる。唐草の茎は細く、端部では二股に分

かれる。縁に添って圏線が見られ、外周縁は大きく前方に張り出している。大川分類の宇瓦崎山Ⅰ類と類似する

（大川１９７８）。裏面の成形は丁寧に仕上げており、全体的にナデ成形が見られる。混和材に白色微砂粒と灰色の大

粒砂粒が確認できる。側面は斜めに面取りがなされ、上端は下端とは逆の面取りがなされている。また器面上に

は白砂が多量に付着しているのが確認できる。取り上げ№６５０。

��

第６４図４　大和系瓦。灰色で全体的に薄造り、側面、狭端面、広端面は直に面取りがなされる。器面上には白砂

が多量に付着しており、筒部端面取りの部分に白砂は付着しない。凹凸面共に糸切り痕が見られる。前長２５．５㎝、
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狭端長１７．５㎝。胎土中央はサンドイッチ状となり黒灰色を呈する。混和材に黒、褐色粗砂が確認できる。取り上

げ№６４６。

第６４図５　高麗系瓦。オリーブ黒色を呈し、広端面は面取りが見られるが凹凸が著しく、かなり雑に仕上げてい

る。凸面には魚骨様の叩きが端部を除いてほぼ全面に見ることができ、凹面は桶巻き痕と布目痕が確認できる。

筒部端面取り部分は丁寧に成形が成されている。胎土中央はサンドイッチ状となり黒灰色を呈する。取り上げ№

３９０。

��

第６４図６　褐色の明朝系瓦。凸面は縦位に、工具による成形痕が見られ、玉縁近くは横位の成形が施され、やや

上方に反る。玉縁には縦位の筋が１本見ることができる。凹面はほぼ全面に布目痕が確認でき、筒部端面取り部

分は横位の成形が見られる。広幅面は面取りの意識は見られるものの凹凸がかなり見られる。また側面も割取っ

たままの状態を確認できることから側面はかなり雑に仕上げていることが解る。混和材は褐色細砂粒が僅かに見

られ、気泡も多く確認できる。SK０８より出土。

第６４図７　黄橙色の明朝系瓦。凸面は縦位に工具による成形痕が見られ、玉縁近くは横位の丁寧な成形が施され

る。凹面はほぼ全面に布目痕と布の皺痕が確認でき、中央辺りは糸切り痕が僅かに見られる。筒部端面取り部分

は横位の成形が見られる。側面は割取ったままの状態を確認でき、玉縁の側面は丁寧に面取りが成される。玉縁

近くは漆喰が大量に付着し、端部、幅広面にも漆喰が付着している。混和材は褐色粗粒子が多く見られる。A-２

④瓦溜まりより出土。

第６４図８　浅黄色の明朝系瓦。凸面は縦位に、工具による成形痕が見られ、玉縁近くは漆喰が大量に付着してい

る。端部にも漆喰が付着していることから瓦相互の接続部に漆喰が埋められていたことが解る。玉縁は横位の成

形が見られる。凹面は全体的に布目痕と布の皺の痕跡が確認できる。また玉縁近くには布を横位で縫った糸目痕

が見られる。ほぼ中央辺りに直径１．８㎝ の孔が凸面から凹面に向けて開けられている。おそらく、釘等で固定す

るための孔であると思われる。混和材は灰、褐色粗粒子が多く見られる。SK０２緑色土層より出土。

第２１表　瓦出土状況

合　計取り上げ
番　号

階段北 
溜まり

A－２ ④ 瓦
溜まりSK０８SK０３SK０２

出土地
種類

３１２灰色軒平

４１３褐色
軒丸

１１灰色

４５２１５１０６１２灰色
丸瓦

５１７１１１３２褐色

１５５９８９８１０３０灰色
平瓦

９５６２１６９１７褐色

３５４１７０１３３４０１６９４合　　計
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第１４節　 

　 は総数９９点出土した。遺構に伴って出土している例はSK０８の床面直上に暗オリーブ褐色粘質土層が堆積し

ており、その上面には礫が大量に混じる黄灰色の粗砂層が確認されている。この黄灰色粗砂層に が瓦と共に大

量に出土した。また、SA０５根石近くの面側栗石層下部から がまとまって出土している。全て細片で完形品は

見られなかったが翡翠釉皿と共に出土している点で注目される。階段遺構の北側からも がまとまって出土して

いる。ここからは完形品に近いものが確認されており、戦前まで残存していた世誇殿または、大正期まで残存し

ていた女官居室に関係する資料であると想定される。以下は出土した資料の中で、残りの良い資料４点を図示し

た（第６４図９～１２）。

　９は平面形が正四角形を呈するものと思われ、上面に二つの三角形の先端を向かい合わせた様な文様が彫られ

ている。片方の三角形の中に「コ」の字の様な文様が彫られている。正確にはＬ字形の文様の下先端に「�」の

文様を繋げたものである。上面は丁寧に調整されており、側面は水平に削りの調整が見られ、側面は上面に対し

垂直ではなく、下面に向かって内側に傾斜するように造られている。施工の際にはめ込みを容易にするためのも

のであると考えられる（上原２００４）。色調は灰色。厚さ約４．５㎝。出土地区は階段北 溜り。

　１０は平面形が正四角形を呈するものと思われ、側面と下面に水平に削りの調整が見られる。上面にも僅かでは

あるが同様の調整が見られる。９の資料と同様に、下面に向かって内側に傾斜するように造られている。直径約

１～４㎜の混入物が多量に入る。色調は灰色。厚さ約４．７㎝。出土地区はSK０２埋土褐色土層。

　１１は平面形が正四角形を呈するもので、上面は丁寧に調整されており、側面と下面は雑ではあるが、水平に削

りの調整が見られる。９の資料と同様に、下面に向かって内側に傾斜するように造られている。色調は明黄褐色。

一辺の長さは約２３．５㎝。厚さ約４．２㎝。出土地区は階段北 溜り。

　１２は平面形がやや正四角形を呈するもので、上面は丁寧に調整されており、側面は水平に削りの調整が、下面

は雑ではあるがナデ調整されている。この資料も同図９の資料と同様に下面に向かって内側に傾斜するように造

られている。色調は灰黄色。一辺の長さは約２５㎝。厚さ約３．８㎝。出土地区は階段北 溜り。

引用文献

上原　靜「第１５節　 」『首里城跡－東のアザナ地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第２０集

　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター　２００４

第２２表　 出土状況

合　計階段北 
溜まり

A-２ ④ 瓦
溜まりSK０８SK０２

出土地

色

５２４６３２１褐　色

４７３５６６灰　色

９９８１３８７合　計
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第１５節　金属製品

　金属は多く出土しているが、不明な資料が多い。製品としては主に、釘、小札、八双金物、鍔、切羽、把手、

包丁、飾り金具、指輪、簪、火箸などがあり、２８点を第６５・６６図に図化した。八双金物は透かしになっており、

類似資料が同じ首里城跡南殿・北殿（沖縄県教育委員会１９９８）からも出土している。簪は予想外に少なく、図化

資料以外には１点の出土であった。出土した製品の中で群を抜いて多いのは鉄釘であった。鉄製品は錆による腐

食が進んでおり、ひびや剥離が進行している資料が大半を占めていた。鉄製品は総量約３２．７５kg、銅製品は約

６．２kgの出土があった。

　また、１点のみ坩堝と思われる資料も得られたので、この節で掲載する。

注　「－」：測定不可

単位：㎝/ｇ

第２３表　金属製品観察一覧（１）

出 土 地観 察 所 見残存
重量残存厚残存幅

（横）
残存長
（縦）材質器種・部位挿図番号

図版番号

B-４戦前遺物
包含層

角釘。下部で折れ曲がる。頭部は方
形。８５１．２１．１１５．２

鉄

釘

１

第　

図
・
図
版　

６５

４４

SA０３
栗石下層角釘。断面は長方形、頭部は方形。１０．３０．６０．８６．７２

B-３攪乱層身の断面は四角だが、角が取られて
いる感がある。１４．００．６０．５５４．４

銅

３

SK０５内身は四角柱で、頭はつぶれ、元の形
がよくわからない。下半部でゆがむ。１．０３．０３．０２．６４

SK０５内頭部は欠損。３．１３．８３．８４．５

釘状製品

５

攪乱層断面は四角。上部に溝が入る。４８．５０．９１．０５８．９６

攪乱層上部・下部共に欠けるが、保存状態
は良い。用途不明。２９．７０．５１．４７．２板状製品７

A-３
④攪乱層

錆ぶくれが著しく、原型輪郭がはっ
きりしない。１５．１０．５１．４８．１

鉄

鏃８

攪乱層上部が欠損する。５．７０．３２．２３．５

小札

９

A-３トレンチ②
攪乱層

ほぼ完形。二枚が重なった状態で錆
により癒着する。孔が錆で塞がれ、
位置がはっきりとは確認できない。

２４．２０．７４．１６．６１０

B-３攪乱層鍍金が施される。唐草文が描かれ、
透かし彫りになる。５．８０．１４．７２．０

銅

八双１１

SA０５埋土破片であるため、全形が窺えない。
錆が入り砂などが付着する。４．７０．２２．６２．１切羽１２
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第２３表　金属製品観察一覧（２）

出 土 地観 察 所 見残存
重量残存厚残存幅

（横）
残存長
（縦）材質器種・部位挿図番号

図版番号

B-４攪乱層
破片であるため、全形が窺えない。
縁は丸く厚みを持つ。錆が入り砂な
どが付着する。

８．００．１１．３３．１銅鍔１３

第　

図
・
図
版　

６５

４４

B-４②
黒褐色土層

着弾によるものか、一部平面を持
つ。３３．８１．７２．１２．１銅弾１４

A-３トレンチ②
攪乱層

約１／３のみ残存。錆による腐食が著
しく、縦方向にいくつものひび割れ
が走る。状態は悪い。

１１．９０．７－５．６

鉄

取手１５

B-３③攪乱層錆による腐食が著しくひびが走る。
状態は非常に悪い。３５．７０．５３．５８．６包丁１６

戦前遺物包含
層

用途は不明だが、灯明具とも考えら
れる。状態は良く、中心に四角柱が
取り付けられる。

６３．１０．０８９．５９．５銅？灯明具？１７

A-３④攪乱層

鍍金が施される。表面には魚々子が
入るが、半分は錆に覆われ、見えな
い。中央に６㎜ と２㎜ の孔が一列に
並ぶ。

４９．９０．１４．５７．７

銅

飾り金具

１８

第　

図
・
図
版　

６６

４５

攪乱層表面には鍍金が施され文様は見られ
ない。裏面には僅かに錆が入る。１．８０．０８８．２４．６１９

西側トレンチ⑤
攪乱層

横に二本の沈線が入り、その間にＳ
字が伸びたような文様が刻まれる。
鍍金が施されているが、錆で覆われ
る。

２．００．０８０．７直径１．９

指輪

２０

D-４トレンチ①
攪乱層

縦方向に細かく溝が刻まれる。多少
圧迫され楕円形になる。表面は鍍金
が施されているが、錆で覆われる。

１．５０．１５０．３直径１．９
×２．０５２１

SD０１溝内
耳掻き状。竿断面はカブ側が円柱、
先端側は六角柱になる。先端は摩滅
しているが六角錐。

９．９－直径
０．３１７．６簪２２

世誇殿
黄褐色微砂層

上部が欠け、よくわからないが、簪
かと思われる。竿は菱形の断面を持
ち、先端側は鉾の形状に似る。

５．７０．４０．５７．６

簪？

２３

SK０５内
簪の一部とも思われるが、八画に区
切られるため、飾り金具とも考えら
れる。

４．６０．１２．８３．１２４

SK０５内

上部は六角柱、下部では円柱にな
る。先端は丸い。二本が鎖で繋が
れ、セットになる。錆が多少入る
が、状態は良い。

２７－

上部直径
４．８
下部直径
２．５

１７．６火箸２５

攪乱層梁などに取り付けられる校章とも考
えられるが、はっきりしない。５２．５０．１９．５９．０

ア
ル
ミ
？

不明

２６

SR０１埋土
蓋とも考えられる。全体的にゆが
み、原形を留めない。孔は意図的な
ものかどうかは不明。

４２．４０．０８－直径
（１６．０）２７

攪乱層坩堝の破片と思われる。焼けている
ためか、軽い。３．１０．７２．０３．１坩堝２８

単位：㎝/ｇ

注　「－」：測定不可　「（　）」：推定
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第６５図　金属製品（１）
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第６６図　金属製品（２）
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第１６節　銭貨

　今回の調査で得られた銭貨は判読不明の資料を含めた有文銭と無文銭があり、総数が２５４点であった。判読可

能な有文銭は中国銭と日本銭があり、後者は１７世紀以降の寛永通寶のみであるが、前者は開元通寶を最古の銭種

とし、明代の永樂通寶まで約２０種が出土している。この中国銭を王朝ごとに見ると、唐朝銭２種、北宋銭１５種、

明朝銭２種となる。

　無文銭に関しては、雁首銭や孔のサイズが明らかに異なる資料などが確認され、また中には加工をした銭貨も

認められた。

　なお、銭貨の判読はＸ線透過撮影により行った。

注　○：欠損

第２４表　銭貨観察一覧（１）

備考出土地残存
重量銭 厚孔径

（横）
孔径
（縦）内径外径初鋳年書 体銭 文挿図番号

図版番号

背の輪が不鮮明。
開元通寶。

A-４ トレンチ
①攪乱２．７９１．４２―６．１８１９．７５２４．０７６２１年楷書体開元○寶１

第　

図
・
図
版　

６７

４６

 元重寶。攪乱１．８５１．４７――――７５８年楷書体○元重○２

面が濶縁で、背の
輪は不明瞭。C-３表採３．７１１．４５５．５２５．４０１７．４６２５．５８９９０年草書体淳化元寶３

面が濶縁で、背の
輪は不明瞭。

A-３ トレンチ
②攪乱３．５７１．２９５．７３５．４７１８．７０２５．０８９９５年楷書体至道元寶４

濶縁。咸平元寶。A-４ トレンチ
⑦攪乱１．７２１．１７――――９９８年楷書体咸平○○５

銭文は摩滅する。
錆は少ない。№　８０６３．６５１．５３５．４６５．５９１９．２３２６．１６１００８年楷書体祥符元寶６

背が濶縁。景祐元
寶。

A-３ トレンチ
②攪乱２．４１１．１３６．３５６．１５――１０３４年楷書体景祐○寶７

背の輪幅が不統
一。

B- ②
黒褐色土層３．９６１．２７６．９７６．６４１９．０８２５．０３１０３７年楷書体皇宋通寶８

至和通寶。黄褐色
微砂層２．２８１．３８７．２７６．４０――１０５４年篆書体○和元寶９

背の輪が不明瞭。B-３④攪乱２．７０１．１８７．１５７．０２１９．９３２４．９９１０５６年篆書体嘉祐元寶１０

孔の「寶」側を１ヵ
所だけ抉る。B-３④攪乱３．１２１．５３６．３０６．５１１９．８１２５．２８１０６４年篆書体治平元寶１１

背の輪が不鮮明。攪乱３．１３１．２７６．８４７．２５１９．９３２４．９６１０６８年篆書体煕寧元寶１２

背の輪が不明瞭。
孔に抉りを入れる。攪乱３．７８１．４８５．４８５．５８１９．２７２４．７５１０６８年篆書体煕寧元寶１３

背の輪が不鮮明。B-３④攪乱３．８９１．３３６．４４６．５１１８．７８２４．６６１０７８年行書体元豊通寶１４

背の輪幅が不統
一。

A-３ トレンチ
②攪乱３．９３１．３２５．２９５．３８１８．６３２４．２８１０７８年篆書体元豊通寶１５

単位：㎜/ｇ
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第２４表　銭貨観察一覧（２）

備考出土地残存
重量銭 厚孔径

（横）
孔径
（縦）内径外径初鋳年書 体銭 文挿図番号

図版番号

背の輪幅が不統
一。C-３栗石４．３４１．７６６．３５６．３７２０．５０２５．２６１０８６年篆書体元祐通寶１６

第　

図
・
図
版　

６７

４６

背が濶縁。SS０１埋土３．１２１．１８６．８６７．０４１８．０８２４．７０１０８６年行書体元祐通寶１７

背が濶縁。紹聖元
寶。

SK０７埋土
淡褐色土１．４５１．１８――――１０９４年篆書体紹聖○○１８

背の輪が不明瞭。
聖宋元寶。B-３④攪乱１．９２１．１７――――１１０１年篆書体聖宋○○１９

孔が円形になる。B-３④攪乱３．５４１．６０５．７５５．６５２０．２６２４．６２１１１１年分楷書政和通寶２０

孔に抉りを入れる。C-４①攪乱３．７７１．５２５．９８５．９４２１．５２２４．９７１１１１年篆書体政和通寶２１

背上に「浙」の文
字。洪武通寶。攪乱１．５５１．４９５．５６５．９１――１３６８年楷書体洪○通寶２２

第　

図
・
図
版　

６８

４７

大銭。背右に「二
銭」の文字。

西トレンチ
攪乱７．４１１．６５５．６２５．６４２３．１８３０．３４１３６８年楷書体洪武通寶２３

銭文が明瞭。錆の
付着が少ない。B-３④攪乱３．６０１．５１５．１１５．３５２０．８９２５．５４１４０８年楷書体永樂通寶２４

Ⅰ期寛永。背が濶
縁。B-３②攪乱３．８６１．１９５．７７５．７３１９．４６２４．９４１６３６年楷書体寛永通寶２５

Ⅲ期寛永。背が濶
縁。SK０５内３．３３１．３７６．１４６．０２１８．７６２３．６３１６９７年楷書体寛永通寶２６

面の輪が濶縁。紹
聖元寶か紹興元寶
か？

B-３④攪乱１．１５１．３７―――――篆書体紹○○○２７

背の輪が不明瞭。
天禧通寶か開禧通
寶か？

B-３①
栗石上層１．６５１．４７―４．９３―――楷書体○禧通○２８

背下に「二」の文
字。淳煕元寶か紹
煕元寶か？

B-３④攪乱２．２８２．１７５．８１６．０８―――楷書体○煕元寶２９

背が濶縁。B-３④攪乱１．９４１．５８―――――楷書体○定通○３０

孔に抉りを入れる。B-３④攪乱１．８１１．３１６．６１――――楷書体大○○寶３１

不明瞭な輪が見ら
れる。銭文が摩滅
したか、踏み返しで
不明瞭になったか？

A-４攪乱２．５４１．１８５．４９５．１９―２２．６３――無文銭３２

孔に工具痕あり。攪乱１．７７１．１２６．９９６．９４―２０．８８――無文銭３３

肉薄で、一部に亀
裂が確認できる。A-４攪乱１．３２０．９６８．７３７．７８―１８．７７――無文銭３４

火皿の内底面から
穿孔される。攪乱２．０８１．３９５．９１４．１０―１９．５９――雁首銭３５

注　○：欠損

単位：㎜/ｇ
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第６７図　銭貨（１）
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第６８図　銭貨（２）

第１７節　貝製品

　今回の調査では１５点の資料が得られ、９割以上がヤコウガイで、そのほとんどが加工若しくは製品加工の残欠

資料である。第６９図１、２はヤコウガイ製杓子状製品の未製品である。沖縄の中・近世では一般的には魚の尾鰭

状を呈しており、器表は研磨が施されているとしている（盛本　２００４）。１は長さ９．５㎝、幅７．８㎝、重さ６９ｇ。

SD０１造成土から出土。２は長さ７．８㎝、幅６㎝、重さ３７ｇ。B-４撹乱から出土。

　３は製品の材料として体層を剥離したと思われる痕跡と上面に孔が見られるので図化した。特にヤコウガイの

体層部は柄杓などに加工され儀式の際に用いられたとされる（木下　１９８１）。長さ１４㎝、幅１１㎝、重さ４２０ｇ、撹乱

から出土。

　４もヤコウガイの臍孔部に半円形の孔が見られ、５はニシキウズの体層に３ヶ所の孔を穿っているが何れとも

用途は不明である。４は長さ５．３㎝、幅１０．７㎝、重さ１６３ｇ。撹乱から出土。５は長さ５．５㎝、幅は７．１㎝、重さ９５ｇ。

B-４撹乱から出土。
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第６９図　貝製品
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第１８節　骨製品

　今回の調査では１２点の資料が得られ、その内５点を図化した。第７０図４、５はハブラシの柄で４は色が白くや

や曲がり気味である事からジュゴンの肋骨を加工したものと思われる。上部に３列の植毛孔が見られ、裏側には

穴の位置に線刻が見られる。断面は楕円形で長さ９．４㎝、幅１㎝、重さ５．６ｇ。B-３③撹乱から出土。５はブラシ部

分が欠損しており、くびれ部分と柄が残る。断面は三角形に近い形状を呈している。長さ８．６㎝、幅１ ㎝、重さ

４．２ｇ。B-３③撹乱から出土。

　１はエイの椎体の中心に穴を穿ったもので、用途については断言できないが何らかの装飾に使用されたと思わ

れる。長さ１．５㎝、幅１．４５㎝、重さ０．９ｇ。Ａ-４④から出土。２は洋服のボタンで糸通しの為の孔が５個穿ってい

る。長さ１．３㎝、幅１．４㎝、重さ０．５g。B-３③撹乱から出土。

　３は骨鏃で茎の部分と矢に装着する為の尖端部が見られる。茎、尖端部ともに削り取られた後、研磨が施され

ており、断面は茎が円形なのに対し尖端部は方形を成す。東のアザナ地区では鏃身の尖端部と茎が出土しており

類例資料として挙げられる。長さ４．２㎝、幅０．９㎝、重さ１．７ｇ。SR０９埋土から出土。

　その他図化しなかった資料の中にはヘラ状や針状に加工された骨やジュゴンの骨の未製品も見られる。

第１９節　玉製品

　当遺跡において、玉製品は勾玉３点、丸玉１点、小玉２８点の総数３２点が出土、内７点を図化した。材質別にみ

ると、勾玉は石製が２点、土製品１点、丸玉・小玉はすべてガラス製である。小玉は２１点が最大径５ ㎜未満、７

点が最大径５ ㎜以上で、最大径５ ㎜未満のものがほとんどであった。色調は赤１点、緑１点、水色２６点と水色が

圧倒的に多い。個々についての詳細は第２５表に記した。

0 5cm

1

2

3

4
5

第７０図　骨製品
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第７１図　玉製品

第２５表　玉製品観察一覧

出 土 地観 察 所 見重 量孔形最大径
（最大幅）

高さ
（最大長）色 調材 質種類挿図番号

図版番号

A-２トレンチ④
～⑥撹乱

完形品。造りはいびつで、
頸部に筋状の加工痕が顕著
に残っている。

１３．６５３８４－３６灰白色石製

勾玉

１

第　

図
・
図
版　

７１

４９

A-３トレンチ②
撹乱

尾部のみの欠損品。濃い緑
に黒の斑点が斑に入ってい
る。丁寧に研磨されてお
り、なめらかな表面である。

６．５１０２－１７２９緑色石製２

№　５４９尾部のみの欠損品。２．９８３８－－２５赤褐色土製３

C-３トレンチ１
完形品。形はややいびつで
表面に螺旋状の筋が見られ
る。

２．８１５２２１１．１１２水色

ガラス製

丸玉４

A-２撹乱完形品。表面はなめらかで
光沢がある。０．０８８８１４４赤色

小玉

５

A-３④　SA０３
西側　コ－ラル
～橙色土間層

完形品。表面にアバタと螺
旋状の筋が明瞭にみられ
る。

０．１７３２６４．１

水色

６

A-３④　SA０３
西側　コーラル
～橙色土間層

完形品。表面にアバタと螺
旋状の筋が明瞭にみられ
る。

０．１８２５２５．８４．１７

単位：㎜/ｇ

1

4

2 3

765

0 2cm
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第２６表　玉製品出土状況

合計表採撹乱№
８５７

№
５４９

№
２６４

C-B-A-SASR出土地

分　類 ４３４３２０３０９

３１１１勾　玉

１１丸　玉

２８１３１１２１３１２１２１小　玉

３２１３１１１２２３１３２２１合　計

第２７表　玉製品計測表（実測外の小玉）

出 土 地色　調残存状態
法　量（㎜／ｇ）

遺物番号
重　量孔　径最大径高　さ

表採水色完０．０１６７１２．５２１

B-４②黒褐色土層水色完０．１１４４１．８４．６３．９２

B-４②黒褐色土層水色完０．０２６３０．０２２．９２．２３

B-４②黒褐色土層水色破０．０１３１１．９１．９３．１４

西側トレンチ⑦カク水色破０．３０２４１．７７６．７５

SR０９埋土緑色完０．１６３８１．４５．５２．９６

№　８５７水色完０．０３１５１．１３．１１．８７

C-４②カク水色完０．０３７７０．６２．８２．３８

C-３①カク水色完０．０３０７１．３３．１２．１９

C-４①グリ石埋土水色完０．３０１３１．６６５１０

№　２６４水色完０．０１８８１．１２．５４２１１

西側トレンチ⑤カク水色完０．０４７５１．９３．８２．３１２

A-３④カク水色完０．２６４９２６．２４．６１３

A-３④カク水色完０．１６７　２．２４．９４１４

A-３④カク水色完０．１０５　１．８４．３４．４１５

A-３④カク水色破０．０９２７２４．５３．５１６

A-３④カク水色完０．１２６７２４．８４１７

A-３④カク水色完０．１０４３２．２４．７３．８１８

A-３④カク水色破０．０８１７２．４４．４４．１１９

A-３④カク水色破０．０９０３２４．５３．２２０

A-３④カク水色破０．０２５１２．６４．３１．４２１

A-３④カク水色破０．００８５０．９３．１２２２

A-３④カク水色破０．１２７４１．８５３．７２３

A-３④カク水色完０．０６２７２．２４．３３．４２４

南東部トレカク水色完０．０２８１０．８２．５２．１２５
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第２０節　煙管

　煙管は４６点出土している。内訳は羅宇煙管４５点、延煙管１点で、そ

のうち１２点を第７２図に図化した。資料のほとんどが陶器で、金属製は

ここに取り上げた３点のみであった。施釉陶器の出土数は雁首（１２点）

と吸口（１３点）の割合がほとんど同じであった。無釉陶器（１８点）は

雁首のみの出土で、面取りされているものより、細かく器面調整して

いる資料が多くみられた。また、面取りされている資料には自然釉が

掛かる傾向がみられる。金属製の羅宇煙管（２点）には胴に羅宇（竹？）

が残存する。各々の観察所見は第２８表に記す。なお、土製の雁首未製

品と思われる資料が得られているが、今回は土製品として扱った。

＜キセルの名称＞
『キセル』たばこと塩の博物館　１９８８年

注　「－」：測定不可

単位：㎝/ｇ出 土 地観 察 所 見長さ高さ
吸口小口火皿

部 位
分類挿図番号

図版番号 内径外径内径外径内径外径材質形態

SK０５内全体的に細かく面取り調整される。赤
褐色を呈す。３．６１１．３４－－０．８８１．３６１．１２１．８０

雁首／
破

無
釉
陶
器

羅

宇

煙

管

１

第　

図
・
図
版　

７２

５０

東側トレンチ
②攪乱層

八角形に面取りされる。全面に自然釉
が掛かる。特に火皿半分と小口付近下
部は黒褐色を呈す。火皿内面に調製痕
が見られる。

－１．６３－－－－１．２３１．９１２

SA０１埋土火皿内面から小口付近まで灰釉がかか
る。釣り鐘状に膨らんだ形状になる。３．０２２．５５－－１．０４１．６１１．２３１．５３

雁首／
破

施

釉

陶

器

３

SK０５内内外面共に、小口付近まで灰釉がかか
る。全体的に雑な作り。２．７９２．１７－－１．０６１．４８１．０９１．３６４

SK０５内火皿内面から小口付近まで釉が掛かる。
中国産か？２．５８２．１８－－０．９２１．３７１．４９１．３５５

表採火皿内面から小口付近まで緑釉を施す
が剥落が激しい。全体的に雑な作り。２．６１１．９２－－０．７４１．１３１．０８１．４１雁首／

完６

A-３トレンチ
②攪乱層

火皿内外面共に瑠璃釉を施すが、とこ
ろどころ剥げる。胎土は橙色を呈す。－－－－－－０．９７１．４０雁首／

破７

SA０２埋土全面に透明釉が掛かる。２．４９１．９７０．３５０．６５１．０７１．５８－－
吸口／
完

８

SK０５内外面に緑釉を施すが、剥落が著しい。
全体的に雑な作り。２．６１．４８０．３５０．５９１．０５１．４７－－９

B-３③
撹乱層

火皿付け根から小口にかけて八角形を
呈す。胴に羅宇（竹？）が残る。全面
に錆が見られる。１１と対になるのか？
真鍮製か。

５．２７１．８０－－０．７７０．９５０．８４１．１２雁首／
完

金　
　
　

属

１０

西側トレンチ
④撹乱

全体的に八角形に面取りされるが、吸
口は丸みを帯びる。胴に羅宇（竹？）
が残る。全面に錆が見られる。１０と対
になるのか？真鍮製か。

７．７８１．１４０．２６０．７１０．９７１．００－－吸口／
完１１

B-３表採

火皿は欠損する。火皿手前の胴上部に
見られるへこみは火種を捨てる際の敲
打痕と思われる。吸口は楕円形になる。
全面に錆が見られる。銅製。

１１．５－

長径
０．３１
短径
０．２８

長径
０．５２
短径
０．５

－－－－破
延
煙
管

１２

単位：㎝第２８表　煙管観察一覧
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第７２図　煙管

第２９表　煙管出土状況

合計撹乱表採
C－B－A－世誇殿SKSDSA出土地

分　類
４３４３２黄褐色

微砂層０８０５０１０２０１

１８４１１１３４１１１１雁首無釉陶器

１３２１３４１２吸口
施釉陶器

１２４１１２１２１雁首

１１吸口

金属製品 １１雁首

１１延煙管

４６１１３１６４６１２１７１２１合　　計
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第２１節　石製品

　本調査において出土した製品は、石球３点、円盤状石製品１点、札状砥石２点、石筆２点、硯１１点、用途不明

製品１点である。なお、漆喰製凸状製品１点についても本節で報告する。

��

　石球は大型１点、小型が２点得られている。第７３図１は大型石球で、全体的に叩き痕が目立つものの、２ヵ所

に凹みも見られる。長軸は１２．５㎝ で、短軸が１１．１㎝ となっており、重量は１９２０ｇである。SA０６暗褐色混砂土層か

ら得られている。

　同図２は小型の石球である。一部に面が確認できるものの、全体的に滑らかに研かれている。長軸１．７㎝、短軸

１．７㎝ で、重量は６．２ｇとなっている。出土地はB-４戦前遺物包含層である。

　同図３も小型石球である。形態はほぼ球状をなしているが、いびつであり、全体的に傷も目立つ。長軸は１．９㎝、

短軸は２．３㎝ で、重量は９．７ｇを測る。A-２撹乱層の出土である。

������

　第７３図４は全体に研磨を施し、半球状に仕上げている。計測値は長径、短径ともに約１．３㎝、厚さは約０．７㎝で、

重量は１．５ｇである。なお、本資料は円盤状製品の範疇であると考えられるが、材質を考慮して本節に含めた。

�������

　第７３図６は漆喰製品で、形態は逆「凸」字状をしている。上面は平坦に整形されており、下面についてもほぼ

平らに仕上げている。また上面の径は約１３㎝、下面の径は約６．８㎝、高さ約７．２㎝ で、重量は８６０ｇとなっている。

なお、本資料は何らかの蓋としての機能を有していたと思われる。出土地点はSK０８内である。

����

　砥石は２点出土しており、第７３図７・８に図示した。７はほぼ完形の砥石である。全面が丁寧に研磨されてお

り、上部は表と裏の２面から穿孔される。長軸８．３㎝ で、短軸が２．１㎝、厚さは１．２㎝ を測り、残存重量は４１．９ｇと

なっている。出土地はB-３暗褐色土層である。

　同図８は砥石の破損品である。丁寧に磨かれているが、使用痕も認められる。また、上部には表裏２面から孔

を穿っている。破損品のため長軸は不明だが、短軸は約１．９㎝ で、厚さが約０．７㎝ となっており、残存重量は９．４ｇ

である。SK０６埋土撹乱層からの出土である。

��

　２点とも断面形態が円形の石筆と思われる製品である。第７３図９は下端を二段階に分けて細かく削り、先に鋭

さをもたせる。一方、上端は粗く削ることで、下端に比べてやや丸みをもっている。長軸は３．９㎝、短軸０．８㎝、

重量が３．６ｇとなっている。出土地はB-３③攪乱層である。

　同図１０は一端が欠損した資料である。本資料も端部を削ることで先端を尖らせているものの、使用のためか、

わずかに丸みをもっている。欠損品のため本来の長さは不明だが、短軸は０．７㎝、残存重量は１．４ｇである。A-４・

B-４世誇殿前庭埋土において出土した。
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�

　硯は総数１１点が出土した。そのうち５点を図示し、以下に詳細を述べる。なお、各部位の名称は『首里城跡－

下之御庭ほか－』に倣った。

　第７４図１１は墨堂が楕円状に磨り減る資料である。硯背は平坦に仕上げており、「津波」の文字が確認できる。欠

損品のため長軸は不明であるが、短軸は約６．５㎝で厚さが１．３㎝、残存重量は９１ｇである。本資料は表採品である。

　同図１２は墨堂から硯池にいたる資料である。墨堂は全体的に細かい傷が見られ、硯縁にもライン状の傷が確認

できる。硯背は平たく仕上げ、「念次良」という文字が見受けられる。長軸は破損し不明であるが、短軸約４㎝、

厚さ約０．８㎝を測り、残存重量２６．６ｇとなっている。撹乱層よりの出土である。

　同図１３は墨池が欠損する資料である。墨堂の一部に磨耗が認められ、その部分に細かな傷が集中する。また、

硯背は隅丸方形にくぼませている。長軸は不明であり、短軸が約７．８㎝、厚さが約１．７㎝、残存重量が３７４．６ｇを量

る。出土場所はB-３③攪乱層である。

　同図１４は墨堂のみの資料で、残存する墨堂全面に細かい傷が見られる。欠損が著しいため、硯背の状況や長軸

および短軸については把握できない。厚さ約１．３㎝で、残存重量５４．１ｇである。A-３撹乱層から得られた。

　同図１５は墨堂から墨池にいたる資料である。墨堂には細かな傷が目立つものの、墨池部分は比較的少ない。硯

背は長軸に沿って直線的なくぼみを有する。欠損品のため長軸は不明であるが、短軸は７．６㎝、厚さ約２㎝、残存

重量２２７．８ｇとなっている。本資料はB-３③攪乱層からの出土である。

������

　第７３図５は用途不明の製品である。上部に０．１㎝ の孔を穿ち、上端２ヵ所に抉りを入れる。長軸は不明である

が、短軸は２．１㎝で、残存重量が０．３ｇとなっている。本資料は撹乱層より得られた。
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第７３図　石製品（１）
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第７４図　石製品（２）
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第２２節　円盤状製品

　今回の調査では全部で５６点の資料が得られた。撹乱層からの出土が多いものの遺構からは中国産褐釉陶器、タ

イ産褐釉陶器、青磁、中国産染付などの輸入陶磁器を加工した製品が見られた。

　製品別に見ると中国産褐釉陶器を加工した製品が多く見られ、瓦、沖縄産無釉陶器、タイ産褐釉陶器と続く。

その他にも天目、薩摩産の褐釉陶器、肥前系の染付といった本土産の陶磁器を加工した製品も見られた。全体的

に加工が丁寧で円形もしくは円形に近い形のものが多く、中には打割調整後に研磨し角を落とした製品も見られ

た。一方で円形もしくは円形に近い形ではなく方形や五角形に加工されたと思われる製品も見られる。円形に加

工する途上であったとも考えられるが、他の調査で円形以外の形に加工しようとしたのではないかと思われる資

料を得た例もあるので方形や五角形に加工された製品である事も否定できない。大きさでは３ ㎝ ～４ ㎝ の製品が

最も多く、次いで２ ㎝ ～３ ㎝、４ ㎝ ～５ ㎝ の順番となっており、２ ㎝ ～５ ㎝程度の製品の割合が多くを占める。

　他の遺跡と比較してみると製品の大きさよりも種類に差異が見られる。ナカンダカリヤマ古墓群では瓦と沖縄

産無釉陶器、壷屋古窯跡では沖縄産無釉陶器、陶質土器が多くを占めるのに対し、御内原では輸入陶磁器の割合

が多く、更に他の遺跡ではあまり見られないタイ産の褐釉陶器を加工した製品がある事も特筆すべき点であろう。

また首里城内での他の地区でも輸入陶磁器を転用した製品が多く見られる。

　この事からも当時、首里城跡には中国、日本を始めタイなどアジア各国の陶磁器が集まっていた事が窺える。

単位：㎝/ｇ第３０表　円盤状製品観察一覧

出 土 地備　　　　　考素　材
法　　　量

状態挿図番号
図版番号 重量厚さ短径長径

SR０５打割調整がかなり丁寧でほぼ円形。側面も角が削られてい
る。表面に紋様が見られるが判読できず。青磁４３．２１．３３４．２９４．９７完１

第　

図
・
図
版　

７５

５３

SA０６　暗褐色
砂土

薩摩産の褐釉を加工。丁寧に打割調整されており、方形に
近い形を呈する。

本土産
陶磁器１００．７１３．１８３．３３完２

撹乱
肥前系。表面に羽状紋、裏面に四方襷紋が見られる事から
碗の口縁部を加工した物と思われる。丁寧に打割調整され
ており、形状は円形。

本土産
染付２．１０．３１２．１１２．１３完３

B-３　撹乱
表面が蛇の目状に施釉されている事から瓶の底部を加工し
たものと思われる。形状は円形を意識しているが打割調整
が粗く、表面からの打割に偏っている。

白磁１０１．６１．６４７．９９８．３６完４

SK０２
表面には圏線と蓮華の絵、裏面は高台から延びる放射状の線
がそれぞれ呉須で描かれている。また外底には「富、長、貴、
春」の文字が見られる。円形を意識しているが打割調整が粗い。

中国産
染付２２．６１．２６４．６０４．６９完５

№　５６１五角形に加工されている。表面が一部外反している事から
壷又は甕の頚部付近を加工したものと思われる。

中国産
褐釉８．９０．８７２．５５２．７４完６

SA０３　グリ石
上層

打割調整が丁寧でほぼ円形に加工されており、側面も角が
削られている。

タイ産
褐釉７．４０．７２２．６１２．８５完７

A-３　トレンチ
②撹乱

天目の碗の底部を加工したものと思われる。円形で高台の
形状に合わせて打割調整をしている。

本土産
陶器３７．８１．４３４．６２４．８２完８

B-４　撹乱形状はほぼ円形。側面がかなり磨耗しており角がない。沖縄産
無釉陶器１５．２０．９３３．９９４．０１完９

A-４　トレンチ
⑦撹乱

打割調整が粗く方形に近い形状を呈している。高台も打割
調整により削られている。

沖縄産
施釉陶器８２．８２．０３６．２１６．２７完１０

A-３　トレンチ
①

打割調整が粗く六角形の形状を呈している。表面に変色が
見られる。瓦質土器７４．１１．８９６．２２６．４６完１１

SK０２　埋土赤瓦を加工しており打割調整が粗いものの磨耗しているた
め円形。裏面に縄目痕が見られる。瓦９４．４１．７３７．１６７．４１完１２

B-４　トレンチ
①撹乱頁石を加工。円形で打割調整が細かい。石９．８０．５２３．２８３．４７完１３
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第７５図　円盤状製品
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第２３節　木製品

　今回の調査では僅かではあるが木製品も出土している。これまで首里城跡から木製品を報告している事例は極

めて限られているため、以下に２点のみであるが報告する。

　何れも腐食が著しく、旧態が窺えるものは見られないが、３面面取りされ、縦に直線状の溝が見られる木柱製

品が１点確認されている。また鉄釘が打たれていることから、御内原地区にかつてあった建造物の部材であると

考えられる。しかし攪乱層からの出土であるため、詳細については不明である（図版２－１）。また漆喰が付着し

た同様の製品も確認されている（図版２－２）。これら以外に棒状製品も確認されたがこれらも腐食が著しく攪乱

層からの出土であるため、詳細については不明である。

図版２　木製品

1

2
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第２４節　貝類遺存体

　今回の調査では第３１表に一覧したように、腹足綱（巻貝）２２科５８種以上、二枚貝綱１５科３８種以上、鞘形亜綱１

科１種、ウニ綱１科１種を同定している。

　腹足綱ではマガキガイ、ウミニナカニモリ、カンギクが多く見られ二枚貝綱ではアラスジケマンガイ、ハマグ

リ、ウラキツキガイが最も多く見られるが、中でもアラスジケマンガイは突出して多く、全ての貝類の中で多数

を占める。

　生息域では腹足綱、二枚貝綱では外洋・サンゴ礁域、内湾・転石地域、河口・マングローブ域が大多数を占め

る。海岸地形区分では腹足綱では亜潮間帯上縁部（イノーが含まれる）が多く、二枚貝綱では亜潮間帯上縁部と

潮間帯下部が多い。

　特徴的なのは同じサザエ科のチョウセンサザエやカンギクは蓋よりも殻の数の方が多いのに対し、ヤコウガイ

においては殻よりも蓋の方が多い事である。ヤコウガイの身は現在でも珍味として食されているので当時でも食

べていた可能性は高く、また殻は螺鈿細工や杓子状製品の材料として利用されている。

　つまり調理したヤコウガイの殻は加工の材料とする為に首里城外に持ち出された可能性があるという事も考え

られる。

『古我知原貝塚』沖縄県文化財調査報告書　第８４集　１９８７．２

貝類生息地の分類

底　質水　深外洋～内湾

岩板ａ潮間帯上部（１ではノッチ、Ⅲではマングローブ）０外洋・サンゴ礁Ⅰ

軽石ｂ潮間帯中・下部１

岩礁底、砂泥底、砂底ｃ亜潮間帯上部（１ではイノー）２内湾・軽石地域Ⅱ

マングローブ植物上ｄ干瀬（１にのみ適用）３

淡水の流入する礫底ｅ礁斜面およびその下部４河口干潟・マングローブ域Ⅲ

止水５
淡水域Ⅳ

流水６

林内７

陸域Ⅴ
林内・林縁部８

林縁部９

海浜域１０

打ち上げ物１１
その他Ⅵ

化石１２

『古我知原貝塚』沖縄県文化財調査報告書　第８４集　１９８７．２
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第２５節　動物遺存体

検出された動物遺体種名表

節足動物門　Phylum ARTHROPODA

　軟甲亜綱　Subclass Malacostraca

　　十脚目　Order Decapoda

　　　ワタリガニ科　Family　Portunidae

　　　　ノコギリガサミ　Scylla serrata

脊椎動物門　Phylum VERTEBRATA

　軟骨魚綱　Class  Chondrichthyes

　　ネズミザメ目　Order Lamniformes

　　　ネズミザメ科　Family Lamnidae

　　　　ホホジロザメ　Carcharodon carcharias

　　　　ネズミザメ　Lamna ditroois

　　メジロザメ目　Order Carcharhiniformes

　　　メジロザメ科　Family Carcharhinidae

　　　　メジロザメ　Carcharhinus plumbeus

　　エイ目　Order Rajiformes

　　　アカエイ科　Family Dasyatidae

    　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　硬骨魚綱　Class Osteichthyes

　　ボラ目　Order Mugiliformes

　　　ボラ科　Famiry Mugilidae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　ダツ目　Order Beloniformes

　　　ダツ科　Famiry Belonidae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　スズキ目　Order Perciformes

　　　ハタ科　Family Serranidae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　アジ科　Family Carangidae

　　　　ブリ　Seriola quinqueradiata

　　　フエダイ科　Family Lutjanidae

  　    　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　タイ科　Family Sparidae

　　　　ヘダイ　Sparus sarba

　　　　クロダイ　Acanthopagrus schlegeli

　　　　タイワンダイ　Argyrops bleekeri

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　フエフキダイ科　Family Lethrinidae

　　　　ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis

　　　　ハマフエフキ　Lethrinus nebulosus

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　ベラ科　Family Labrdae

　　　　コブダイ　Semicossyphus reticulatus

　　　　タキベラ　Bodianus perditio

　　　　カンムリベラ　Coris aygula

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　ブダイ科　Family Scaridae

　　　　イロブダイ　Bolbometopon bicolor

　　　　ナンヨウブダイ　Scarus gibbus

　　　　ナガブダイ　Scarus  rubroviolaceus

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　　ニザダイ科　Family Acanthuridae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　フグ目　Order Tetraodontiformes

　　　モンガラカワハギ科　Family Balistidae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　爬虫綱　Class Reptilia

　　カメ目　Order Testudines

　　　ウミガメ科　Family Chelonidac

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　有鱗目　Order Squamata

　　　クサリヘビ科　Family Viperidae

　　　　ハブ　Trimeresurus flavoviridis

　鳥綱　Class Aves

　　カモ目　Anseriformes

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　　キジ目　Order Galliformes

　　　キジ科　Family Phasianidae

　　　　ニワトリ　Gallus gallus var. domesticus

　　スズメ目　Passeriformes

　　　カラス科　Family Corvidae

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.

　哺乳綱　Class Mammalia

　　霊長目　Order Primates

　　　ヒト科　Family Hominidae

　　　　ヒト　Homo sapieus

　　齧歯目　Order Rodentia

　　　ネズミ科　Family Murida

　　　　属・種不明　Gen.et sp.indet.
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節足動物門

������

　ノコギリガサミの可動指２点が出土した。

脊椎動物門

������

　軟骨魚綱はネズミザメ、メジロザメの椎骨、ホホジロザメの歯、アカエイ科の尾骨が出土している。

������

　硬骨魚綱は確認できた個体数で最も多いのはハマフエフキで次いでブダイ科、ハタ科である。またコブダイや

クロダイも見られ、個体数は少ないがボラ科、ダツ科、ブリ、フエダイ科、ヘダイ、タイワンダイ、ヨコシマク

ロダイ、タキベラ、カンムリベラ、ニザダイ科、スズキ目、モンガラカワハギ科が出土している。

　殆どが沖縄本島近海に生息している魚である事から琉球列島内の漁村で水揚げされた魚が首里城内に持ち込ま

れていたと思われる。

����

　鳥綱はニワトリが多くを占めるが肉が取り易い四肢骨が多く出土しており、それ以外では烏口骨が１０点、寛骨

が１点のみ見られる。傷が見られる骨は少なく、大腿骨の遠位端に刃物による切り口を持つ１点だけである。

　ニワトリ以外の鳥類では多くは同定が不可能であったが、一部でカモ類やカラスが見られた。カモ類では烏口

骨、尺骨、中手骨、大腿骨、脛骨、カラスは尺骨、中手骨、中足骨が見られたが、両方とも加工痕は確認できな

かった。

�����

　ハブは石積の栗石内から歯が出土している事から栗石の中で自然死した物と思われる。

　ウミガメは骨格の殆どが甲羅という事もあり腹甲板、肋骨板、縁骨板、剣状突起と言った甲羅を形成する骨が

多いが中には頭頂骨、上腕骨、橈骨、尺骨、大腿骨、指骨も出土している。中でも尺骨には刃物によると思われ

る傷がみられる。

　　食肉目　Order Carnivora

　　　イヌ科　Family Canidae

　　　　イヌ　Canis familiaris

　　　ネコ科　Family Felidae

　　　　ネコ　Felis catus

　　海牛目　Order Sirennia

　　　ジュゴン科　Family Dugongidae

　　　　ジュゴン　Dugong dugong

　　寄蹄目　Order　Perissoda ctyla

　　　ウマ科　Family Equidae

　　　　ウマ　Equus caballus

　　偶蹄目　Order Artiodactyla

　　　イノシシ科　Family Suidae

　　　　ブタ　Sus scrofa var. domesticus

　　　ウシ科　Family Bovidae

　　　　ウシ　Bos taurus

　　　　ヤギ　Capura hirucus
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　ブタ、ウシ、ニワトリが多くを占める。他にウマ、イヌ、ヤギ、ネコ、ジュゴンが出土した。

ブタ

　今回の調査で最も出土数が多い資料である。撹乱層以外ではSK０５が最も出土しており、種類も頭骨から基節

骨までほぼ全身の骨が揃っている。SK０５は栗石内に切石を枡形に組み中に石を敷いた遺構で、内部の埋土は黒

褐色でブタを始め鳥類、イヌ、ウシの骨なども出土している。今の所SK０５の性格は明らかではないが、ブタなど

を調理した後に骨を廃棄していたとも考えられるが、ブタの骨が突出して多い事については理由が定かではない。

　部位別に見ると肋骨が最も多く、次いで四肢骨、頭骨や椎骨の順であるが、傷が見られる資料も肋骨に多く見

られる。また成獣の個体ごとの大きさの違いが顕著に現れる事から若い個体が食されていた事が窺える。

ウシ

　部位別に見ると肋骨が最も多く四肢骨、椎骨と続く。前肢（上腕骨、橈骨、尺骨、手根骨、中手骨）と後肢

（大腿骨、脛骨、踵骨）の割合は同じ程度であるが、傷がついた骨は肩甲骨、上腕骨、橈骨、肋骨といった部分に

多く、寛骨にも傷がついた骨を見る事ができる。寛骨の場合では臼部付近に刃物でつけられた傷が多く、後足を

外す際についたと思われる。中手骨、中足骨は骨体や破片が多く中には金属製の刃物で縦に割いたと思われる物

もある事から骨製品の素材を取っていた可能性も考えられる。

その他

　その他の哺乳綱としてはウマ、イヌ、ネコ、ヤギ、ネズミ、ジュゴンが挙げられる。

　ウマは上顎骨の歯から基節骨までほぼ全身の骨が見られるが、撹乱層からの出土もあるので同一個体ではない。

腰椎、寛骨、大腿骨、脛骨に傷が見られる。

　イヌは基節骨などの末端部の骨が見られないものの頭蓋骨、椎骨、四肢骨とほぼ全身の骨が見られる。撹乱層

や表採が多く後の時代の物が殆どと思われるが、中にはSK０５などの遺構に伴う物もある。

　ネコは出土数が少なく橈骨、大腿骨、脛骨が各１本ずつであるがSK０２、SK０８の埋土から出土している事から当

時の物であると思われる。このことから御内原で愛玩動物として飼われていた可能性も否定できない。

　ヤギは上顎骨の歯、寛骨、四肢骨が出土しているが多くが撹乱層からの出土であるためイヌと同様に後の時代

の物と思われる。しかし橈骨や尺骨が１点ずつSK０５から出土している。

　ネズミは上腕骨、尺骨、寛骨、大腿骨、脛骨が出土し、大腿骨が多くを占める。殆どが完形若しくは完形に近

い状態で出土している事から元々生息していた個体が自然死した、若しくは骨が石積の裏込めの土に紛れ込んで

いた事が考えられる。

　ジュゴンは腰椎、肩甲骨、肋骨と言った部分の骨がみられるが、加工痕などは見られない。

　これら以外にヒトの頭蓋骨の破片が２点見られるが、両方とも撹乱層からの出土なので後の時代の物である。



第３１表　貝類出土状況（１）　巻貝
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注　完形と殻頂の数を足した合計を個体数とした。（破片でのみ出土した貝種については、最小個体数「１」と数えた）



第３２表　貝類出土状況（２）　二枚貝

注　完形と殻頂の右同士・左同士を足して、多い方を個体数とした。（破片でのみ出土した貝種については、最少個体数「１」と数えた）
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第３３表　魚類出土量
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注　○：キズあり



第３４表　ノコギリガサミ出土一覧
個数出土地右／左部位
１SA０３グリ石上層

右可動指
１撹乱

第３８表　ヒト出土一覧
個数出土地部　位
１Ａ－２撹乱

破片頭蓋骨
１表採

第４１表　ネコ出土一覧
個数出土地残存部位右／左部位
１SK０８埋土近位端左橈骨
１SK０２埋土近位端～骨体右大腿骨
１SK０８埋土近位端～骨体左脛骨

第４２表　ジュゴン出土一覧
個数出土地右／左部位
１SA０５淡灰褐混砂礫土腰　椎
１SK０５肩甲骨
１Ｂ－２　①撹乱右

肋骨 １Ａ－３撹乱
不明

１Ｃ－３トレンチ撹乱
２Ｂ－３　③撹乱破　片

第４６表　ウシorウマ出土一覧
個数出土地右／左部位
１撹乱左

側頭骨
①Ｂ－３　③撹乱左

第３６表　ハブ出土一覧
個数出土地部位
１SR０２グリ石内歯

注　○：キズあり

注　○：キズあり

第３５表　ウミガメ出土一覧
個数出土地右／左部位
１Ａ－３撹乱右頭頂骨
１ＳＲ０５右上腕骨
１A－３東西トレンチ橈　骨
①A－３東西トレンチ尺　骨
１A－３東西トレンチ左大腿骨
１A－２撹乱

指　骨

１A－２トレンチ⑧撹乱
１A－３撹乱
１A－４撹乱
１SR０５黒色土層
１撹乱
１A－４トレンチ⑦撹乱

腹甲板

１B－３暗褐色土
１B－４撹乱
１B－４．Ａ－１撹乱
１C－３土坑
１SR０８裏込め
１撹乱
４A－３撹乱

肋骨板

１A－３北側トレンチ③撹乱
１A－３④撹乱
１A－３トレンチ②撹乱
１A－４トレンチ撹乱
３A－４トレンチ⑦撹乱
１B－３撹乱
１B－３①表採
２B－３④撹乱
３B－４②黒褐色土層
１SR０６裏込め
１SD０１造成土
１世誇殿前庭造成土
１表　採
２東側トレンチ①撹乱
１西側トレンチ⑦撹乱
１B－３③撹乱

縁骨板 １SK０５裏込め
１A－３東西トレンチ
１B－３暗褐色土右剣状突起
１A－３トレンチ②撹乱

破　片

１A－４撹乱
１A－４トレンチ⑦撹乱
１B－４．Ａ－１撹乱
１①B－３暗褐色土
３SK０５内
１SA０５淡灰褐混砂礫土
１SR０５
１A－３①SR０５裏込め
１A－３東西トレンチ
１A－３①東西トレンチ
１A－３東西トレンチ
３西側トレンチ⑦撹乱
１撹　乱

第３７表　トリ出土一覧
個数出 土 地残存部位右／左部位種類
１SK０５内近位端右烏口骨

カ
モ
類

１SK０５内近位端
右尺骨

１SK０５内遠位部
１SK０５内近位端～遠位端

左中手骨
１SA０３グリ石下層骨体
１SK０５近位端右大腿骨
１SK０５近位端右脛骨
１Ｂ－３　③撹乱骨体左
１Ｂ－３　③撹乱近位部～遠位端右尺骨カ

ラ
ス

１撹乱畦完存右中手骨
１SK０５遠位端左中足骨
１SR０５近位部右上腕骨

ト　
　

リ

１Ｂ－３　暗褐色土骨体右
橈骨 １SK０５内

骨体不明
２SA０３グリ下層
１SA０３グリ下層遠位端右

尺骨
１Ｂ－３　暗褐色土遠位端

左
１東側トレンチ⑦撹乱近位部～骨体
１A－３②東西トレンチ骨体不明
１SK０５遠位部不明中手骨
１Ｂ－３③撹乱骨体不明大腿骨
１SK０５骨体

右
脛骨

１トレンチ３撹乱近位部
１Ｃ－３撹乱近位部左
１SA０３グリ下層骨体～遠位部右
１SA０５褐色混砂土遠位部右中足骨

第３９表　ネズミ出土一覧
個数出土地右／左部位
１Ｂ－３暗褐色土右

上腕骨
１撹乱左
１Ｂ－３暗褐色土右尺骨
１Ｂ－３暗褐色土右寛骨
１A－４トレンチ⑦撹乱

右

大腿骨

１Ｂ－３暗褐色土
１SR０５裏込め
１SA０６暗褐礫砂土
１世誇殿前庭造成土
１A－３②東西トレンチ
１トレンチ②撹乱
１A－３トレンチ③撹乱

左

１Ｂ－３暗褐色土
１Ｂ－４撹乱
１Ｃ－３土坑
１SR０４根石撹乱
１SA０５褐色混砂土
１A－４①東西トレンチ
１Ｃ－３土坑

右脛骨
１

SA０５褐色混砂土
１
１A－４①東西トレンチ

第４７表　ヤギ出土一覧
個数出 土 地残 存 部 位右／左部位
１A－３トレンチ①撹乱Ｍ３左上顎骨
１東側トレンチ②撹乱近位部～遠位端右

上腕骨
１Ａ－２④撹乱両端はずれ左
１SK０５近位端

左橈骨
１A－３トレンチ①撹乱近位骨端はずれ
１Ｂ－３①撹乱近位骨端はずれ～骨体右

尺骨
１SK０５骨体左
１Ｂ－３トレンチ②撹乱近位端右

中手骨
１東側トレンチ③④撹乱近位端～遠位骨端はずれ左
１東側トレンチ③④撹乱腸骨部～臼部右

寛骨
１Ｂ－３①撹乱坐骨左
１東側トレンチ⑦撹乱骨体左大腿骨
１東側トレンチ③④撹乱近位端右中足骨
１撹乱トレンチ③左基節骨

第４８表　種不明出土一覧
個数出土地残存部位右／左部位
１SA０５淡灰褐混砂礫土頸　椎
１SR０５下層棘突起
１Ａ－３東西トレンチ右

肋骨
１Ａ－３撹乱

不明 ２東側トレンチ②撹乱
２撹乱
１SA０５淡灰褐混砂礫土恥骨部右寛骨
１西側トレンチ⑦撹乱尾　骨

第４４表　ブタ歯出土一覧
個数出土地残存部位右／左部位
１Ｃ－３土坑Ｉ１

右

上

顎

骨

♀１Ｂ－３犬歯
１Ｂ－４、Ａ－１Ｐ３，４　Ｍ１

１Ｂ－３dm２，４Ｐ＜３＞Ｍ１

１SK０５最下層Ｍ３

２撹乱Ｉ１

左
１A－３①東西トレンチdm４

１SK０５最下層
Ｍ２

１撹乱
１SK０５最下層Ｍ３

１SS０５
Ｉ１

右

下

顎

骨

１Ａ－３
１SK０５裏込めdm４

♂１Ｂ－３Ｐ＜２＞

１SR０５裏込め
i ２

左
１表採
１Ａ－４
１Ａ－３Ｍ２

１B－３①　SR０５裏込めＭ２，３

第４５表　ウシ歯出土一覧
個数出土地残存部位右／左部位
１東側トレンチ③④撹乱dm４

右上

顎

骨

１Ｂ－３①撹乱Ｐ３

１Ａ－３撹乱Ｍ１

１SA０６裏込めＭ３

１撹乱Ｍ１

左 １SR０５埋土
Ｍ３

１Ｂ－３　３撹乱
１SK０５石積裏込め

切歯骨

右

下

顎

骨

１Ａ－３東西トレンチ
１西側トレンチ⑦撹乱Ｍ１
１SK０５石積裏込め

Ｍ３
１Ｃ－３撹乱
１SR０５埋土切歯骨

左
１Ｂ－３暗褐色土dm４
１Ａ－３東西トレンチ

Ｍ１
１Ａ－４トレンチ③撹乱
１Ｂ－２トレンチ①撹乱Ｍ２
１Ａ－３④撹乱

破片歯

１Ｃ－４撹乱
１SA０５埋土
１Ａ－３　SR０５裏込め
１SR０１根石
２撹乱

第４０表　イヌ出土一覧
個数出土地残存部位右／左部位
１東側トレンチ②撹乱後頭顆左右頭蓋骨
１SK０２埋土犬歯
１東側トレンチ②撹乱P３，４　M１，２，３右下顎骨
１SK０５腰椎
１Ａ－４トレンチ⑦撹乱棘突起
１東側トレンチ③④撹乱

右

肋骨
１表採
２東側トレンチ⑦撹乱

不明 １SA０２埋土
３東側トレンチ②撹乱
１

SK０５
近位端

右
上腕骨 １遠位端

１遠位部左
１東側トレンチ③④撹乱近位端～骨体右尺骨
１

SK０５内
腸骨部

右寛骨
１臼部～坐骨
１Ｂ－３③骨体不明大腿骨

個数出土地残存部位右／左部位
１Ａ－３④撹乱歯右上顎骨
１SA０６裏込め下顎骨左下顎骨
１Ｃ－３土坑

腰椎
椎体 ①Ｃ－３地山直上

１Ｃ－３土坑仙骨
１A－３トレンチ③撹乱右

肋骨
３Ａ－３撹乱

不明
１A－３トレンチ③撹乱
４Ｂ－４②黒褐土
１SA０３栗石上層
１Ａ－２表採遠位端左上腕骨
１Ｂ－４③撹乱近位端

右
橈骨 １SR０５埋土近位部

１Ｂ－３③撹乱遠位部左
１Ｂ－４③撹乱遠位部右尺骨
１撹乱腸骨部

右寛骨
①Ｃ－３土坑腸骨部～臼部
①Ｂ－３③撹乱遠位部左大腿骨
１A－３①東西トレンチ左膝蓋骨
①Ａ－２表採骨体～遠位部右

脛骨
１表採近位端左
１Ａ－４トレンチ⑦撹乱

基節骨
１A－３①　SR０５裏込め
１SA０６裏込め種子骨

第４３表　ウマ出土一覧

注　○：キズあり
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第
４９
表
　
ニ
ワ
ト
リ
出
土
量

注
　
○
：
キ
ズ
あ
り
、「
＋
」：
接
合
の
意

第
５０
表
　
ウ
シ
出
土
量

注
　（
　
）：
破
片
、
○
：
キ
ズ
あ
り



第５１表　ブタ出土量

注　（　）：破片、○：キズあり、｛　｝：幼
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　前章まで調査成果の詳細について触れてきたが、本章ではそれらの成果をまとめ、これまでの文献資料等と突

き合わせながら整理し、結語としたい。　

��������	
������������

　結論から述べると、沖縄戦による破壊や戦後における琉球大学設置時の造成等により、絵図資料や阪谷良之進

作成の測量図に見られる建物、施設はほとんど残存していないことが確認され、それらの史料に見られる建物、

施設以前に構築された石積みや石列、石畳といった遺構が多く確認された。また平成５・６（１９９３･１９９４）年度の

東のアザナ地区の調査成果によって調査前から旧地形が損なわれていることは想定され、予想通り調査区の東側

は大きく削平を受けていた（沖縄県立埋蔵文化財センター２００４）。このことからも今回確認された遺構の多くが

近世に描かれた絵図資料とは照合することができず、また下層から検出された遺構の性格について殆どその詳細

を把握することはできなかった。それでもA-４、B-４、C-４②グリッドで確認されたSR０１・０２と階段遺構がかつて

後之御庭の西側と北側を区切っていた基壇状の石積みであり、そしてその東側に位置する女官居室や世誇殿へ至

る階段であることが想定された（第７７図）。調査後に昭和初め頃の古写真に見られる切石積みの石積みやその北側

に取り付く階段は位置、規模、そして石の積み方等からSR０１・０２や階段遺構に相当することがほぼ間違いないと

判断された。上記の遺構は全体的に上部約０．３～０．７ｍを琉大造成層により破壊を受けているため、世添殿、世誇

殿や女官居室の基壇や礎石等、関連する遺構は全く確認することができなかった。加えて古写真や絵図では確認

できない状況も見られた。それは後之御庭に相当する場所はかつて、珊瑚石を細かく砕いたウル敷きであったと

いうこと、そして階段遺構南側に埋甕が設置されていたことである。

　近代の遺構としては、昭和８（１９３３）年に創建された沖縄神社に関係する遺構が確認された。しかし、残存状

況は極めて悪くSR０１より西側の参道以外は確認されなかった。参道そのものは沖縄戦の際の爆撃痕が一部に見

られたことから、沖縄戦時の爆撃並びに琉球大学設置時の造成で相当、近世以降の遺構は破壊を受けていること

が判明した。

��������	
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　昭和２０（１９４５）年まで残存していたSR０１・０２や階段遺構より古い時期に遡る石積み、石列、石敷き遺構、石囲

い遺構がかなり切り合いを有しながら確認された。それら個々の遺構について全て時期を押さえることはできな

かったが、推定も含めておおよそ４時期の変遷があることが解った。

　まず最も古い時期に相当する遺構はSR０８、SK０５並びにSA０１の東西面に添って設定した東西トレンチ（A-４①、

A-３①・②グリッド）最下層から検出された柱穴群、C-３グリッドの柱穴群、C-３、B-４の土壙群である。ここでは

第１期とする（第７８図１）。柱穴の径は大小様々で、建物プランを把握することができなかった。調査区範囲の問

題と言えばそれまでであるが、検出状況から見るとプランの揃った大規模な建物を想定するには困難であり、簡

易な掘立柱建物が幾棟か建っていたと推測される。また土壙群も柱穴と対応した形状、配置を成していないこと

から、柱穴と直接的に関わる遺構とは判断され難い。柱穴、土壙内から出土した遺物を見ると１４世紀末から１５世

紀中頃と考えることができる。今後において首里城跡から検出されるこれら柱穴、土壙を検討していく必要があ

ることは言を俟たない。SR０８は尚布里・志魯の乱の時期に比定される炭混じりオリーブ黒色粘土層が全体を覆っ

ていたことと裏込め内からの出土遺物から、１５世紀中頃以前には既に存在していたものと考えられる。

　次にSA０１・０５、SR０４・０５・０９、SD０１、SS０１といった遺構が構築される。時期は尚布里・志魯の乱に関係する
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第７６図　左：首里古地図　右：首里城古絵図（沖縄開発庁沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所１９９５）

第７７図　「阪谷測量図」A１サイズ青焼き（一部加筆）　野々村孝男氏所蔵
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と思われる炭混じりのオリーブ黒色粘土層の直上に遺構が構築されていることから１５世紀後半頃とし、ここでは

第２期としておく。SA０１、SR０４・０５はSR０８と切り合い関係にあり、またSR０４・０５に関しては炭混じりのオリー

ブ黒色粘土層の直上に根石が据えられている。但しSR０５はSA０１の北東隅に取り付き、一部面側を埋め殺してい

ることからSA０１構築にやや遅れて取り付けられたものと考えられる。更に考察するとSA０１の北面を埋め殺すた

めにSR０５を構築したと想定される。またSR０４はSR０５の裏込石によって埋め殺されていることからSR０５の機能が

停止した後に構築されたと考えられる。出土遺物や根石を据えている炭混じりのオリーブ黒色粘土層との関係を

見る限りではSA０１、SR０４・０５における時期差は余り見られない。SA０１は基壇状の遺構であったと考えられ、

SR０９がその南辺であったとも想定される。しかし、今回の調査で直接的な関係性を有することまで確認すること

はできなかった。SR０９は暗赤褐色粘質土層上に据えられていることから、さらに古い時期に遡ることが想定され

るが、遺構の方向が先述したSA０１、SR０４・０５と合うことから、この時期に当てはめた。SA０５は裏込め内からの

出土遺物からこの時期に構築された遺構で近世初めまで継続すると考えられる。SS０１については北西端が下方

へ伸び、SA０２・０３といった遺構に切られる様相を呈している。残念ながら旧琉球大学本館の基礎によってSS０１の

北西端は破壊を受けているため明確な遺構同士の切り合い関係を把握することはできないが、ここではSA０２・０３

に先行する当該時期に当てはめておく。出土遺物から１８世紀初めまで機能していたと思われる。SA０１はSS０１に

取り付くような配置を見せていることからSS０１とほぼ同時期と考えた。

　栗石層に覆われている遺構で、先の遺構に後続するのがSA０２・０３・０４・０５・０６、SK０５の遺構群である。ここ

では第３期とする（第７８図３）。１７０９年の正殿、南殿、北殿の火災後に御内原の建物が１８世紀前半から中頃にかけ

て新築ないしは増築するといった御内原一帯が大幅な改変が成されている（首里城研究グループ１９９７）。このこと

から栗石層は１８世紀前半から中頃に搬入された造成層であると考えられ、上記の遺構は１８世紀には機能が停止し

ていたと考えられる。よって第３期の時期は１６世紀から１７世紀とする。この時期における石積みの中でも最も大

規模であるSR０２は調査区の関係で根石まで確認することができなかったが、おそらく淑順門から御内原の北側へ

続く旧内郭城壁でかつては正殿北辺から直線状に東へ延び、東のアザナまで続いていたと思われる。SR０２の東側、

つまり面側には栗石と黄褐色微砂層により埋め殺されていることから、おそらく御内原が北側に拡張された際に

旧城壁をそのまま造成土を入れて改めて北側約５～１０ｍ位置に城壁を構築したと考えられる。このSR０２の北側

に取り付くSA０３とSA０４は城壁下の平場空間を仕切る石牆であると考えられる。SA０３とSA０４の関係については

まず前者が構築された後、後者が前者の西側を拡張する形で新たに構築されたと考えられる。第２期から続く

SA０５に面側と、SA０６は根石近くから翡翠釉皿、灰色瓦、 がまとまって出土していることから１６世紀頃に廃棄さ

れたと考えられる。SA０５の面側にSA０６が取り付いていることから後にSA０６が構築されていることが解る。

SK０５は出土遺物から近世初めの遺構と考えられ、全体が栗石層に覆われていたことから１８世紀には廃棄された

ものと考えられる。沖縄戦による火災の時期に比定される炭混じりのオリーブ黒色粘土層が内部堆積していたこ

とから、近代以降も機能していたものと考えられる。

　最後は前節で述べた近世期の遺構にSK０２・０３・０４・０６・０７・０８を加えた遺構群である。基本的に琉大造成層を

埋土としており、近代まで続く遺構である。遅くても昭和２０（１９４５）年の沖縄戦時の爆撃による破壊まで機能し

ていたと考えられる。ここでは第４期とする（第７８図４）。SK０２・０３・０８の内部からは近世の遺物が出土してお

り、SK０４はA-３グリッド北側に広がる黄褐色微砂層の上面に構築されている。これら石囲い遺構の性格について

は解っておらず、絵図資料や古写真による検証も行ったが、やはり詳細を把握することができなかった。同じ石

囲い遺構としてSK０６・０７は大型の沖縄産無釉壷が据えられたままの状態で出土していることから水溜めや貯蔵の

ための施設であることが判明している。各石囲い遺構の形状や規模が区々なため、一概に機能を判断することが

できないことから今後の事例増加が俟たれるところである。

　今回は遺構が密に検出されていること、調査区面積の関係等で全ての遺構を完全に把握することはできなかっ
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第７８図　御内原地区の遺構変遷
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第５２表　首里城跡出土武具・武器資料地区別分布

総計御内原
地　区

漏刻門
地　区

下之御庭
地　区

用物座
地　区

木曳門
地　区

廣福門
地　区

書院・鎖
之間地区

城郭南側
下 地 区

久 慶 門 ・
歓会門地区

継世門
地　区

右掖門
地　区

北殿
地区

南殿
地区

御庭・
奉神門地区出土地点

５２１１５２３５３１６７八双金物

６２２１２１１２４６４２１小　札

６３２１茱萸金具

１７３１５２１１３１笠　鞐

７１１２１１１責　鞐

５１１２１鎖

１０２５１１１座金具

１３１１１２１５２鍔

９１１２２３切　羽

１０２１２１３１前立て台座

２１１切子頭

３０１２７９１５４１銅　弾

５１１１２鍬　形

４１１１１環　座

１１鯉　口

２２兜の一部

２３５６１２８３０７６１７１５３３１１３１２１２総　計
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た。史跡整備に伴う遺構確認調査という性格上、上面遺構の下層にある遺構の殆どは全容を把握することができ

ず、断片的に窺える部分のみをもって各時期に当てはめた。よって更なる検証を行っていく必要があることを付

言しておく。

��������	


　出土遺物に関しては多種多様なものが確認された。中でも舶載品に関しては本土産、中国産をはじめとしてタ

イ、ベトナム、韓半島産といった、かつて交易が盛んに行われていたことを示す遺物が大量に出土している。稀

少品に類する青磁の大型瓶、酒会壷、元様式染付の酒会壷、翡翠釉皿、法花、中国産色絵の水滴、磁州窯系磁器

の器台、韓半島産の青磁瓶、褐釉磁器小型壷が確認されており、改めて王城としての首里城を再認識するに至っ

た。残念ながらこれらの遺物の多くは琉大造成層からの出土で、実際に御内原で使用されたものであるかは判然

としない。しかし、SA０５とSA０６は根石近くから翡翠釉皿が灰色瓦、 の破片資料と共伴していることから、御内

原の東側でまとめて遺棄したものと思われる。翡翠釉皿は完形に近いことから偶然に紛れ込んだのか、僅かな欠

損でも廃棄したのか、祭祀的な意味合いが含まれているのか何れかが考えられる。これまでにも京の内地区（沖

縄県教育委員会１９９８）や二階殿地区（沖縄県立埋蔵文化財センター２００５）をはじめとする一括遺棄をした事例が

首里城跡内でいくつか見られることから、今後の首里城跡の発掘調査においても注目していく必要がある。この

ような一括遺棄している箇所はSK０８でも見ることができた。出土遺物は明朝系の灰・褐色瓦、 であり、これら

もSK０８を廃棄する際の埋土と共に遺棄されたものと考えられる。他にSR０２の北側でも明朝系の灰・褐色瓦、 が

まとまって出土しているのが確認されている。

　上記の遺物以外には金属製品で鍍金が成された飾り金具が２点、透かしの入った八双金物１点出土しているの

が注目される。特に魚々子が打たれた大型の飾り金具は建物や調度品に付属する金具と想定され、魚々子が大粒

でまばらに打たれていることから沖縄で作成されたものと考えられる（京都国立博物館２００３）。八双金物は沖縄県

内で出土するものは殆どが鋤彫り、毛彫り、蹴彫りであるが今回確認されたのは透かし彫りの八双金物である。

首里城跡では南北殿地区から１点ずつ確認されているのみである。また武具・武器資料については小札２点、八

双金物１点、切羽１点、鍔１点と首里城跡の他の地区から見ても出土数はかなり限られている。参考までに他の

地区での種類別・地区別出土数を下に掲げておく（第５２表）。東側に隣接する東のアザナ地区では全く武具・武器

資料が確認されておらず、更に東に隣接する上の毛地区からも確認されていない。また北側に隣接する右掖門地

区、南側の継世門地区からは各１点ずつしか確認されていない。このことは東のアザナ及び当該地区は国王、国

王妃の私的空間と国王崩御時の遺体安置施設であり、武器、武具を保管する区域ではなかったということで取り

敢えずは説明が付く。少なくとも正殿を境にして東側と西側で出土数の偏りが見られることはとても興味深いと

言える。

　銭貨では洪武通宝の大銭が出土しており、県内でも管見の限りでは今帰仁グスク以外に類例が見られない（今

帰仁村教育委員会１９９１）。因みに裏面には「二銭」の銘を確認することができる。また有文銭の形状に似せている

無文銭が１点出土しているのが注目される。孔も小さく、表面には外縁が不鮮明ながら確認することができ、他

の無文銭とは一線を画していると言える。

　玉製品では勾玉が３点出土しており、材質は石及びガラスであることが確認されている。首里城跡から勾玉の

出土例は少なく二階殿地区から２点確認されているだけで（沖縄県立埋蔵文化財センター２００５）、当該地区で２例

目となる。当該地区は儀礼空間としての意味合いも含まれていることがこれら勾玉の出土から窺い知ることがで

きる。しかし、勝連グスクから１９点、今帰仁グスクから７点出土（岸本２００３）していることを考慮すると少ない

印象がある。これまで確認された首里城跡出土の勾玉は何れも欠損していることから廃棄された勾玉であるもの

と想定される。
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　また大量の煙管が出土していることも触れておきたい。御内原は国王、国王妃、そしてそれに仕える女官のみ

が入れる限られた空間であった。国王、国王妃のみならず王府に奉仕する多くの女官達も嗜好品として煙草を

吸っていたと考えられる。中には高位な人物が愛用していたと思われる緑釉を施した雁首が見られる一方で沖縄

産の無釉陶器の雁首も見られることから御内原に関係する女官達の間で高位、下位に関係無く広く喫煙が行われ

ていたと考えられる。王府に仕える女性達にとって御内原での奉仕はストレスが溜まる仕事であったことはこれ

らの遺物から想像するに余りある。

　

�������

　従来、この御内原地区は首里城の中でも極めて出入りが制限された区域であった。仔細については第２章で触

れているので参照していただきたいが、近世の絵図資料において御内原を詳しく描いているものは先の事情によ

るところから極めて少ないと言える。具体的に見ていくと首里那覇之図、首里城図では正殿の裏手に当たるため

僅かに建物１～２棟描かれている程度で、首里古地図や首里城古絵図（第７６図）においても区画している石牆や

世誇殿と思われる寄棟造り平屋の建物や寄満に相当する長屋風の建物、二階殿とその附属建物が描かれる程度で

ある。阪谷良之進作成の測量図では世誇殿、世添殿、女官居室、寄満、二階殿、西之当蔵そして各建物を繋ぐ回

廊が明記されており、『横内家文書』に見られる首里城平面図では更に多くの文献資料でも窺えない建物が描かれ

ている。聞き取り調査においては昭和初めには既に沖縄神社として改変されていたため、やはり詳細については

解らなかった。これらのことからも当該地区について各建物の構造はおろか建物配置でさえ不明であり、かつて

の様相を見出していくには困難な課題が未だに山積していると言える。今回の調査においてある程度、当時の状

況を見出した部分もあったが、やはり建物に係る遺構が当初の予想以上に残存していなかったことは残念でなら

ない。将来において新たな文献資料や絵図資料の発見に期待する他は無いと言える。

　出土遺物からは稀少品としての多種多様な陶磁器が確認されたこと、勾玉が３点確認されたこと、大量の煙管

が確認されたことで首里城の中でも極めて限られた人のみ入ることができた空間、神女達が祭祀と執り行った空

間として、そして国王や国王妃、それに仕える女官達が居る空間という要素を抽出することができる。今回は紙

幅の都合で叶わなかったが既に調査が完了した他地区と出土遺物の比較、検討を行うことによって、より明確な

御内原地区の性格が浮き彫りにできるものと思われる。

　残された課題点をなるべく絞って触れてきたが細かい点を挙げると枚挙に暇がない程、多くの課題が残されて

いると言える。それはこれまでのも不明であった点に加えて今回の発掘調査で新たなる課題が提示されたと言え

る。更なる御内原の検証をこれからも行っていく必要があると最後に述べて総括を締めておく。
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第７９図　遺構出土の主な遺物
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　今回の発掘調査において首里城跡の最下層付近から出土する遺物の様相を把握するために、SA０１に沿う形で

東西方向のトレンチ（以下、東西トレンチ）を設定した。グリットで言うとA-３①、②グリット、A-４①グリット

の南側に位置し、幅８０㎝、長さ１１．４ｍ、面積は９．１４㎡ を測る。SA０１の面側を埋めている栗石層を除去した後に濃

茶褐色土層、濃茶褐色混礫土層が確認された。これらの遺物包含層とSA０１根石との関連性を確認することと、

SA０１の構築時期が判明する遺物を得られることが想定されたため、出土遺物の単点取り上げを行った。出土遺

物は青磁、白磁、染付、中国産・タイ産褐釉陶器、半練土器、黒釉陶器、韓半島産磁器、類須恵器、沖縄産施釉

陶器、在地土器、瓦、金属製品、銭貨、骨製品、玉製品、石製品、円盤状製品、焼土が出土している。また自然

遺物も多数出土している。遺物の総数は８５７点である。

　栗石層以下は濃茶褐色土層、濃茶褐色混礫土層、濃褐色土層、暗茶褐色土層、橙褐色土層、暗褐色土層と何れ

も遺物を包含する粘質土層が６層確認された。このうち全面的な広がりが見られたのは濃褐色土層、暗茶褐色土

層のみで他は部分的な広がりであった。このうち濃茶褐色土層、濃茶褐色混礫土層は層の広がりや遺物の様相か

ら見てほとんど同一層であることが確認されたため、出土遺物は第８０図のようにまとめた。濃褐色土層は最も厚

く堆積しており、且つ出土遺物も大量に出土したためレベル高毎に第８２～８７図のようにまとめた。そして東西ト

レンチから出土した遺物で本書に掲載した遺物は第９１図にまとめた。

　遺物の様相としては全体的に骨、青磁、瓦がほとんどの包含層で主体となっている。各層の遺物出土状況とし

ては最上層に当たる栗石層や濃褐色土層の上層では褐釉陶器が大量に出土している一方で、最下層となる暗褐色

土層では極めて限られた数量しか確認されなかった。また濃褐色土層では下層において土器が少量ながらもまと

まって確認されている。瓦は大和系と高麗系共に出土しているが特に出土位置の偏り等は見られなかった。鉄釘

を主体とする金属製品は栗石層でまとまって確認されたものの、濃茶褐色土層以下では１０点未満に止まった。

　遺構についてはSA０１の根石は東側で暗褐色土層、西側で橙褐色土層上に据えられていた。暗褐色土層は第３

章第１節で触れたオリーブ黒色粘質土に比定され、その時期は１５世紀前半とされることから、SA０１の構築時期は

１５世紀後半と想定される。また、最下層である橙褐色土層と赤土を掘り込んだ柱穴も多数検出され、これらの覆

土は暗褐色土層であることから、１５世紀前半以前に掘り込んだものと想定される。

　まとめると１５世紀前半には高麗系、大和系といった灰瓦、青磁、褐釉陶器、そして在地土器が首里城内で受容

されており、１５世紀後半以降において土器は徐々に減少、褐釉陶器が増加していく。また鉄釘といった金属製品

も増加していくことから、御内原地区において１５世紀後半から１６世紀にかけて多数の建物が存在していたものと

考えられる。これらから横内家文書や阪谷良之進作成の測量図に見られる御内原の建物群の原型がこの時期に形

成されつつあったものと思われる。また、橙褐色土層と赤土を掘り込んだ柱穴群が多数確認され、時期が１５世紀

前半以前ということから首里城跡でも最も古い遺構群であることはほぼ間違いなく、今後の発掘調査においてそ

れらの広がりを確認していく必要がある。
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単位：ｍ第５３表　東西トレンチ出土遺物一覧（１）

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

１２７．６１５骨１７１１２８．１２５中褐釉１１８１２８．１６１中褐釉６４１２７．９８９瓦１
１２７．５３２瓦１７２１２７．９５６タイ褐釉１１９１２８．０５７瓦６５１２７．９７０骨２
１２７．８４３瓦１７３１２７．６９７中褐釉１２０１２８．１６４貝６６１２８．０４７金属４
１２７．９５２不明１７４１２８．２１４中褐釉１２１１２８．０３７骨６７１２８．０５７骨５
１２８．１０２金属１７５１２７．９１１中褐釉１２２１２８．０３７骨６８１２８．０２７瓦６
１２７．９３４焼土等１７６１２７．８６３中褐釉１２３１２８．１４５半練６９１２８．０３７瓦７
１２７．８７４金属１７７１２７．８２９中褐釉１２４１２７．７５８骨７０１２８．０４４瓦８
１２８．１２４骨１７８１２７．７９１中褐釉１２５１２７．９３６骨７１１２８．０３８瓦９
１２８．１６８骨１７９１２７．８５２タイ褐釉１２６１２７．８６８瓦７２１２８．０５０瓦１０
１２７．９６８骨１８０１２７．８５２中褐釉１２７１２７．９８５青磁７３１２８．１３８骨１２
１２７．６２９骨１８１１２７．７９１銭貨１２８１２７．９７８骨７４１２８．０９８骨１３
１２７．７１２瓦１８２１２７．８９９中褐釉１２９１２７．９９４銭貨７５１２８．１０１瓦１４
１２７．９１０不明１８３１２７．９２２中褐釉１３０１２７．９３０金属７６１２８．１０８瓦１５
１２７．５３２白磁１８４１２８．０３３中褐釉１３１１２８．０２０骨７７１２８．１００骨１６
１２７．５３５不明１８５１２７．８８６青磁１３２１２７．７２９骨７８１２８．１００瓦１７
１２７．４８４青磁１８６１２７．８４６中褐釉１３３１２７．７７９青磁７９１２８．１１６瓦１８
１２７．４８７青磁１８７１２７．８４４中褐釉１３４１２７．６６９瓦８０１２８．１３１骨１９
１２７．５１２青磁１８８１２７．８２１銭貨１３５１２７．８００瓦８１１２８．０９０青磁２０
１２７．５４２骨（２コ）１９０１２７．４４３骨１３６１２７．５７０瓦８２１２８．２６２瓦２１
１２７．５４５骨１９１１２７．５０９骨１３７１２７．５５５瓦８３１２７．９２８骨２５
１２７．５６０骨１９２１２７．５１５骨１３８１２７．５０５瓦８４１２７．９６０瓦２６
１２７．５６５瓦１９３１２８．１１０青磁１３９１２７．５４３貝８５１２７．９１７骨２７
１２７．５２０骨１９４１２８．１１８骨１４０１２７．５７６中褐釉８６１２７．９２０瓦２８
１２７．６０９骨１９５１２７．８７１貝１４１１２７．６４０骨８７１２７．９４２瓦２９
１２７．５９２瓦１９６１２７．８６８青磁１４２１２７．６０５青磁８８１２７．９２８瓦３０
１２７．５７６骨１９７１２７．８４０青磁１４３１２７．６１５骨８９１２７．９３５白磁３１
１２７．５９５青磁１９８１２７．８５１青磁１４４１２７．６２６焼土等９０１２７．９３６瓦３２
１２７．５９０瓦１９９１２７．８４１高麗青磁１４５１２７．６０１青磁９１１２７．９３４瓦３３
１２７．５９８骨２００１２７．８４８中褐釉１４６１２７．５９８骨９２１２７．９２２瓦３４
１２７．５９６瓦２０１１２７．８５０貝１４７１２７．６２７骨９３１２７．９２３瓦、骨３５
１２７．５９７骨２０２１２７．８９９瓦１４８１２７．５５８青磁９４１２７．９１６青磁３６
１２７．５９４不明２０３１２７．８４０焼土等１４９１２７．５６７中褐釉９５１２７．９１３青磁３７
１２７．５８６骨２０４１２７．７９６骨１５０１２７．５９０骨９６１２７．９２５土器３８
１２７．５７７青磁２０５１２７．７７６骨１５１１２７．６２６骨９７１２７．８７２土器４４
１２７．５４５青磁２０６１２７．７４８青磁１５２１２７．５７７骨９８１２７．８６７染付４５
１２７．６２０骨２０７１２７．７５１白磁１５３１２７．６６２金属９９１２７．８１９瓦４６
１２７．５８８骨２０８１２７．７４６金属１５４１２７．６４４骨１００１２７．８１３瓦４７
１２７．５９４青磁２０９１２７．７２４青磁１５５１２７．７０８骨１０１１２７．８２１瓦４８
１２７．５８４骨２１０１２７．７４２瓦１５６１２７．９００中褐釉１０２１２７．９６３中褐釉４９
１２７．５６１青磁２１１１２７．７１２青磁１５７１２７．６４７中褐釉１０３１２７．８７２青磁５０
１２７．５６６骨２１２１２７．７１４貝１５８１２７．８１４中褐釉１０４１２７．８２７瓦５１
１２７．５５３骨２１３１２７．６６９青磁１５９１２７．７６７金属１０５１２７．８０８瓦５２
１２７．５６２瓦２１４１２７．６９７瓦１６０１２７．８２２銭貨１０６１２７．７７４瓦（２コ）５３
１２７．５７８不明２１５１２７．６９２瓦１６１１２７．５９４青磁１０７１２７．７６５瓦５４
１２７．５６２青磁２１６１２７．６８４瓦１６２１２７．５７６青磁１０８１２７．８５４土器５５
１２７．５７０骨２１７１２７．６６２不明１６３１２７．９１３銭貨１０９１２７．７７５土器５６
１２７．５８５骨２１８１２７．６３５青磁１６４１２７．９２７金属１１０１２７．７６８貝５７
１２７．５９２骨２１９１２７．６４９骨１６５１２７．７５５タイ褐釉１１１１２７．６５９青磁５８
１２７．５９５骨２２０１２７．６１５瓦１６６１２７．７３６骨１１２１２７．６５７青磁５９
１２７．６７８瓦２２１１２７．６３９貝１６７１２７．７７０中褐釉１１４１２７．６４９瓦６０
１２７．６６１骨２２２１２７．６３０青磁１６８１２７．９１０金属１１５１２７．６７１瓦６１
１２７．６１１瓦２２３１２７．６３３瓦１６９１２８．０１４青磁１１６１２７．６６２瓦６２
１２７．６０４瓦２２４１２７．６１８骨１７０１２８．０８０中褐釉１１７１２７．９０２不明６３
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単位：ｍ第５３表　東西トレンチ出土遺物一覧（２）

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

１２７．４５９焼土等３８２１２７．５６２骨３３０１２７．４７３青磁２７８１２７．５７０骨２２５
１２７．４５３中褐釉３８３１２７．５９７金属３３１１２７．４９０瓦２７９１２８．００５骨２２６
１２７．４５８貝３８４１２７．５９０瓦３３２１２７．４８０骨２８０１２７．９２５骨２２７
１２７．４５８不明３８５１２７．５６６骨３３３１２７．５２２瓦２８１１２７．９５０中褐釉２２８
１２７．４３５青磁３８６１２７．５７３青磁３３４１２７．４９７骨２８２１２７．９４８金属２２９
１２７．４６２骨３８７１２７．５５５瓦３３５１２７．８４５青磁２８３１２７．９２９骨２３０
１２７．４６６瓦３８８１２７．５６０青磁３３６１２７．７８７骨２８４１２７．８２８金属２３１
１２７．４６４青磁３８９１２７．５６０瓦３３７１２７．８５６中褐釉２８５１２７．８５４貝２３２
１２７．４７５瓦３９０１２７．５６２骨製品３３８１２７．７２７中褐釉２８６１２７．８６０青磁２３３
１２７．４５６瓦３９１１２７．５６２骨３３９１２７．６９３中褐釉２８７１２７．８５０骨２３４
１２７．４５８高麗青磁３９２１２７．５８０青磁３４０１２７．６９５青磁２８８１２７．８６３金属２３５
１２７．４６７瓦３９３１２７．５８１骨３４１１２７．７００青磁２８９１２７．７６８金属２３６
１２７．４７７青磁３９４１２７．５７９骨、青磁３４２１２７．７４７中褐釉２９０１２７．７７２骨２３７
１２７．４４５瓦３９５１２７．５６７骨３４３１２７．７６２骨２９１１２７．８７５骨２３８
１２７．４８８瓦３９６１２７．５７７貝３４４１２７．７００骨２９２１２７．８３６銭貨２３９
１２７．４７２青磁３９７１２７．５８０青磁３４５１２７．７０４金属２９３１２７．８３７骨２４０
１２７．４７５瓦３９８１２７．５５８骨３４６１２７．６８１中褐釉２９４１２７．８８２金属２４１
１２７．４７５瓦３９９１２７．５３０骨３４７１２７．７０５青磁２９５１２７．８８８中褐釉２４２
１２７．４７８瓦４００１２７．５４８骨３４８１２７．６９２瓦２９６１２７．８８５骨２４３
１２７．４８２銭貨４０１１２７．５４０青磁３４９１２７．６５５青磁２９７１２７．８４７骨、貝２４４
１２７．４７９土器４０２１２７．５６６骨３５０１２７．６１３瓦２９８１２７．９０２金属２４５
１２７．５００瓦４０３１２７．５６１焼土等３５１１２７．５９７青磁２９９１２７．９２０青磁２４６
１２７．５１８青磁４０４１２７．５６２骨３５２１２７．５８０青磁３００１２７．８８７金属２４７
１２７．４９０青磁４０５１２７．５５２不明３５３１２７．６７５瓦３０１１２７．８４５中褐釉２４８
１２７．４７８骨４０６１２７．５５４骨３５４

１２７．６５２円盤状製
品３０２

１２７．５７５染付２４９
１２７．４７７骨４０７１２７．５４９中褐釉３５５１２７．９１２金属２５０
１２７．４８６青磁４０８１２７．５５７青磁３５６１２７．６４８瓦３０３１２７．９１５中褐釉２５１
１２７．４７８瓦４０９１２７．５６８青磁３５７１２７．５９５青磁３０４１２７．９０５中褐釉２５２
１２７．４９６青磁４１０１２７．５６７瓦３５８１２７．５４４焼土等３０５１２７．８７６中褐釉２５３
１２７．４９９青磁４１１１２７．６０３瓦３５９１２７．５１７焼土等３０６１２７．９０５金属２５４
１２７．４９８青磁４１２１２７．５７８瓦３６０１２７．５２６瓦３０７１２７．９０５中褐釉２５５
１２７．５００骨４１３１２７．５５５青磁３６１１２７．５１５中褐釉３０８１２７．８９３骨２５６
１２７．５２０瓦４１４１２７．５５４骨３６２１２７．５２４骨３０９１２７．８９２中褐釉２５７
１２７．５０７青磁４１５１２７．５５９骨３６３１２７．５１５焼土等３１０１２７．８７０中褐釉２５８
１２７．５１０瓦４１６１２７．５６２瓦３６４１２７．４７１青磁３１１１２７．８９９骨２５９
１２７．５０６不明４１７１２７．５４３骨３６５１２７．５２０青磁３１２１２７．７５７中褐釉２６０
１２７．５０６瓦４１８１２７．５４０骨３６６１２７．５２９青磁３１３１２７．６０６骨２６１
１２７．５０２瓦４１９１２７．５２３骨製品３６７１２７．４０２骨３１４１２８．００６タイ褐釉２６２
１２７．５１８瓦４２０１２７．５４６骨３６８１２７．４５８骨３１５１２８．０４０中褐釉２６３
１２７．５１４瓦４２１１２７．４３０銭貨３６９１２７．４６５瓦３１６１２８．１１０玉製品２６４
１２７．５０６白磁４２２１２７．４８２貝３７０１２７．４１１焼土等３１７１２７．４８６青磁２６５
１２７．７４９骨４２３１２７．４５０青磁３７１１２７．４２０骨３１８１２７．４３７瓦２６６
１２７．７５６骨４２４１２７．４４０青磁３７２１２７．４７５青磁３１９１２７．４３８土器２６７
１２７．７４５青磁４２５１２７．４４１中褐釉３７３１２７．５２５焼土等３２０１２７．４７３銭貨２６８
１２７．７２０骨４２６１２７．４３２高麗青磁３７４１２７．５３５青磁３２１１２７．４９８瓦２６９
１２７．７４１青磁４２７１２７．４３３青磁３７５１２７．５１３青磁３２２１２７．４８０青磁２７０
１２７．７６８青磁４２８１２７．４３５焼土等３７６１２７．５２３瓦３２３１２７．４３８青磁２７１
１２７．７４６不明４２９１２７．４２７瓦３７７１２７．５５２骨３２４１２７．４７５骨２７２
１２７．７１３青磁４３０１２７．４６５焼土等３７８１２７．５４５骨３２５１２７．４８２瓦２７３
１２７．７３２青磁４３１１２７．４７９瓦３７９１２７．５６６骨３２６１２７．５００土器２７４
１２７．６７５青磁４３２

１２７．４６２円盤状製
品３８０

１２７．５６７骨３２７１２７．４８９瓦２７５
１２７．６６７骨４３３１２７．５５３骨３２８１２７．４７６瓦２７６
１２７．６６６骨４３４１２７．４６６青磁３８１１２７．５７６焼土等３２９１２７．４８７瓦２７７
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単位：ｍ第５３表　東西トレンチ出土遺物一覧（３）

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

１２７．３８５土器５９５１２７．３６１青磁５４３１２７．５３４骨４９１１２７．６７２骨４３５
１２７．３８２骨５９６１２７．３５８骨５４４１２７．５３０青磁４９２１２７．７４７瓦４３６
１２７．３８８骨５９７１２７．４６７青磁５４５１２７．５３０骨４９３１２７．７２０青磁４３７
１２７．３９０骨５９８１２７．３７２不明５４６１２７．５３８青磁４９４１２７．６４３骨４３８
１２７．４４３骨６００１２７．３８０青磁５４７１２７．５３４骨４９５１２７．６４７骨４３９
１２７．４５４中褐釉６０１１２７．３６９青磁５４８１２７．５７５骨４９６１２７．６７３青磁４４０
１２７．４３９天目６０２

１２７．３７０玉製品
（勾玉）５４９

１２７．５７１骨４９７１２７．６７９青磁４４１
１２７．４４７青磁６０３１２７．５２６骨４９８１２７．６５３青磁４４２
１２７．４４７青磁６０４１２７．３８９骨５５０１２７．５２５骨４９９１２７．６５３骨４４３
１２７．４６４青磁６０５１２７．４２１青磁５５１１２７．５２８青磁５００１２７．６８０不明４４４
１２７．３９５焼土等６０６１２７．４０７中褐釉５５２１２７．５０８骨５０１１２７．６２８青磁４４５
１２７．６８４骨６０７１２７．３９６土器５５３

１２７．５４５褐釉、青
磁５０２

１２７．６１０中褐釉４４６
１２７．７３７骨６０８１２７．４１４瓦５５４１２７．６２５中褐釉４４７
１２７．６４５骨６１０１２７．３９３骨５５５１２７．５１５骨５０３１２７．６１８焼土等４４８
１２７．６４０骨６１１１２７．４０６青磁５５６１２７．５２１焼土等５０４１２７．５０６白磁４４９
１２７．６３６骨６１２１２７．４２６骨５５７１２７．５０４骨５０５１２７．６１２青磁４５１
１２７．６３５骨６１３１２７．４２８骨５５８１２７．５００骨５０６１２７．５７３青磁４５２
１２７．６８３骨、青磁６１４１２７．４５４瓦５５９１２７．５１３骨５０７１２７．５８７骨４５３
１２７．６７８中褐釉６１５１２７．４５９青磁５６０１２７．５１３骨５０８１２７．１２２骨４５４
１２７．６３４瓦６１６

１２７．４５８円盤状製
品５６１

１２７．５０４骨５０９１２７．７１０瓦４５５
１２７．５９１骨６１７１２７．５０５銭貨５１０１２７．５９２青磁４５６
１２７．７２３骨６１８１２７．４２４青磁５６２１２７．５０８貝５１１１２７．５６２骨４５８
１２７．７６０骨６１９１２７．４３４青磁５６３１２７．５０４骨５１２１２７．５６０骨４５９
１２７．７７４骨６２０１２７．４３１青磁５６４１２７．５０１骨５１３１２７．５６２瓦４６０
１２７．７４２骨６２１１２７．４２０骨５６５１２７．５４５骨５１４１２７．５７１骨４６１
１２７．７５２青磁６２２１２７．４２３青磁５６６１２７．５０６骨５１５１２７．５５８骨４６２
１２７．７３６青磁６２３１２７．４３６中褐釉５６８１２７．５１０焼土等５１６１２７．３３４青磁４６３
１２７．７３４骨６２４１２７．４３２中褐釉５６９１２７．５１３瓦５１７１２７．５８２骨４６４
１２７．６９０骨６２５１２７．４５２不明５７０１２７．５０８骨５１８１２７．６００青磁４６５
１２７．６５６瓦６２６１２７．４５１瓦５７１１２７．５０８骨５１９１２７．５７４不明４６６
１２７．６５４瓦６２７１２７．４６２骨５７２１２７．５０６白磁、瓦５２０１２７．５６８骨４６７
１２７．６３４瓦６２８１２７．４６８天目５７３１２７．５００瓦５２１１２７．５７２青磁４６８
１２７．６１５骨６２９１２７．４５７瓦５７４１２７．５０２青磁５２２１２７．５８１青磁４６９
１２７．６５９瓦６３０１２７．４６４骨５７５１２７．５０１瓦５２３１２７．５４４青磁４７０
１２７．６５０青磁６３１１２７．４２９瓦（２コ）５７６１２７．５２０骨５２４１２７．５６７骨４７１
１２７．６４９瓦６３２１２７．４６３瓦５７７１２７．５１３骨５２５１２７．５７２青磁４７２
１２７．５７４瓦６３３１２７．４６７骨５７８１２７．５０５骨５２６１２７．６００貝４７３
１２７．５５６骨６３４１２７．４７６瓦５７９１２７．５０８青磁５２７１２７．６８３瓦４７４
１２７．５５６青磁６３５１２７．４６１骨５８０１２７．５７０青磁５２８１２７．５４０骨４７５
１２７．６０２青磁６３６１２７．４７０青磁５８１１２７．５２６土器５２９１２７．５１４骨４７６
１２７．５４３骨（３コ）６３７１２７．４８１骨５８２１２７．５４１瓦５３０１２７．５３２骨４７７
１２７．５５０骨６３８１２７．４９２天目５８３１２７．５１６中褐釉５３１１２７．５３０骨４７８
１２７．５９３骨６３９１２７．４７９中褐釉５８４１２７．５１９青磁５３２１２７．５５７青磁４７９
１２７．５４６不明６４０１２７．４７８青磁５８５１２７．５０１青磁５３３１２７．５５０青磁４８０
１２７．５４２瓦６４１１２７．４５５中褐釉５８６１２７．５１７青磁５３４１２７．５２４骨４８１
１２７．６３０骨６４２１２７．４９５瓦５８７１２７．５３０骨、青磁５３５１２７．５２５骨４８２
１２７．６５２中褐釉６４４１２７．４５７瓦（２コ）５８８１２７．５２１骨５３６１２７．５２４瓦４８３
１２７．５２４不明６４５１２７．４４４青磁５８９１２７．５１８瓦５３７１２７．５２２青磁４８４

１２７．５３６瓦、円盤
状製品６４６

１２７．４３６青磁５９０１２７．５２５青磁５３８１２７．５２８青磁４８５
１２７．３８８土器５９１１２７．５４５青磁５３９１２７．５３５中褐釉４８６

１２７．５３６瓦６４７１２７．４０２焼土等５９２１２７．５３８骨５４０１２７．５３１骨４８８
１２７．５３１瓦６４８１２７．４０８骨５９３１２７．５４０中褐釉５４１１２７．５２５青磁４８９
１２７．５３８瓦６４９１２７．３９０骨５９４１２７．５４６骨５４２１２７．５１６瓦４９０



－　172　－

単位：ｍ第５３表　東西トレンチ出土遺物一覧（４）

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

ＥＬ遺　物
番
号

１２７．４２５中褐釉８１０１２７．５８７瓦７５７１２７．３６７骨７０４１２７．５２１瓦６５０
１２７．４２９骨８１１１２７．６６７青磁７５８１２７．３７９骨７０５１２７．５０５骨６５１
１２７．４２０瓦８１２１２７．５４５骨７５９１２７．３９５青磁７０６１２７．５２７骨６５２
１２７．４８１青磁８１３１２７．５４０金属７６０１２７．３８８骨７０７１２７．５２８土器６５３
１２７．４５８青磁８１４１２７．５７９青磁７６１１２７．３８２中褐釉７０８１２７．５１９焼土等６５４
１２７．４６４青磁８１５１２７．５１８骨７６２１２７．３９１土器７０９１２７．５００瓦６５５
１２７．４４７青磁８１６１２７．５０６骨７６３１２７．３９３青磁７１０１２７．５１７瓦６５６
１２７．６５０瓦８１７１２７．５２５骨７６４１２７．３９７土器７１１１２７．５３７瓦６５７
１２７．４２０銭貨８１８１２７．５１０骨７６５１２７．４１５骨７１２１２７．５０９骨６５８
１２７．２８４焼土等８１９１２７．５０７瓦７６６１２７．３９１青磁７１３１２７．５２８骨６５９
１２７．３１６骨８２０１２７．５１２青磁７６７１２７．４２０青磁７１４１２７．４９６沖施６６０
１２７．３３２不明８２１１２７．４７９骨７６８１２７．３９５瓦７１５

１２７．５０８石製品
（硯）６６１

１２７．３６２銭貨８２２１２７．５４０骨７６９１２７．３７９骨７１６
１２７．３６４青磁８２３１２７．５４８瓦７７０１２７．３９５瓦７１７１２７．５１６骨６６２
１２７．３３８骨８２４１２７．４８２瓦７７１１２７．４０８染付７１８１２７．５０８骨６６３
１２７．３２２骨８２５１２７．４５０骨７７２１２７．３８９不明７１９１２７．５０６骨６６４
１２７．３２２青磁８２６１２７．４９１骨７７３１２７．３８６不明７２０１２７．５２８骨６６５
１２７．３５５骨８２７１２７．５２１瓦７７４１２７．４０２青磁７２１１２７．５０８貝６６６
１２７．３３０青磁８２８１２７．５９０瓦７７５１２７．４００天目７２２１２７．５０６骨６６７
１２７．３４０骨８２９１２７．４９０土器７７６１２７．４０１青磁７２３１２７．５０５骨６６８
１２７．３４６骨８３０１２７．４９４骨７７７１２７．４０１天目７２４１２７．５０４骨６６９
１２７．３６０青磁８３１１２７．４６４骨７７８１２７．３７１骨７２５１２７．４９９骨６７０
１２７．３６２骨８３２１２７．５０４青磁７７９１２７．３７０瓦７２６１２７．４９９骨６７１
１２７．３６６骨８３３１２７．４９５瓦７８０１２７．３７５瓦７２７１２７．４９９骨６７２
１２７．３６０青磁８３４１２７．４７９中褐釉７８１１２７．３６７瓦７２８１２７．５０１白磁６７３
１２７．３６６瓦８３５１２７．５０７瓦７８２１２７．３８０瓦７２９１２７．５１６骨６７４
１２７．３４３骨８３６１２７．５０６瓦７８３１２７．３９６瓦７３０１２７．５２４貝６７５
１２７．３３８銭貨８３７１２７．４４０青磁７８４１２７．３８３青磁７３１１２７．５３２瓦６７６
１２７．３３２青磁８３８１２７．４５７瓦７８５１２７．４２１中褐釉７３２１２７．５１０骨６７７
１２７．３３０青磁８３９１２７．４６８瓦７８６１２７．４０９青磁７３３１２７．５１６骨６７８
１２７．３３４銭貨８４０１２７．４９４瓦７８７１２７．４３５須恵器７３４１２７．５０５骨（２コ）６７９
１２７．３１８骨８４１１２７．４６０瓦７８８１２７．４２８中褐釉７３５１２７．５０９青磁６８０
１２７．３２５骨（２コ）８４２１２７．４９６瓦７８９１２７．４２７土器７３６１２７．５０７骨６８１
１２７．３２６骨８４３１２７．４５４青磁７９０１２７．５７８骨７３７１２７．４９５骨６８３
１２７．３１５骨８４４１２７．４５６青磁７９１１２７．５６０骨７３８１２７．４９３骨６８４
１２７．３３６青磁８４５１２７．５１０骨７９２１２７．５７６骨７３９１２７．４９２骨６８５
１２７．３４８青磁８４６１２７．４９７石製品７９３１２７．５４０青磁７４０１２７．４９０骨６８６
１２７．３４２中褐釉８４７１２７．４９１不明７９４１２７．５２７骨７４１１２７．４９０青磁６８７
１２７．３５０瓦８４８１２７．４８２天目７９５１２７．５２３骨７４２１２７．４９４青磁６８８
１２７．３６６土器８４９１２７．４６２不明７９６１２７．５４８骨７４３１２７．４６５白磁６８９
１２７．３６８天目８５０１２７．４８７不明７９７１２７．５７９骨７４４１２７．４８６骨６９０
１２７．３３８青磁８５１１２７．４５８骨７９８１２７．６１１骨７４５１２７．４７７青磁６９１
１２７．３３０天目８５２１２７．４６２土器７９９１２７．５８５骨７４６１２７．４９３青磁６９２
１２７．３８５白磁８５３１２７．４７９中褐釉８００１２７．５６８青磁７４７１２７．４９１青磁６９３
１２７．４００中褐釉８５４１２７．４６７不明８０１１２７．５７０骨７４８１２７．５０３瓦６９５
１２７．３４４瓦８５５１２７．４９６瓦８０２１２７．５１７青磁７４９１２７．４９２骨６９６
１２７．４３６青磁８５６１２７．４７２骨８０３１２７．５４１骨７５０１２７．５１５骨６９７
１２７．４４２玉製品８５７１２７．４７６骨８０４１２７．５５０骨７５１１２７．４９７青磁６９８

１２７．４７０骨８０５１２７．４７０骨７５２１２７．５０６青磁６９９
１２７．４６９銭貨８０６１２７．５６１青磁７５３１２７．８６１青磁７００
１２７．４７１骨８０７１２７．４９０骨７５４１２７．８５５中褐釉７０１
１２７．４６６骨８０８１２７．５６０骨７５５１２７．３５６瓦７０２
１２７．４５１瓦８０９１２７．６１６骨（２コ）７５６１２７．３６５骨（２コ）７０３
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（五十音順）

上 田 秀 夫　１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』№２　日本貿易陶磁研究会

上 原　 靜　１９９４「首里城跡西のアザナ地区出土の明朝系瓦とその推移」『南島考古』№１４　沖縄考古学会

汪 慶 正 編　２０００『中國美術分類全集　中國陶瓷器全集』１１　全國新華書店　

大 川　 清　１９７４『琉球古瓦調査抄報』　沖縄県文化財調査報告書

小 野 正 敏　１９８２「１５～１６世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』№２　日本貿易陶磁研究会

郭　学　雷　２００５『明代磁州 瓷器』　文物出版社

加藤嘉太郎　１９８９『家畜比較解剖図説』　養賢堂

川 上 親 孝　１９９４『学研生物図鑑　貝Ⅰ』　学習研究社

川 上 親 孝　１９９４『学研生物図鑑　貝Ⅱ』　学習研究社

岸 本 竹 美　２００３「グスク時代及び近世出土の玉製品に関する考察」『沖縄埋文研究』第１号　沖縄県立埋蔵文化

財センター

木 下 尚 子　１９８１「貝製容器小考」『南島考古　№７』　南島考古学会

金 武 正 紀　２００４「沖縄から出土したタイ・ベトナム陶磁」『シンポジウム　陶磁器が語る交流―九州・沖縄から

出土した東南アジア産陶磁器―』　東南アジア考古学会他

久手堅憲夫　２０００『首里の地名』　第一書房

須 藤 利 一　『異国船来琉記』　法政大学出版

曽　　　凡　２０００『福建陶瓷考古概論』　福建省地図出版社

照 屋 善 義　２０００『沖縄の陶器　技術と科学』

富 永 樹 之　１９９８「出土品に見る景徳鎮青花の底裏銘」『青山考古』第１９号　青山考古学会

野々村孝男　１９９９『首里城を救った男』　ニライ社

真栄平房敬　１９９７『首里城物語』　ひるぎ社

又 吉 真 三　１９９３「首里城の建築」『甦る首里城』　首里城復元期成会

松 井　 章　２００５『環境考古学への招待　－発掘からわかる食・トイレ・戦争－』　岩波新書

三杉隆敏・榊原昭二　１９９８『陶磁器染付文様辞典』　柏書房

森 田　 勉　１９８２「１４～１６世紀の白磁の分類と編年」『貿易陶磁研究』№２　日本貿易陶磁研究会

吉 田　 寛　２００４「大分・府内から出土した東南アジア産陶磁」『シンポジウム　陶磁器が語る交流―九州・沖縄

から出土した東南アジア産陶磁器』
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出光美術館　　　　　　　　　２００５『中国・磁州窯』

沖縄県教育委員会　　　　　　１９８６『松田遺跡－一般国道３２９号線改良工事に伴う緊急調査－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県文化財調査報告書　第７６集

沖縄県教育委員会　　　　　　１９８３『ぐすく－グスク分布調査報告書（Ⅰ）沖縄本島及び周辺離島－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県文化財調査報告書　第５３集

沖縄県教育委員会　　　　　　１９９８『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県文化財調査報告書　第１３２集

沖縄県教育委員会　　　　　　１９９８『首里城跡－御庭跡・奉神門跡の遺跡調査報告書－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県文化財調査報告書　第１３３集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００１『首里城跡－管理用道路地区発掘調査報告書－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第１集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００１『首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡、廣福門跡・木曳門

跡発掘調査報告書－』　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第３集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００４『首里城跡－東のアザナ地区発掘調査報告書－』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第２０集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００４『後兼久原遺跡』　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第２２集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００５『ナカンダカリヤマの古墓群』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第２６集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００５『首里城跡－上の毛及び周辺地区発掘調査報告書－』

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第２７集

沖縄県立埋蔵文化財センター　２００５『首里城跡－二階殿地区発掘調査報告書－』

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第２９集

沖縄県土木建築部（編）　　　　１９８８『首里城公園基本設計』　沖縄県土木建築部

（株）国建　　　　　　　　　　１９９５『国営沖縄記念公園首里城地区計画・設計の記録』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄開発庁沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所

京都国立博物館　　　　　　　２００３『特別展覧会　金色の飾り－金属工芸にみる日本美－』　イメージファクトリー

佐賀県九州陶磁文化館　　　　１９９８『沖縄のやきもの－南海からの香り－』　佐賀県九州陶磁文化館

首里城研究グループ　　　　　１９９７『首里城入門』　ひるぎ社

たばこと塩の博物館　　　　　１９８８『キセル』

国営沖縄記念公園事務所　　　２００２『国営沖縄記念公園首里城地区整備計画』　内閣府沖縄総合事務局

今帰仁村教育委員会　　　　　１９９１『今帰仁城跡発掘調査報告Ⅱ』　今帰仁村文化財調査報告　第１４集

那覇市教育委員会　　　　　　１９９２『壷屋古窯跡』　那覇市文化財調査報告書　第２３集

那覇出版社　　　　　　　　　１９８４『写真集　沖縄』

平凡社　　　　　　　　　　　２０００『増補　やきもの事典』

町田市立美術館　　　　　　　２００１「ベトナム青花」『町田市立美術館図録』　第１２２集

琉球政府文化財保護委員会　　１９６６『勝連城跡第二次発掘調査概報』　琉球政府文化財報告書
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調査前（西から）

SA０１全景（北から）

図版３　調査区及び遺構検出状況（１）
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SA０２、SK０５（北東から）

SS０１（西から）

図版４　遺構検出状況（２）
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図版５　遺構検出状況（３）

SA０１、SR０８（A-３①）

SA０１（A-３②部分）

SA０１（A-４①）

SA０１（A-４①部分）

SA０１（A-３①部分）

SA０１（A-３②部分）

SA０１（A-４①）

SA０１面石前堆積状況（東から）
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図版６　遺構検出状況（４）

SA０２（北から）

SA０３（南西から）

SA０６・０５根石近く瓦溜まり（北から）

SA０６下部ヒスイ釉皿出土状況（北から）

SA０１、SR０５接続部分（東から）

SA０４（南から）

SA０６・０５（北から）

SD０１（北から）
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図版７　遺構検出状況（５）

SR０１南端（北西から）

SR０４・０５（北東から）

SR０８（北から）

SR０８（北から）

SR０４・０５（北から）

SA０２、SR０７（北から）

SR０８（南から）

SR０８栗石堆積状況（南西から）
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図版８　遺構検出状況（６）

SK０２（東から）

SK０４（東から）

SK０５（北から）

SK０５内出土獣骨

SK０３（東から）

SK０４（北から）

SK０５、SA０２（北から）

SK０５炭層堆積状況（南から）
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図版９　遺構検出状況（７）

SK０６（東から）

SK０７（東から）

階段遺構（南西から）

後之御庭堆積状況（北から）

SK０６（南から）

SK０８（南から）

階段遺構、SR０１（南から）

北側造成層（南から）
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図版１０　遺構検出状況（８）

A-３①柱穴群（西から）

A-３柱穴群、SA０１（東から）

C-３④柱穴群（西から）

C-３④土壙（西から）

B-３④柱穴群（南から）

A-４①柱穴群

C-３②土壙（南から）

大和系瓦出土状況
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図版１１　青磁（１）
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図版１２　青磁（２）
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図版１３　青磁（３）
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図版１４　青磁（４）
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図版１５　青磁（５）・白磁（２）
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図版１６　白磁（１）
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図版１７　染付（１）
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図版１８　染付（２）
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図版１９　染付（３）
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図版２０　染付（４）

69

70

75

79

767472

73

80

77

71

78 81 82 84

83
85



－　195　－

図版２１　褐釉陶器（１）中国産
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図版２２　褐釉陶器（２）中国産
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図版２３　褐釉陶器（３）タイ産
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図版２４　半練土器
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図版２５　黒釉陶器
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図版２６　その他の輸入陶磁器（１）
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図版２７　その他の輸入陶磁器（２）
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図版２８　その他の輸入陶磁器（３）
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図版２９　本土産陶磁器
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図版３０　沖縄産施釉陶器（１）
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図版３１　沖縄産施釉陶器（２）
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図版３２　沖縄産施釉陶器（３）
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図版３３　沖縄産施釉陶器（４）
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図版３４　沖縄産施釉陶器（５）
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図版３５　沖縄産無釉陶器（１）
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図版３６　沖縄産無釉陶器（２）
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図版３７　沖縄産無釉陶器（３）
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図版３８　沖縄産無釉陶器（４）
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図版３９　土器（１）
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図版４０　土器（２）
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図版４１　土器（３）
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図版４２　土器（４）
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図版４３　瓦・ 
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図版４４　金属製品（１）

1

2

9

10

11

13

14

12

15
16

17

3 4
5

8
6

7



－　219　－

図版４５　金属製品（２）
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図版４６　銭貨（１）
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図版４７　銭貨（２）・土製品
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図版４８　貝製品
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図版４９　骨製品・玉製品
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図版５０　煙管
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図版５１　石製品（１）
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図版５２　石製品（２）

11

12

13

1514



－　227　－

図版５３　円盤状製品
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図版５４　貝（１）巻貝（番号は表と一致）
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図版５５　貝（２）巻貝（番号は表と一致）
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図版５６　貝（３）上：巻貝　下：二枚貝（番号は表と一致）
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図版５７　貝（４）二枚貝（番号は表と一致）
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図版５８　骨（１）
サカナ　上：�������　１．右　可動指　������　２．歯　�����　３．脊椎骨　�����　４．脊椎骨
　　　　　　�����　５．尾　���　６．左　主鰓蓋骨　��　７．左　歯骨　����　８．右　前上顎骨　９．右　歯骨
　　　　　　����　１０．右　前上顎骨　１１．右　歯骨　���　１２．右　主上顎骨　１３．右　角骨　１４．左　方骨　１５．右　舌顎
　　　　下：����　１６．右　前鰓蓋骨　����　１７．右　前鰓蓋骨　���　１８．左　擬鎖骨　１９．鋤骨
　　　　　　���　２０．右　前上顎骨　������　２１．右　前上顎骨　２２．左　前上顎骨　２３．左　歯骨
　　　　　　������　２４．左　歯骨　������　２５．右　前上顎骨　２６．右　歯骨　������　２７．右　舌顎
　　　　　　������　２８．右　舌顎　������　２９．右　舌顎
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30 31 32
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図版５９　骨（２）
サカナ　上：���　３０．左　歯骨　����　３１．左　前上顎骨　３２．右　歯骨　３３．右　主上顎骨　������　３４．左　前鰓蓋骨
　　　　　　���　３５．右　角骨　��������　３６．左　前上顎骨　３７．左　歯骨　������　３８．右　前上顎骨
　　　　　　３９．右　歯骨　４０．左　主上顎骨　４１．左　口蓋　４２．左　角骨　４３．左　方骨　４４．右　舌顎　４５．左　前鰓蓋骨
　　　　下：������　４６．右　主鰓蓋骨　４７．副楔骨　����　４８．右　前上顎骨　４９．右　歯骨　５０．下咽頭骨
　　　　　　����　５１．右　上咽頭骨　������　５２．左　前上顎骨　����　５３．下咽頭骨　����　５４．下咽頭骨
　　　　　　���　５５．右　角骨　�����　５６．右　歯骨　５７．下咽頭骨　�������　５８．左　上咽頭骨
　　　　　　�����　５９．下咽頭骨　����　６０．右　前上顎骨　６１．右　歯骨
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図版６０　骨（３）
サカナ　上：�����　６２．左　主上顎骨　�����　６３．左　主上顎骨　�������　６４．右　口蓋　６５．右　角骨
　　　　　　６６．右　方骨　６７．左　前鰓蓋骨　６８．左　主鰓蓋骨　�����　６９．尾部麟　����　７０．右　前鰓蓋骨
　　　　　　�����　７１．左　主鰓蓋骨　�����　７２．右　主鰓蓋骨　��������	　７３．左　前上顎骨
　　　　　　７４．左　舌顎　���　７５．左　歯骨Ａ　７６．左　歯骨Ｂ　７７．左　主上顎骨Ａ　７８．左　主上顎骨Ｂ
　　　　下：���　７９．左　主上顎骨Ｃ　８０．左　角骨　８１．左　舌顎　８２．右　前鰓蓋骨　８３．右　主鰓蓋骨　８４．右　主鰓蓋骨
　　　　　　８５．左　擬鎖骨　８６．鋤骨　８７．８８．背鰭棘　８９．臀鰭血管間棘　９０．第２臀鰭棘　９１．９２．脊椎骨　９３．尾椎
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図版６１　骨（４）
上：ウミガメ　１．右　頭頂骨　２．右　上腕骨　３．橈骨　４．左　尺骨　キズあり　５．左　大腿骨　６．指骨
　　　　　　　７．剣状突起　８．腹甲板　９．助骨板　１０．縁骨板
下：ハブ　１．歯　　カモ類　２．右　烏口骨　３．４．右　尺骨　５．左　中手骨　６．右　大腿骨　７．右　脛骨　８．左　脛骨
　　カラス　９．右　尺骨　１０．右　中手骨　１１．左　中足骨　　トリ　１２．左　脛骨　１３．右　脛骨　１４．右　中足骨
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図版６２　骨（５）
上：ニワトリ　１．右　烏口骨　２．左　肩甲骨　３．左　上腕骨　４．右　橈骨　５．左　尺骨　６．左　寛骨　７．左　大腿骨
　　　　　　　８．左　大腿骨　キズあり　９．左　脛骨　１０．右　脛骨　１１．右　中足骨♂
下：ネズミ　１．右　上腕骨　２．右　尺骨　３．右　寛骨　４．右　大腿骨　５．左　脛骨
　　ネコ　　６．左　橈骨　７．右　大腿骨　８．左　脛骨
　　イヌ　　９．左右　後頭顆　１０．右　下顎骨　P３，４　M１，２，３　１１．腰椎　１２．１３．右　上腕骨　１４．右　尺骨　１５．右　寛骨
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図版６３　骨（６）
ジュゴン　１．腰椎　２．右　助骨　３．肩甲骨
ウマ　４．右　上顎骨　歯　５．左　下顎骨　６．腰椎　キズあり　７．仙骨　８．左　上腕骨　９．右　橈骨・尺骨　１０．左　橈骨
　　　１１．右　寛骨　キズあり　１２．左　大腿骨　キズあり　１３．左　膝蓋骨　１４．基節骨
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図版６４　骨（７）
ウシ　１．右　角　２．右　側頭骨　３．左　側頭骨　４．右　上顎骨　dm４　５．右　上顎骨　P ３　６．右　上顎骨　M１　７．右　上顎骨　M３

　　　８．左　下顎骨　切歯骨　９．左　下顎骨　dm４　１０．左　下顎骨　M１　１１．左　下顎骨　M２　１２．右　下顎骨　M３　１３．左　下顎骨
　　　１４．頸椎　１５．１６．胸椎　１７．腰椎　１８．１９．肩甲骨　キズあり　２０．２１．右　橈骨　キズあり　２２．左　尺骨
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図版６５　骨（８）
上：ウシ　２３．右　橈側手根骨　２４．右　中間手根骨　２５．左　尺側手根骨　２６．右　中手骨　２７．左　寛骨　
　　　　　２８．右　大腿骨　キズあり　２９．左　脛骨　３０．右　脛骨　３１．右　果骨　３２．右　踵骨　３３．左　距骨　キズあり
　　　　　３４．右　第４足根骨　３５．右　中足骨　３６．左　基節骨　３７．右　基節骨　３８．左　中節骨　３９．右　中節骨
　　　　　４０．右　末節骨
下：ヤギ　１．左　上顎骨　M３　２．右　上腕骨　３．左　橈骨　４．右　尺骨　５．左　中手骨　６．右　寛骨　７．右　中足骨
　　　　　８．左　基節骨
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図版６６　骨（９）
ブタ　１．左右　頭頂骨～前頭骨　２．右　頭頂骨～前頭骨　３．右　頬骨　４．右　上顎骨　犬歯　♀
　　　５．右　上顎骨　dm２，４　P〈３〉　M１　６．右　下顎骨　P〈２〉　７．左　下顎骨　M２　８．左　下顎骨　M２，３　９．軸椎　１０．１１．胸椎
　　　１２．腰椎　１３．仙骨　１４．左　肩甲骨　１５．右　肩甲骨
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図版６７　骨（１０）
ブタ　１６．右　上腕骨（幼）　１７．～１９．左　上腕骨　２０．右　橈骨　２１．左　橈骨　２２．右　尺骨　２３．左　中手骨Ⅱ
　　　２４．２５．右　中手骨Ⅲ　２６．左　中手骨Ⅳ　２７．左　中手骨Ⅴ　２８．右　寛骨　２９．左　大腿骨　３０．左　大腿骨
　　　３１．左　膝蓋骨　３２．右　脛骨　３３．３４．左　脛骨　３５．右　腓骨　３６．腓骨　３７．３９．左　踵骨　３８．右　踵骨　キズあり
　　　４０．左　距骨　キズあり　４１．左　中心足根骨　４２．４３．右　第４足根骨　４４．右　中足骨Ⅱ　４５．右　中足骨Ⅲ
　　　４６．右　中足骨Ⅳ　４７．右　中足骨Ⅴ　４８．４９．右　基節骨　５０．左　中節骨　５１．右　末節骨
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